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　　プロローグ　（ゴードン視点）




　ミヅキがゼブレストより帰還して数日。私は部屋で客人を迎えていた。

　医者としてではなく『ゴードン』という個人を幼い頃から知るその男は、私の目の前で穏おだやかな笑みを浮かべている。

「お久しぶりでございます。ゴードン様。お元気そうで何よりでございます」

　穏やかに微ほほ笑えみながらそう言った男は叔お父じの執事。長年主を変えずに勤めてきた彼は記憶にあるよりもやや老いた印象だ。いや、彼自身がもう初老といってもおかしくはない年齢なのだが。

　少々難ありな叔父に仕える彼に、幼い自分は無邪気に言い放ったものだ……『叔父上の執事なんてやっていて寿命が縮みませんか』と。苦笑し答えを返さなかった彼だが、それでも職を辞すことはしなかったのだから叔父は仕えるに値する主なのだろう。

「そろそろ……噂うわさになってきておりますよ」

　穏やかな表情のまま、まるで忠告するような台詞せりふをよこす。それこそが彼の目的であり、叔父の指示だったのだろうことは容易に知れる。

「貴方あなた様が『狭はざ間まの旅人』と呼ばれる異世界人の女性を保護したと。そして彼女には優秀な守護役が就ついたと聞かれるように……？　ゴードン様？　如何いかがなされました？」

『優秀な守護役』という単語を聞くなり遠い目になった自分を執事は訝いぶかしむ。そうか、連中はそういった評価をされているのか。世間の評価と自分の評価の溝は今回のことで更に深まったのだが。

　執事に罪はないと軽く頭を振り、疑問に答えてやることにする。

「ああ、すまない。そうだな、アルジェントとクラウスは翼の名を持つ騎士というだけでなく、公爵子息という立場もあるからさぞ女性にはもてるのだろうな」

「どちらも見み目め麗うるわしい方々ですからね。エルシュオン殿下も含めて女性達の憧れなのでしょう」

　エルシュオン殿下は御自分にも人にも厳しい方ですから畏い怖ふされている節もございますが、と続ける執事に今度こそ私は溜息を吐つく。執事が今名を上げた三名こそ、自分と保護した異世界人──ミヅキの災難ともいうべきものなのだから。

　まずアルジェント。バシュレ公爵家の三男であり、金の長髪に緑の瞳の物腰穏やかな青年だ。ただし『自分より強い者に苦痛を与えられることに悦よろこびを感じる』という特殊性癖の持ち主である。ミヅキに張り倒されては嬉うれしそうにする様さまを見て『素敵！』と思う奴やつは居まい。

　ついでに言うなら極一部の信頼する者達以外はどうでもいいと考えるほど人嫌いなのだ。穏やかな微笑でそれを覆おおい隠し気付かせない術すべは見事なのだが、心から信頼できるかと言われれば否いなだろう。腹黒過ぎる。

　次にクラウス。魔術特化のブロンデル公爵家子息で黒髪に藍色の瞳の青年だが、こちらは常に無表情ゆえ少々近寄りがたい雰囲気がある。内面は貴族にありがちの世辞や蔑さげすみとは無縁なのだが、いかんせん正直過ぎるのだ。それはもう『少しは言葉を濁すことを覚えろ』と周囲が突っ込むほどに。

　そしてそれは己にも反映されていた。魔術特化のブロンデルらしくクラウスは魔術を好む。……訂正、好むどころか愛している。彼の両親が『この際、人に興味を持つなら性別年齢は不問』と血迷ったことを言い出すほどに。ヤバさが理解できない人は魔術を別の物……例えば人形などに置き換えてみれば判わかるだろう。

　そんな連中に愛されて──しかも立場的な利害関係込み──喜べるか？　答えは否だ、どう考えても顔や地位が落ちようとも普通はまともな男を選ぶ。

　当たり前だがミヅキは引いた。そりゃもう、ドン引きだ。ただでさえ馴な染じみのない騎士という立場に加えて難あり、いくら美形でも変人では誰だって思い止まる。




　異様に綺き麗れい＋天才＝変人（＝壮絶なマイナス要素あり）




　ミヅキの言葉だが、私はこれに物もの凄すごく納得した。この国が永ながらえてきた要因であろうとも祖国に対し疑問を抱く一面だろう。

「まあ、ミヅキは彼らを信頼はしているようだがね」

「おや、そうなのですか？」

「ああ。『翼の名を持つ騎士だからこそ、在あり方はブレない。居い候そうろうしている分、国のために利用されるのも納得する』と言っていた。確かにそう言った意味での信頼はあるだろう」

　私の言葉に執事は目を丸くする。

「そのように仰おっしゃったのですか？　何と言いましょうか……女性にしては随分と理解のある方なのですね？」

「泣くのは時間の無む駄だだと言い切って、この世界で生活する術を学ぼうとする子でな。良くも悪くも向上心旺盛で、現状を冷静に判断する思考回路の持ち主なのだよ」

　……物凄く良い言い方をすれば。そう内心で付け加える私をよそに、執事は困惑気味に首を傾げている。

「ゴードン様、保護されたのは年頃のお嬢様なのですよね？」

「そうだ」

「……。見目麗しい男性に興味も示さず、保護される以上は自分が国に利用されることも構わないと。しかも彼らの在り方を認め、信頼している……」

「そのとおり。規格外過ぎるだろう……性格が」

「はぁ、そうでございますね……」

　そう言いつつも執事の表情は『そんな女性が本当に居るのだろうか』と言っていた。その様子に私もミヅキを思い浮かべ微妙な気持ちになる。

　異世界人であるミヅキこそ、一番の問題児。普通の女性と思ってはいけないのだ！

　何せ思考回路が普通ではない。そもそも民間人が国の在り方を簡単に受け入れられるはずはないじゃないか、普通は。少なくとも襲撃を娯楽と捉とらえるなんて真ま似ねはしないだろう。

　外見こそ黒髪の美しい女性であるミヅキは中身が下手な男よりも男らしく、この世界のことを学んだ今となっては王族や騎士の在り方に理解を示している。時に非情なほどに。

　──個人よりも国を優先する騎士や王族・貴族は時に非情とも言える行動をとることがある。より大きなものを守るためには小さな犠牲に目を瞑つぶるしかないのだが、民間人にとってそれは受け入れにくいものなのだ。批難されても仕方あるまい。

　だが、ミヅキはこれを平然と受け入れる。受け入れた上で第三者として冷静な意見を述べ、時に己が知識を元にそれ以上の結果をもたらす。

　ゼブレストでの後宮破壊と称した側室達の排除も王の協力の下、『周囲が文句を言えず、その家ごと処罰される』という形をとり『王の功績とさせた』らしい。力による殺さつ戮りくではないのだ、策略によって失脚させたということだろう。その上で王に手柄を譲る。まさしく望まれた最良の結果である。ミヅキの成長にも大きく貢献した出来事だったようだ。

　魔法が使えるだけではなく、彼女自身の賢さが最大の武器なのだ。その魔法も……。

「そういえばもう一つ噂がございましたね。彼女が魔導師であると」

「……」

　私の表情を窺うかがう執事はどこか探るような様子を見せた。やはり叔父の命を受けての偵察かと小さく笑う。そんなことは予想済み、むしろ叔父には隠したところですぐにばれるだろう。ならば最初から情報を与えておいた方がいい。

「ああ。異世界人特有の言語の自動翻訳が成される都合上、どうにも詠えい唱しょうが正しく聞こえないらしくてな。イメージ重視で無詠唱を成し遂げたよ」

「なんですと!?　しかも無詠唱!?」

　いつもの落ち着きを忘れ、声を上げる執事に悪戯いたずらが成功したような楽しさを覚える。だが、それが普通の反応だ。もっとも魔導師という存在自体、正しく理解する者はいないのだろうが。

　魔導師。歴史に登場する度に圧倒的な力で、国さえ敗北させた『世界の災厄』。彼らは非常に自己中心的な性格をしており、誰にも媚こびず従うことなどない。魔術師達にとっては畏怖すべき存在であり、国の上層部にとっては決して無視できない脅威だ。

　魔導師が成したとされる術式は本人以外に使うことができないと言われ、記録として残っているのみ。ゆえに『アンシェスの技術』『古代都市の末まつ裔えい』などと憶測を立てられている。それほどに魔術師とは格が違うのだ。

　にも拘かかわらず異世界人の女性が一ひと月つき程度で魔導師となるなど、一体何の冗談か。

　ミヅキの場合はゲームとかいう元の世界の娯楽で馴染みがあり、本人も知識を何らかの形にすることに才があるからこそ実現したようなものだ。過去、魔法がない世界から来た異世界人がたやすく魔法に馴染んだとは聞いたことがない。実際、ミヅキも怪け我がを伴いつつ苦労していた。あの娘でさえ、魔法を手にするには苦労と苦痛という代償が必要だったのだ。

「あの子は生きることに貪欲なのだよ。この世界で最初にした選択が『生き続ける』か『終わらせる』かだと言っていたからね。そこまで割り切らなければ笑って生きていけないのだろう」

「そう、でございますね。これまでの全てから切り離された、全く見知らぬ世界でございますから」

　やや俯うつむき痛ましげな表情になる執事に、良心がズキリと痛み視線を逸そらす。そして内心『いや、ミヅキは普通じゃないから！　それなりに楽しく暮らしてるから！』と突っ込んだ。

　ミヅキは『日常生活を便利にしたい！』『憧れの魔法を使いたい！』という非常に個人的理由から危険をものともせず努力しただけなので、どちらかと言えばその気合と根性に拍手を送るべきだと思っている。執事に与えた情報も嘘うそではないが、その本人が『居場所がなければ作ればいいじゃない！　最後に笑うのは私だ！』と豪語し心の赴おもむくままに爆進するので悲哀はあまり感じられない。というかないだろう、そんな後ろ向きな感情は。

　騎士達の求婚をウザがる理由も『令嬢達に目を付けられるの面倒、あと貴族や騎士って結婚相手として馴染みがない』という現実的なものなので女性が憧れるロマンスとも無縁。

　乙女思考じゃないのだ、あの娘は。大抵の障害は自力で蹴け倒たおして進むので全く心配していないが、別の意味では非常に心配である。女性としていいのか、それで。

　と、その時。ノックと共に一人の女性が焼き菓子を手に部屋に入ってきた。

「失礼しま～す。先生、お茶菓子持って来ましたよ」

「おお！　今日は何かね？　ん？　双ふた子ごはどうした？」

　普段からミヅキの護衛──という名の従者──をしている双子の騎士ズの姿が見えないことに首を傾げると、ミヅキから簡単な答えが返ってくる。

「なんか『家族会議がある！』って実家に帰ってますよ、騎士ズは。……柔らかい方が良いということでシフォンケーキです。クリームは好みで添えてくださいね」

　声と共に目の前に皿が置かれ、柔らかそうなケーキが良い香りを放つ。思わず笑みを浮かべる私は「お代わりあるので適当に切り分けてくださいね」と言い残し去ろうとする彼女を呼び止め、一緒にどうかと誘うが残念そうに断られる。

「これから魔王様の所に行かなきゃならないんですよ。ゼブレストでの報告もあるんですけど、何でも今度他国から来る元異世界人が私に会いたいと言っているらしくて」

「おお、そういえば……バラクシンだったか。確かに三年ほど前にそういった話を聞いた気がするな」

「同じ世界からかもしれないっていう期待があるんでしょうね、その人」

「ミヅキは期待せんのかね？」

　人事の様に話すミヅキに尋ねると、やや首を傾げて困ったような顔をする。

「共通の話題があるならとは思います。でも、国が違うと差は大きいですからねぇ」

「確かにな。それにその異世界人は婚姻していたはず。目的はお前と繋がりを持つためと見た方がいいだろう」

「ええ。ですから魔王様も事前に打ち合わせしておきたいんでしょうね。……じゃ、行って来ます」

　一度執事に軽く会釈をするとミヅキは部屋を出て行った。執事は私達の会話中、無言だ。

「……。あの方が異世界人、でございますか……？」

「ああ。ミヅキという。どうだ？　悲壮感など欠片かけらもないだろう？」

「ええ、とても……その、お元気そうでいらっしゃいますね」

　実際は『お気楽で平和そうな娘だな』とでも思ったのか、執事は微妙に言葉を選ぶ。

　気持ちは判るぞ、誰だってあそこまで平然と馴染む異世界人が居るなどとは思わない。私との会話があったからこそ、異世界人だと気付いただけだ。

「それにエルシュオン殿下を魔王と呼びつつも恐れてはいらっしゃらないご様子。随分と信頼関係が築けてらっしゃるのでしょうな」

「まあ、後見だからな。ゼブレストの件もあの方直じき々じきにミヅキを推おすくらいだ、能力・信頼共に認める程度はあるのだろうよ」

「ますます規格外でございますねぇ」

　ミヅキの後見エルシュオン殿下はイルフェナ国の第二王子であり、他国より『魔王』と呼ばれ恐れられている。金の髪に青い瞳という天使と称される美貌に、為い政せい者しゃとして申し分のない才覚の持ち主である彼は王族であるがゆえに愛国者だ。それも極端な。

　その愛国精神が外交その他に発揮された結果、手加減を一切しない敗北知らずの魔王と呼ばれるまでになった。自国の貴族にすら恐れられることもある彼は本当に容よう赦しゃがない。

　だが、彼が魔王と呼ばれるに至る理由がもう一つある。それは生まれながらの魔力の高さ。体の負担になることから本人は魔法が使えないのだが、その魔力は威圧となって視線を合わせる者に影響を及ぼしてしまう。幼い頃から度たび々たび苦労してきた彼は今やそれを己おのが武器として使うのだ。成長したものである……性格は少々歪ゆがんだようだが。

「殿下は一度懐ふところに入れた者には面倒見が良い。ミヅキのことも気に入っているようだから、今回のことも悪いようにはすまいよ」

「そうですね、殿下は自らを慕う者にお優しい。少々他者に厳しいのは誰よりも国や民を思っているからでございましょう」

「もちろんだ。さあ、ミヅキがせっかく作ってくれたものだ。食べてやってくれないか」

「ええ、いただきます」

　執事の穏やかな声音と殿下に理解のある言葉に口元を綻ほころばせ。私達は午後の一いっ時ときを楽しむべく、フォークを手に取った。

「ところでゴードン様。柔らかい物を希望するとは……もしや私を年寄り扱い致しましたか？」

「……」

　気にしないでくれ、ささやかな気遣いだ。







　　第一話　婚約者＝異世界人のお守役？




『ある魔導師についての昔話』

　昔からこの世界には異世界からのお客様がやって来ます。彼らは『狭間の旅人』と呼ばれ、私達のよき友人でした。

　彼らがもたらす優れた技術に人々は感謝し、自分達も努力してきたのです。

　ところが。

　ある時、悪い国が一人の異世界人を閉じ込めてしまいました。家族や友人を人質にとられた異世界人は逆らうことができません。やがて作り出されたのは誰でも魔法が使えるようになる道具でした。悪い国はその道具を使って多くの国を滅ぼしていったのです。

　誰もが苦しみ、同時に囚われた異世界人を助けたいと思いました。異世界人は彼らの大切な友人でしたから。誰よりこの事態を悲しんでいると誰もが知っていたのです。

　そんな時、一人の魔導師が異世界人の前に現れました。助けに来たという魔導師に異世界人は感謝すると共に首を横に振ります。

『私は多くの罪を犯しました。自分だけ助かるわけにはいきません』

『作り出した者として責任を果たそうと思います』

　異世界人は道具を使った者達に罰が下るよう仕掛けを施ほどこしていました。初めから自分共々、この世界から恐ろしい武器を失わせる気だったのです。けれど、そのことを皆に伝える術がありませんでした。だから自分の元まで来てくれた魔導師に託す決心をしたのです。

『それでは貴方亡き後は私達が異世界人を護りましょう』

『二度とこのようなことを起こさせないと約束します』

　魔導師はそう約束し、皆に友の言葉を伝えるべく去りました。その言葉を聞いた者達は涙を流して己が無力を悔くいたのです。あの人を罪人にしてしまった、と。

　やがて悪い人達は皆、罰を受けました。

　国も人も。そして……道具を作り出した異世界人すら巻き込んで。

　その後、魔導師は多くの国に異世界人を護る守護役を就けることを約束させました。

『世界を守り、異界より来た友を護る。それこそ我らに欠けていたもの』

　魔導師は友の言った『責任を果たす』という言葉を覚えていたのです。それは自分達も同じ、異世界の技術を尊ぶならば相応ふさわしい扱いをせねばならぬと。

　世界と友を護ることに尽力した優しい魔導師はとても多くの人に慕われました。

　魔導師の言葉と願いは今もこの世界に広く伝わっているのです。




　　※※※※※※※※※




　ゼブレストから帰還して数日後、私は魔王様ことエルシュオン殿下の執務室に呼び出されていた。普通はすぐ報告しなきゃならないんだろうけど、ゆっくり休ませてくれたらしい。

「お帰り、ミヅキ。君は予想以上の結果を出してくれた。ゼブレストでも説明があっただろうけど報酬は戸籍と旅券、それから私の後見だ」

「ありがとうございます」

　戸籍の二重取得なんじゃ？　とか思ったけど、異世界人にとって戸籍はその国に身柄を保証される証明という意味合いになるらしい。つまり国が保証人になるってこと。旅をする時に必須の旅券もこれで発行可能だそうな。そのままだと不審人物だからね、異世界人って。

　嬉しそうに話す魔王様は機嫌も良さげでやり過ぎとか咎とがめる気はないみたい。

　おやー？　てっきり説教から来ると思っていたので超意外。国の後見を盾にやりたい放題したのだが、良かったのだろうか。そんな私の様子に気付いた魔王様は苦笑する。

「怒ったりしないよ？　君は十分役目を果たしたのだからね」

「やり過ぎとか怒られると思ったんですが」

「彼らは法によって罰せられるゴミだからね？　君が気にする必要はない」

　……。何か恨みでもあったのだろうか？　王子様の発言にしては問題ありですがな。

　そしてコメントに困る私を無視して魔王様の爆弾発言は続く。

「でね？　アルとクラウスが君の婚約者になったから」

「ちょーっと待てい！　何な故ぜいきなり婚約者!?　どこからそうなった!?」

「私の心の中で」

「横暴です！」

「でも見知らぬ相手よりマシじゃないかい？」

　え、何どういうこと？　首を傾げる私を無視して魔王様は話を続ける。

「まずはこれを読んでくれ。異世界人がこの世界で暮らす上での決まりごとみたいなものかな」

　ぴら、と一枚の紙を私の目の前に差し出す。『異世界人のこの世界における位置付け』？　何これ？　差し出された紙を手にとってざっと目を通すと魔王様の言いたいことが理解できた。

『異世界人には生活を保障し、助け手となるような守護役を複数就ける。また、その立場に責任を負う意味も含め名目上は婚約とする』

　なるほど、婚約者って異世界人のお守りなのね。もしくは監視役ってことなのか。

「何故に婚約？」

　もう一度手渡された紙に目を通す。

『この世界で利用されないために二つ以上の国から複数の守護役を異世界人に就けるよ。婚約者という立場になるから守護役に問題があったらさっさと婚約破は棄きしてチェンジしちゃえ！　国が信用できなかったら他国へ逃げて新しく婚約をしちゃえば手が出せなくなるよ（意訳）』

　ぶっちゃけて言うとこう書いてあるのだが、婚約にする必要はないんじゃなかろうか。ただ、守護役制度には納得できる。いきなり放り出された状態だから、保護者が居ないと生きていくのは厳しいもの。監視されるのは当然だし、異世界人にとっても頼れる存在が必要不可欠だ。

　しかし、これでは随分と異世界人優遇なような？　守護役の人、人生犠牲にしてるよね？

「婚約における『無条件の認識』を利用して定められたものだからだよ」

「はい？」

「この世界では婚約はあまり拘束力がないんだよ。貴族や王族なんかは結構相手が変わったりするしね。だから身分差関係なく互いに破棄する権利が認められている」

「……貴族階級以上を対象にした制度だからそれが適応されるってことですか？」

「うん。だから身分的には民間人でしかない異世界人にも一方的に破棄できるんだ。契約ではどうしても身分を無視できないからね」

「なるほど。それで『性別を問わない婚約者』っていう無茶苦茶な立場ができあがったわけですか。確かに監視役って言われると何事かと思いますし」

　仕事の一環ということなら守護役になった人も納得できるのだろう。結婚したければ事情を話して婚約破棄すればいいのだから。

「大戦のこともあって多くの国の賛同を得たらしいよ？　これを唱えた魔導師は異世界人を利用しようとする輩やからを嫌悪していたみたいだからねぇ」

　魔王様の言葉に『やっぱりこんな無茶なことを言い出すのは魔導師かいっ！』と内心突っ込む。

　……それ、本当に賛同？　脅迫してない？　すんなり受け入れられるとは思わんぞ？

「アルとクラウスも喜んでいたし、いいんじゃないかな？」

　にこりと無害に微笑む魔王様は何故か純粋に喜んでいるようだった。

　はっ！　……私は盾か？　私のせいってことにして言い寄る女どもから逃げるつもりか!?　魔王様って二人と幼おさな馴な染じみだし、それならば二人の逃げ道を確保するくらいやりかねん！
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「えーと、保護者としてゴードン先生が居るので将来有望な若者を犠牲にするのはどうかと思います」

「二人のことを気遣ってくれるのかい？　優しいね……で、本音は？」

　にこやかに微笑み合う私達。暫しばし見つめ合ったまま無言。

「女性達の恨みを買いたくありません！」

「取とり繕つくろう気はないんだね」

「綺麗事を言って婚約者になった場合は、ハイエナもどきの女達と泥沼展開確実じゃないですか！」

　面倒、物凄く面倒。愛を勝ち取る気はないのだ、無駄に恨みを買いたくないやい。

　仕掛けられたら負けるつもりはないけど、『婚約者のために健気に戦った』という脳内フィルター越しの評価をされて恋愛方面に話を持っていかれそう。アルさんは絶対そうなる。

「残念だけど手遅れだと思うよ？　アルが君に求婚したのは誰でも知ってるから」

「マジでダンスの練習の時のことが広まったんかい！　権力行使して止めろや、飼い主」

「ちなみにクラウスも君のことを絶賛していたから、一部の女性達からは、君はすでに二人から溺でき愛あいされているとの認識」

「何で溺愛!?　クラウスさんは技術に対してであって、女として評価したわけじゃないから！」

　人が派遣されている間に何やってるんだ、二人とも……。いや、でも変人ぶりを隠さないから誰だってどこを評価されたか気付くんじゃ？

「変人はこの国では珍しくはないよ？　むしろ実力者には多いからね」

「心を読まないでくださいよ、魔王様……。でも、評価された部分が判っているなら嫉妬されませんかね？」

「どのみち二人に執着されてることは事実だから無理だろう。それに『我々に認められた実力者』という意味でも逆恨みはされるんじゃないかな」

「えー……」

　がっくりと首を垂たれる。そういえば変人の産地でした、ここ。変人＝天才な認識だと凡人からすれば羨うらやむ要素なのか。ちょ、私も同類認定!?　類友ですか!?

　頭を抱える私を綺麗に無視したまま、優しげな笑みを浮かべた魔王様の追撃は続く。

「守護役で妥協しておいた方がいいと思うよ？　この話を断ったらアルに所構わず抱きつかれたり求婚されることになると思うから」

「張り倒して逃亡……」

「アルは喜ぶだけじゃないかな、それ」

　その未来予想に物凄く納得した。うん、絶対にそうなるね。

「しかも惚ほれ込んでるから諦める選択なんてないだろう。これはクラウスもなんだけどね。それに……いくら優しくても公爵家の人間だよ？　格下に譲るほどお人好しじゃないと思うけど」

「クラウスさんは!?」

「だからクラウスは認められてるんだって。ちなみにクラウスも公爵家の人間だよ？　私達は幼馴染だって言っただろう？」

　クラウスさん……そんな家に生まれて何故職人に。ああ、でも年齢だけじゃなく身分的な意味も含め幼馴染として引き合わされたってことか。将来的に支える存在になるよう、親世代からの思惑があったわけですな。

　単に類は友を呼んだのかと思っていたのだが。誰も口出しできないからそのまま育って、どこに出してもドン引きされる立派な変人に……。

「何かな？」

「ナンデモアリマセン」

　さすが魔王様、私の発想を読むくらいたやすいのだね～……ではなくて。つまり他の候補は権力と『個人的なお願い』によって軒並み退けられているってことかい。何て性た質ちの悪い連中だ。そんなことに権力や実力を発揮するんじゃない！　諦めが悪いどころかロックオンされたら最後かよ。

「大丈夫だよ。君に何かあったら私だけじゃなく、あの二人が動くから」

「え、それって」

「愚か者はこの国に要いらないよ」

「それは死亡フラグですか、それとも家の取り潰つぶし……」

　顔を引ひき攣つらせた私の言葉に魔王様は一切答えず、天使の微笑を深めただけだった。美しい微笑みに背中を冷たいものが流れたのは気のせいじゃないと思う。魔王様と幹部二人を敵に回してこの国で生きていけ……るのかな!?

「じゃあ、報告を聞きながらお茶でも飲もう」

　……。にこやかに誘う魔王様の傍そばに幼馴染二人の姿がない時点で気付くべきだった。もしや今現在も私関連で何かやらかしているのだろうか。

　あのな、逆ハーレムは人を侍はべらせることを喜ぶ人種じゃないと成り立たないと思うんだ。事情があったとしても、周囲の同姓から反感買いまくることを覚悟しないと無理だろうよ。

「これから宜よろしくね。今度他国から異世界人が来るから、報告の後にその打ち合わせもしようか」

　でも目の前の人には逆らっちゃいけない雰囲気なので、とりあえず貝になろうと思う。







　　第二話　魔王様の護りと教育方針




　唐突な婚約話の後。魔王様に引ひき摺ずって来られた隣の部屋で何故かお茶することになった。内部で繋がってる扉を通ったので、その異様な光景は誰にも見られることはなく。

　さて、何を言われるのやら？　普通に茶を飲むだけとは思えんぞ？

「怒らないのかい？」

「へ？」

「君は怒っていいんだよ？」

　……？　何かあったっけ？　怒られる覚えはありまくりだけど魔王様を怒るって一体何故。

　首を傾げる私に魔王様は溜息を吐き『仕方のない子だね』と呟いた。ええ、何その可か哀わい相そうな子を見る眼差しは!?

「君がゼブレストに行った理由だよ。付つき纏まとっているアルを何とかしろ、という条件だったよね」

「……ありましたね、そんなの」

　ああ、そういえば。でも、あの時の城への連行ってアルさんのことがなくても強行されてたよね。さっきの『婚約という名の守護役任命』が目的だった以上は、私に拒否権なんてものはない。身分的に言っても民間人が貴族に楯突くなんて真似は無理だろう。

「あの時は自分のことしか見えてませんでしたからね。本来ならそんな『取り引き』を持ちかけることさえできないでしょう？」

　事実なのだ。異世界人だろうと民間人、王族相手に取り引きなんて真似はできない。身分制度がよく理解できていない……というか身近になかったからこその暴挙だろう。逆に言えばこれを不敬罪にしてゼブレストに行かせることもできたはず。

「次。ゼブレストの報酬は私に関するものだけだと聞きました。ならばあれは私だけに利益のあるものということになる」

「それは君が結果を出したからだろう？」

「そうですね、私が結果を出したから『私がゼブレストで味方を得ることができた』んじゃないでしょうか？」

　報酬の内容を聞いて疑問に思ったのだ。私はイルフェナの駒だったはずである、なのにイルフェナが得るものは何もない。……『国』に大きな貸しを作る機会なのに？

　外交の一環というには明らかにおかしい。友好的な関係だろうと何らかの打算がなければ後見なんてことはないだろう。だが、私のためという仮説を立てると全てが納得できるものとなる。いや、それ以外に説明がつかない。

『ゼブレストで実力を認められた』なら──『敵に回してはならない』という実績になる。戦の多い国でさえ恐れる存在を簡単に敵に回すだろうか。

『後宮という隔離された、けれど権力争いの場で生き残れる』なら──国や貴族の在り方を学びつつ、身分や力が全てではないと知ることができる。

『協力者達と良好な関係を築くことができた』なら──『私個人』の味方を得ることができる。王族・公爵といった人達への個人的な繋がりは今後の私を助けるものになるだろう。

「報酬以外に私が得たものは沢たく山さんあります。国の在り方なんて民間人が知るわけがない。学ぶにしてもまずその必要性を疑うから、本当に理解するならゼブレストでの経験が必要だった」

　ルドルフ達と接する機会がなければ『王が命じればいいんじゃないの』と単純に考えていただろう。だが、実際はそうではない。ゼブレストとて明確な不正の証拠や、王自ら法に基づく処罰の正当性を主張するだけでは貴族を追い込めなかったのだ。ルドルフ達が無能だなんて思わないし、私が彼ら以上だとも思えない。

『正義』と『最高権力者』が揃そろっても成し遂げられるとは限らない──それがゼブレストで学んだことの一つ。王がよほどの暴君でない限り主張を貫くなんてことは無理。だから私がこの国で何の功績もないまま後見を受けられたとしても、間違いなく守りきれない。

　魔王様とて王族なのだ、国か私ならば躊躇ためらいなく国を選ぶ。そうでなければならないのだ。だから私自身に価値をつけようとしたんじゃないか？　ゼブレストの後見も含めて。

「……という感じで色々と推測してみました。だから謝るならば私の方ですね。ごめんなさい」

　座ったまま私は深々と頭を下げる。ここまでしてもらって感謝も謝罪もできなかったら人としてどうかと思う。ついでに言うならアルさんが来たことも保護の一環だと推測。先生だって言ってたじゃないか……『お前が来たか』って。

　お迎えだけなら白騎士を動かす必要なんてないだろう。だが、あれが護衛の意味だとしたら？　貴族の介入を防ぐために彼らが来たんじゃないか？　王族直属の、公爵家の人間が率いる部隊に喧けん嘩かを売る馬鹿はいまい。ルドルフ達に散々言われたように拉致監禁の危険があったってことじゃね？

「君は賢過ぎて色々と苦労しそうだよね」

　下げたままの頭を撫なでる魔王様の声には感心と呆れが混じっているようだ。訂正されないってことは正解か。そのためにかなり無茶をしたんじゃないかね、魔王様？

「だけど、そこまで見透かされると少し腹立たしくもあるかな」

「え……ちょ、押さえ付けないでくださいって！」

　押さえつけたまま威圧しないでってば……そんな照れ隠しは要らん！　あれ、照れて魔力制御が甘くなってるだけ？




　　※※※※※※※※※




「君がそこまで理解しているところに悪いんだけどね、アルとクラウスの家族は守護役に就いたことを喜んでいるんだ」

「へ？　優秀な息子が結婚できないかもしれないのにですか？」

「うん。君を評価していることが半分、家庭の事情が半分って感じかな」

　あの二人に何かマイナス要素なんてあるんだろうか。家督争いでも起きかけているとか？　優秀だけど長男じゃないなら争いのタネになるものね。

「いや、そんなことはないから」

「声に出てましたか。あれ、じゃあ一体何故？」

　首を傾げているとノックが響き、三人の人が部屋に入ってくる。返事を待たずに入ったってことは初めからここに来ることを指示されてでもいたのか。三人はこちらに近寄ると優雅に微笑み自己紹介をした。

「初めまして、異世界の方。私はシャルリーヌ・バシュレと申します。アルジェントの姉ですわ」

　そう言ったのは弟と同じ色の髪と瞳をした美女。ただし、勝気そうな華やかな顔立ちなので印象は随分と違う。

「私はローラン・ブロンデル。こちらは妻のコレットだ。クラウスの親として是非会いたかった」

「初めまして。ああ、お会いしたかったわ……！」

　コレットさんに抱きつかれながら見たローランさんは確かにクラウスさんに似ている。クラウスさんに優しさを足したらこうなるかもしれない。無表情なんだもんな、いつも。ところで。

「あの、何故ここまで感激されてるんでしょう……？」

　魔王様ー、説明ぷりーず！

「三人とも、とりあえず座ってくれないかな。隣の部屋で今までの話を聞いていたんだろう？」

「ええ、もちろんですわ」

「それって、いつぞやの盗聴器……」

「クラウスが作った物に感激するのは何年ぶりだろうか」

「そうね、ローラン」

　……クラウスさん？　貴方はご家族に一体何したの!?　盗聴器に感激されても反応に困るけど。

　困惑を貼り付けたままの私に魔王様は何も言ってはくれない。ご家族に事情説明させるってことだろうか。そんな雰囲気を察したのか、話し始めたのはシャルリーヌさんだった。

「ごめんなさいね？　私達、本当に嬉しいのよ。だって弟を手て懐なずけることができる人が現れるなんて思ってなかったもの」

「手懐ける……」

　貴女あなたの弟は猛獣か何かなのだろうか。変態だとは思うけど。見た目と性格は良いだけに残念過ぎるマイナス要素ですね！

「ええ！　だってあの子は『自分を痛めつける強さを持った女性』が理想なのよ？　世の中に何人いるのよ、そんな人」

　無理じゃねーの？　としか思わんな、それ。身分を考えると女性騎士がギリギリだけど物凄く難しい。そもそも女性騎士を認めてない国もあるだろう。ゼブレストには居なかったし。

「お母様や私のように痛めつけることに愛情を感じる性た質ちなら簡単でしたのに……本当に誰に似たのかしら？」

　……。今、何か物騒な言葉が聞こえた。思わず顔を引き攣らせながらも確認を取る。

「えーと、シャルリーヌさん？　貴女のご家族の愛情表現って……」

「我が一族は元々武人の家系なのですわ。ですから命を賭けて向かい合う瞬間を最も尊び、敵と認めた者に最大の感謝を示すのです。力を向けることこそ愛ですわ！」

　きっぱり言い切る美女は自信に満ち溢あふれ美しかった。内容はともかくとして。……その家族愛のなれの果てがアルさんじゃなかろうか？　本人の資質もあるだろうけど。

　愛情を暴力で示す家庭にお育ちになられたんですねー、アルさん。しかも応戦すれば尚良し！　かい。大丈夫か、この国。いや、異世界だから常識が違う可能性あるけど！

　シャルリーヌさんの話が終わるとブロンデル夫妻が話し出す。奥方様、何故ハンカチを準備してるの!?　泣くような壮絶な事情があるってこと!?

「我が家は魔力持ちが多く生まれる家系でしてね、クラウスは幼い頃から魔道具製作に興味を持ち、実に将来が楽しみでした。しかし……」

「あの子は魔術にしか興味を持たなかったのですわ。それも我が一族の特徴と割り切ってもいました。ですが、妹の人形を直した時にこう言ったのです」

『そのうち勝手に動く人形でも作るか。ああ、愛あい玩がん動物でもいいな』

「私達は初めて恐怖したのです……この子なら確実にやる、と！」

「何故気付かなかったのか。魔術にしか興味がないなら将来的に自分の妻さえ作りかねないと！」

　……うっわぁ。そりゃ、引くわ。迂う闊かつに縁談勧めようものなら自主製作を開始しかねないもん、あの人。魔術に対する興味と向学心と自己満足のために遣やり遂とげるに違いない。

　人形……等身大フィギュアを妻と愛めでるクラウスさんをイメージし、即座に振り払う。

　怖い。物凄く怖い。いい歳した男が人形遊びかよ!?　という言葉が浮かんだけど、突っ込みは耐えた。涙を浮かべているこのご夫婦が気の毒過ぎる。追い討ちしては人として駄目だ。

「この際、性別は問わないから人でさえあればいい！　と本気で考え出した時に貴女の話をクラウス本人から聞いたのです。あの子が人に興味を持つなんて……！」

「貴女の功績といい、先ほどの言葉といい十分な実力を持ち、且かつ聡明であるようだ。貴女を逃したら次はないと思っているのだよ」

「あの、私の場合は婚約って言っても守護役の意味なんですが……」

「「十分です！」」

　綺麗にハモった。そうか、そんなに深刻だったのか。確かに『クラウスさんが興味を示す魔術（を使い魔術談議のできる女性）』だと条件が厳しいどころか無理だろう。魔導師を探したところで、年齢や性別以前に存在が確認できない可能性が高い。

「だからね？　君の事情と二人の事情を考えて丁ちょう度どいいかなって。君に対しては二人の家族も実に好意的だし」

　魔王様。事情は理解できたけれど、貴方が物凄く楽しそうなのは何故。本当に私達のため、だよね？　一緒に居させれば楽しそうとか考えてないよねぇ!?







　　第三話　守護役＝婚約者＝災厄




『うちの子をお願いね（意訳）！』

　……という台詞と共にご家族は退室していった。忙しいらしい。アルさんのお姉さんも役職に就いているようだし、本当にこの国は性別家柄関係無しに実力重視なんだと思い知らされる。

　ただ、その分厳しい面もあるらしい。

「功績で爵位を与えられた家は、その後三代何の功績もなければ潰れるよ」

　これ、魔王様のお言葉。騎士は一代限りだとは思うが、貴族までタイムリミットがついていた。実力者の国は他国だけでなく、内部にも厳しい。

「ところで。二国以上から守護役選出ってことはもう一つはゼブレストですよね？　誰です？」

　そういえば、と切り出すと魔王様は意外そうな顔をする。

「あれ？　聞いてないのかい？」

「ええ。守護役のことも聞いてなかったです」

「あ～……一応、この国に戻ってから聞いた方が良いと判断したのかもね」

　まあ、いきなり派遣先から聞かされるよりはそう考えるかも。でも今のゼブレストに守護役派遣する余裕なんてあるのかね？　そんなことを考えていたら魔王様が二通の手紙を差し出してきた。

「はい、これ君宛あて。ゼブレストから目標達成の報告と一緒に送られてきたんだ」

「……私宛てをわざわざ送ったんですか？」

「そう、何故か送られてきた」

　何故だ。ここで『言い忘れたことでもあったのね』なんて素直に思うわけがない。

　ル～ド～ル～フ～？　一体、何を隠してやがった!?　とりあえず開封してみるか。

　まずはルドルフの方から。さて、何が書かれているのやら？

「……」

「……」

　無言で閉じた。一緒に見ていた魔王様も微妙な顔になっている。うん、手紙といえば手紙だね。ただし中身が『ごめんなさい』でびっしり埋まってるだけで。

　人はそれを反省文という。書き取りでもいいかもしれないが。

　だからここまでする理由って何!?　宰相様からの手紙を見るのが怖くなってきたんだけど!?

「とりあえず宰相殿からの手紙を見てみたら？」

「そうですねー……」

　魔王様に励まされつつ宰相様からの手紙を開く。それにはこう書かれていた。

『黙っててごめんね！　でも異世界人にもこの世界にも必要だから妥協して。ちなみに守護役は立候補者が沢山居たけど、脅迫という名のおねだりでセイルになったから！　ちょっと癖があるけど、家柄・実力共に文句なしだから妥協して。健闘を祈る（意訳）』

　……。宰相様、事情は判ったけど不安は増しました。何だ、『健闘を祈る』って。いや、心配しまくる『おかん属性』が嬉しくはあるんだけどね？

　守護役ってセイルなんだ……まだ続いてたんかい、あの求婚の嫌がらせ。求婚騒動やらかした後だったから、ルドルフは何も言えなかったと。そのせいで手紙一面の『ごめんなさい』なのか。

「セイルリート将軍がどうかしたのかい？」

「自覚ありの腹黒です、ヤバイ人です、野郎にしては美人過ぎます」

　力一杯手紙を握り締める私に、魔王様が不思議そうな表情になる。

「……。何があったか知らないけどもう決定してるから。後で詳しく聞かせてね」

　魔王様がとっても優しく、且つ楽しそうなのを視界の端に映しながら。私は手にした手紙を更に強く握り締めたのだった。

　余談だが。

　せめてものお返しにセイル宛てに『絶世の美女』『男なのが惜しまれる美人』『腹黒』などなど素敵な単語オンパレードの手紙を送ってやったのだが。

　即座に来た返事の『ありがとうございます。愛しい婚約者殿』の文字に敗北感を覚えたのは秘密。




　　※※※※※※※※※




　婚約という名の守護役任命後。ゼブレストから訪れたセイルを交えて、当事者のみでとりあえずの顔合わせ。麗しい男性に憧れるお嬢様方からすれば大変羨ましがられる状況なのだが、中身を知ってる私としては何も思うことはない。憧れ？　何それ美お味いしいの？

　私は男どもより自作の紅茶シフォンケーキの味の方が気になるのだよ。卵と小麦粉、砂糖に油。基本的にこれで製作可能な貴重なスイーツ！　バターを使わない庶民のケーキとしてどうだろう？

「ふふ、その様子ではルドルフ様から何も聞いていなかったようですね」

　穏やかな笑みを浮かべたまま腹黒将軍セイルはそう言った。すっごく楽しそうだな、おい。そういうキャラだったか？　猫はどうした？

「貴方がゼブレストの守護役なのですね。私はアルジェントと申します」

「ちなみに『自分より強い者に苦痛を与えられることに悦びを感じる』という特殊な人です」

「クラウスだ。ほう、『あの』将軍殿か」

「こっちは魔術一筋の職人です」

「……ミヅキ、詳しい解説ありがとうございます」

　とりあえず自己紹介。名前だけしか名乗らず、普通で通そうとするんじゃない。どうせ身近に居れば性格その他はバレるんだから。

　挨あい拶さつと自己紹介は基本だものね、ついでに変人ぶりを晒さらして友好を深めてはどうだろう。ほら、類は友を呼ぶというし？　理解者になれるじゃん、お前ら。

　……何てことを思っていると、セイルは探るような目でクラウスを見つめていた。

「おや……クラウス殿は私のことをご存知で？」

「ああ。英雄に連なる者、だろう？」

　へぇ、クラウスさんは紅の英雄の正体を知っているんだ？　まあ、クラウスさんが知ってるってことは魔王様もアルさんも知っているだろう。十年前とはいえ魔術師の天敵みたいな働きをした紅の英雄は要注意人物ってことか。これにはセイルも若じゃっ干かんの驚きを滲にじませている。

「なるほど。さすがはイルフェナですね。……ミヅキも真実に自力で到達しましたが」

「あれだけ目の当たりにしたら誰だって気付くと思う」

「それでも恐れず池に放り込むあたりが貴女ですよね」

　笑いを滲ませながらチクるセイルをジト目で睨にらむがどこ吹く風。煩うるさいぞ、セイル。やっぱり根に持ってたんだな!?　丸洗いされたくらいで男がネチネチと……あれ？　二人が沈黙してる??

「池に放り込んだ？　紅の英雄を？」

「うん、血濡まみれで近寄ってきたから『汚れを落として来い！』ってぽいっと」

「盛大に落としてくれましたよね」

「それは……何と言っていいのか」

　正しいとも間違ってるとも言えず困惑するアルさん。だろうねー、こんなのでも一応他国にとっては英雄だから。下手に馬鹿にするわけにもいかんよな。

「ミヅキ、報告はどうした？　そんなことは書かれてなかったぞ？」

「誘拐騒動の最中だったことに加えて、どこまで言っていいか判らないからルドルフの判断待ち」

「それについてはゼブレストの内情も関わってきますので報告を待ってもらったのですよ。ミヅキのせいではありませんし、エルシュオン殿下も納得されているはずです」

　セイルの擁護にクラウスさんは一応納得したようだった。彼らも騎士なのだ、国のトップシークレットに関わるような報告は上部の指示を仰ぐ。この場合はルドルフが魔王様に話をつけたのだろう。最終的には報告されると思うけど。

　記載してしまえば報告書という形で残ってしまうのだ……『英雄を池に放り込んだ』なんて事実は記録として残せねーよな。私がゼブレストに居たのも魔王様の独断っぽいしね。

　イルフェナ（魔王様）的にもゼブレスト的にも言葉のみで済ませたいことだろう。何より、本人がそれで納得してるのだから問題視しなくてよくね？　誘拐された失態と帳消しで。

　なお、『将軍が迎えに行った』にしては殺し方が英雄のやり方そのままなので絶対にバレると踏んで、『紅の英雄を向かわせる』とさり気なく広めたそうな。リュカの口止めも済んでいる。

「紅の英雄か……一度話を聞いてみたいと思っていたが」

　興味深そうに呟くクラウスの声を聞き取り、私はセイルに視線を向ける。

「じゃ、どうぞ。今なら聞き放題でしょ」

「何？」

「え？」

　その言葉に二人はきょとんとした顔になる。

「……もしや紅の英雄が誰かは特定できていなかったのでしょうか」

「さすがに我々も十代でしたから情報が完全ではないのですよ。ですが、今の話の流れですと……」

　アルさんとクラウスさんの視線は自然とセイルへ注がれる。あれ、本人だと思ってなかった？　私達がバラした!?

「まあ、二人には知っておいてもらった方が良さそうですしね」

「……いいの？」

「隠すにしても協力者は必要ですし」

　セイルは苦笑を浮かべると紅の英雄の真実について話し出した。だいたい私が聞いた内容と同じ。

　言っちゃっていいのかなー？　いや、二人は信用できるけどね。……その功績って強さ・時の運・顔の三つが揃そろっていたからだと思うんだ。女に間違えられたことも暴露することになるけどいいのかーい？

　──結果として。

「……というわけで私がその本人なんです」

　省いた。『女に間違われたから簡単に近づけた』事実は綺麗さっぱりシカトされた。ついでに言うなら『余計なことは言うんじゃない』と目が語っていた。おのれ、せっかくの笑いのネタを。

　でも魔王様が現在でもあの状態なので、変人三人組も昔は似たようなものだったのかもしれない。中身は周囲を泣かせる勢いで美少女とはかけ離れていただろうけど。

「ところでね、皆にはこれに同意してもらいたいんだけど」

　話が一段落したところで一枚の紙をテーブルに置く。そこには彼らを守護役にする上で守ってもらいたいことが箇か条じょう書きで書いてある。

●アルさんは『不用意に抱きつくな』

●クラウスさんは『生き物を模した魔道具の開発禁止』

●セイルは『基本的にゼブレスト在住』

「納得できません！　これは毎日の癒いやしです！」

「私はその後必ず一発入れてるけど」

「そこがいいんじゃないですか！」

　うん、そうだねー。君はそういう人だよね。だがな？

「女どもの視線が怖いです、抱きつかれて重いです、苦しいです！」

「愛で乗り越えてください」

「人の話を聞けや。ついでに言うなら背後から抱きつかれる度に胸を触っている状態ですが？」

「[image: え]」

　私の言葉に硬直するアルさん。残った二人も表情を変えてアルさんを見た。

　アルさんにそんな意図がないのは判ってるよ？　でも背後から抱きつかれると胸のあたりに腕が来るのだ、正面からだと顔が押し付けられて苦しい。体格差を考えてくれ。

「お前、そういや『苦しいから離せ！』って怒鳴ってるよな」

「身長差って重要だと思う。あと、腕力。骨が軋きしむ。白き翼の隊長が女に張り倒されるってどうよ？」

　この世界の人達は基本的に背が高いのだ。色気のない話だが苦しいのだよ、実際。だから必然的に張り倒し。……それを狙って抱きついてる気がしないでもないけどな。

「一日一回くらいは許してやれ」

「じゃあ、それで妥協する」

「判り……ました」

　不承不承ながらもアルさんが頷うなずく。うん、それでいい。一回くらいならまだマシ。

「俺の場合も納得できる事情があるんだろうな？」

「もちろん。二百年前の大戦紛まがいを引き起こさせないため。……自分の意志で動く魔道具は十分兵器になるからね」

「何だと？　俺はそんなことにはさせないが」

　技術の悪用を示し唆さするような言い方にクラウスさんは怒りを滲ませた。だが、続く台詞に反論を飲み込むことになる。

「技術は製作者の意図を離れて誰かに利用されるよ。大戦の兵器が魔道具の元になったように」

　技術がどういう形で活かされてくるかは予測不可能なのだ。製作者が生きているうちはいいだろうが、その後までは責任を持てまい。実際、私はゼブレストを混乱に陥おとしいれているのだ……『映像を見せる魔道具』で悪夢を見続ければ精神錯乱を誘発できたのだから。

「私は生み出した技術に対し責任を持つべきだと思う。一歩間違えれば『最悪の兵器』になる可能性がある以上は許すわけにはいかないよ。守護役を解除して徹底的に否定する」

「……確かに興味本位で作ってよい物ではないな。判った、了承する」

　さすがに思うところがあるのか、納得し頷くクラウスさん。私も安あん堵どの笑みを浮かべる。

　よっしゃあぁぁぁぁぁ！　動く等身大フィギュア製作断念！　ブロンデル夫妻、貴方達の憂いは晴らされました！　魔道具の嫁が来ることはなさそうです！

　勝利の喜びを押し隠し、最後はセイル。彼も思うことがあるようだ。

「私の場合、この要望ですと守護役の意味がないと思うのですが」

「うん、個人的な判断。ルドルフの方を助けてもらいたいしね」

「ですが、他にも騎士はいますよ？」

「クレストの名を持つ騎士はいないでしょう。将軍という地位も付加価値があるしね」

　ゼブレストは現在大規模な粛しゅく清せい後でかなり慌あわただしい。狙われる可能性は十分にあるだろう。内部の貴族にしても色々と言ってくる奴がいるかもしれない。そういった奴を問答無用に叩き切れるのがセイルなのだ、家柄的にも不敬にはなるまい。

「貴女自身が介入することもできると思いますが」

「止めた方がいいね。私はイルフェナに連なる者だし、ルドルフが他国に縋すがる者として過小評価されかねない。自国のことは自国の者で。親友の政治手腕を疑ってはいないけど守りに関してはセイルが要かなめでしょう？」

　そう言い切るとセイルは呆れたような、けれどどこか嬉しそうに溜息を吐く。

「貴女は本当にルドルフ様の味方なんですね」

「そうよ？　だから自分にできる範囲で協力する。最善と思われる環境を整えることと私との繋がりを明確にすることの二点がルドルフ達にとって助けになるでしょう？」

　守護役であるセイルをルドルフの傍に置くことで情報は得られるのだ。それに必要ならばセイルは私を利用するくらいやってのけるだろう。最優先はルドルフなのだから。

「望むのは最良の結果だと言い切る貴女らしい言い分ですね。本当に危ない時以外はルドルフ様達を信頼すると」

「私は守られるだけでは何の解決にもならないと知っているの。それに結果を出すのはこの世界の住人だよ」

「本当にルドルフ様とよく似ておられる。判りました、ですが数日に一回はこちらに来ますよ？」

「うん、その時は『噂話』や『世間話』をしましょうか」

　溜息を吐きながらも満足げに頷くセイル。納得してくれたようで何よりだ。『世間話』は別名情報交換という。大っぴらにはできないけれど、イルフェナにとってもゼブレストにとっても有益だ。

　一通りの話が終わると突き刺さる視線が。アルさんとクラウスさん、その視線は一体何故。

「では、こちらからも一つ提案を。私とクラウスの名前も呼び捨ててください。言葉遣いも普通にお願いします。距離があるようで寂しいです！」

「そうだな、セイルリート将軍とは随分親しそうだが」

「そりゃ、ゼブレストで基本的に毎日一緒にいたからね。逆にイルフェナの城には数日しか居なかったし。……呼び捨てか、公爵家の人間てことが問題なんだよね」

　抱きつかれて殴ってる私が言うのも何なのだが、許されるんだろうか？　公爵家ってこの二人の家だけじゃないだろうし、バレたら不敬罪とかで拙まずくね？

「俺達がそうしろと言っている。だいたい、お前の立場はエルシュオン王子の客人だぞ？」

「え、マジ!?　初耳だよ、それ！」

　魔王様？　貴方、色々と説明をすっ飛ばして教育に入ってません？　てゆーか、二人とも気になる点ってそこ!?　勝手に情報交換の場に仕立て上げたことはいいのか、公爵子息！

「ああ、情報交換については後でエルにはきちんと許可を取りましょうね。我々も賛同しますから」

　……やはり無条件承諾にはならなかったようだ。期待させて落とすとは姑息な……！







　　第四話　もう一人の異世界人




「今度バラクシンという国から異世界人が来るから、君も同席してね」

　報告その他の話をした際に魔王様から言われた言葉が耳に蘇よみがえる。ええ、確かに承諾しましたとも。他国の使者として来るから最低限の礼儀は必要だと、自主的に教えを受けもした。

　だけどね？　その異世界人の態度が大問題だなんて聞いてないっ！




　　※※※※※※※※※




　現在、イルフェナの客室にはバラクシンからの使者夫妻の姿がある。迎え撃つ……じゃなかった、お迎えするのは魔王様、今回の担当者ヴォリン伯爵、アル、クラウス、私、他には護衛の騎士数名。

　正式な訪問な上、魔王様が王族なので近衛騎士の皆さんが護衛として居るのだが、彼らは数に入れなくてもいいだろう。アルとクラウスも私の護衛扱いだしな。

　問題は外交に直接関係のない私と守護役連中が魔王様に呼ばれて部屋に来た時から始まった。外交として来る『ついで』に異世界人同士の交流を望むとのことだったからね、関係のない私達は最初からその場にいるわけにはいかない。

　部屋にはテーブルを挟んで魔王様と夫妻が座っている。魔王様の背後にはヴォリン伯爵……外交の資料を手渡すためにそこに控えてたらしい。今回は秘書のような役割なんだね。

「呼びつけてすまないね、ミヅキ」

「いいえ、バラクシンの方々が私との面会をお望みなのですから。お世話になっている方のお願いを無下にするわけにはいきませんよ」

　部屋に入っても魔王様の許可なく座るなんて真似はできないよ、ヴォリン伯爵も立ってるし。この場で一番偉い魔王様の許しを得て初めて着席できるのだ。……着席できるのです、が！

「貴女が異世界の方？　お会いできて嬉しいわ！　さあ、早く座って！」

　ぴしり、と空気が凍った。　何　故　お　前　が　許　可　を　出　す　!?

　こんな発言をするってことは彼女が元異世界人か。ふんわりとした金茶の髪に大きな同色の瞳……日本人じゃないな、モデルとかやってそうな美少女ではあるけど。

「アリサ、彼女を急せかすものではないよ。イルフェナの皆様にも失礼じゃないか。殿下、申し訳ございません」

「……余程楽しみにしてこられたのだろう」

「はい！　私、自分以外の異世界人に会ったことがなくって」

　明るく答える美少女に周囲の空気が再び凍る。近衛騎士は無表情のままだが、忍耐力で怒りを抑え込んでいるだけだろう。魔王様から指示があったのかもしれない。

　お……お嬢さん!?　謝罪！　謝罪はどしたの!?　魔王様、許すって言ってないよ!?

　ちら、とヴォリン伯爵を見ると深々と溜息を吐いて軽く頷いた。彼女の振る舞いは今更らしい。

　……彼女の態度はどういうことだろう？　他国を訪れる以上は教育を受けているはずだよね？
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　内心首を傾げつつ私が魔王様の傍に立つと、アル達は魔王様に深く一礼した。

「まあ、どうしたの？　遠慮せずお座りになって？」

「殿下、着席の許可をいただいても？」

「え？」

　きょとん、とした顔になる美少女。説明はすぐにしてあげるから今は無視だ、無視。微笑んだまま魔王様に視線で意思疎通を図ると、ゆっくり瞬まばたきをした。……私に付き合ってくれるらしい。

「君は私の客人扱いだよ？　それに呼びつけたのは私じゃないか」

「ですから、お伺いしております。国に属さぬ部外者であり、客であろうと民間人である私が王族の方と同席するなど不敬の極み。本来は同席どころか同じ部屋にあることさえ許されぬと知っておりますので、許可をいただきたく思います」

「そうだね、個人的な場ではないものね」

　小さく頷き先を促す魔王様。異世界人の美少女はやや呆然と私達の会話を聞いている。

「はい。その場合はそちらのヴォリン伯爵様にも着席の許可を与えていただきたく思います。この場で最も身分の低い私が座る以上は……」

「もちろんだよ。ヴォリン伯爵、君も座ってくれるかな」

「はい、お心遣い感謝いたします」

　一礼してヴォリン伯爵は今まで立っていた場所に用意された椅子に座る。それを確認して私も魔王様から一歩退いた位置に座った。『同じ立場じゃない』のだ、ヴォリン伯爵が一歩引いている以上は私が近くに座るなんて真似はできん。

　アル達は私の守護役という立場を明確にすべく座った私の背後に控えている。もちろん、近衛騎士達の邪じゃ魔まにならないような位置に。仕事が違うのだから邪魔になってはいけない。

「随分と……身分差を明確にしているのですね」

　バラクシンの使者が呆れと賞賛が入り混じった声を漏もらす。対して魔王様は優雅に微笑み膝の上で手を組んだ。

「そうかな？　一応、公の場である以上は当然だと思うけど」

「ですが、彼女は異世界人では？　そこまで求める必要はないと思いますが」

　美少女の旦だん那なの台詞に内心呆れる。貴様も同じか!?　いや、もしやこいつが元凶か!?

　美少女は漸ようやく自分の失態に気付いたのか、顔を青あお褪ざめさせているのだが。

「本人に聞いてみればいいと思うよ？　何せ彼女は自分で学び身に付けていくからね」

　そう言って私に二人を紹介する。ああ、今度は私が相手をしろってことか。

「……。ミヅキ殿、でしたね。初めまして。私はバラクシンから参りましたエドワード・カンナスと申します。こちらは妻のアリサ。彼女が元異世界人です」

「初めまして、カンナス御夫妻。ミヅキと申します」

　軽く頭を下げて微笑むと、エドワードさんはやや緊張を解いたようだった。

「ミヅキ殿は随分としっかりした態度をとっておられますが、そういったお生まれなのですか？」

「いいえ？　私は民間人ですよ。ですが保護者である殿下やイルフェナという国、そして守護役といえど婚約者という立場にある方達がいる以上は、彼らに恥をかかせぬよう心掛けるのは当然ではありませんか」

　実際には婚約者というより保護者だが。これは貴族という地位に居る彼らの婚約者という立場が異世界人の不敬を見逃すことに繋がるからだ。異世界人だろうと身分を無視した行動をとられたら、貴族からの反発は避けられまい。婚約者も自分の連帯責任になるから見張るだろうし。

　異世界人である以上はこの世界では平民なのだよ、下級貴族でさえ不敬罪の対象。元の世界と同じ態度で王族・貴族に接していれば不敬罪一直線！　見逃してもらえるのは『この世界の常識を知らない異世界人だから』なのだ、異世界人が偉いわけじゃない。

「恥、ですか？」

「ええ。異世界人は身分的には平民です、ただ常識が違うからこそ見逃されているだけですから」

「君も最初はそうでもなかったよね」

「お恥ずかしい限りです。殿下に取り引きを持ちかけたこともありましたね」

　魔王様の援護射撃に過去の経験を話すことで真実味を与える。恐ろしい事実だ、我ながら。

　自分達の至らなさに気がついたのか、揃って夫妻は沈黙している。反省はできるらしい。

「アリサ様、一つお尋ねしたいことがございます」

「は……はい、何でしょう？」

「日本という国をご存知ですか？」

「ニホン……ですか？　いいえ、聞いたことはありませんね」

　軽く首を傾げ、横に振るアリサ。どうやら知らないみたい。同じ世界の住人じゃない証拠としては十分と見た。ちら、とヴォリン伯爵を見ると手元に今までの会話を書き取っていたらしい。おそらく魔道具での映像も保存されているはず。

　よし、切ろう。ばっさり切り捨てよう。同情はするけど縋られても困る、こんな怖い子無理！

　悪い子じゃないのは判るが、彼女はあまりにも基礎的なことを知らなさ過ぎる。私とて未いまだ曖あい昧まいな部分があるのだ、彼女のフォローができるほどじゃない。この子は乙女ゲームの健気で一生懸命、綺麗事上等な主人公タイプに近いんじゃないかな？　善良そうなのは見てて判るんだけどね。

「では、私と同郷ではありませんね。共通の話題はないと思います」

「え……で、ですが、この世界に来てからの苦労はアリサと通じるものがありませんか!?」

　おや、旦那の方が必死だ。本人は何も知らないみたいだが、やはり裏があったのだろう。

「私はこの世界に来て三ヶ月程度ですが、王族・貴族の皆様と接する機会がとても多かった。もちろん、それに伴う礼儀作法も必要です。アリサ様はまずそちらを学ぶべきだと思います」

　すると美少女は何故か傷付いたような表情になった。……あれ？　何か問題発言したっけ？

「ああ、誤解なさらないで。国によって教育方針が違いますもの。イルフェナは実力者の国ですから、どんな場においても最良の結果を出せるよう学ぶ機会を与えていただけたのです」

「我々は学ぶ機会を与えはするが、どうするかは本人次第だ。厳しかろうとミヅキは自分で選んだんだよ」

　自分で言っておいて何だが、基本的な礼儀作法が国によって凄すさまじく異なるということはないだろう。アリサにも旦那以外の守護役やその周辺の貴族がいたはずだ。彼女が貴族階級に生きるなら必要な教養を、民間人として生きていくならそれに合わせた知識を、国には教育する義務がある。

　二人の様子に軽く溜息を吐くと、私ははっきり二人に告げる。彼らに向ける唯一の『優しさ』を。

「私は今後アリサ様に関わる気は一切ありません。今回の訪問は私と繋がりを持つためなのでしょう？　ですから私自身の口からその可能性を否定させていただきます。それが私からアリサ様へ向ける唯一の優しさですわ」

　私の口からの否定。これで私と繋がりを作ろうとしたバラクシンの面々に彼らが責められることはない。彼らがミスをしたのではなく、『私が拒絶した』のだから。異世界人という立場を使っての強引なやり方だが、イルフェナが思惑に気付いていたと匂わせるなら大丈夫だろう。

「そんな……ひどい……」

　だが、アリサは表向きの意味しか受け取れなかったらしい。外交に向かない子だ、素直過ぎる。

「酷ひどい？　利用しようとしたのはそちらなのですけど」

「そんなつもりはっ！」

「貴女にそのつもりがなくとも、国としてはそれを求めたのですよ」

「……私は、利用されたと言うんですか」

　ぽつりと呟つぶやく姿は十分に痛ましい。せめて国が彼女に告げていたならば、もう少し何とかなっただろうに。だが、貴族になった以上は国の期待に応える義務があることも事実なのだ。

「貴女の素晴らしい部分は民間人であれば周囲にたやすく受け入れられたでしょう。ですが、貴女が選んだ場所はそのままでは済まされません。ご夫妻二人だけの時ならともかく、公の場できちんとした態度を取れなくては許されませんよ？」

　……彼女は気付いているのだろうか。この場で私に発言を許しているイルフェナの優しさに。

　私に発言させることで自分達は沈黙する、そうすれば私と彼女の個人的な会話となる。王族からの直接のお叱りを回避しているのだ、何らかの交渉だった場合は十分不利になる要因なのに。

　やがて重くなった空気を打ち消すように魔王様が口を開く。

「カンナス夫妻、君達はもう少し外交というものを学んだ方がいい。それから……ミヅキに感謝するんだね。君達のこれ以上の不敬を止めたのだから」

「私達の態度……いや、バラクシンの思惑も、ですね」

「そうだね。君は彼女を奥方にするならば、相応しい態度と貴族としての在り方を教えるべきだったと思うよ。甘やかすだけではそれが当然と思い込んでも仕方がない」

「はい……判りました。やはり、そうですよね」

　エドワードさんは言い訳を一切すること無く、魔王様に向かって頷く。

「エド!?　一体どういうこと……？」

「アリサ。後で話すから今は謝罪を。そしてミヅキ殿……貴女にはアリサの夫として謝罪と感謝を」

「ご理解いただけて何よりです」

　立ち上がり深々と頭を下げるエドワードに、困惑気味に頭を下げるアリサ。教育は大変そうだな、でも見捨てる気はないみたい。是非とも夫婦愛で世界の壁を乗り越えてくれ。

「では、これまでとしよう。ミヅキ、お疲れ様」

　そして魔王様の一言でこの場はお開きとなったのだった。何だが外交っていうよりも、教育の場に近いような……？　内心首を傾げるような、魔王様らしくない終わり方だと思ったのは気のせいだろうか。







　　第五話　再会は突然に




　バラクシンの使者夫妻と対面後。あれからずっと生活の場である騎士寮にて引ひき籠こもり生活実行中。アリサと会いたくないからだ。

　あの日、彼女は客室に引き上げてから旦那様に叱られたらしい。うん、叱られて反省するのはいいんだ。次に経験を活かせるから。だが、そこからが問題だった。

　彼女、『ミヅキさんにも謝りたい！』と言い出したのだ。多分、裏など無く純粋な謝罪として。

　私は『今後一切関わる気はない』と言ったんだが、聞き入れてはもらえなかったのだろうか。許してくれるまで謝るとか言う気じゃあるまいな？

　……。冗談抜きにこの可能性が高い気がする。性た質ちが悪いことに彼女にとっては謝罪の意思があるゆえの行動なのだ、つまり民間なら『好ましい行い』。貴族としてはそれで済むはずなどないが。

　バラクシンの常識がイルフェナやゼブレストと違うのかと思ったけれど、そんなことはないらしい。つまり、彼女が全然理解してないってことだろう。いや、自分が悪いことは理解したけど、その後の行動が伴っていない感じ。誰も注意しなかったんだろうか？

　さすがに勝手な行動をとられては困るから彼女は部屋に閉じ込められているけど、護衛の騎士達に『ミヅキさんに会わせて』とお願いをしてることから私に外出禁止が言い渡された。親しくなった近衛騎士曰いわく、ただでさえ良い印象を抱いていなかった近衛達は更に怒りを募らせているとか。

　……お嬢ちゃん。よそ様の国でそんな勝手な行動が取れるわけなかろう。連れ出したりしたら護衛は処罰されるんだぞ？　大人しくしてようよ!?　マジで今後がヤバそうだよ!?

　そんな中、本日はもう一件他国からお客様が来ていたり。そして騎士寮にてお茶会が行われる。

　ヴォリン伯爵の古い友人だそうで、私がお茶菓子を作ることになったのだ。個人的に親しいから是非食べさせたいんだってさ。まあ、こちらでは珍しい食べ物だもんね。もちろん、魔王様の許可済み。

　──そこでまさかの再会イベント発生とは誰が想像しただろうか。偶然ってあるんだね……！




　　※※※※※※※※※




　部屋の中には私とアルを含めた白騎士数名、それにヴォリン伯爵とそのご友人。本来ならばアルだけでいいのだが、アリサが抜け出してくる可能性と護衛の意味から待機している。

「ミヅキ、彼がグレン・ダリス氏だ。アルベルダの知将と言われる方だよ」

　ヴォリン伯爵はそう言って一人の男性を紹介する。四十代半ばといったその人は細身だが目付きは鋭い。鋭い、のだが。

　何故か私を見るなり目を見開き驚愕を露あらわにする。え……あの、まだ何もやってないよ!?

「お……」

「お？」

「お前……ミヅキと言ったな!?　『ヴァルハラ』という名に心当たりはないか!?」

　グレン氏の言葉に今度は私が驚愕を露にする。心当たり、めっちゃあります！　それ、私が所属してたギルドじゃん！

　そういえば今日はゼブレストで作った軍服モドキを着ているんだった。あのゲームで知り合っていたら私だと判るだろう。え、知り合いか!?　でもこの人の姿には見覚えないなぁ。

「その服装は『あいつ』専用だったな、もしやヴァルハラの鬼畜賢者か!?」

「鬼畜……」

「賢者……？」

　グレン氏の上げた声に周囲が訝しそうにしながらも私を見る。あ、そっか。ゲームの職業とか二つ名だとは思わないか。それが鬼畜賢者ってモロ悪役ちっくな渾あだ名なだから訝しんでいるのだね？

「アンタ誰？　私はユーザーネームがミヅキ、所属はヴァルハラ。職業は賢者」

「儂わしはレッド。お前に懐いていた獣人だよ！　久しいな、ミヅキ！」

　グレン氏の嬉しそうな笑みと再会の挨拶と……明かされた名に私は記憶を探り。そして。

「懐い……て？　……！　レ……レッドぉ!?　赤い髪と瞳のふさふさ尻しっ尾ぽなショタっ子だと!?」

「ショタってなぁ……お前、本っ当～に顔も性格もゲームそのままなんだな」

　思わず指差し叫ぶ私にレッド……もといグレンは生温かい視線を向ける。目の前の親父がショタ獣人の中身と知れば驚くわっ！　いや、この外見であの口調は凄まじく痛いけど。

　思い出した。居た。居たよ、確かに赤猫って呼ばれてた子が。私達に付いていけない周囲を放置したまま記憶を掘り起こしていると、ヴォリン伯爵が遠慮がちに声をかけてきた。

「……その、グレン？　君達は知り合い、なのか？」

「「あ」」

　思わず二人揃って声を上げる。すまん、存在を忘れてた。ちら、とグレンを見ると小さく頷く。

「同じ世界の友人だよ」

「儂にとっては師匠ともいえるな」

『は!?』

　今度は彼らが私達の発言に混乱に陥った。そだね、どう見ても年齢的に向こうが上だもの。おかしいと思うわな。

「とりあえず座って話しませんか？　ミヅキの作ってくれたお茶菓子もありますし」

　そんな混乱は即座に立ち直ったアルの言葉で一応の落ち着きを見せることになる。とりあえず座って落ち着こうという意見には賛成だ。どうせ説明するまで彼らも退どかないだろうしね。




　　※※※※※※※※※




　とりあえず全員分のお茶を淹いれ適当に座る。やがて皆の視線に負けてグレンが話し出した。

「まず、儂とミヅキは同じ世界で友人だった。それは判るな？」

「ああ。グレン、君は異世界人だったのか？」

「うむ。まあ、こちらに来た時の状況的に説明する暇もなかったからな」

　ヴォリン伯爵は知らなかったようだ。アルが「アルベルダは内乱で揉もめた時期があったのですよ」と説明してくれる。……内乱真っ只中の国に来て巻き込まれたから、グレンは守護役どころか異世界人だと言い出す暇が無かったのか。

「ミヅキ、儂がこの世界に来たのは二十七年前だ。お前はどのくらいだ？」

「二十七年前？　私は三ヶ月かな」

「やはりな……元が同じ時代でも落ちた時間に差が出るのか。場所も一定ではないようだな」

　それでも私達にはそれほど大きな驚きはない。異世界が存在すること、そこに転移したことの方が遥かに驚愕の事態なのだ。一緒に居たわけでもないから、差が出て当然というべきだろう。

　だが、これで高い技術が過去に残されているのも頷ける。いくら『最古の魔導国家』と言われるアンシェスの技術を参考にしたとしても『元を知らなければ製作不可能な物』があるのだから。

　一番に上げられるのが風呂やシャワー、トイレなどだろう。魔術も使われているので、この世界の人との共同製作といった感じだ。アンシェスで使われていたものの再現らしいが、私が不自由しない出来である。だから私も安心して暮らせるのだ。

　先生の所で見た本によるとこれを考案したのは『異世界の女性』だそうだ。『大変綺麗好きだった』とのことなので現状に耐え切れなくて必死に生活の場を整えたと思われる。

　現実問題として医療があまり発達していないこの世界、衛生的な環境だけでも整えないと命の危機だったんじゃないのか？　病気に対する治療法が薬しかないのだから、高度な医療技術をもった時代から来たのなら病に倒れる＝死という認識だろう。

　医者でもない限りできることは衛生環境の改善だけだ。結果として病死する人が激減し、彼女は医学の本に必ず登場する存在となっている。

「で、お二人は友人とのことでしたが……師匠、とは？」

　アルが困惑気味に聞いてくる。知将と言われる人物が明らかに年下の私を『師匠』呼ばわりすることに違和感があるのだろう。ヴォリン伯爵もそれが聞きたいとばかりに頷いている。

「私達の世界は仮想現実といって現実とは異なる世界で遊ぶことができる。仮の姿を作り出して物語の中に入り、その世界で生活することが可能って言った方が判りやすいかな？」

「物語の中、ですか？」

「うん。現実とは違う空想の世界で過ごすことができるって感じ。もちろん、自分の分身がね」

　判りにくいがこれは体験しなければ理解できないだろう。困惑しながらもアルは頷く。

「……なんとなくですが想像できました。では、その空想の世界でお二人は友人だったわけですか」

「私もレッド……いや、グレンも同じ軍師という立場だったから仲が良かったんだよ」

「儂の方が後輩でな、所属する組織は違ったが拠点のある国は同じだから交流があった」

　拠点が近いし敵対関係にもならなかったからギルドぐるみで仲が良かった。サービスが終了した今となっては懐かしい思い出だ。

「それで師匠と呼ぶからにはミヅキが貴方に戦術を教えたと？」

「うむ。全てではないが実に参考になった。まあ、奇抜な策もあるがな」

　グレンの言葉に私は首を傾げる。

「あのさ、グレン。それ実用的って意味だよね？　この世界でも通じたの？」

「もちろんだ。お前とて本来は軍事訓練用だったという噂は聞いたことがあっただろう？　天候による影響を踏まえた策、地形の利用、自軍の情報の把握、それに伴う戦略の組み立て……十分この世界で儂の力となった。それは儂が知将と言われていることからも想像できるだろう？」

　確かに妙にリアルな世界設定ではあった。レベルやスキルが勝利に繋がる全てではない、あらゆる条件が多大に関わってくるゲームだったのだ。何せ『戦乱』時には雨が降った後の戦場で土砂崩れを起こし、上位ギルドを全滅させるという弱小ギルドがあったくらいだ。地形状況を利用した知恵の勝利である。

　そんな世界を知るグレンなら現実でもそれなりに通用しただろう。本人が更に努力したことと、この世界が非常にゲームの世界と似ていることも大きな要因だが。

　新たに必要なのは覚悟だった。ゲームと現実の一番の違いは『人が死ぬこと』なのだから。

　策を練ろうともそれに伴う犠牲を背負えなければ味方の信頼は得られず、自分も罪の意識に苛さいなまれるだけだろう。グレンが知将と呼ばれる存在と成りえたのはそれらを超えてきたからだ。それは私が敵を容赦なく切り捨てられることにも通じる。

　根本的にアリサは私達と違うのだろう。私の言動は趣味の世界の知識が元になっているのだから。

「ミヅキの優秀さはそういった経験があったからなのですね」

「状況を把握し、情報を活かす冷静さは培つちかわれたから確かにそう言えるのかも？」

「しかし、知っているのが仮の姿だけの割にグレンはよく気付いたな？」

　アルは私のこれまでの言動に納得し、ヴォリン伯爵は感心半分呆れ半分に尋ねてくる。

「そりゃあ、儂の知るミヅキはこの本体の性別を男にして髪と瞳の色を変えただけだからな。何よりその服はミヅキ専用だったはずだ。外見も影響して性別不明とか一部で言われていたな」

「グレンは全然違う姿だったから判らなかったんです。まさかこの親父がショタ猫とは……」

「ええい、煩い！　あの頃はぴちぴちの十七歳だったぞ！」

　姿だけでなく言動もショタと言われた所以ゆえんなのだが。そんな私達を眺めていたアルが興味深そうに口を挟んでくる。

「男性のミヅキですか……見てみたい気がしますね」

「幻影でよければ見れるよ？」

「何!?　是非見せてくれ！」

　アルとの会話に食いついてくるグレン。何だか凄く必死に見える。まあ、幻術で自分の記憶にある姿を見せるだけなんだけど、見るだけなら十分だ。英霊騒動の技術が早速お役立ちですな。

「えーとね、こんな感じ」

　立ち上がって言葉と共に術を発動すると、隣に見慣れた姿が現れる。首の後ろで一つに縛しばった銀髪に緑の瞳、身長は十センチほど高く今の私と同じ服を纏った男性。……まあ、本体と造形はほとんど変わらないから、単に性別と髪型が変わった色違いなんだよねえ。

「確かにこれならミヅキを見て気が付きますね、基本的に変わりませんし」

「『そうだよ？　言葉遣いはさすがに変えたけどね』」

　せっかくなので声も再現。男性としては高めの声はグレンにとって二十七年ぶりのもの。微かに涙を浮かべ懐かしんでいるグレンをよそに、皆はしきりに異世界の技術に感心し納得している。……ここに黒騎士連中が居なくて良かった。質問攻めにされてしまう。

　作りこむのが面倒だっただけなのだが、再会の手助けになったようだ。もちろん、親しかったことも一因だろうけど。

　ふと何を思ったかアルが立ち上がると『がし！』と私の手を握った。

「どんな姿でも貴女なら愛せる自信があります！　性別など些さ細さいなこと！　あの姿も十分魅力的ですよ。やはり私の目に狂いはなかった、素晴らしい魔法の腕です！」

　そう言って抱き寄せる。……それは有能な人材確保と言わないだろうか？　非常に嬉しそうに抱き締める姿が、何やら珍しい魔道具を前にしたクラウスと被かぶるのだが。

「ほお、噂どおり役目だけの婚約ではないのか」

「ヴォリン伯爵？　噂って？」

「君がアルジェントやクラウスに溺愛されているというものだが」

「それ、はっ!?」

「はい、事実です！　是非とも広めてしまってください！」

　胸に抱き込むことで反論しかけた私の言葉を強引に遮さえぎり、アルは嬉しそうに更なる噂の拡散を依頼する。嘘を言うでない！　これが溺愛されている状態かいっ！

「ミヅキ……また厄介なものに好かれて……」

　グレンの呟く声が聞こえる。グレン？　その涙は懐かしんでるからだよね？　哀れんでるんじゃないよね!?　ふふ……もう二匹ほど居るんだぞ、こんなのが。







　　第六話　本当の目的




　──バラクシン王城・ある一室にて

「やれやれ、貴族達も随分無謀なことをする」

　テーブルのカップに手を伸ばした青年は深々と溜息を吐いた。彼の憂いも当然だろう……この国の問題児に外交の一端を任せるなど。部屋に集っている者達の表情も暗かった。

　エドワードは優秀だが、元々穏やかな性格をしておりキツイことを言うタイプではない。彼だけならば若干不安は残るものの、不興を買うことなく役目を全うするだろう。問題は彼の妻である。

　同行理由が『異世界人に会うため』というものなので要はイルフェナの異世界人との接点にされただけだ。本人は何も知らず無邪気に喜んでいたが、役割だけでも教えておくべきだったろう。

　外交経験の浅い立ち回りに不慣れな者と、何も知らない異世界人を送り出す方がおかしいのだ。

　異世界人──アリサは良く言えば無邪気で善良だが、悪く言えば貴族らしい振る舞いはできない。王がそれなりの教育係を就けたにも拘わらず、それは変わらなかった。報告を読む限り彼女自身に責任があると周囲は考えている……守護役として彼女を諌いさめようとした者がいたはずなのだが。

　それに彼女が成長しなかった要因の一つに『異世界人だから利用できる』と決め付け媚こびを売り続けた貴族達の存在がある。高位にある者達から特別扱いを受け続ければ、それが当然と思っても仕方がないだろう。それなのに価値がないと思うや放置するのだから、迷惑極まりない。

　青年は再び深々と溜息を吐く。己の不ふ甲が斐いなさと娘の愚かさと、見捨てなければならない現実に。気遣うように向けられる複数の視線にも、首を緩ゆるく振ることで気にするなと伝えるだけだった。

　……いくら異世界人だからと全ての不敬が見逃されるわけはない、あの奔ほん放ぽうさは害にしかならない。それに守護役制度が異世界人優位である以上は『対処する術』を国とて用意しているのだ。

「イルフェナの目は厳しい。彼らに認められなければ今度こそアリサの処遇を考えることができる」

　今回の訪問はあの二人を試すものだ。相応しい振る舞いができるなら再教育、駄目ならそれなりの対処をとられる。やり直す最後の機会と言えるだろう。

　王族同士は横の繋がりがあるのだ。今回はアリサのこれまでの態度を諌める決定打として協力を仰いでいる。他国から『否』と言われれば今と同じ扱いはされず、別の選択を迫られるだろう。

「イルフェナには異世界人も居るしな、違いをはっきりと見せ付けられるだろう」

「確か守護役は全員公爵家の者でしたね。守護役抜きに公爵家は婚姻を望んでいるとか」

　傍に控えていた男からの情報を青年はもちろん知っている。それが噂ではなく事実ということも。

「……それも規格外なんだがな」

　イルフェナは良くも悪くも実力が全ての国なのだ、異世界人だろうとも容赦しない。その異世界人はよくぞそんな環境に馴染み、認められるまでになったものだと青年は呆れにも似た感情を抱く。

「ま、全ては二人が帰って来てからだ。準備はすでに整っているからな」

　軽い口調だが、込められる感情は随分と苦いもの。突然この世界に放り出されたあの娘を哀れと思うことも事実なのだ、彼女のせいではないのだから。それは部屋に集った者に共通する想い。

　民間に下れば意外と幸せに暮らせるかもしれないじゃないか。慎つつましやかに暮らす程度ならば面倒を見てもらえるのだから。そこに今度こそ、彼女の幸せがあればいいと願う。

　計画を知る者達は二人にとって良い方向に傾くことを心から願った。彼らがアリサを案じていたことも事実なのだから。




　　※※※※※※※※※




　──イルフェナ・エルシュオンの執務室にて

　エドワードはエルシュオンより手渡された手紙と告げられた言葉に呆然としていた。そして室内にはエルシュオンの他に黒騎士、そしてミヅキの保護者であったゴードンが集っている。

「これは……事実なのですか」

　確認と言うより否定を願う心を匂わせたエドワードも頭では理解しているのだろう。心当たりがあり過ぎるのだ、無理もない。そもそも今回の訪問に疑問を感じていたように見えた。

「返事が必要かい？　君はその筆跡に覚えがあると思うけど」

　手紙の筆跡はバラクシンの王だ、彼が見間違えるはずはない。そこに記された内容をエドワードが信じたくなかっただけなのだ。手紙の内容はバラクシン王からの協力依頼なのだから。

『この訪問はエドワードとアリサの二人を試すものである』

　この一言で全てが判ってしまう。相応しい態度が取れない場合は切り捨てられる、そういうことだ。王を始め忠臣と呼ぶべき者達は今後の扱いを決める『最後の機会』だと、そう告げていたのだと。エドワードは今更ながらに思い出したのか俯いた。

「ミヅキはこの世界で生きなければならないと受け入れた後、実に貪欲に知識を求めたよ。判らなければ何でも聞いた。周囲もそんな姿を知っていたから生きる術を教えることを厭いとわなかった」

　ゴードンは当時の様子に思いを馳はせた。当初は子供にすら習うことがあったのだ、異なる世界で生きるためには常識さえ学び直さなければならないのだから。もっともミヅキは普通ではなかった。

『泣き喚わめこうがどうにもならない、帰れないと判っているならやることはこれしかありません！』

　そう力説し努力する姿に唖あ然ぜんとしたものだとゴードンは思い返す。ミヅキとしてはこの世界での生活を最低限安定させたかったらしい。……が、泣くことを時間の無駄だと言い切るあたり大変逞たくましい思考回路である。一応、若い女性としてそれはどうなのかと悩んだゴードンだった。

「魔法に興味を持ったのもその一環だ。しかも通常の方法では使えなかったから自分で組み立てるしかなかった。あの子は魔法を使うなら魔導師になるしかなかったのだよ」

「ですが、簡単にできるものではないのでは？」

「そのとおり。だが、簡単にできなくとも不可能ではない。そしてそれができたからこそ、ミヅキは城に呼ばれた」

「魔導師は危険だ。我々としても放置しておくことはできないからね。だが、監視はしても飼い慣らそうとは思ってないよ」

　都合の良いことを吹き込み味方につけることはできただろう。だが、魔導師ならばそのうち矛盾や自分の置かれた状況に気付く。知識を貪欲に求める彼女のことだ、真実に辿り着くのはたやすいだろう。そうなった場合、ミヅキが大人しくしている可能性など皆無だ、災厄となられても困る。

「『君は異世界人というだけでなく魔術の面でも異端だ。できるだけ周囲に溶け込むよう努力なさい』……私が保護した当初ミヅキに言った言葉だ。あの子はそれを守っているから以前は縁のなかった身分制度といったものも受け入れている」

「『最初はそうでもなかった』って言っただろう？　城に呼ばれた時はあまり理解していなかった。生活の場を移したことで自ら学び馴染む努力をしたんだよ。君の妻はそんな努力をしたのかい？」

　貴族やその使用人達にとって身分制度など当たり前のことなのだ。だから生活する上で相応しい行動を取れなければ目立つ。それを危き惧ぐしてアリサに身に付けさせようとした人達は必ずいたはずである。彼女に好意的かは別として『場を乱すことを望まない』なら。

「……」

　慰めるばかりだったのは彼女に嫌われたくなかっただけ、そう自覚してエドワードは唇を噛かむ。彼女が大切ならば嫌われようと泣かれようと理解させるべきだったと、今更ながらに痛感して。

　そこまで考えて彼ははっとした表情になった。漸くミヅキの態度や言葉の意味を理解したのだろう……『一切関わらないことが優しさ』だという理由も含めて。

　その言葉は拒絶と同時に気遣うものだったのだ。『ミヅキ』という比較対象を作らないために。

　劣等感に苛まれる可能性を回避し、アリサならではの良い部分を伸ばすならそれが最適だ。ミヅキの実力は本人の性格によるところも大きいのだから。個人差があるのだ、同じを期待するのは無理である。すでに実績のあるミヅキが傍に居ることはマイナスにしかなるまい。

「ミヅキには今回のことを伝えていない。異世界人として明確な比較対象であった方がいいだろうしね。ただ、公の場であることは伝えたから後は本人の判断だよ」

　エルシュオンは僅わずかに笑みを深めてそう言った。エドワードの瞳が微かに潤うるむ。

「今更ですが感謝いたします。ミヅキ殿にも本当ならば直接伝えるべきなのでしょうが、今は関わらない方が良いでしょう」

「そうだね。伝えておくよ」

　エドワードが深く礼をし、顔を上げた時には表情に決意が宿っていた。感謝と謝罪と……おそらくは決別と。彼は帰国後に下される判断に否を唱えることはないのだろう、と誰もが予感した。

　その時、クラウスが声を上げる。

「殿下。彼女が庭を散策するようですが……」

　その言葉にエドワードは拳を握り締める。そこに浮かぶのは失望と怒り。『部屋を出るな』と言い置いていたはずなのだから当然か。

「殿下。妻が抜け出そうとも護衛の騎士達に処罰を下されないようお願いしたいのですが」

「いいのかい？　君の奥方はミヅキの所に向かうのかもしれないよ？」

　からかうようなエルシュオンに続き、ゴードンもまた口を開く。

「ミヅキは騎士の宿舎に部屋を持っていますな、貴族の奥方が一人で向かうことはありますまい」

　ゴードンの言葉どおり普通ならそれはありえない。男しか居ない宿舎に貴族の女性が許可なく向かえばどんな噂を立てられることか。ミヅキは守護役の二人が基本的に宿舎で生活していることから例外的に部屋を持っているのだ。そもそも貴族ではない上、職員扱いである。実際に仕事をしているので問題にはならない。

「君の奥方がミヅキに謝りたいとあまりに言うからね？　『彼女は騎士の宿舎にある自分の部屋から出てこない』って教えてあるんだよ。それを聞けば諦めるだろうと思ってね」

「おやおや……殿下はいつからそれほど親切になられましたかな？」

　つまり自己判断に任せるということだ。今回の目的を考えれば罠とも言える。

「ご迷惑をお掛けします。私は一切庇かばいませんので」

「そうかい。君はちゃんと理解できるんだね」

「思い切るまで随分と時間がかかりましたが、陛下への忠誠は濁っておりません。優先すべき物を今度こそ間違えはしません」

　きっぱりと告げるエドワードに彼以外──珍しくクラウスまで満足そうな笑みを浮かべた。それは一つの選択をしたエドワードを勇気付けるに十分なものだった。







　　第七話　彼女と私の違い──性格じゃないぞ、環境だ──




「ほう、やはり魔法は自分で組み立てたのか」

「あ、やっぱ試した？」

「うむ。だが、儂は元々魔力が低いらしくてな……」

　再会を喜び合ってからは自分達の状況報告。グレンは来て早々に内乱に巻き込まれ、うっかり口を出した策が認められて軍師扱いになったそうな。

　赤猫……苦労したんだね。現代人がいきなり人殺し当たり前の戦争とかキツイわな。まあ、今となっては私が魔導師であることに興味があるみたいだけど。そっかー、試して挫折したか。私も詠唱しての魔術は無理だしね。

「多分ね、発音に問題があるんだよ」

「発音？」

「私達にとってこの世界の言語は自動翻訳されているでしょ？　だから『聞き取れる音に変換される』んだよ。詠唱として聞いたとおりに唱えても発音にズレが出るんだと思う」

　判りやすく言うなら英語で『日本（ジャパン）』と言っても私達には『日本（にほん）』と聞こえるということだろうか。自動翻訳も考え物だね。

「ふむ、興味深いな」

　そうグレンが呟いた途端、勢いよく扉が開かれる。そこへ騎士ズの片割れが飛び込んできた。

「ミヅキ！　お前ここから絶対に出るな！」

「はあ？　唐突に乱入しておいて、一体どうしたのよ？」

「あの女がお前に会いたいって来てるんだよ！」

　叫ぶような騎士ズ（片割れ）の言葉に部屋の中は一瞬静まり返る。

「……。マジ？」

「おう！　今、カインが止めてるけど聞く耳持ちやしねぇっ」

　室内が微妙な空気に包まれたのは仕方がないだろう。だって、そういう状況だ。

「アル、ここって騎士寮だよね？　私は守護役が居ることに加え職員扱いだけど、基本的に女人禁制だよね？」

「少なくとも女性貴族が訪ねることはありませんね、逢い引き以外は」

　アルの声も何だか呆れているようだが当然だろう。ぶっ飛び過ぎだ、あの子の行動。

　許可を取って第三者を伴わない限り、慎みのない女と言われるのが当然だ。いいのか!?　いや、逆に住んでる騎士が誑たぶらかしたとかイチャモン付けられかねないんだけどなぁ？

　判ってねえだろ、おいぃぃぃぃ！　お前が不貞を疑われるだけじゃ済まねぇだろうがぁぁぁ！

　思わぬ事態にパニック寸前、でも遠い目になっている場合じゃない。深々と溜息を吐き、私は覚悟を決めた。こうなった以上はできる限りのことはしておくべきだろう。

「……いいよ、会ってやろうじゃないの」

「ミヅキ!?」

　騎士ズ（片割れ）が驚愕の声を上げるが、私は自棄になったわけではない。逆だ。

「理解できないんだもの、もう知らない。ああ、全員ここに居てね？　おかしな噂の的にさせるわけにはいかないから」

「もちろんですよ。我々としても彼女が何を思っているのか非常に興味がありますしね」

　そう言いながらもアルは何故か私を後ろから抱き締める。そして深々と溜息を吐いた。

「全く……このような噂は娯楽扱いとはいえ、疑われるなど心外ですね。私は貴女一筋なのです、妙な噂を耳にするより貴女との仲を噂されたいと願いますよ」

「比較的一緒に居るじゃん、それでも噂にならないのは『信じたくない』っていう意思表示でしょ」

　日頃から過剰なスキンシップをされても欠片も噂になりませんがな。まあ、『抱き締める→しばかれる』というコンボでは恋愛絡みの噂になるはずもないが。本人、喜んでるけどさ。
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「私はいつでも夫婦として暮らす準備があるのに」

「心の中をぶっちゃけるな！　一人で突き進むな！　婚姻は一人の意思じゃ成立しない！」

「では、クラウスも交えて三人……ああ、セイルも誘いましょうか。基本的に今と変わりませんし」

「なんで逆ハーレム計画に発展!?　ちょ、話を聞けぇっ！」

　妙な妄想を垂れ流した挙句、四人での家族計画に発展させるアルを振り払う。それ、絶対に『今の状態が最善です』ってアピールじゃねぇか。確かに隣国との安定した協力関係ではあるのだが。

　座り直すとグレンが生温かい目で見ていた。ふふ、実力者の国の真実に驚くがいい！　愉快な仲間達が一杯だぞ？

「……。楽しそうだな、ミヅキ。結婚式には呼んでくれ。なに、顔は最上級じゃないか」

「他人事かい、ショタ猫がぁっ！　しかも『顔は』って言った！　判ってて言うか！」

「誰がショタ猫だっ！　純粋にお前のもらい手がいることを喜んでいるだけだろうが！」

「……連れてくるから、それまでには落ち着けよ？」

　騎士ズ（片割れ）は呆れて部屋を出て行く。ショタ猫、お前も彼女との話し合いに付き合え、拒否は認めん。

　ところで。騎士ズよ、『カイン』ってだ～れ？




　　※※※※※※※※※




　……そして騎士ズに連れてこられたアリサは。

「あのっ！　私、先日の態度がどれほど失礼か聞きました。ですから、謝罪を……」

　マジで謝罪だけだった。ここに来る意味も判ってなかった。『謝らなきゃ！』という発想ばかり先に立って自分の行動がどう映るのかまで考えていない。

　悪い子じゃないのは判るのだ、理解すれば即座に謝ろうとするくらいなのだから。だが、本人の行動力が完全に悪い方向に出ちゃってる。この子はまず初めに『自分の行動が周囲にどういう影響を及ぼし、どんな結果を招くか』を教えるべきだったんじゃなかろうか。

「あのですね、アリサ様。貴女がここに来たことで『護衛の騎士の処罰』と『貴女と寮の騎士達に不貞の疑惑が持たれること』と『バラクシンへの不審』という三つの可能性があるのですが。理解できてます？」

「な!?　わ、私は不貞なんて……っ」

　試しに聞いてみたら可哀相なくらい青褪めて否定する。どうやら知らなかったらしい。

「ですが夫のある身で女人禁制の騎士寮に単独で来たならば、どんな噂を流されても文句は言えませんよ？　当然、騎士達にも迷惑がかかります」

「で、でも、私は謝らなければ」

　埒らちがあかない状況に加えて、未だ謝罪に拘こだわる彼女に苛立ちが増す。そして。

「ええい、いい加減にしろ！　謝罪の仕方が間違ってるんだってば！　夫婦になった時点で貴族階級確定なんだから少しは根性出して貴族階級の常識とか色々覚えなよ、アリサっ！」

　バン！　とテーブルに手を着き怒鳴りつける。アリサはびくりと体を竦すくませ、目を見開いて固まった。やがて瞳が潤うるみ涙が溢れ出す。……やばい、つい怒鳴っちゃったけど泣かせたら拙かった!?

　だが状況はまたしても予想の斜め上を行ったようだった。

「……んで。もう一度、アリサって……呼んで」

「は？」

　意味不明な『お願い』に首を傾げる。そのまま黙ってしまったアリサに話を聞くべく席を立ち、傍まで行くとがし！　と抱きつかれた。アリサは私の胸に顔を埋うずめて涙声で話し出す。

「うん……うん、私はアリサっていう『個人』だよね。漸くエド以外に人として見てくれる人、見つけたぁっ。凄く寂しかったの、嬉しかったの！　対等に見て名前を呼んでくれたことが」

　アリサの言葉に眉をひそめる。『対等に見てくれる人が居ない』？　どういうことだろうか。

「ごめんね、ごめんね、どうしても異世界の人と仲良くなりたかったの！　嫌わないで！」

「……。どういうこと？　バラクシンでは守護役だっていたでしょ？」

　保護の義務がある以上は王族の後見人とかもいたはずだ。何より守護役は異世界人にとって最も身近な存在となるはず。エドワードさんもそうだったと聞いている。だが、アリサは逆に不思議そうに尋ねて来た。

「え、だって……私達は異世界人っていう『部外者』でしょう？　同じ『人』とは見られないよね？　だから名前で呼ばれても個人じゃなく、異世界人っていう括くくりだと思うけど」

　な　ん　だ　そ　れ　は　!?　　異　世　界　人　は　別　種　族　扱　い　だ　と　!?

　いや、ある意味正しいよ？　正しいけど……それは個人の感情であって、保護する以上は同じ人として扱わなきゃ駄目だろ。それにそういう認識なら礼儀作法ができなくても文句を言えない。

　あまりのことに絶句する私達に気付かず、アリサは堰せきを切ったように話し出す。

「この世界に来てからすぐに保護してもらったんだけど、貴族の礼儀作法って馴染めなくて。文字みたいに必要なことはすぐに覚えたんだけど……」

「あ？　ちょっと待て。文字はすぐ覚えたの？」

「うん？　だって生きていくために必要なことでしょう？」

「で、それ以外は何を習ったって？」

「え、貴族の礼儀作法だよ。淑女教育って言ってたかな」

　首を傾げて思い出しながら口にするアリサに嘘を言っている様子はない。純粋にそれが普通だと思っているからこそ、暈ぼかして言う必要を感じないのだろう。だが、聞いている私達は違う。ヴォリン伯爵でさえ顔をしかめているじゃないか、あまりの酷さに。

「あのね、アリサ。それ以前にこの世界の一般常識とか子供でも知っているような知識はどうしたの。普通はまずそこから。いきなり淑女教育なんてされても無理に決まってる」

「そうですね、ミヅキも初めは村の子供達から習うような状態だったと聞いていますし」

　報告書を読んでいたらしいアルも私に賛同する。やはりイルフェナから見てもおかしいようだ。

「え!?　だって、『守護役の皆様に釣り合うように』って言ってたよ!?」

「どこの馬鹿よ、それ！　必要なのは婚約者に釣り合うような礼儀作法じゃなくて生きていくために必要な知識でしょ！　だいたい婚約って、立場を保障するような意味だけなのに」

　イルフェナでは守護役としての認識が当然。つまり保護者。必要な場合に限り貴族の礼儀作法その他を習うのだろうが、民間人のままという選択肢だって存在する。私は魔導師という立場上、何があっても困ることがないようにという魔王様の配慮なのだ。ゼブレストのこともあったしね。

　……これは保護国のバラクシンに問題がないか？　アリサの言動は確かに問題だが、それを理解できるような状況でないなら話は変わってくる。

「儂も国に報告する必要が出てきたな。守護役の一人を出していたが、奴の評価は『いつまでも何も知らない子供のような状態』だったからな。今の話を聞く限り納得できるぞ」

「そうだな、民間人が貴族になるだけでも苦労するのが当たり前だ。その民間人としての知識すらないなら……理解しろという方が無理だろうよ。なんと酷いことを」

「え？　え？　ど、どうしたの……？」

　グレンは自分が苦労した過去がある分、アリサの状況に理解があるらしい。ヴォリン伯爵も元凶が判明したせいか、アリサに対する感情はもはや同情一色。アリサだけが状況を判っていない。

　──その後。

　魔王様にことの次第を話し、エドワードさんにも確認を取った結果。

　アリサの教育はマジで聞かされたとおりでした！　と言うか、エドワードさんも『異世界人は常識さえ違うことが当たり前』という部分が抜けていた。気付いてからは青褪めていたが。

　なお、判りやすい例として出したのが土下座である。この世界の貴族の謝罪──跪ひざまき深く頭を垂れる──を見せてもらった上で『私の国では子供でも知っている謝罪方法』として紹介。それ以外にもかつて存在した自害方法として切腹など、わざとマニアックなものも話してみたら一発で世界の差を理解できたようだ。まあ、日本が西洋文化とは根本的に異なるという事情は省いたが。

「ここまでズレがある場合もあるのに『異端・出来が悪い』で片付けてたんですね。教えようとする姿勢じゃないですよ、押し付けです。自分達の無知を自覚せず、アリサを責めてたなんて最低」

「それ以前にいきなり淑女教育ってどういうことだい。教育は異世界人が生きていけるようにするためであって、守護役に相応しくなるためではない。しかも教育者や侍女は令嬢だろう？」

　絶対に良い感情持ってないよね、と口にする魔王様の目は全く笑っていない。アリサが相応しい態度をとれなかったことも事実だが、国が教育を疎おろそかにしたことはそれ以上に問題だったのだろう。

「ミヅキ。我々もバラクシンへ行こうか。どうも報告そのものが信用できなくなった」

「了解です、魔王様」

　そんなわけでバラクシンへ行くことになった。……何故かセイルも加わり守護役勢揃いで。







　　第八話　異世界人凶暴種、バラクシンへ




「彼女達がアリサに付いていた者達です」

　バラクシンの一室には四人の女性。一人は三十代後半、他は二十歳くらいだろうか。若い方が侍女、残る一人が教育係ということだろう。それに案内と護衛の騎士が三名。対する私にはセイルとアルが両脇についている。クラウスは魔王様の護衛として一緒に謁えっ見けんの間にいるのだ。

　……ふうん？　侍女達はやっぱりアリサを僻ひがんでたっぽいなぁ？

　三人ともアル達に視線を向けつつ、私に敵意を向けてくるもの。まあ、それを確認するためにわざわざ『私の守護役、もとい婚約者です』って紹介したんだけどさ。

「それで一体何の御用でしょう？」

　教育係がそのキツイ容貌に合った冷たい声で尋ねてくるのに、私は笑みを浮かべて迎え撃つ。

「少し伺いたいことがありまして。……貴女は民間の生活というものをご存知ですか？」

「民間？」

「ええ。もっと言うなら生活していく全ての術をご存知か、ということです」

　訝しげにするも他国の騎士の前ということもあり、下手な態度はとらないようだ。首を傾げつつもはっきりと頷く。

「知っています。一般的な知識はありますわ」

　──『知っている』と言ったね、もう逃げ場はないぞ？

「では当然、生活に混ざれますよね？　知っていると言ったのですもの、『できなければならない』のですよね？　……アリサには『習った以上はできなければならない』と言ったんですから」

「な!?　できるわけありません！　あの子の教育とは全くの別も」

「同じです。ああ、理解できないのなら説明してあげますね」

　最後まで言わせずに言い切ってやると物凄い目で睨まれた。逆に私は笑みを深める。

「『この世界の住人』で『常識どころか知識がある』。あの子より遥かに有利なのに『できるわけない』とは矛盾してますね？　でも、貴女は『異世界人は常識すら違うことが当然』という『常識』すら知らない愚かな人ですもの！　ご自分の言葉さえ責任を持てないのも仕方ないのでしょうか」

「え……？」

　呆ほうけたような表情になる教育係。『愚か』と言われたショックと告げられた内容がじわじわ染み渡ってきたのか、徐々に顔色を青褪めさせる。さすが教育係に選ばれた才女、理解が早い。

「常識さえ知らない異世界人の教育が淑女教育？　それは『この世界の貴族の家に生まれ貴族階級に馴染みのある者』だからこそ、『そういうもの』として受け入れられるんじゃないですか。貴女のしたことは教育ではなく知識の押し付けでしょう？　普通はできない理由を探しますよ、蔑む前に」

「ミヅキはこの世界に来た当初、村の子供達にすら学ぶことがある状態でした。それが『普通』なのですよ、私達が異世界のことなど何も知らないように」

「この国の王は一体何をお考えだったのでしょうね？　気付いていなかったのか、それとも貴女に期待したのか。どのみち貴女の行動は知られていますから、王命を無視したことになりますが……」

　美形騎士二人の追い討ちに教育係はますます青褪めてゆく。私だけなら何も知らない小娘の言い分だろうが、二人は公爵子息。彼らの言葉は無視できないし、二人から見ても問題だと言っているのだ。

　本日の計画『自白させて地の底へ堕とせ』。お手伝いは笑顔が素敵な腹黒美形騎士二名（公爵子息）。異世界人はアリサみたいに大人しい奴ばかりじゃねぇぞ、私はこういう反撃が大好きだ……！

「ああ、そちらの侍女三名。貴女達にも言いたいことがあるの」

　完全に沈黙した教育係を無視し、今度は三人娘がターゲット。自分達は無関係と思っているのか、その目には未だ私への敵意が宿っている。……いいね、よく踊ってくれそうだ。

「貴女達には侍女としての常識がないの？」

「な!?　私達はしっかりと職務を全うしていましたわ！」

「そうです！　知りもしないくせに……っ」

「そうやって憤いきどおるあたり自覚もないのね。『お世話をする方の情報を漏らしてはいけない』という基本中の基本さえ知らないなんて……頭の足りない人達」

　怒りを露にする侍女達に蔑みの視線を向けつつそう言ってやる。それでも彼女達に反省の色は見られなかった。教育係は……言わんとしていることが理解できているようだが、口を出してこない。

「アリサが『同じ人として扱われない』といった理由がよく判るわね。『異世界人だから不満も含めて他者に情報を漏らしても咎められない』のだから！　……広がり過ぎなのよ、彼女の話。貴女達が彼女を見下し、様々な人達に話していなければ成り立たないと思わない？」

　実際、拙いのだ。アリサの様子や情報を迂闊に漏らすことは、異世界人と接触したい貴族を引き寄せる要因になる。もちろん、侍女達はそんなことは考えていない。理由はもっと下らないこと。

「羨ましかったんでしょうねぇ、素敵な男性達に囲まれたあの子が！　だから醜聞は喜んで広めたんでしょう？　飽きられればいいとでも思ったの？　守護役はあの子が望んだわけでもない、国の決定なのに。負の感情を身近な侍女達から送られ続けたアリサが周囲と壁を作るのも当然よね」

　言い切ってやると侍女達はぎくりと体を揺らせた。日頃から女の嫉妬に晒されている私が経験を元に言っているのだ、気付かないと思ったか。私に対する彼女達の態度──アルとセイルを見る目含む──を見ていれば原因はすぐに思いつく。その可能性に思い至らなかった王が間抜けなのだ。

「そ、それは……」

「ああ、言い訳は結構。すでに調べがついているから。私の状況と比べれば『何が違ったのか』くらいすぐに判るもの。貴方達も王の命に逆らっているよねぇ、この国の王の言葉はそれほど弱い物なのかしら？　性根の腐った馬鹿女にすら無視されるなんて」

「ミヅキ殿！　それ以上は我々も黙ってはおりません！　彼女達のことのみにしていただきたい」

　王への侮辱とも取れる言葉に騎士が待ったをかける。……ほう、次はお前達か。私は『関係者全員を集めてもらった』のだ、もちろん彼らもその対象。

「……今更なんですか？　貴方達も職務放棄していたのに」

「は？　我々はアリサ殿を警護しておりましたぞ？」

　冷めた目でじっと見つめながら問えば、居心地が悪そうにしつつも否定の言葉を紡ぐ騎士。

　はい、アウト！　『守る』って警護だけじゃないんだよ、異世界人にとってはね。

「おや、我々の守りとは随分違うのですね」

　アルが笑みを浮かべたまま話に乗ってくる。ここは二人に替わろう、彼らの方が適任だ。

「異世界人はあらゆるものに無知です。ですから、彼らの知識を狙った輩の擦すり寄よりが最も気をつけねばならないことのはず。アリサ殿には何故そういった輩が纏まとわり付いていたのでしょうね？」

　アルの言葉に騎士達は目を見開く。彼らにとって『守る』とは命の危険という意味だけだったのだろう。それは、無意識にアリサに価値がないと思い込んでいたゆえ。

「まだありますよ。先ほどの侍女達の態度を見ても何も言いませんし、彼女達の視線や陰口なども放置していたんじゃないですか？　……ああ、貴方達も蔑んでいたから『悪いと思わなかった』のでしょうか。『事実だから』と勝手な判断をして」

「ぐ……そ、それは……彼女が守護役の皆様に迷惑をかけるから……っ」

「当然、なんて言わないでくださいね？　与えられた任と個人の感情は別物です」

　セイルの言葉に騎士達は返答に詰まる。『アリサが出来損ないで自分勝手』という周囲の認識だからこそ、彼らは咎められることがなかった。本来ならば侍女達の行動を諌める立場なのに、だ。

「アリサ殿を守る任を与えられていながら大した職務怠慢ですね。言葉がどれほど人を傷つけるかなど、貴族社会を見ていれば判るでしょうに」

「アル、気付かないなんて言い訳は通じませんよ。そもそも彼らがまともな対応をしていればアリサ殿はこれほど孤立することもありませんでした。共犯でしょうね、彼女達の」

「違う！　我々はそんなことはっ」

「何もしない……ということも共犯と見られる理由なのですが。見苦しい言い訳も結構。さて、貴方達は無能なのか、それとも彼女達の同類なのか……どちらでもお選びください？」

　穏やかに見える微笑こそ二人の腹黒騎士達の標準装備。見目麗しい野郎どもは刺いっぱい。

　……。騎士として許せないという気持ちもあるのだろうが、めっちゃ息が合って楽しそうだ。こいつらはこれが地か。穏やかに追い詰めるタイプなのか。まあ、今更だけどさ。

　騎士達は同じ立場にある二人に指摘され、反論する言葉を失う。俯くあたり事実と理解はできたのだろうか。でも、彼らの罪ってまだあるんだよね。さて、私も再び参戦しよう。

「やめなよ、二人とも。……バラクシンではこれが『騎士の正しい姿』なのよ、きっと」

　彼らを諌める言葉はそれ以上の罪をもたらす毒。にやりと笑いながら告げてやろう。

「その程度なのよ、この国の騎士って。だから咎められないんじゃないの？　……ねぇ、そう思われても仕方ないわよね？　この国の騎士は皆、貴方達みたいに無能なんでしょ」

「ああ！　それならばそう言ってくだされば宜しかったのに。国によって基準は違うでしょうしね」

　私に続きアルが頷きながらも納得したように頷く。そしてセイルもまた「なるほど」と呟き。

「それは失礼を。国に属する騎士全体の質の問題だったのですか」

　……更に問題を拡大しつつ、騎士達の心を抉えぐった。ライフはそろそろゼロではあるまいか。

　おーい、侍女達。青褪めてる君らも同罪だからな？　騎士を侍女に置き換えただけだから。まあ、侍女達は家の方にも影響あるだろうけど。令嬢って大変だね！

「……ミヅキ様。貴方達がお茶に一切手をつけないのは理由があるのでしょうか」

　ずっと黙っていた教育係が重い空気の中、そう呟く。それに私は笑って答えてやった。

「貴女も気付いていたでしょ、侍女達が初めから私に敵意を向けていたことくらい。どうして敵意を向ける奴の淹れたお茶なんか飲めるのよ、何をされるか判らない……異世界人には何をしても許されると思っている連中の手に成ったものなんて！　警戒しない方がどうかしてるわ」

「本当に判りやすい敵意でしたよ。我々を連れていることへの嫉妬でしょうか、実に鬱うっ陶とうしい」

　私とアルの言葉に教育係は小さく「そう」と呟き俯いた。異世界人としてお前達に信頼など向けない……そう暗に言ったのだと悟って。

「ねぇ、皆さん？　アリサって善良で臆病で時々どうしようもなく馬鹿でね、貴方達のことを一度も悪くは言わなかったの。ただし」

　そこで一度言葉を切り、威圧を込めて微笑む。

「お世話になった人、本当に自分を助けてくれようとした人のことはちゃんと名前で覚えているの。ライナス殿下と彼が就けてくれた人達だけなのよねぇ、それ。……最も身近な貴方達の名前すら知らない時点で信頼関係ゼロじゃない」

「そう……だな」

　愚か者達に最期の毒をくれてやろう。反省しても遅いのだ……私は魔導師、手加減など必要ない。

「怯おびえていた女の子を集団でいじめるの、楽しかった？」

　彼らの感情の揺れを感じ私は口元に笑みを浮かべる。勝った！　と内心ガッツポーズ。

　──実はここでの会話、謁見の間に筒抜けなんだよねぇ？　後は宜しく、魔王様。
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　──バラクシン・謁見の間──（エルシュオン視点）

　謁見の間には重苦しい空気が漂っている。その中で私はいつもの笑みを浮かべていた。

「どうだろう、我が国の異世界人は。とても優秀でしょう？」

　そう、『優秀』なのだ。嫌な方向に。情報を聞き出しつつ罪に気付かせると言っていたはずなのだが、どう考えても彼らだけではなく国にダメージを与えている。はっきり言って私の出番はない。

　王族とはいえ他国の王に意見するのだから、少しでも有利になるようにしてくれたのだと思うのだが……アルとセイルもやり過ぎだと判っていて追及を緩めなかった。彼らは本当に容赦がない。

「異世界人に対する認識が最初から間違っていたのでしょうね。ああ、彼らを選んだのは貴方でしたか……報告と現実には随分と差があるように感じるのですが、調べることすらしなかった、と？」

「完全に非は我々にあるな。エルシュオン王子、我々はどうすべきだと思うかね？」

　溜息を吐きつつも己が非を認めた男こそ、この国の王である。現在別室にて今後のことを話し合っているライナス達は、まさかこのような事態になっているとは想像すまい。

「アリサ殿とエドワード殿の要求をできる限り叶かなえ、一切関わらないこと。ミヅキはこの国を信用していませんから、命が惜しければ絶対に関わらない方がいいでしょう」

　さりげなく忠告してやると、頷きつつも訝しげな表情をされる。

「あの娘、言葉は少々きついようだが、それほど恐れるべき存在なのか？」

　王の言葉に答えるのはクラウス。私が頷くのを見て『事実』を話す。

「ミヅキは魔導師にございます、王。私でさえ手も足も出ません。何よりこの国に何の価値も感じておりませんので、躊躇いなく行動に移すかと」

　クラウスの言葉に謁見の間に集っていた者達が驚愕を露にし、ざわめく。王とて例外ではない。

「なんと……！　貴方の黒騎士でさえ劣るだと!?」

「……私が『自分の身は自分で守れ、手加減をするな』と徹底的に教育しましたので」

　未だ驚愕を露にしたままの周囲にやや視線を逸らしながら告げれば、暫し微妙な空気が漂う。

　……『やり過ぎたんだな』と言われた気がした。まあ、それは否定しない。ミヅキの性格を多分に見誤ったことを含めて責任はあるだろう。性格がアレでも懐かれれば可愛いので後悔はないが。
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　──バラクシン・ある一室にて──（ライナス視点）

　バラクシン王の弟である私はなんとも言えない表情で目の前の二人を見た。エドワードとアリサがイルフェナの魔王達と戻ってきたことにも驚いたが、更に驚くべきことが待っているとは誰もが想像しなかっただろう。

『我々は婚姻関係を解消したく思います。私は宰相補佐の立場を降り、アリサは我がカンナス家が所有する家にて民間人として暮らさせたい。もちろん、使用人や護衛はそちらの信用の置けるものを就けていただきたく思います』

　報告のために用意した部屋に全員が揃うなり、エドワードのこの台詞。一体どうしたことだろう。

「エドワード。あれほどアリサを庇っていたお前が一体どういう心境の変化だ？　できれば理由を聞かせてもらいたい」

「はい。我々は言葉を表面的なものでしか捉えていなかったことに気付いたからです。……厳しい言葉の中に隠された思いやりを無下にしてきた、それだけではなく言葉をかけてくれた者達を冷たい人だと思ってきました。それで十分な理由にはなりませんか」

「……そうか。お前達なりに今までを振り返って自分で気付いたのだな」

「ええ。貴族としても許されないことでしょう。ですからせめて自ら去るのです。そして全ての柵が無くなり次第、再び夫婦になろうと考えています」

　二人に味方がいなかったわけではない。だが、厳しい言葉をかける者を切り捨てる一方でエドワードとアリサは互いに依存していった。まるで悲劇の主人公のようだ、と何度思ったことか。

　しかし、彼らは物語を悲劇のまま終わらせる愚か者にはならなかったようだ。見守ってきた者としては嬉しい限りである。

「イルフェナに向かわせたことは正解だったようだな。何が気付くきっかけであったのやら」

　安堵の息を漏らし思わず口をついた言葉に反応したのは意外にもアリサだった。

「エルシュオン殿下とミヅキ様……異世界の方からの言葉があったからだと思います。私、ミヅキ様に色々と教えていただいたのです。何故貴族としての立ち振る舞いが必要なのか、奔放さが人にどれほど迷惑をかけるのかを」

「ミヅキ殿は常にアリサを気遣ってくださいました。最もそれが表れているのは『一切関わることはない』と言い切ることで自分とアリサが比較される可能性を消してくれたことでしょう」

　それは比較対象としてアリサを踏み台にすることを否定したということだろう。何よりミヅキはアリサの味方としてバラクシンに足を運んだらしい。いや、我々が不信感を抱かれたのだ。

　今のアリサの姿にバラクシンの罪を感じ、罪悪感が湧く。アリサも頭が悪いわけではないのだ、納得できる理由さえあれば理解し身に付けようとしたということか。

「私もお前達に謝らねばならないことがある。特にアリサ」

「は……はい」

「イルフェナからの報告と今のお前達を見て確信した。……アリサの教育は貴族相手と同じでは駄目だったのだと。今更だが謝らせてくれ、役目を放棄したことを。すまなかった」

「ラ、ライナス殿下!?」

　告げると同時に頭を下げる。そう、これは一度でもアリサを愚かな娘と思ったことへの謝罪。彼らがこれまでの行いを自覚したというなら我々も目を逸らしてはならないのだ。

「エドワード、アリサ。ライナス様がどうして貴方達に厳しかったか判りますか？」

　ライナスの側近であるトリスタンが落ち着いた声で話し出す。そうだな、今を逃したら話す機会などないだろう。別に知らなくてもよいのだが。

「この国は教会の持つ権力が大きい。政治の場においても度々口を出してくることは貴方がたもご存知ですね？」

「はい」

「この国は男児のみ王の継承権を持ちます。先王には現在の王が生まれてより長く次の男児が生まれなかった。ですから、ライナス様がお生まれになった時は大きな喜びと共に不安も生まれたのですよ」

「何故です？　待望の王子でしょう？」

　アリサの疑問ももっともだ。だがエドワードは察したらしい。トリスタンの言葉を引き継ぎ私は口を開く。

「兄上と私は歳が離れている。当然、兄上の子と私は歳が近くなる。継承権は王の子の方が高いが私もそれなりに影響力がある立場だ。……継承権上位の王族が教会に付いたらどうなる？」

「あ！」

　察したアリサが小さく声を上げる。痛ましそうな視線を向けるあたり、相変わらず優しい娘だ。

「過去、実際に王になれなかった王族が教会に付いたことで彼らは権力を手にした。私にその気はなくとも貴族達の中には利用しようとする者もいるだろう。だから私は兄上に男児が生まれるのを待って継承権を放棄した」

「ライナス様は幼い頃からご自分の身を守るため、それ以上に国を守るために誰より立派な王族であろうとしてきました。隙を見せるわけにはいかなかった、少しの油断で自分だけではなく国も傾かせてしまう可能性があったのですよ」

　貴族達の中にも教会側と繋がりのある連中は大勢居る。そんな連中にとって私は絶好の手駒に映ったろう。何らかの形で王家と仲なか違たがいをさせ、教会側に付けようとすることこそ彼らの狙いだった。

　兄は歳の離れた私を本当に可か愛わいがってくれたし、正妃様も実の母の様に慈いつくしんでくださった。姉達もそれは同じだ。私が彼らに牙をむくなど、絶対に考えたくはない。

　だからこそ私は彼らの思惑どおりにはなるまいと誓ったのだ。継承権の放棄だけでなく生涯を王家に尽くすという誓約がある限り、私は彼らの手駒にはならないのだから。

「アリサ。君にも利用される可能性があったんだ。誰かに守られるだけでは絶対に守りきれない、自分の身は自分で守らなければならない。私の護衛だったリカードを守護役に就けたのはそういった理由だ。必要以上に厳しかったのも」

「そんな……一言でも言ってくれればよかったのに」

「君の傍には君を利用しようとする貴族が常に居た。それに……問題のある君でもエドワードとの婚姻が許されたのはそういった背景からだ。そんな話を聞いて君はエドワードを信じられたかな？」

　アリサは力なく首を横に振る。そうだろうな、基本的にこの娘は臆病だ。誰が聞いても政略結婚にしか見えない婚姻に不信感を抱くのは当然だろう。

「過ぎたことだと言ってしまうには傷は深いがな。今後会う機会もないだろうが、穏やかな人生を」

　そう言って微笑む。厳しくもアリサを可愛がってきた年配の侍女は安堵したように目を潤ませた。

　リカードやトリスタンも同じく微笑んでいるのだ、これは喜ばしい結末なのだろう。だから他の可能性など夢見ることはない。

「ありがとう、ございます」

「あ、あの！　私、どうしても皆さんに言っておきたいことがあったんです！」

　エドワードと同じように涙ぐみながらもアリサは綺麗に笑う。

「ずっと、ずっと心を向けてくださって……ありがとうございました！」

　最初で最後の感謝の言葉と微笑みは。きっと、我々の中に鮮やかに残るのだろう。




　──その後、私達はイルフェナ勢が一体何をしていたのかを知らされることになる。その結果、エドワード達の願いは聞き入れられたので、全ては良い方向になったのだと思う。ただ……。

『アリサには凶暴な異世界人の魔導師が味方している。怒らせたら命はない』

　その噂については首を傾げる一方だった。アリサからは優しい子だと聞かされていたのだが。







　　第九話　ディーボルト子爵家の事情




　アリサの件が片付き──二人の希望が全て叶えられた上に王から謝罪されたそうだ。魔王様は一体何を言ったのだろう──グレンにも報告を終え。割と静かな周囲に『そういや、騎士ズって家の都合で休み取ってたよな』と思い出していた矢先。

「頼む！　お前の力が必要なんだ！」

「俺達の家に来てくれ！」

「……は？」

　騎士寮にある自室で一息吐いていたら、突如ドアがノックもなしにぶち開けられた。犯人は騎士ズ。彼らはそのまま私の前まで来ると、揃って頭を下げる。

　え、何？　どゆこと!?　首を傾げた私の反応は当たり前だと思われる。いきなり何さ？

「あのさ、理由を説明してくれない？　今、アル達居ないから外出許可必要だと思うし」

「それならすでに取ってある！　お前達がバラクシンに行く前に！」

　ぴら、と目の前に差し出された紙には確かに魔王様直筆の外出許可証。なにやら忙しそうだったこの二人、異世界人ということもあってアリサの件を優先させてくれたらしい。なんだ、魔王様関係のお手伝いなら頭を下げなくても……。

「エルシュオン殿下には先に事情説明をしておいた。しかも引き受けてやってくれと書いてある！」

「ちょ、本人への説明が後か！　順番逆でしょ!?」

「「あの人の方が怖い。それに建前として保護者を優先するのは当然だ！」」

　ハモる騎士ズに思わず納得。騎士ズよ……アンタら、力関係理解し過ぎ。身分とかの意味じゃなくて。いや、確かに魔王様の命令なら逆らわないよ？　色々お世話になってるしさ。

「俺達にとっては非常事態だ。お前に力を貸してもらうことが最良だと判断したんだ」

　どうやら個人的なことらしい。魔王様に話をつけるとは何か問題があるのだろうか。……そういや、この二人って黒ずくめ連中からも逃げてきたよなあ。追いつかれたとはいえ、村でも連中に見付かる前に逃げ出してきたらしいし。危険察知能力が特化してでもいるのだろうか？

「判った、判りました！　で、簡単な説明宜しく」

　溜息を吐きつつ了承すると二人は明らかに安堵した表情になる。魔王様が許可したってことは国に関わるようなことじゃないだろう。だが、別の意味では心配だ。面白がるんだもの、あの人。

「そうだな、じゃあ初めから話……」

「その前に！」

　言葉を遮り、聞いておかねばならない最重要項目を聞くことにする。それは──

「アンタ達の名前を知らないから名乗れ」

「「[image: え]」」

「今更だけど『騎士ズ』ってセット扱いしてたから知らんのだ」

「……。名乗ってなかったか？」

「名乗った記憶があるかなー？」

「「ないな」」

　うん、私も聞いた覚えないし。　じゃあ、会ってから二ヶ月は経ってるけど自己紹介から宜しく。

　……特に不自由しなかった私達もどうかとは思うがね。

　その後、『アベル・ディーボルト』、『カイン・ディーボルト』という名を無事聞けたのだった。
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　で。

　二人が『家に来てからの方が納得できる』というので現在ディーボルト子爵家にお邪魔中。まあ、ここなら外出許可出るわな。ちなみに目の前には騎士ズと同じ色彩の美少女がいたりする。

「こちらが異世界の方ですか？　アベル兄様、カイン兄様」

「ああ、今回のことを頼んである」

「引き受けてくれた以上は何も心配することはないぞ！　むしろ向こうがヤバイ」

「本当？　ありがとうございます」

　微かに首を傾げた少女は明るい茶色の髪を揺らし、ふんわりと微笑む。……可愛い。華きゃ奢しゃな体と愛らしい容姿だけでなく雰囲気もほんわかしていて良い感じ。この子関係だとストーカーの排除とかだろうか。お姉ちゃんは張り切って息の根を止め……はしないけどズタボロにしちゃうぞ！

「付き纏ってくる男でも湧いた？」

「何故そう思う？」

「法に触れず仕留めず排除を狙うから私に話を振ったんじゃないの？」

「いやいやいや！　お前、なんでそっち方向に行くの!?」

「権力無しであんた達に勝るものって強さだけだもの。で、ターゲットは誰？　任せとけ！」

　にこやかに尋ねると騎士ズは揃って勢いよく首を横に振る。

「違うから！　平和的なことだから！」

「今後頼むかもしれないが今回は違う！　落ち着け！　お前が言うと冗談に聞こえない！」

　違うのかい。でも強さで勝るってのは否定せんのだな、騎士ズよ。

　そんな馬鹿な遣り取りを呆気に取られて眺めていた妹さんは、楽しそうにくすくすと笑う。

「いいなぁ、兄様達。とっても楽しそう！」

「……微笑ましく見えるのか、クリスティーナ」

「ええ、とっても！」

　妹さんはクリスティーナっていうんだね。そうか、楽しいのか。微妙な空気になる私達をよそに、妹さんは私に向き直ると可愛らしくお辞儀した。

「初めまして、クリスティーナと申します。お会いできて嬉しいですわ」

「初めまして、ミヅキです。異世界人ですよ」

　純粋さに輝いて見えるな、この子。にこやかに微笑み合いつつ、埋まらぬ溝を感じたり。

　そんな私達の様子に安堵したのか、騎士ズは席を勧めると今回の『お願い』について話し出した。

「今回はクリスティーナの十五歳の誕生祝いの料理を作ってもらいたいんだ」

「は？　お抱えの料理人は？　その人達を差し置いて私が出張るわけにはいかないじゃない」

　信頼関係に関わってくるからねー、これ。当主の娘の誕生会なんて腕を振るう絶好の機会じゃないか。だが、意外な所から援護射撃が来た。お茶の支度をしていた男性が振り返って声を上げる。

「いいえ！　今回は私がアベル様方にお願いしたのです。どうか、どうかお力をお貸しください！」

「はい？　えーと……どちら様？」

　呆気にとられつつも尋ねるとアベルが答えを返してくれた。

「あ、この人うちの料理長」

「デニスと申します。以後お見知りおきを」

「はあ……ミヅキです。どうぞ宜しく」

　深々と頭を下げたデニスさんに呆気に取られたまま挨拶を返す。何故いきなり料理長が!?　お茶の用意ってメイドさんとかだよね!?　しかも物凄く必死。一体何があった、落ち着け。

　そんな空気を読んだのか、クリスティーナが話し始めた。

「私が初めからお話ししますわ。まず、今回の原因は我がディーボルト子爵家とグランキン子爵家の不仲が発端なのです」

「グランキン子爵家？」

「当主同士が従兄弟いとこにあたるのです。父は特に気にしてはいないのですが、エドガー叔父様はずっと父と張り合ってきたそうで」

「自分の子供にも俺達に負けるなってずっと言ってきたせいか、やたらと敵対心が強いんだ」

「しかも見下す方向でな。使用人達も含まれる」

　騎士ズの補足に料理長さんは深く頷いている。そうか、家に属する者全てが敵対対象なのか。あれ？　でも騎士ズって……。

「あんた達そんなに人と仲良くできない子だっけ？　騎士達の訓練場で平民・貴族関係なく友人いなかった？」

　騎士ズの性格の賜たま物ものというか、貴族のわりに彼らには平民出身の騎士の友人が多いのだ。私が差し入れと称し試作品を持っていくと大抵友人が傍かたわらにいる。そのおかげで私も顔見知りの騎士が増え、言葉を交わすこともあるのだ。

　貴族というだけで民間上がりから嫌味を言われることもあるのに、いつの間にか仲良くなっているんだとさ。実際に過去に彼らの嫌味を言ってたという現友人の騎士から聞いたので間違いはない。

　思い出しつつ首を傾げる私に、騎士ズは嫌悪を露にして吐き捨てた。

「「奴らと仲良くするのは絶対に無理だ！」」

「ええと……私もちょっと苦手です」

　……ここまで嫌われるなんて、どんな生き物なんだろうグランキン子爵家の皆様。観察日記とかつけたら魔王様相手に笑いを取れるだろうか？　もちろん、珍獣扱いで。

　そんなことを考えていると、話題を切り替えるように再びクリスティーナが事情説明を始める。

「とにかく、それが前提です。そして私の誕生日に我が家で親族を招き、ささやかな食事会を開くことになりました。まだ社交界へ出てはいないので極々身内だけなのですが、グランキン子爵家も話を聞いて是非祝いたいと」

「つまりその席で見下して恥をかかせたいってことね？」

「そういうことだと思います。父や兄達ならば上手く切り抜けるのでしょうが、私では……」

　そう言ったきり俯いてしまうクリスティーナ。確かにこの子では嫌味ご一行様の集中砲火はキツかろう。しかもその日の主役だから逃げられないし。相手もそれを判っていると見た。

「それだけじゃない。十五になったら社交界へのデビュタントもあるから、余計にクリスティーナを潰つぶしたいのさ」

「醜聞を作って事前にバラ撒まこうってこと？」

「ああ。しかも向こうにも十五になる娘が居る。これが嫌な女でな……」

　だから余計に必死なのか。比較対象があるなら、向こうも余計に気合を入れて潰しにかかるだろう。こちらを潰せて自分の家の株を上げる絶好の機会なのだから。ただ、どのみち社交界は他国に比べて壮絶な気がする。この子は大丈夫なんだろうか？

「この国でそれを跳ね除のけられなくて社交界でやっていけるの？」

　疑問を口にすると今度はカインが答えてくれた。

「当分は信頼できるパートナーが就くから大丈夫だ！　それに数年経てば慣れる」

　ああ、それなら大丈夫だね。とりあえず『今はまだ保護されるべき状態』ってことか。そのうち初うい々ういしさが消えて、社交界を生き残る術が身に付くってことなのね。

　……それにしても、いつの間にか土下座してるデニスさんが大変気になるのだが。騎士ズよ、お前らだな？　あんた達、一体デニスさんに何を教えてんだ!?

「判った、引き受ける。あと、デニスさんいい加減それやめて」

　改めて依頼を承諾し、デニスさんに声をかける。……顔を上げたデニスさんは泣いていた。

「ほ、本当ですか!?　ありがとうございます！　私、お嬢様が不ふ憫びんで不憫で……！」

　涙ながらに「ありがとうございます」と繰り返すデニスさんに唖然としてると、騎士ズに肩を叩かれた。二人とも苦笑している。

「クリスティーナは唯一の女の子だし、家族だけでなく使用人達にも可愛がられているのさ」

「愛された子なんだねぇ」

「全員、クリスティーナが生まれた時から知っているしな」

　そう言う騎士ズ改めお兄ちゃんズも可愛がっているのだろう。デニスさんの涙を拭ぬぐっている姿を見る限り、クリスティーナも彼らを大事にして育ってきたと思われる。

「大丈夫だって！　絶対に勝たせてあげるから」

　私の言葉にクリスティーナは不思議そうに首を傾げる。

「あの……何故勝ち負けの問題になるのでしょう？」

「……気分的な問題？」

「「そういうものだ」」

　クリスティーナは無事に過ごせればいいと考えているようだけど、穏おん便びんにはいかないだろう。ちら、と視線を向けた先の騎士ズが軽く首を横に振ったのだから。

　その後、デニスさんも落ち着き、改めて話し合い開始。と言っても情報収集もしてないから、何故私が呼ばれたかの事情説明からだが。

「グランキン子爵家の皆様はディーボルト子爵家に関係する全てが気に入らないらしいのです。私が言うのも何ですが……どんなことにでも嫌味を言ってくるのですよ」

　溜息を吐きつつ遠慮がちに言うのはデニスさん。家丸ごとが嫌味の対象らしい。

「どんな料理を出しても気に入らないだろうさ。だから異世界の料理なら大丈夫かと思ってさ」

「文句つけられても反論しようがあるだろ？」

　なるほど。以前私が『異世界からの料理＝最上級に認識されてるから応用が無かったんじゃ？』とか言ったことを覚えていたのか。うん、納得。口に合わない以外、文句の言いようがないもの。

　それに白黒騎士連中が喜んで食べているから味的な意味でも問題ないのだろう。騎士連中にメニューを選ばせれば間違いはないと見た。公爵家以上の食生活を子爵がしているとは思えん。

「一応言っておくけど家庭料理レベルだよ？　普段、寮で作っている程度」

「十分だ！　あとは盛り付け段階で料理長達が頑張ってくれる！」

「問題ないと思うぞ？　そもそもエルシュオン殿下でさえ時々食堂に来るだろう」

　マジなのだ、これ。毒見とかいいの？　と聞いてみたら「食事している騎士達が毒見役がわりで十分じゃないか」と何とも鬼畜なお答えが返って来た。た……確かに解毒要員も居るけどね!?

　余談だが時々近衛のお兄さん達も来たりする。余計なことを言わない・聞かない・付き纏わない、を守っていれば友好的な態度で接してくれるのだ。近衛騎士は城で働くお嬢様方の憧れらしいけど、距離を保った付き合いがいいなんて……何があったんだろ？

「で、連中の好物は？　そのまま黙っててもらった方が楽だし」

「そうですね……乳やチーズなどを使ったものでしょうか」

「乳製品ってことかな？　じゃあ、メインはその方向で……」

「いえ、全体的に」

　はい？　まさか全皿乳製品をたっぷり使えとか言うんじゃあるまいな？

　訝しげに視線を向けた先のデニスさんは遠い目になりながら頷いた。

「そのまさか、です。あの方達は貴族という階級にとても拘こだわっておいでなのですよ。ですから貴族ならではの物をとても好まれます」

「いや、いくら好物でも限度があるでしょ？」

「あいつら普通に食ってるぞ？　真似をしたいとは思わんが」

　……胃凭もたれとかしないのだろうか。クリーム系が連発すると飽きそうな気がするけど。アベルが『真似したいとは思わない』って言ってるからグランキン子爵家が特殊……なんだろうな。

「あ、あの……」

「ん？　何かリクエストがある？」

　クリスティーナが遠慮がちに声をかけてくる。やっぱりクリーム系オンリーの食事は嫌なのか。だが、彼女はそういう意味で声をかけたのではなかったらしい。

「私……あまりクリームが得意ではないのです」

「食べられない？」

「いえ、美味しいとは思うのですが食べ過ぎると気分が悪くなってしまって」

「お嬢様はあっさりとした物を好まれますからね」

　デニスさんのフォローに納得。ああ、そりゃキツイな。好き嫌いとかじゃなく、体に合わないんだろう。酒が好きでも弱い人とかいるし。じゃあ、結論は出たね。

「んじゃ、クリスティーナに合わせよう。自分のお祝いに遠慮することなんてないよ」

「で、でも……」

「黙らせればいいんでしょ？　方法は幾いくらでもあるわよ」

　申し訳なさそうなクリスティーナに「心配いらないよ」と笑ってやる。

　最終的に彼らを『黙らせればいい』。それなら他はこの子に合わせるべきだ。私が『何を武器にするか』によって対策は幾らでもあるのだよ。任せたまえ！

　にっこり笑った私にクリスティーナとデニスさんは首を傾げ、騎士ズは何故か顔を引き攣らせた。

「ミヅキ……殺人は罪になるからな？　いや、お前の場合は事件が握り潰されそうだけどっ」

「やらないよ」

「監禁も駄目だぞ？　アルジェント殿達にバレたら証拠隠いん滅めつと称しグランキン家がどうなるか判らん！」

「その手もあったわねー、でもやらない」

　騎士ズよ、君達明らかに心配してる方向が違くね？

「「何をする気だ!?」」

　私の手が読めず必死になる二人。安心しなさいって！　ちゃんと招いた上で黙らせてやるから。

　負ける気なんてないよ？　来たことを後悔させてやるさ、魔王様直々のご命令だもの！

　魔王様が『やれ！』と命じた以上は配下Ａとして敗北が許されるはずはない。それにこれ、私の教育の一環っぽいしね。人脈の使い方とかを学ばせる気じゃなかろうか？

　……だからクリスティーナもデニスさんも、そんな顔しないでおくれ。良心が痛む。

　──その後、クリスティーナはダンスの練習、デニスさんは夕食の仕込みがあると部屋を出て行った。頑張れよー、二人とも。こっちのことは心配しなくていいからね。

　……ここからは聞かない方がいいだろうしね、君達は。さて、黒い話のお時間ですよー♪

「で。話は変わるけど、そいつらが何か仕掛けてきそうな気配はある？」

「何でそう思う？」

「私を味方に引き込んだから？」

　私の答えに騎士ズは目を眇すがめた。どうやら心当たりがあるらしい。

　騎士ズは本能的な危機察知能力に優れているのだ。二人の友人達曰く『強運の持ち主』らしいので魔王様に直訴してでも私に相談したのは、何らかの危機感があったからじゃないのかい？

　それに『好物食わせて黙らせろ』なんて手軽な事態なら、魔王様が教育に使うわけはない。タイトルを付けるなら『楽しい小者の撃退方法～習うより慣れろ編～』。今のところイルフェナでは何もやってないので実績作りは必須。今回の結果は私にとってもプラスになるわけだ。

　二人は覚悟を決めたらしく、私に視線を合わせた。身内の恥だものね、抵抗があるのは当然だ。

「……一応血の繋がりがあるからあまり言いたくないんだが、グランキン子爵家は評判が悪いんだ」

「しかも金はあるから、財力目当てのご機嫌取り連中が居る」

「つまり金はあるけど人望はない、人脈はそれなりにあるけど評判最悪ってことね」

　私の確認に二人は頷く。やはり危険を感じているようだ。

「そうだ。だからどんな手を使ってくるか判らない」

　おお、昔ながらの一般的な悪役じゃん！　シリアスな二人をよそに、私は内心ウキウキと悪役一家に思いを馳はせる。……あ。

「向こうの娘は意地悪美少女ですか？」

　身を乗り出して重要なポイントを尋ねると、若干引きながらも答えてくれる。

「いや、普通。まあ貴族としては可もなく不可もなく、というくらいだな。性格は悪いが」

「何故そんなことを聞く？」

「こういう場合、意地悪な美少女がお約束だから！」

　ぐっ！　と親指を立てると即座に二人の突っ込みが入った。

「「お前のいた世界はどんな所なんだよ!?」」

　娯楽の溢れた世界だよ。現実はどうか知らないが、今回のことは『昔からドラマや漫画の世界では割とある王道展開』だと思う。悪役が嫌な奴で終わるか最後で和解するかの分岐はあるけどな。

「じゃあ、私が考えられる嫌がらせは全部警戒すればいいじゃん。警戒し過ぎることはないよ」

「確かに……それ以外に俺達が思い当たるかもしれないしな」

　頷き合って紙とペンを用意。お題は『考えられる嫌がらせ（デビュタント含む）』。

●娘と比較しての個人攻撃

●手を回して必要な物を手に入れられないようにする（ドレス・小物あたり）

●デビュタント時のパートナーの略奪

●社交界で取り巻きを使ってのイジメ

●ドレスを汚す

　……こんな感じだろうか、王道展開は。だが、箇条書きに書き連ねていく様子を目で追っていた騎士ズの様子が何だかおかしい。騎士ズどうした？　難しい顔して。

「そうか、パートナーの略奪の可能性もあるのか」

「あれ？　もしや今のパートナーはお気に召さない？」

「近衛騎士なんだが、俺達はどうも信用できないんだ。近衛になるくらいだから十分優秀なんだが」

　うーん……この二人が警戒するってことはヤバイんじゃなかろうか。

「捨てちゃえよ、事前に。何だったら適当に見繕おうか？　人脈は騎士限定であるけど」

「一度頼んだ以上、そう簡単にはなぁ……しかも格は向こうが上だ」

　貴族的な柵で回避は無理らしい。じゃあ、こっそり私の方で予備のパートナーを探しておこう。

「あんた達がエスコートしてやったら？」

「俺達は連中にとって見下す対象なのさ、余計に言われ放題だ」

「見下す？　何で？」

「貴族のくせに平民と馴れ合ってるから、だと」

　ああ、そういうこと。じゃあ、私はどんな扱いをされるのだろう……楽しみだな！　下げ克こく上じょうという言葉が存在した国の人間としては、民間人が貴族に勝つという素敵な展開を夢見たい。

「何を考えてるか想像つくが、とりあえず戻って来い」

　バレた！　はいはい、真面目にやりますよ。……話を戻して。

　話を聞くと今回一回だけのエスコート役らしい。近衛って花形だから記念にはいいのか。でも実力と人柄は別物だしね、近衛だろうと性格まで素敵とは限らないだろう。ここは騎士ズの危機察知能力を信じるべきだな、私に騎士達の個人情報なんてないもの。

「でさ、あまり言いたくないんだけど」

　少々言いづらい内容なので紙にペンを走らせる。それを見た途端、騎士ズの顔色が変わった。

「誕生日の半月後が社交界へのデビュタントってことはさ、誕生日の報復をそっちへ持ってこられることも考えられる。その場合、こんな可能性もあるよねぇ？」

●人を使ってクリスティーナを傷物にする可能性

　怪我なら治癒魔法で治ってしまうのだ、殺人を犯さないならばこの可能性も十分考えられる。港町だから人の流れも多いし、犯罪の一つで片付けられる可能性だってあるだろう。まして評判の悪い連中なら喜んで協力する知り合いくらいいると考えた方がいい。

「実行した場合はデビュタントでの暴露。家にも個人にも効果的だよ、これ」

「警戒すべき、だろうな」

「これは女ならではの発想だ。よく気付いた、ミヅキ。……血縁だと思って認識が甘かった」

　嫌悪を露にしながらも二人は否定してこない。つまり敵は『そういう人』。

　深々と溜息を吐く騎士ズをよそに私は今後の計画を考える。貴族を相手にする以上は考える範囲が広い。だが、最後に嘲あざ笑わらうのが私というのは決定事項。徹底的に妨害してみせようじゃないか。

　というか、私に勝っても元々彼女を守ってる人がまだ居るから相討ちでも私達の勝利。大事なのは結果なのだ、勝利条件さえクリアすればいい。クリスティーナを守り、成功へと導くのは周囲の人々であり、私は『敵を倒すこと』が役目。と、いうわけで。

　私は『友人達』の期待に応えつつ自分も楽しみたい！　私と遊ぼうぜ、グランキン子爵様！







　　第十話　類は友を呼ぶ




　あれから。とりあえず白黒騎士達に事情説明しておくかー、と思い寮に戻ってきた。いや、だって私は一応ここの職員扱いだからね？　一ひと言こと言っておかなければマズかろう。

『魔王様の教育の一環で騎士ズ妹の誕生日のメニュー作りに協力しつつ、悪役のグランキン子爵家を〆しめてきます。クリスティーナ嬢のデビュタントまで警戒態勢が続くと思ってください』（意訳）

　……間違ってはいない。私達とクリスティーナ達の間に認識の違いがあるだけで。騎士ズも怒らないあたり状況は理解できていると思われる。

「とても楽しそうなお話ですね？」

　にこやかにアルが言えば……。

「ほう、あの悪党ついに駆除されるのか」

　クラウスが相変わらずの無表情で納得と言わんばかりに頷いた。おいおい、本音が駄々漏れしてるぞ？　駆除って害虫扱いなのか、すでに。……あれ？

「クラウス、グランキン子爵家を知ってるの？」

「黒い噂が絶えない国の恥だな。金をばら撒いて周囲を固めているせいで簡単に潰せなかったんだ」

　黒騎士にマークされてんじゃん！　何でまだ残ってるのさ!?　……という私の疑問は察したアルが答えてくれた。やはり事情があるらしい。

「貴族同士の繋がりは厄介ですからね……ですが、何らかの功績を残さねば現当主の代限りで爵位剥はく奪だつのはずです」

「へぇ、だから余計に必死なのかね？」

「何かあるのか？」

「騎士ズの妹さんと同じ歳の娘がいるから多分、社交界のデビュタントに合わせて仕掛けてくる」

　そんな事情があるなら、今回の娘のデビュタントはグランキン子爵家にとってある意味最後の望みなのだろう。騎士達の話から察するに爵位剥奪を免まぬがれるために色々やってきたけど全て実力者達に潰されてきた、というところかな。だから娘の評価が高まる機会を逃せないに違いない。

　それに加えて娘がどこぞの貴族でも捉つかまえてくれれば生まれながらの貴族の親戚である。その相手が国にとって重要な人物であれば婿にとり、爵位剥奪回避も狙うと見た。

　……そんなに甘いかねぇ、この国の実力者な皆様。

　何せアルもクラウスも私の話に目を眇めているし、周囲の騎士達も不快感を露にしている。ここは騎士寮の食堂、『重要なお知らせ』という名目で状況説明会を開催中。情報収集と暴露の手口が姑息と言うなかれ。白黒騎士達に貴族の子弟が多いのは偶然だ。

「それでこそこそ動いてたのか。最近グランキン子爵家に人が出入りしていてな、また下らない悪企みかと思っていたが」

　クラウスの言葉に黒騎士達は得意げな表情になる。……盗聴でもしたのか、お前ら。

　黒騎士達に呆れつつもグランキン子爵の人物像を予測する。これは三流悪役の『お約束』を期待してもいいのだろうか。全部やってくれたら爆笑しつつ拍手くらいはしてやるのだが。

「周囲は大半が金で繋がってる奴らだな。援助でも申し出られれば断りきれんだろうよ」

「貴族というのもお金が掛かりますからね」

「そんなもん？」

「世間体もありますし、歴史ある家を自分の代で没落させるというのも受け入れがたいでしょう」

「援助と引き換えに婚姻関係を結ぶこともあるしな。社交界は情報収集と品定めの場だ」

　軽い会話だが、私に対しての説明と情報提供だろう。つまりグランキン子爵さえ潰せば他からの敵討ちはなし、ただし利害関係の一致で予想外の所から攻撃される可能性あり、と。

「えーと。とにかく仕掛けてくるのは確実ってことね」

「ああ。むしろ派手に動いてくれれば処罰までもっていけるんだがな」

　クラウスは腕を組み思案顔。おお？　黒騎士達も動く準備があるらしい。これは共闘可能か!?

「妹さんのデビュタントにはミヅキも参加した方がいいと思いますよ？　追い詰められているならば何をしでかすか判りませんから」

「あら、いいの？」

　アルの提案に意外そうな顔になる。私は基本的に騎士寮から動かず隔離状態なのだ、様々な危険を避けるために。ここはアル達が暮らす場所だからこそ、最も安全でしかも私が居る理由がある。

「喜ばれると思います。会いたいと思っても貴女の行動範囲は限られていますから。ある意味正しい選択なのですが……姉も貴女の手料理を食べたいと零こぼしていましたよ。さすがにここに来ることはできませんしね」

　ああ、そりゃ無理だね。女性がここを尋ねたら不名誉な噂になってしまう。

「じゃあ、今度ケーキでも作って持っていくよ」

「約束ですよ？」

　嬉しそうに微笑むアルに頷きながら今後の計画を思い浮かべる。そんな背景事情があるなら誕生日ではなく社交界へのデビュタントを特に警戒すべきだろう。……参加が許されるなら近くに居た方がいいかもね。しかも実力者な皆様が私の存在を認めてくれるならば、もう一つ打つ手がある。

　実力者の皆様に私の参加も含め『お祭りがあるよ！』と噂を流しておいたらどうなるだろう？

　行動範囲が限られている異世界人と接する貴重な機会だし、更に楽しむべく参加者になる猛も者さも出てくるかもしれない。グランキン子爵側に付くという選択肢もあるけど、クラウスの言葉からしてその可能性は低い。変人どもは愛国者ばかりだと聞くから、国の恥を駆除することに躊躇いはないだろう。

　あら、何だか楽しそう。可憐なお嬢様達が初々しく社交界の一員となる素敵な舞台の片隅で、私ＶＳグランキン子爵の陰湿バトルが展開されるのだろうか。人ひと気けのない所へ呼び出しての脅迫や暴力、イジメ何でもありのデスマッチ！　皆様の娯楽！　きっと、誰も止めない。

　素敵な紳士・淑女の皆様が生温かい目で見守ってくれる見世物ですよ、み・せ・も・の！

　何をやらかしても、私は貴族ではないので痛くも痒くもない。面白おかしく噂されても被害はグランキン子爵オンリー。私は異世界人、元々珍獣だ。そのまま悪役の相手を私が引き受けていればクリスティーナは安全だろう。後は本人の頑張り次第。

『離しませんよ、勝つまでは』『泣かぬなら泣くまでいびろう、ホトトギス』という言葉を胸に足止め工作頑張りますとも！

　……と、熱く語ってみたら白黒騎士全員が私の協力者になった。お祭りに参加したいらしい。彼らが協力者ってことはあの人に許可を取らねばならないだろう。

「と、いうことになってきました。許可してもらえるんですか、魔王様？」

　本日もキラキラしてる人が混ざっていたり。いや、ここは貴方の親衛隊が居るから安全だけどね？

「いいよ。ただし条件がある。……君が指示を出すこと。彼らの立場や人脈を利用するのはいいけど、策は自分で考えなさい」

　なるほど、『協力者』としては許すけど、それぞれが勝手に動くことは許さないということか。

「了解しました！　『協力者』であればいいんですね」

「うん。だから誰かを意図的に関わらせたければ、君が何らかの形で接点を作るしかないね」

「こういう時って珍獣扱いは便利ですよね、興味を引かせることができるし」

　その言葉に魔王様は何も言わず笑みを深くした。そう言う発想が大事ってことだよね。ゼブレストの時みたく国の後見という圧倒的な権力はない。だからイルフェナでは別のやり方じゃないと私個人の力は暴力しかないのだ、意味なくそれをやらかしたら犯罪者一直線だがな。

「じゃあ、皆宜しく！　まずは候補になってる料理の試食からお願いします。あ、魔王様も参加しますよね？」

「おや、私もかい？　早速利用する気だね？」

「ええ。……ちなみに今まで出したことがない物も何品かありますけど」

　お互い笑顔のまま固まること暫し。

「参加させてもらおう。食べた後に評価をすればいいんだね？」

　魔王様、引き込み成功。異世界人の食文化は立派に交渉手段なり。

「評価を書きやすいように専用の紙を用意してあります！」

　さっと紙の束を見せると魔王様は苦笑しつつも一枚手に取った。

「証拠か。考えたね」

「名前を書く場所もありますから」

「……まずは私が新たな協力者の一人だね」

　日頃から感謝していますよ、魔王様。だけど今回のことはある意味貴方が持ってきたのだ、傍観者でいることは許さないよ？　私が餌えさを用意して待っていたことも予測済みじゃないの？

　そんなわけで試食会場と化した食堂に料理が運び込まれていくのだった。初めから騎士達にはこの協力を頼むつもりだったけど思わぬ大物が釣れたみたい。

「なあ……何かとんでもなく大事になってないか？」

「エルシュオン殿下に相談した時点である程度は覚悟してたが、な」

　双子の騎士ズは深々と溜息を吐き。

「「俺達、子爵家なんだけど!?　何で王族まで出てくるんだ!?」」

　大物参戦による混乱から立ち直るなり、突っ込みを入れたのだった。いいじゃん、クリスティーナ達のためなんだぞ？







　　第十一話　親友を誘ってみました




　久しぶりにやって来ました、ゼブレスト！　魔王様が転移法陣の使用の許可をくれたので親友を巻き添え……違った、協力を仰ぐためにお邪魔していたり。

　ふふ……まさかこんな繋がりがあるなんて夢にも思うまい。グランキン子爵家よ、泣いて喜べ。お前達の好物をゼブレストの最高権力者から譲り受けてやろう！　私の優しさに感激するがいい！

「……でね、ルドルフから直接分けてもらったっていう証明が欲しいんだけど」

「おう、構わんぞ？　王族が使う紙に印付きで書いてやろう」

　とっても楽しそうに期待以上の返事をくれるルドルフ。宰相様は特に問題なしと思ったのか無言。……ええ、貴方の胃を散々痛めた元凶の『お願い』だからね、警戒して付いて来るのも判るよ。

　なお、部屋には二人の他にエリザも居る。エリザは引き継ぎをする暇がなかったので、嫁ぎ先から許しを得て城に滞在してるんだと。いきなり拉致→救出→安全のために嫁げ、だもんな。後任が決まっていたとは言え、いきなりは無理だろう。

「あと、食事会の日にセイル借りていい？」

「……何をする気だ？」

「守護役として傍にいてもらいたいだけだよ？　ついでにルドルフ達と仲良しだと証言してもらおうと思って」

「ほお？　いいぞ、許す」

　にやりと笑う私にルドルフも同じような笑みを浮かべ、宰相様は溜息を吐いた。だって貴族ですらない異世界人が王族と知り合いだなんて信じないでしょう？　きっちり証拠を揃えておきますとも、疑われること前提で。むしろ疑って得意になった所を叩き落とすことを狙っていたり。

　セイルのことだから自身がクレスト家の人間だということを暴露しつつ、微笑んで毒を吐くに違いない。嗚あ呼あ、綺麗な華には刺とげいっぱい。刺とげどころか毒さえありそうだ。

「ミヅキ、一つ聞くがそこまでする必要があるのか？　相手は子爵なのだろう？」

　今まで黙っていた宰相様が首を傾げながら聞いてくる。おお、宰相様の口調が通常モード＆名前が呼び捨てに。めでたく身内扱いか！　……ではなくて。

　まあ、普通はそう考えるだろう。子爵家程度ならば公爵家が簡単に潰すことができるのだから。

「黒騎士に目を付けられることは一通りやってるらしく、地味に鬱陶しい存在なんです。なので今回、奴らを玩具に皆で遊ぼうという方向に……」

「待て待て待て！　何でそうなるんだ!?」

　私の答えに慌てだす宰相様。え、仕掛けてくるのは向こうじゃん！　どう返そうと向こうが悪いんだよ？　正当防衛ですぞ、これは。

「ディーボルト子爵家の娘さんのデビュタントに合わせて色々やらかしそうなんですよねー、あの連中。他の人にも迷惑でしょう？　それに」

　一度言葉を切って、にこりと微笑む。

「自分達のために平然と他者を貶おとしめる奴らが今後同じことをしないとは限らない。……他国の人間相手だろうとね」

　三人ともはっとした表情になった後に沈黙する。そう、これが一番拙いのだ。

　後がないグランキン子爵家はイルフェナの貴族達からは相手にされていない。ならばどこに目が向く？　当然、他国だ。しかも『実力者の国の貴族』として売り込むのは確実だろう。間違いなく国の恥。初めは報復される程度で済むかもしれないが、それがいつまでも続くはずはない。そして問題はそこからだ。

　逆にグランキン子爵家を利用して、イルフェナの内部に入り込もうとする者が出てくる可能性はないだろうか？　『足場を固めた頭の足りない野心家』は使い方によっては良い駒になるだろう。本人が小者なのだ、黒騎士達の監視はそれを考慮してのものと思われる。

「今回のことは確かに私の友人達が言い出したこと。だけどそれに協力するよう『命じた』のは魔王様──エルシュオン殿下なんです。それから察してくださいな」

「それは……」

　意味が判ったのか宰相様は口を噤つぐみ、ルドルフとエリザは表情を仕事用の物に変えた。

「私が今回のことに関しては『適任』なんですよ。何をやらかしても不思議はないし、白黒騎士達と繋がりもある。ルドルフ達との繋がりという面も考慮されているでしょうね」

　……私は今、セイルに『とても楽しそうです』と言われた笑みを浮かべているのだろう。

　今回のことは私のイルフェナでの足場固めという目的もあるだろうけど、そんな単純なものであるはずはない。語らない部分まで悟り行動しろ、という魔王様なりの教育を兼ねた粛清の一環だろう。グランキン子爵は国に害を成す可能性のある存在として認識されたということか。

「私が相手をすることで守護役達は強制的に巻き込まれる。遊びに乗った協力者達も同じく。その『遊び』のついでに色々な悪事が発覚したらどうなるでしょうね？　犯罪の現行犯にもなるかもしれませんし？」

　私は国の決定など『知らない』から自分の遊びがどんな結果をもたらすかなんて『関係ない』。

　金で繋がっている貴族のことなど『知るはずがない』のだから『敵の協力者』に報復するだけ。

　その最中、『偶然』多くの貴族や騎士達の目にグランキン子爵の悪事が発覚する。

　そこまで公になっては隠し通すことなどできないだろう。実力者達からの糾弾も免れないだろうし。

「エルシュオンは相変わらず容赦ないな～、お前も相変わらずで何よりだ、ミヅキ。判っていて派手に動くか」

　呆れたようなルドルフの言葉に、にやりと笑って返事を返す。

「それでこそ『私』でしょ？　それに……今私が話したのは私個人の憶測でしかないの。事実は違うかもしれないよ？」

「そうだな、お前が言ったことで確実なのは『エルシュオン殿下の命令で友人達に協力するから食材を譲ってくれ』ということだけだな」

　言葉遊びのように続く台詞は確認のためだ。矛盾や疑問点が見付かれば誰かが口にするだろう。

　何より元々この面子メンツと情報交換することは許可されているのだ。今回ゼブレストに行くことも許されたから協力要請も予想済みなのだろう。まさに魔王様の掌てのひらの上か。

　それに騎士達も話されて困る情報は絶対に私に聞かせていない。金で繋がってる人物とか教えてもらってないし、クラウス達が動くということは国が動くつもりだということだ。

　──潰せないなら潰せるだけの舞台を整えればいい。国に害を成すのならば排除を。

　グランキン子爵家の危険性を考えればその発想に行き着くのは当然。クラウス達は国の中核に関わる者なのだ、だからある程度の惨酷さを持っているし、在り方も理解している。私を利用することが間違っているとも思わないし、何より私がそれを許しているのだ。

　まあ、いつも試されてばかりだから魔王様も協力者に仕立て上げてみたけど。

「ミヅキ様がそう仰るなら止めはしませんわ。いえ、是非私にも協力させてくださいませ」

　エリザが即座に理解を示す。侍女という名の側近は男性貴族並みの考えを持っていた。

「あれ、いいの？」

「また仲間外れなんて酷いです！　どうせルドルフ様も宰相様も協力なさるのでしょう？」

　そう言うとエリザは拗すねたように横を向いてしまう。姉のことがあるから表舞台に出てこられなかっただけで協力したがっていたとは聞いていたけれど。……単純に羨ましかったんじゃね？

「じゃあ、エリザの所で肉を分けてもらってもいい？　できれば城へ納めるようなやつ」

「もちろんです。伝えておきますので必要な時にお渡しできると思います」

「では、クレスト家からチーズなどを提供するか。晩餐会の時の定番だ。王族の口に入るものは基本的に信頼できる家の領地で生産されるから、味は保証しよう」

「と言うか、重要な所には信頼の厚い連中を置いておくのさ」
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　つまり内乱が起きても国を維持するために必要な領地の領主は王を裏切らないってことか。逆に言えば王を裏切れば国からの食糧供給その他が途絶えることになる。それに気付かずことを起こせばじりじりと自滅していくことになるのだろう。こういった会話からも情報は与えられている。

「あ、俺からはワインな。祝いの言葉を書いたカードを添えよう」

　皆さん非常にノリノリだ。あまりの豪華面子メンツにディーボルト子爵が卒倒しそうなので事前に暴露しとくか。……ああ、グランキン子爵が羨ましがる可能性大なので当日は『私のために用意してくれた』と言っておくけどね？　さぞ悔しがって敵意を私に向けてくれるだろう。

「とりあえず食べながら話しますか」

　協力を要請してみたら快く協力者になってくれたルドルフ。あの一件以来、私達は相変わらず仲良しです。素晴らしき哉かな、利害関係の一致も含む友情。

　その後、物騒な話題も楽しみつつ久しぶりにあの頃と同じような時間を過ごしたのだった。




　　※※※※※※※※※




　──ミヅキがゼブレストへ行っている同時刻・エルシュオンの執務室（エルシュオン視点）

「ミヅキがゼブレストへ向かったそうですね」

　アルジェントは執務室に来るなりそう口にする。ペンを走らせていた手を止め友人の方を向けば、彼は苦い笑みを浮かべていた。珍しいと思いつつ理由はしっかりと思い当たっている。アルはミヅキを巻き込むことに反対していたのだから。

「私達は強制したわけじゃないよ？」

「ええ、そうですね。『気付かない』という逃げ道も用意していましたから」

　アルジェントの言葉にペンを置いて先日の『お願い』を思い出すと、同じように苦い笑みが浮かぶ。あれはミヅキや双子を利用したようなものなのだから。

　逃げ道はあったのだ、我々がもたらす情報から『本当の目的』に思い至らなければいいのだから。しかし彼女がそれに気付かないほど愚かではないと思っていることも事実。

　今回はそれが粛清に繋がることから、本来ならば無関係な彼女は利用すべきではない。だが、時間がなかったためにミヅキを協力者に引き込んだのだ。

「本来ならば我々だけで終わらせるべきでした。その皺しわ寄よせが彼女に行っている」

「あの子なら自分の持てる手駒を活かして最高の舞台を整えるだろう。逃がす気もなさそうだし」

　かなりの確率でそうなることを予感しながら言うと、アルジェントは自じ嘲ちょう気味に笑う。

「……そうですね。様々な手段で相手の敵意を自分に集めて迎え撃つのでしょう。そして結果を私達に差し出す」

　ミヅキに協力すると言っても実際は逆だ。ミヅキがこちらに協力してくれているのだから。

　特殊な立場にある彼女はとても動きやすく、また警戒されていないことから行動を読まれにくい。本人もそれを知っていて動くので自分達にとってかなり使い勝手の良い駒と言える。

　もちろん、仲間でもあるのだが……自分達と共にある以上同じ扱いをしてしまいがちだ。なまじ冗談の様に予想以上の結果を叩き出すものだから戦力外にできないのだ。

「いっそ無能であれば良かったのにね」

　思わず漏れた言葉にアルジェントは訝しそうな表情になる。

「事実だろう？　せめて魔力がなければ彼女はきっと平穏な村から出ることはなかった」

　あの性格だ、魔力がなくても何とか暮らしていけただろう。善良な村人達に囲まれ静かに暮らしていたに違いない。いや、魔力があったとしても愚かであったならば魔法は使えず駒としての利用価値もなかったはずだ。

「そして我々と会うこともなかった……と言いたいんですか、エル？」

　滅めっ多たに聞くことのない冷たい声音に思わず意識を戻せば幼馴染が冷たい笑みを湛たたえている。……まるで別人。だが、こんな一面もなければ白騎士達の隊長などやっていまい。

　公爵家出身ということもあるだろうが、アルジェントは誰にでも当たり障りのない態度と微笑みで接するのだ。逆に言えば感情の籠った表情を見せた者以外はどうでもいい、ということなのだが。

「そうなっただろうね」

「……ご冗談を」

　口元を歪めそう言い切るアルに内心溜息を吐く。なんと歪いびつな執着になったものだ、と呆れて。そして同時にあの子に想うのだ。……『気の毒に』と。

「彼女が彼女である限り結果は同じだと思いますよ？　そうですね……仲間として共にあるか、箱庭で愛めでられるかの差はあるでしょうが」

　歪んだ笑みのまま楽しそうに語るアルジェントは狂人のようにも見える。

「飼い殺すには向かないと思うよ？」

「でしょうね、ですから望むように仕向けます」

　くつり、と喉の奥で笑う幼馴染ならば本当にやるだろう。そうできるだけの権力を持っている。

　昔からアルジェントは何かに執着するということがなかった。だから多くの女性達に『理想の騎士様』と呼ばれていたのだ。……『個性』を感じさせないのだから。まるで御お伽とぎ噺ばなしの登場人物に憧れるようなものだったのだろう。それで慕っていると言われても受け入れられるはずはない。

　それが今やたやすく執着心を剥き出しにするとは誰が想像できただろうか。ミヅキに言えば大笑いされそうなほど彼女とその他への差があるのだ。ただし、ミヅキはアルジェントを『素敵な騎士様』とは思っていないようだが。

「あの子は本当に運がないね」

「ええ、それは同意します。『私達』の仲間として受け入れられていることも含めて」

　それはそうだと納得する。アルジェントはミヅキを甘やかすだろう……彼女自身が自制すると知っているから。それでも足りないくらいの『見返り』であり、必要不可欠の存在になっていく。

『駒』として『仲間』として『恋人』として……全ての意味で執着しているのだ。

　ああ、本当に可哀相な子だ。馬鹿な連中があの子を羨んでいるけど、どこに羨む要素があるのか。見目麗しく優秀で地位のある守護役達……それだけの人物が私の直属であるはずはないだろう？

　それにミヅキは気付いているのだろうか……私達が『家名を名乗らない』ことに。アルも必ず『アルジェント』と名乗っており『アルジェント・バシュレ』とは名乗っていないはずだ。

　翼の名を持つ騎士とは『家・血族・交友関係を捨ててでも国に尽くす騎士』。だからこそ『国の所有する最悪の剣』と称される。彼らは命めいを受ければ己が家族でさえ手にかける、主の命を最優先にする存在なのだから。そんな騎士に気に入られることが幸せだとでも？

「彼女はきっと誰の狂気を見ても変わらないでしょう。自分を選べなんて間違っても言わない、在り方の否定もしない、最良の結果を出すことが最優先。本当に理想的なのですよ」

　楽しげに笑うアルジェントに思わず同意する。確かに彼らに馴染める女性なんて希少価値以外何物でもない。そもそも騎士を前に守られる発想がない時点で普通ではないのだが。

「諦める気はないんだね」

「ええ。あの強さだけでも十分魅力的ですが、それ以外の要素も含めて手放す気はありません」

　暗に『方法があっても元の世界に帰す気はない』と告げるアルジェントに今度は本当に溜息を吐くと珍しく声を上げて笑われた。何となく悔しさを感じ、ほんの少しの報復を口にする。

「ところでね、アル。努力しないと嫌われなくとも相手にしてもらえないよ？」

「難しいのですよ。彼女は普通女性が好むような物には見向きもしませんし」

　困ったように首を傾げる幼馴染に意地の悪い笑みを向け、できるだけ明るく告げてやる。

「いや、そういうことじゃなくてね……君達ってね、婚約者であっても『恋人』じゃないから。贈り物以前の問題だって気付いてるかい？」

　ぴしり、と空気が凍った音が聞こえたのは気のせいだろうか。

「え……？」

「いや、だからね？　婚約者って守護役の意味であって本当の意味じゃないし。どちらかと言えば保護者？」

「……！」

　なお、保護者＝恋愛対象外という意味だ。アルジェントもその意味を察したのか固まった。

　実に楽しい状況じゃないか。狂気はなりを潜め、今ここにいるのはただの恋する男。そんな姿を見られる日が来るなど、数ヶ月前までは思いもしなかったが。

「だって王族・貴族にとって婚約って利害関係の一致で結ばれるものが大半だろう？　君達は間違いなくこれに該当するね」

「私は求婚していますよ！」

「断られたって聞いたけど？」

「そ……それは」

　思った以上に動揺し悩み始めたアルジェントに『やり過ぎたかな』と思わないではないけれど。

　あの子の保護者としては逃げ道くらい用意してやりたいんだよ、日頃のお礼も含めてね。

　だから……幼馴染だろうと容赦しないよ？　アル？







　　第十二話　意外な繋がりと新たな協力者




「あら、ミヅキ様！」

　ゼブレストからの帰り、転移法陣付近にてかけられた声に振り返る。そこに居たのはブロンデル公爵夫人、クラウスの母上様だ。

「へ？　あれ、コレット……さん」

「まあ、母様でいいのよ？」

「勘弁してください。まだ結婚してませんから……！」

　にこにこ笑いながら話し掛けてくる彼女の勢いに負け、そのまま捕獲されてブロンデル家へ招待された。あそこに居たのは転移法陣の様子を見に来たから、らしい。そういえば宮廷魔術師長だったね、この人。お仕事だったのか。

　まあ、私も伝えなきゃならないことがあるからいいんだけどさ。……何かって？

『魔道具の嫁製作断念の報告』に決まってる！　これは伝えておかねば！

　寄り道するって伝えておかなきゃなー、とか思ってたら魔王様への報告はもう済んだって言われた。帰りは送ってくれるとのことなので問題無しとみなされたんだろう、クラウスの実家だし。

　連れてきた強引さといい根回し良過ぎだ、コレットさん。そのまま嫁一直線はやめておくれ。

　なお、食材は明日にでも届けてもらう予定なので問題なし。王から私個人に荷物が届くのだよ……しかもしっかり記録に残る。細かい所に気がつくとはさすがだな、親友よ。

「そう、そんな事情でゼブレストへ行っていたのね」

「ええ。黙らせるには最適ですから」

　グランキン子爵家の嫌がらせ対策としてディーボルト子爵家に協力してますよ、な感じで説明したらコレットさんは深く追求せずにいてくれた。

　恐らくコレットさんも情報は掴つかんでいるのだろう。人の目のある場所で私に声を掛けてくれたのも『ブロンデル家との繋がりを他者に示すため』といったところだろうか。多少強引だが感謝です！

「アリエル様のお嬢様がもうデビュタントをなさるのね。早いものだわ」

　感慨深げに目を閉じるコレットさん。だが、聞きなれない名前に私は首を傾げた。

「アリエル様？」

「ディーボルト子爵の奥方よ。数年前に亡くなってしまったけれど、とても素敵な方だったの！　嫁いでからは頻繁に会うことはできなかったけれど、手紙の遣り取りをするくらい仲が良かったわ」

　まあ、公爵夫人と子爵夫人では身分にかなり差があるもんな。コレットさんは仕事もあるし。それでも本当に仲が良かったのだろう。口調も何だか寂しげだ。

　……ん？　『素敵な方』って言った？　しかも公爵夫人になるような人と仲良しで？

「あのー、もしやアリエルさんて物凄く人気がありました？」

「ええ！　伯爵令嬢ながら数あま多たの縁談を蹴って恋愛結婚なさったの。それがディーボルト子爵よ」

　彼女は情熱的な面があったのよ、とコレットさんは苦笑する。ほほう。『実家が伯爵家』で『大人気のご令嬢』か。しかも高位貴族への人脈も十分と見た。

　……これが原因じゃね？　グランキン子爵の異常な僻みって。

「グランキン子爵って自分が選ばれなかったから逆恨みしてるんですかね？　あまりにも鬱陶しく嫌がらせ……いや、ディーボルト子爵家を敵視しているので」

　可能性で済ませないためにも当時を知るコレットさんに話題を振ってみる。理由としては十分だ、後がない以上は伯爵家の後ろ盾って物凄く欲しかったんじゃないかな？

　コレットさんは私の意図が判ったのか、笑みを浮かべると話し出す。

「そうかもしれないわねぇ……確かグランキン子爵もアリエル様に求婚していたはずよ。でも全く相手にされなかったわね」

　ああ、やっぱり。恋愛結婚だから個人として負けただけかと思っていたのだが、どうも家柄目当てなのを見抜かれてたっぽいな。負け犬どころか勝負以前の問題かよ、グランキン子爵。

「アリエル様は下心のある者を嫌っていたから、自分を見てくれる人を選んだのよ」

　それを察したコレットさんが肯定するように追加で話してくれる。どうやら当たりみたい。

「利用するような人は選考外だったわけですか」

「もちろんよ。社交界に出ていれば人を見る目は養われるもの。アリエル様はそういった人を見分けるのがとても上う手まかったから、下手な野心家は近寄ることさえできなかったわ」

　……騎士ズの危機察知能力は母親譲りだったみたいですな。確かな血の繋がりを見たぞ、今。

　つーか、グランキン子爵って思いっきり自業自得じゃん？　コレットさんの話をそのまま信じるなら絶対にグランキン子爵だけは選ぶまい。なんだ、やっぱり逆恨みか。ならば手加減は不要。

　男として負けて、貴族として負けて、今度は逆恨みした挙句に私達の玩具おもちゃになるわけだね！　いやあ、ある意味、なんて王道な悪役人生！　そのまま悪役らしく最後は断罪されて散っておくれ。

　嬉き々きとして今後を予測する私を、コレットさんはくすくすと笑いながら嗜たしなめる。

「まあ、そんな風に言っちゃ気の毒よ？」

「口に出てましたか。小者過ぎるので、もう少し捻ひねりのある理由が欲しいというのが本音です」

「無理だと思うわ、あの人達ですもの」

　ころころと上品に笑うコレットさん、貴女もやっぱり実力者の国の公爵夫人。さり気に言ってることが酷いな、おい。持ち上げて落とす、慰めて貶けなすのがこの国の貴族の嗜みなのか。

「ミヅキ様、お願いがあるの」

　楽しそうに笑っていたコレットさんは不意に悪戯っぽい表情を浮かべた。

「アリエル様のお嬢様を食事会の後からデビュタントまで我が家でお預かりしたいわ。お母様の思い出話を沢山して差し上げたいのよ」

「ここに、ですか？」

「アリエル様の代わりにドレスを誂あつらえてあげたいの。こういうことは母親の役目でしょう？」

　なるほど、友人の代わりに母親の役目をしてあげたいというわけか。それは良い案だ、警戒しまくっている現状ではコレットさんの申し出はとてもありがたい。ここに居れば少なくともクリスティーナは無事だろう。母親の思い出話が聞けるというのも嬉しいだろうし。

　それに滞在理由としても十分だ。母親が亡くなっている以上、クリスティーナには助言できる人が居ない。親族達は……騎士ズが私を頼っている時点で除外すべきだろう。

「伝えるだけで宜しければ」

「十分よ。あちらの事情もあるでしょうしね」

　彼女にとって亡き友人の愛まな娘むすめのことなのだ、すでに母親の心境か。そして穏やかに笑うコレットさんの中ではすでに決定事項なのだろう。

　だって公爵家から言われたら断れないもの。身分差的に子爵家が拒絶なんてできるわけない。誰かに何か言われても無理を通したのは公爵家ということになる。

　それに恐らくは私達が危き惧ぐしていること──クリスティーナが狙われることだ、様々な意味で──を同じように警戒しているのだろう。彼女はクラウスの母親だ、情報収集に抜かりがあるとは思えない。……すでに『お祭りがあるよ！』的な情報は流れ始めている模様。騎士達、仕事早はえぇな！

「そうそう、シャルリーヌ様が貴女に会いたがっていたわ。できるだけ早く会ってあげてね？」

「アルにも言われてますし、近々会いに行きますね」

「そうしてあげて」

　にこり、と意味ありげに笑うコレットさん。どうやらシャルリーヌさんも参戦する模様。女性だけの情報網があるのだろうが、公爵家二つが乗ってくるとは予想外。

　グランキン子爵よ、どんどん豪華面子になっていくんだが期待に応えてくれるんだろうな？　体どころか骨まで真っ白に燃え尽きる勢いで足あ掻がいてくれたまえ！　盛大に踊るがいい！

　……グランキン子爵家の今後は欠片も心配していないし、気にする気もないけどな。

「あ、私からもお伝えしなければいけないことがあります！」

　クリスティーナのことで忘れるところだった。本日の目的を話さねば。

「まあ、なあに？」

「クラウスから『生き物を模した魔道具を作らない』と言げん質ちを取りました。証人も居ます」

　ぴたり、とカップに手を伸ばしかけたコレットさんの動きが止まる。

「……あの子がそう言ったの？」

「はい。説明したらちゃんと危険性を理解してくれました！」

　ただし、私達の心配は『魔道具の嫁なんてヤダ』『動く等身大フィギュア怖い』的なものでクラウスに言ったものとは違うけど。クラウスに言ったことも理由の一つだが、身近な方が私達には重要。

「そう、あの子は理解してくれたのね」

　コレットさんは噛み締めるように呟き、目を潤ませ。がしっ！　とばかりに私の手を握った。

「ありがとう……！　これで親として世間に顔向けできます！」

「そうでしょうねー……これまでの苦労、お察しします」

　思わず遠い目になりながらも同意する。放っておいたら興味の赴おもむくままに何を作るか判らないもの。その才能があるだけに笑い話にはできまい。未だ人に興味を持つかは謎だが、魔道具の嫁は製作断念が確実となったのだ。快挙と言っていいだろう。

「今度は私達が力になるわ！　いつでも頼ってちょうだいね」

「ありがとうございます」

　すでに今回十分力になってくれていますよ、コレットさん。クリスティーナをお願いしますね？

　──その後。

　迎えに来たクラウスに、コレットさんはしっかりと誓約書を書かせていた。念の入れように母の本気を悟ったのか、大人しくサインするクラウス。魔術師としての誓約なので破られることはないらしい。

　やはり少しは不満だったのか、帰りの馬車の中で私を膝に乗せていたのは些細なことだと割り切ろう。彼としては人型魔道具の代わりがあるからこそ、納得した面もあるみたいだし。

　……まあ、生きた魔導師の方が話もできるし見てて面白いわな。

「不覚だ。母もその危険性が理解できていたというのに、気付かなかったとは……」

　地味に落ち込みつつ、私を抱きこむクラウス。一見恋人同士のように見えるこの状態、実際は拗ねた幼児がお気に入りのぬいぐるみを抱き締めている図だったりする。

　気付きたくない現実だ。その破壊力はギャップ萌もえなどという可愛いレベルではない。

「認識の差じゃないの？　『宮廷魔術師』と『魔術師』って立場が違うから」

「なんだと？」

　クラウスは意外そうな声を上げる。どうやら気付いてなかったらしい。

「宮廷魔術師って『国のため』ってのが何をするにしても絶対条件でしょ？　だから『できない』んじゃなくて危険ならば『やらない』。対して魔術師は作り出す物全てが『自分のため』。だから危険性以前に『自分がどうしたいか』が重要なのよ」

　これくらいの差はあると思う。クラウス達は個人的な興味の赴くままに色々と作り出すことが大半だ。それを仕事にも活かしているだけで。だから興味や好奇心の前には危険など二の次状態。

　実際、クラウスも私に言われたら危険性に気付いたじゃないか。納得できる理由さえあれば職人気かた質ぎの彼らとて人の意見を受け入れるのだ。

「……そうか、視野が狭くなっていたということか」

　ぽつりと呟き、抱き締める力を強める。ちょっと苦しいがある意味騙だましたような感じなので我慢。私達とクラウスの認識には壮絶な差があるのだ、私は単純に動く等身大フィギュアが怖かった。

「お前が居てくれて良かった。俺は魔術を再び忌いむべきものに仕立て上げるところだった」

　……そっちか。ブロンデル夫妻のこれまでの苦労は欠片も記憶に残ってないんかい！

　アンタ、本当に、本っ当に魔術が全ての基準なのね!?　どんだけ魔術大好きなんだ、職人よ。言うことを聞く基準も技術の高さって……。せめて親心くらいは理解してやれよ、ブロンデル公爵夫妻はまた泣いちゃうぞ!?




　　※※※※※※※※※




「と、いうわけで！　今からこれ持って家で家族会議してこい」

「いや、何が『というわけ』なんだ？」

「クラウス殿に抱きかかえられて帰って来たことも驚いたが、唐突過ぎるだろうが」

　……それは忘れろ。放してもらえなかっただけだ。

　寮に戻るなり騎士ズを捕獲しコレットさんから渡された招待状という名の命令状を渡す。拒否権なしってある意味命令ですがな。身分制度って凄すげぇ。

「だから一体これは何なん……!?」

「はぁ!?　ブロンデル公爵夫人からだと!?」

　ああ、やっぱり固まるか驚くかだよね。予想通りの行動ありがとう、騎士ズ。

「詳細は書いてあるとおり。確かにコレットさんの申し出はありがたいと思う。色々な意味で」

　やはりと言うか、コレットさんは私達が危惧していることに気付いていたらしい。覗のぞき込んだ招待状には暈しつつも『心配してます』的な内容も書かれている。

「それは……そうなんだが」

「悪い話じゃないと思うよ？　お母さんの若い頃の話とか聞けるだろうし」

　そう言うと騎士ズは黙り込んだ。元の世界のように思い出を残せるわけじゃないのだ、母親の思い出を知る機会はかなり貴重だろう。

「クラウスの母親だし情報通でしょうしね。……つまりは『可能性』で済まない状況なんじゃない？」

「「ああ、納得」」

　さすがに公爵家に喧嘩を売る馬鹿は居ないだろう。それを見越しての提案なのだ。

　それにしても『クラウスの母親』で納得するのか、騎士ズ。一体どんなイメージを持ってるのやら。まあ、Ｇの生物や犯罪者モドキに例える私の方が酷いような気がするが。

「判った。俺達もこれには賛成だ」

「父上達も納得してくれるだろう」

　二人は溜息を吐くと何かを吹っ切るように顔を上げる。その顔に迷いはない。

「あ、そうそう。グランキン子爵が粘着質な嫌がらせしてくる理由なんだけどさ」

　ふと思い出した『原因』を彼女の能力を継いだらしい息子達に告げる。

「あんた達のお母さんがディーボルト子爵と恋愛結婚したことが原因みたいだよ？」

「はあ？」

「伯爵家の後ろ盾と本人狙いで結婚申し込んだけど相手にされなかったんだってさ」

「「そんな自業自得な理由でか!?」」

「うん、他にもあるだろうけど爵位返上まで後がない時だし逆恨みしたんじゃない？」

「「馬鹿だ」」

　本当にな。揃って呆れる騎士ズに私も同意すべく大きく頷いたのだった。







　　第十三話　バシュレ家へ行こう！




「アル、シャルリーヌさんに会いたいんだけど予定聞いてもらえる？」

「判りました。姉上も喜ぶと思います」

　こんな会話をしたのが騎士ズを家族会議へと向かわせた直後。そのお返事は夕食後にもらえた。

「明日でよいそうですよ」

「早っ!?　何か手を回した!?」

　驚く私にアルはおかしそうに笑う。

「私はこちらに居ることが多いので連絡手段があるのですよ。姉に関しては……待ち望んでいたからではないかと」

　はしゃぎ過ぎだ、シャルリーヌさん。やっぱり今回の件に関わる気満々か。

「実家ですし、私が同行しますね」

「了解。仕事は大丈夫なの？」

「ええ。それに貴女に関しても仕事扱いなのですよ」

　アルが微笑んで頷くということは本当に大丈夫なのだろう。なにせアルは『私を連れて行く』という任務のために、自分を含め騎士や貴族を平然と生いけ贄にえに仕立て上げようとした前科がある。

　仕事人間なのだよ、彼は。優先すべきは魔王様の騎士としての自分。守護役といっても対象は最優先にならんのだ。なってもウザイが。

　休日でもないだろうに私に付き合うってことは、大きな問題は起きてないということか。……情報流してるみたいだし、何か裏で動いてると思ったんだけどなあ？

「今回は貴女の指示に従うだけですよ？」

　私の思惑に気付いたのか、アルは小さく笑い『何もありませんよ』とばかりに両掌を見せる。

「それにしてもセイルから聞いていたとおりですね」

　ほう？　あの鬼畜腹黒は何を言った？　しかもいつの間にか仲良くなってたんだよね、この三人。

　首を傾げて先を促す私にアルはいつもの笑みを浮かべたまま続けた。

「警戒心が強く仲間だろうと全面的な信頼はしない。特に──」

　一端言葉を切って若干の苦味を湛え。

「忠誠心の高い騎士はその対象となる。騎士として認めているからこそ自分を最優先にしないと判っている、と」

「全面的な信頼をしないだけで信頼はしてるけど？　それに『本来はこの世界に居ない者』のために自分の立場を疎おろそかにするような人なら友人としてもお断り」

　私としてはそちらの方が問題だ。自分のせいで他人の人生を歪めたくはないだけ。

「判ってますよ。だからこそ我々は貴女が理想的だと思う反面、悔しくもあるのです。物語の騎士のように一途であることはできませんから」

　アルも理解はしてくれているらしい。ただ、感情は追い着かないということなのだろう。

　……それ以前に私を姫扱いというのが間違いなのだが。鬼畜と評判のヒロインが出てくる物語なんて少女の夢を砕くぞ、普通。盛り上がる見せ場が全然違くね？　それにさ。

「物語のヒロインって大抵お姫様でしょ？　現実的に見てあれはないから」

「まあ、それはそうなのですが……」

　アルも理解はしていたか。ばつの悪そうな表情に思わず安堵する。

　物語はあくまで『物語』なのだよ。全くないとは言わないが、リアルに恋愛重視の王族とか騎士がいたら周囲は大迷惑。反対されなきゃいいだろうけど、現実的な問題としてみると主人公達の敵の方がまともな反応してる場合あるよね。

「一途さが幸せな結末に続いているとは限らないよ？　それが周囲が見えなくなるほどに狂わせるものなら要らない」

　その自分勝手さが周囲に不幸を撒き散らすなら。そう続けるとアルは瞳を眇めて私の片手を取り、ダンスの時の様に手首の内側に口付ける。

「そんな貴女だからこそ理想的だと思うのですよ。物語の騎士の様に一途でありたい自分と最良の騎士でありたい自分、双方を満たすことが可能な女性は稀まれですから」

「あら、この国なら意外と居るかもしれないわよ？」

　私の言葉にアルは空いていた手で腰を抱きこみ体を密着させ、内緒話をするように耳元で囁ささやく。

「令嬢というものはどうしても『女』としての部分が強いのですよ。振り向かせるよりも実力行使で欲しい物を手に入れる……『自分が支配する側』なのです。私ですら感情を制御できませんし」

　実力行使をされかけたことでもあるのだろうか？　だが、妙に説得力のある言葉でもある。私が基本的に令嬢達と接することがないのも、そういった『嫉妬』を向けさせないためなのか。

　……役目だと判っていても、優秀でも、抗あらがう術があるなら感情のままに動くかもしれないから。

「ああ、ご安心を。貴女を害する輩など我々が許すはずはありませんので。我々から貴女を取り上げることなど……許せるはずはないじゃありませんか」

「それって私のためというより自分達のためよね」

　あまりな台詞に呆れながら言えば、アルはそれは嬉しそうに笑って頷く。

「ええ。言ったでしょう？　『手放す気はない』と。そう思える存在が居る、そしてそれに共感できる友が居ることが嬉しいのですよ」

　る、類友発言が……っ。奴らの方向性がズレてる気がするけど、守護役連中の総意なのか！

「ですから諦めてくださいね。頼ってもらえる程度には信頼されるよう、努力しますので」

　それまでの雰囲気を消し、いつもの笑みに戻ったアルが腰の拘束を解く。私も内心ひっそりと息を吐いた。知りたくなかった自分の希少価値。そりゃ、普通のお嬢様は無理だろうよ。

「努力しなくても守護役に文句を言わない程度には信頼してるけど？」

　それくらいは判ってるけど？　と首を傾げれば、アルは驚いたように目を見開く。え、敵にならない限り友好的だよ？　嫌なら逃亡してるって。その実力はあるんだし。

　……ということをさらっと言ったら嬉しそうなアルに抱きつかれた。当然、瞬殺。それでも嬉しそうなのがムカつくな、この変態が！

　なお、このことを先生に話したら呆れ顔で「それは『婚約者として不満はない』という意味だぞ」と言われたのだった。そういえば守護役って婚約者という意味もあったっけね……。




　──そして翌日、訪れたバシュレ家……いやバシュレ邸では。

　使用人の皆様から異様に歓迎され、その裏に『かつて嘘の噂を事実の様に流しアルに迷惑を掛けた令嬢がいた』という過去を聞かされることになった。物凄く迷惑したらしい。

　私がアルの想い人であり、同時に守護役は国の決定という最上級の防御壁であることから今は誰も手を出せず快適なんだとか。つまり『漸く若君に春が！』ということと『助かりました！』という二重の意味で好意的。涙ぐむ人も居て、さすがに否定できる空気ではなかった。

　そして目的であるシャルリーヌさんは私達の訪問をとても喜んでくれ、楽しい時間を過ごしたのだった。お友達とのお茶会にも誘われたけど、さすがに辞退。珍獣には敷居が高いし、私と接触することでお友達が『下心あり』なんて要らぬ疑いをかけられるのも宜しくない。

　今後『シャル姉様』呼びすることで話がつき、もう一つの目的『お祭りはどう参戦するのか』という話題は華麗にスルーされまくったまま帰宅。恐るべし、社交界の華！　その手腕に敗北！




　　※※※※※※※※※




　──バシュレ家茶会（シャルリーヌ視点）

　香りの良い紅茶に摘んできたばかりの薔薇の花。テーブルにはティーセットにミヅキ製作の『たると』というお菓子。午後の一時を優雅に過ごす令嬢達はシャルリーヌの親しい友人達だ。

「ねえ、シャルリーヌ様。アルジェント様はお元気かしら？」

　一人の令嬢が悪戯っぽく問う。他の令嬢達も意味ありげに笑った。弟のことを聞きつつも本当の目的は違う。きっかけを掴めず話の糸口を弟に定めただけだ。そして周囲の『よくやった！　さあ話せ』と言わんばかりの期待の籠もった眼差しに苦笑する。

『あの子』について聞きたいならば普通に聞けばいいのに。……そう思いかけて内心首を振る。

　無理だ。『あの子』の立場はかなり特殊な上、事情を理解できないお馬鹿な令嬢達から僻まれている。私だとて気に入っているのだ、妙な探りを入れられれば当然警戒するだろう。もっとも、そんな真似をしないと判っているから私と彼女達は友人なのだろうけど。

「ふふ、相変わらずよ。楽しそうで何よりだわ」

「あらあら、噂の方のお陰かしら？」

「溺愛されていると一部では評判ですものね。あのアルジェント様が！」

　くすくすと楽しげに笑う彼女達は純粋に会話を楽しんでいるようだ。『素敵な騎士様』と言われている弟も幼い頃から知っている彼女達にかかれば形無しか。

　彼女達に『あの子』に対する負の感情が一切見られないことに安堵しつつ、茶会への参加を断られてしまったことを残念に思った。

　次は確実に誘わなければ。そのためにはエルシュオン殿下に頼んで弟を引き剥がしておく方がいいだろう。貴族令嬢に良い感情を持っていない弟は『あの子』が関わることを嫌がるだろうから。

　全く、何て心の狭い……それに我が弟ながらあの過保護っぷりもどうかと思う。そんなことをしなくても彼女ならば相手を黙らせることくらい楽勝だろう。むしろ弟は邪魔な気がする。

「さっきまでアルとミヅキ様が来ていたのよ。この『たると』もミヅキ様が作ってくださったの」

「まあ！　お会いしたかったわ！」

「シャルリーヌ様のことですから、お誘いするかと思いましたのに」

「それが断られてしまったの。ミヅキ様は物事を広く見ることのできる方だから『私達にとって良いことにはならないだろう』って。アルも断ることを反対しなかったし」

　ふう、とわざとらしく溜息を吐けば言葉の意味を悟った令嬢達は思案顔になる。確かにミヅキの言い分は正しい。正しいのだが。私の態度から読み取るものがそれだけであるはずはなくて。

「ずるいですわ！」

「そうよね、アルジェント様達だけ特別なんて！」

「アルジェント様、わざと反対しなかったわね!?　見せたくないのですね!?」

「やはり、そう思うわよね……」

　思わず遠い目になる。やはり友人達もそう思うのか。実のところ、ミヅキと弟の言い分にはか～な～り差があるのだ。いや、はっきり言おう。弟は単に必要以上に関わらせたくないだけなのだ。

　守護役でしかない『婚約者』と女友達ならばどちらを選ぶか？　……当然、後者だ。自分の知らない間に親しくなるのが不安らしい。まあ、その気持ちも判らなくはないのだが。

　翼の名を持つ騎士である以上、ミヅキを利用しなければならないこともあるだろう。しかも仕事が最優先、令嬢達の僻みとて弟達のせいである。ついでに言えば性癖が特殊過ぎる。

　嫌われる要素満載である。誰が恋人に選ぶというのだ、そんな生き物。

　嫁いでくれる可能性は低い。……もっとも弟から簡単に逃げられるとも思っていないが。

　顔や家柄で全てを許せる人ならばともかく、ミヅキはそのどちらにも興味がなさそうだ。あの守護役達を見ても顔色一つ変えず媚びることもない。弟が冗談でも『好きな人ができました』とか言おうものならミヅキは笑顔で祝福し何の未練もなく守護役を解任するだろう。

　ゆえに『姉様』呼びを願ったのだ。弟に過剰な期待はできないと悟った以上は保険があるに越したことはない。それに、接点がなければ作り出せばよいのだ。幸い、情報の幾つかは手にしている。

「ねえ、皆様？　半月後に夜会がありますでしょ？　私ね、ミヅキ様のお役に立ちたいの」

　その言葉に令嬢達は沈黙し一斉にこちらを見た。私の言葉に全員が『どういうことだ』とばかりに訝しそうにしている。

「ディーボルト子爵家のクリスティーナ様がデビュタントなさるそうなの。……ミヅキ様の『お願い』でアルがエスコートをすることになるかもしれないのよ」

「あら……」

「まあ、それは……」

　口には出さずとも『何らかの事情』を察したらしい友人達は無言で話の続きを促した。そもそもアルは滅多に夜会に参加しない。しかもエスコートがミヅキの依頼ということは。

「彼女はブロンデル公爵夫人のご友人の愛娘だそうよ。デビュタントまでブロンデル公爵家で過ごすのですって」

　クリスティーナ嬢のことを口にすると、友人達はある程度の事情を察してくれたらしい。

「……ふふ、下らないことをする方でもいたのかしら？」

「確か……とても可愛らしい方だったわね。纏う空気が柔らかくて、さすがディーボルト子爵のお嬢様と思ったわ」

「ミヅキ様も参加するご予定とのことよ。……だけど『用事』があるらしいの」

　その言葉に友人達の目がキラリと光った。それに気がつかない振りをしつつ、微笑んで提案する。

「私ね、一度騎士になってみたかったの。清楚で可憐な蕾つぼみのような姫を守る騎士に」

　にっこりと笑って告げると一瞬の間を置いて歓声が上がった。

「素敵！　その方を守って差し上げるのね？」

「ええ、私達は『先輩として』色々と教えて差し上げるべきだと思うの」

「そうね、私も初めはとても不安だったわ。アルジェント様がエスコートをなさる以上、不快な思いをするやもしれませんし」

「あら、そんなお馬鹿さんには少しお説教してあげなければ」

「あらあら、いじめて泣かせるの間違いじゃなくって？」

「初々しい姫君をお守りする姫騎士としては正しい行動じゃないかしら」

「シャルリーヌ様、少し手加減して差し上げなくては姫に怯えられてしまいますわよ？」

　楽しげに笑い合う彼女達は社交界を微笑みと話術で乗り切ってきた猛者なのだ。貴族社会は綺麗なだけでやっていけるほど甘くはない。出会いの場であると同時に潰し合いの場でもあるのだから。

　直接ミヅキの手助けをすることはできないが、彼女が気にかける子を守ってやることはできるだろう。むしろ自分達こそ初々しい姫君の騎士としては適任だ、女同士の嫉妬は後々まで響くのだから。アルが就いているのがデビュタントの一回のみということは次からが危ない。

　自分たちが知り合いなのだとアピールし、関わらない方がいい人物も教えておけば危険はかなり回避できるはずだ。そのうち初々しい姫君も女だけの戦い方と守りを身に付けていくだろう。

「ブロンデル公爵夫人にお願いをしてみましょう。きっと事前に会えるよう手配してくださるわ」

「そうね、ブロンデル公爵夫人も私達の味方でしょうし」

「楽しみですわね！　ふふ、まるで物語のようですわ」

　早くも友人達は楽しげに計画を立て始めている。それを眺めながら私は『噂』を思い浮かべる。

　ミヅキが関わっているのは間違いなくエルシュオン殿下関連だろう。自分とてこの国の貴族なのだ……『姉様』を少しは頼ってほしいものである。

　鎧よろいの代わりにドレスを纏って、剣の代わりに毒を含んだ言葉を使って。決意を微笑みで隠し、可憐な姫君をあらゆる悪意からお守りしてみせましょう？

　そう胸の内でひっそり誓うと『楽しい夜会』を思い口元に笑みを浮かべた。







　　第十四話　打ち合わせは重要です




　食事会当日、ディーボルト子爵家には家人に加え私や守護役三人が集っていた。ディーボルト子爵に騎士ズのすぐ上のお兄さん、クリスティーナ、使用人の皆様。他にも兄がいるらしいけど残念ながら仕事で参加できないとか。

　まあ、双子の弟が騎士やってるくらいだから家の仕事は兄担当か。黒騎士情報では天才ではないけど努力型の秀才らしい。ディーボルト子爵家は安泰な模様。

　食事会は夜なので昼前に打ち合わせ。色々と準備もあるしね？

　……が。

　冷え冷えとした空気が漂っているのは気のせいではない。ええ、私も発生源の一人ですがね？

　原因は黒騎士達の努力の成果とも言うべき情報。やっぱり、パートナーもクズだった。

　うふふ……誕生日に堂々とパートナー略奪宣言かます気だったんかい。あと半月で新しい人を探せって難しいよね？　しかも最初から計画的だったみたいで、略奪じゃなくてパートナー予定の近衛もあちらの味方。家の都合ってことにしてキャンセルするつもりらしい。

　そーか、そーか、お前も同類か。ならば手加減は必要ないね。私が女性恐怖症になる勢いで弄もてあそんでやるから覚悟しとけ。拒否権はない。

「いやあ、予想通りですね」

「予想より酷いだろうが。これが騎士のすることか」

　にこやかなアルと呆れるクラウス。そうだね、予想より酷いけどあまりにもありがちな展開なので馬鹿にするしかないよな。悪役には悪役なりの『お約束』でもあるんだろうか？

「その割には楽しそうに見えるのは気のせいか……？」

　アベルの突っ込みごもっとも。気のせいじゃないよ、アベル君。どうやって泣かせようかと考えているだけだ。思いつく限りの報復という名の嫌がらせを実行しようと決定済み。

「ふふ、楽しいよ？　今夜が楽しみね～」

「ええと……あの、私は大丈夫ですから危険なことはなさらないでください」

　ショックを受けているだろうに私の心配をするクリスティーナ。その姿にお姉さんの殺やる気はますます上昇！　……まあ、今夜はクリスティーナの誕生祝いということになっているので怪我人を出すつもりはない。牽制に留めますとも。でも、その前に。

「アル、デビュタントのエスコート役をお願いできる？」

「ミヅキ様!?」

　クリスティーナが驚いてるけど、これは予想された展開だったので対策がある。むしろアルを持ってくることで相手に対する十分な嫌がらせだ。

「おや、私で宜しいのでしょうか」

「今回は適任。私も参加予定だからこっちはクラウスお願い」

「承知した」

　この展開ならクラウスよりもアルにクリスティーナを任せた方がいいだろう。何があってもフォローできるし、クリスティーナを不安にさせるようなことにはなるまい。

「顔も家柄も性格もあいつより上で何より信頼できる。どう？　嫌かな、クリスティーナ」

「不満などありません！　ですが、ミヅキ様の婚約者をお借りしてしまうなどっ」

「気にしなくていいよ？　二人にエスコートされるわけにはいかないし」

　そんなことをすれば注目の的。白黒騎士の隊長二人を従えて──間違いなくそう見られるし、彼らもそう見えるようにするだろう──お姫様状態になった日にはご令嬢の嫉妬が怖こえぇ。

　なお、元パートナーの顔を知っているのは情報がもたらされた時点で見物に行ったから。騎士達の情報網を嘗なめてはいけない。それに私とクリスティーナでは参加の目的が違うのだ。

「私達は別にやることがあるからクリスティーナは自分のことに集中して？」

　にこりと笑って告げると、クリスティーナは不思議そうに首を傾げた。

「別のこと、ですか？」

「ええ。ですから私は精一杯貴女をエスコートさせていただきたいのですが、宜しいでしょうか？」

『娯楽としてグランキン子爵を足止めするから』とは言えず、にこやかに告げる私とアルにクリスティーナは戸惑いつつも納得したようだ。漸く笑みを浮かべて頭を下げる。

「判りました。こちらこそ宜しくお願いします」

「はい、宜しくお願いしますね」

　よし、アルに対して妙な緊張感もないようだ。これなら大丈夫だろう。クラウスに視線を向けると心得た、というように頷く。この場でこちらの事情は明かせないのだ、ディーボルト子爵家の皆様は自分のことだけ考えておくれ。

　騎士ズもそのあたりは理解しているのか家族を説得している。家族会議の場でこちらの面子を明かした際に気絶したらしいので、今更気絶することはないだろう。

「ミヅキ殿……本当に宜しいのか」

　若干青褪めているディーボルト子爵がすまなそうに声をかけてくる。隣に居るのは騎士ズ兄のヘンリーさん。お子さん達は全員母親似らしいけど、ディーボルト子爵は見るからに誠実そう。

　コレットさんの言っていたことは事実だったんだな、と納得できる人だ。

「こちらこそ好き勝手にやらせてもらってますから」

「いや、息子達が迷惑をかけているのだろう？　その点は気にしないで欲しい」

　申し訳なさそうなディーボルト子爵。息子達ってことは騎士ズのことか。確かに話を持ってきたのは騎士ズだけど魔王様がそれを利用してるからなぁ？

「友人ですし、日頃心労をかけまくっているのでお気になさらず」

　騎士ズの二人は私がゼブレストに行っている間、毎日先生と教会で無事を祈っていてくれたらしい。平民で魔導師、更に凶暴だと知っている割に粗雑な扱いはしないしね、あの二人。大事な友人ですとも。

　こちらの言い分にディーボルト子爵は少々驚いたようだが、すぐに嬉しそうに笑った。

「誰とでも仲良く付き合える所は母親譲りなのでしょう。アリエルが居ないことだけが残念ですよ」

　……グランキン子爵への拒絶も母親譲りっぽいけどな。母親は居なくとも母親譲りの危機回避本能が発揮されてこの状態、母の愛は偉大なり。

「今日は私達がいますし、デビュタントまではブロンデル公爵夫人が責任を持って預かると言ってくれていますからご心配なく」

「ありがたいことだね」

「ところで聞いておきたいんですけど」

　和やかな雰囲気に水を差すようで悪いけど聞いておかねばならないことがある。

「何かな？」

「今夜ここに来る親族達はグランキン子爵側ですか？」

「……。何とも言えないね。ただ、基本的に無関心と言うか」

「傍観者なんですよ。どちらの味方にもならない……いえ、有利な方を向くといった連中です」

　言い淀んだ子爵に対しヘンリーさんがズバッと言う。なかなかに思うところがあるみたいだね、ヘンリーさん。ただ、私にとってはそう言い切ってくれる方が好都合。

「では、最悪切り捨ててもいいと？」

「ご自由にどうぞ。居なくても我が家は困りません」

「こらっ！　ヘンリー！」

　慌てる子爵の声もどこ吹く風。ヘンリーさんは大変いい笑顔で言い切った。思わず固く握手を交わしたり。重要なのだよ、これ。

　今夜出席してもらう守護役連中は全員公爵家の人間、ならば今回のことから繋がりを持とうとする輩が出るかもしれない。その場合にはもちろん拒絶するけど、ディーボルト子爵家が敵視される可能性がある。だから事前にどうするか聞いておきたかったんだけど、必要ないみたいだね。良かった良かった。約一名を除き、いい笑顔で会話する私達に使用人達は引いてるけど気にしない！

「ところで、ミヅキ。お前、今夜は何を作るつもりだ？　基本的に料理人達に任せるんだろ？」

「うん、クリスティーナのお祝いならそうするべきでしょう？　大丈夫、グランキン子爵家の分は私が作るから」

「あいつらの分だけ？」

「何を言われても私の責任でしょう？　異物混入されてもこの家を責めることはできないよ」

　死なない程度の毒だってあるのだ、注意するに越したことはない。疑うなら徹底的に。文句を言われても事件を仕立て上げられても対処できる自信があるもの！

「というわけで料理人さん達が頑張ってくれるよ、クリスティーナ」

「お任せください！　お嬢様」

　レシピを渡して一度教えたら完璧にこなしていたのだから問題ないだろう。殺伐としたお食事会は私とグランキン子爵一派だけでいいのだ、クリスティーナは楽しむがよい。守護役連中もいるし。

「メニューはね、料理長の得意料理の魚介類のシチュー、トマトソースのロールキャベツ、カリカリベーコン入りサラダ、白身魚のムニエル、あとはメインに一品。パンは胡桃くるみ入りと蜂蜜入りの二種にサンドイッチかな」

「奴ら用はどうなるんだ？」

「それにチーズを入れる。基本的に見た目は同じようになるよ。ソースやドレッシングを数種類用意して『お好みでどうぞ』とか言っちゃえばかなり融通利くし」

　何せサンドイッチに戸惑う世界なのだ……日頃食べ慣れているものから離れ過ぎた料理だと手をつけないだろう。そんな事態を防ぐ意味もあって守護役連中は食事の席についてもらうことになっている。

　それに今回は誰が見ても材料が丸判りなものばかり。説明すれば問題ないだろう。

「ちなみに同じ物を本日の昼食として魔王様に作ってきました」

「ああ、あの方は来れないだろうしな」

「暴言を吐けば吐いただけ魔王様の好みを貶めることになります。ついでにゼブレストで生産される一級品も将軍の目の前で貶められますね。どうよ？　死角はなかろう！」

「「悪魔か、お前は!?」」

　胸を張る私の言葉にぎょっとしてハモる騎士ズ。魔王様の意味が判らない人々は首を傾げ、不幸にも理解できてしまった人達は固まった。なお守護役連中の反応は。

「あの調査の結果にエルの好みを反映させたのか。報告の義務があるから間違いなく耳に入るな」

「おや、私も報告をしなければならないのですが……どうしましょうね？」

　慌てるどころか面白がっていた。さすがだ！　それでこそ彼らの側近だ！　だってどこぞの王族二名は限りなく主犯に近い共犯者じゃん？　参加枠をあげなきゃ可哀相だよねぇ？

「やだなぁ、今回はお料理作るだけだよ？　ただ、私達にとってはこれからが忙しくなるだけで」

「そして自分は最も楽しい場所にいるんですね」

　セイルの言葉ににやり、と笑う。今回、私は食事の席にはつかず給仕として参加。全体が見渡せるベストポジションだよね！　様々な事態に対処する意味でもこの役割が最適だ。

「恐ろしいですね、貴女に見張られての悪事なんて」

「あら、『何もしなければただ給仕をするだけ』だよ？　何かしたら対処って言ったじゃない」

「普通は何もありませんよね」

「普通はね。あ、でもあの近衛は後で魔王様に言って〆る」

　あんな騎士要らない！　と言うとセイルは楽しそうに笑っただけだった。そしてアルやクラウスも止めなかった。個人的な感情だが、支持を得た模様。そうか、公認か。何かあっても権力で揉み消してくれるというわけだね？　視線を向けると笑顔で頷くし。

　彼らは忠誠厚い騎士……やはり内心お怒りだったらしい。セイルの報告書に書かれるということは国の恥確定だ。国からのお叱りもあるんじゃなかろうか。

「しめ……る？」

「クリスティーナ！　気にしなくていいから！」

「純粋でいてくれ！」

　きょとんとしているクリスティーナに騎士ズが必死に言葉をかけている。おーい、騎士ズ。君達の私の認識はどんなものになっているか、一度お話ししようか？







　　第十五話　夜の始まり




　相変わらず面白味のない家だ、とグランキン子爵は内心嘲笑う。口にこそ出しはしないが、その感情は表情に出ているのだろう。

　華美な物などほとんどなく使用人達と馴れ合うような暮らしをしているくせに、自分達より確実な未来を手に入れている憎らしい連中。それがディーボルト子爵家に対する彼の認識だった。

「お父様、クリスティーナはどんな顔をするのかしらね？　ふふ、楽しみだわ」

　美しく育った自慢の娘がこっそりと囁く言葉に「今はまだ黙っていなさい」と返すも、彼の口元には笑みが浮かぶ。かつて彼を全く相手にしなかった女によく似た娘を言葉と『事実』で嘆かせてやる様を思い浮かべて。

　母親の罪は娘が償うのは当然なのだとグランキン子爵は思った。いや、娘だけではない。あの男も生意気な息子達も屈辱と怒りに顔を歪めるべきだろう、とも。

　本当に愉快そうなその姿は、彼の容姿も相まってとても邪悪に映る。兄しか頼ることができない愛娘のデビュタントで私の娘との差を痛感するがいい、そんな思いも胸に渦巻いているのだろう。

　グランキン子爵は優越感に浸りながらも歓喜を隠すよう努めた。全ては彼の思い通りに運んだのだから──。

　そんな子爵家に怒りを燃やすのは神──ではなく、容赦がないと評判の魔導師（異世界産）。

　グランキン子爵は知らなかった。見下しているディーボルト子爵家の双子が最悪の魔導師と繋がりがあることなど。世の中、上には上が居るものなのだ。彼の言う『計画』など彼女から見れば『悪党のお約束』程度でしかない。

　彼がただの悪党である以上、鬼畜には勝てない。容赦のなさが桁けた違ちがいなのだから。

　彼女曰く敵に情けなど必要ないのだ……『屈辱的な姿も優越感も要りません、己が楽しむことを最優先に弄ぶことこそ使命です！』というろくでもない信念の元に行動するので回避不可。

『正義？　何それ美味しいの？』『動く理由がなければ仕立て上げればいいじゃない！』という非常に個人的な感情の下、潰しに掛かるのだ。ある意味災厄である、手に負えない。

　その鬼畜は彼のすぐ傍にいた。メイドの振りをしつつ、彼らの行動をじっくり観察中である。そして鬼畜予備軍な野郎どももディーボルト子爵とクリスティーナの傍で待機中。

　グランキン子爵に騎士ズ並みの危機回避本能が備わっていたら確実に逃げ出しただろう。『ここは危険だ！　邪悪な思惑が渦巻いている……！』と。




　　※※※※※※※※※




　こちら現場のミヅキです。皆様、如何お過ごしでしょうか？　えー、現在グランキン子爵一家が玄関を通過中です。何を考えているのか時々得意げに笑みを浮かべています。実に判りやすい人ですね！　……はい、リポート終わり。キモイぞ、グランキン子爵。

　もちろん、娘の言葉もしっかり聞こえている。小娘、得意になっているのも今のうちだけだぞ？　守護役連中を見て悔しがるがいい！　あいつら顔だけは極上だ！

　どんな顔をするのかしらね♪　楽しみね♪　さっきのお前を真似て言っちゃうぞ？

　グランキン子爵一家が室内へと消えたことを確認し、私も厨房へと向かう。ふふ……罠はもう始まっているのだよ、グランキン子爵。室内のあらゆる所に盗聴・盗撮の準備が整えてあるのだ、言質は取り放題。盛大に踊ってくれたまえ！

「ミヅキ様、準備はできております」

　厨房には今夜の主力面子が揃っている。皆、グランキン子爵達に怒りを燃やしているせいか、非常にやる気。いい傾向だ、とりあえず頑張って今夜を乗り切ろう！

「そう。では、今後私は基本的にあの部屋にいますから後はお願いしますね」

『はい！』

　使用人の皆様や料理人さん達の頼もしい声に見送られ、私も今回の仕事場へと足を進める。給仕兼料理の説明が表向きの本日のお仕事なのだ。食材の入手先をバラすのはもちろん最後、逃げられても困る。と、その時。

「こちらの食事会に招かれているのですが、部屋まで案内を頼んでも？」

　唐突に赤毛の青年が湧いて出た。あら、まだ招待客が残っていた……ん？　こいつって……。

「失礼ですが、お名前を確認させていただきたいのですが」

　一応礼儀を守りつつ、ちらりと視線を向けると赤毛の青年は人好きのする笑みを『作った』。

「ああ！　アンディ・バクスターです。君は？」

「……はい、確かに。それではご案内致しますね。皆様もうお揃いですよ」

「おやおや、役目に忠実だね」

　わざと聞こえないように振る舞ったら、明らかに不快になった青年。使用人の名前聞いてどうする。

　ええ、役目に忠実ですよ？　女好きの近衛騎士もとい本日の獲物リストでグランキン子爵と同列一位の獲物様？　貴方がクリスティーナにしようとしたことを知っている身としては、気を抜くと殺気が駄々漏れしそうです。……思い知らせてやるから覚悟しとけ。

「美人でも面白味のない女は男を退屈させるだけだよ？」

「あら、私ほど退屈させない女は滅多に居ませんよ」

　嫌味に笑顔で答えてやると、応えが予想外だったのかアンディは一瞬言葉に詰まる。

　今まで悪企みの犠牲者様達には退屈どころか泣いてもらいましたが、何か？　退屈させる気など欠片もないから期待しててね？　つーか、肩に手を置くな。叩くぞ？

「やれやれ、嫌われたみたいだね。だけど……きっと今夜は楽しいことが起こると思うよ？　この家にとって、ね」

　アンディは肩を竦めて私から手を放すが、瞳には剣けん呑のんな光が宿る。そしてにやり、と笑った。

「ええ、それは同感ですね。ですがそれは『私にとって』ですわ」

「何？」

　笑みすら浮かべて平然と返す私に怪訝そうな表情を浮かべるアンディ。悔しさも敵意も何もない、ただ純粋に『楽しい』という笑みを浮かべた私の真意が判らないせいか悔しげだ。

「さあ、この部屋ですわ。どうぞ楽しい夜を」

「……。ふん、強がっておけばいいさ」

　そう言うとさっさと部屋に入っていく。互いに仕掛けた悪企み。楽しむのはどちらなのか──

　まずは私が一勝だけどね！　共犯者発言どうもありがとう！　『事前に何か起こることを知っていた』以上は巻き込まれただけなんて言い訳通じないよ？

　さあ、この調子でガンガンいってみましょうか！




　　※※※※※※※※※




「今こ宵よいは我が娘クリスティーナの誕生祝いに集つどってくれたことに感謝する」

　そんなディーボルト子爵の言葉と共に始まった食事会。席はディーボルト子爵一家の隣に守護役連中、そして親族と続き、端にグランキン子爵家と赤毛。奴の呼び方は赤毛で十分だ。

　初めから徹底的に隔離配置、何か言っても守護役連中で止まる。彼らは公爵子息なのだ、対処は慣れている。嫌味を言っても笑顔で反撃当たり前。受け流す術を十分叩き込まれているのだ。

　守護役達の服装は上質だが比較的シンプルな上、名乗らないので精せい々ぜい『貴族階級の人』くらいの認識だろう。いきなり公爵家が味方として出てきたら何もしないと踏んで、本来の立場を気付かせないような仕掛けも万全。現に今もバレてはいない。

　料理の方もディーボルト子爵が最初から『異世界の料理』だと言ってくれたお陰で、手をつけないということはないみたい。今のところは順調か。

「ふん、珍しいという割には野菜の煮込みか」

「あら、ロールキャベツがお気に召しませんでした？　グランキン子爵様方はチーズがお好きとのことでしたので全ての料理に使ってみたのですが」

「なるほど、貴様が異世界人か。さすが庶民と馴れ合う奴らは高貴な味など判らんな」

「ええ、理解できません。好ましく思わないと言いながらも綺麗に完食される方のお考えなど」

「っ！　貴様……」

「お口に合わないのでしたら残された方が宜しいですよ？」

　グランキン子爵家──主にグランキン子爵──は何かにつけて愚ぐ痴ち言いまくり。私は給仕らしく傍に張り付いてお相手、もとい嫌味の応酬。本当に順調です。そのままでいろ、グランキン子爵。

　対してグランキン子爵の娘は守護役連中にかなり視線がいっている。クリスティーナは守護役連中と会話が弾んでいるのだが、娘が嫉妬しているのはその光景にではない。守護役連中の態度が原因なのだ。……彼らはクリスティーナ達と会話をすることはあっても彼女に対して総シカト。大変大人気ないやり方で怒りを煽おおっていた。お前ら、素敵な騎士じゃなかった？

　うん、この状況を見ても私達が善玉には見えないね。お陰でその他の勢力は始終無言。

「あ、あの……っ」

「クリスティーナ嬢、ミヅキが伝えた料理はお気に召しましたか？」

「はい、とても！」

「そうですか。後で彼女に伝えてあげてくださいね」

「私はグランキン子爵家の……」

「ほう、いいワインだな」

「ええ、この年の物はなかなか手に入らないのですよ」

　始終こんな感じ。娘よ、いい加減に悟れ。意図的に除外されてる君じゃ、絶対に会話に加わることは無理だから。そしてそんな状況を利用するのが守護役連中なのだ。

　給仕に訪れる私の耳に内緒話を囁く、手や頬にさり気なく触れる、見つめ合って微笑む。

　こんな行動を色男三人から取られればグランキン子爵令嬢の敵意や殺意は私一人に向くわな。もちろん、私も彼女をチラ見して更に煽るけど。……ああ、物凄く睨み付けられてるね。いいぞ、もっとやれ。これでクリスティーナという本来のターゲットを忘れてくれれば尚良し！

　まあ、そんな状況にプライドの高いお嬢様が我慢できるはずもなく。彼女は肉料理に移る前に報復に出たのだった。さすがに給仕に負けるのは我慢ができなかったらしい。

「そうそう、クリスティーナ様のデビュタントは私と一緒のご予定でしたわね？　今宵、私のパートナーを連れて来ていますの」

　唐突にそう言いだすと赤毛に視線を向ける。

「クリスティーナ嬢、申し訳ありません。私個人としてはこちらでお相手を努めさせていただく予定でしたが、家の方からこちらのアメリア嬢をエスコートするよう言い付かりまして」

「そういうことですわ。ごめんなさいね？　クリスティーナ」

　悪いなんて少しも思っていない得意げな顔で謝罪を述べるアメリア嬢。赤毛もすまなそうな表情はしているが、表面的に取り繕っているだけだろう。

　対してクリスティーナは──微笑んだ。

「ふふ、判りましたわ。私にも新しいパートナーがいますのでご心配なく」

「え!?」

　クリスティーナは二人の思惑通り表情を曇らせる……なんてことはなく。楽しげに笑って承諾したのだった。

『クリスティーナ、あいつらは絶対にパートナー略奪について言って来るでしょう』

『その時は笑顔で承諾してやって。絶対に俯いたり泣いたりしないで』

『貴女にできる最大限の攻撃と守りは傷ついた様を見せないことなのだから』

　……事前に私が教えておいたとおりに、彼女はやってのけたのだ。







　　第十六話　悪役と書いて玩具と読む




　にこやかに告げられた言葉に得意げだったアメリアの表情が変わる。すぐ顔に出るのは父親譲りか、アメリア嬢？　驚けば『略奪は計画的』ってバレるだけだぞ？

「ま……まあ、強がらなくてもよろしいのよ？」

「いいえ？　実は是非と言ってくださった方がいたのです。アンディ様にお願いした手前お断りしたのですが、このような状況ならば受けさせていただきますわ」

　にこにこと話すクリスティーナは一見何も気にしていないように見える。だが、実際は傷ついているはずだ。最後までアンディを批難しなかった子なのだから。それに、これ以上話が長引けば『パートナーを奪われた可哀相な子』に仕立て上げられかねない。そろそろ参戦しましょうか。

「嬉しいわ！　受けていただけるのね！」

　ぱちん、と手を鳴らし笑顔でクリスティーナの傍に行く。……ああ、やっぱり震えてるじゃん、この子。随分と無理をしていたようだ。よく頑張った！　思わず抱き締めちゃうぞ。

「一緒に装飾品を選びましょうね！」

「はい！」

　その装飾品は魔道具だが。私と黒騎士の努力の結晶をプレゼントするからね！

「……おや、何か贈ろうと思っていたのですが。私を甲斐性なしにするおつもりですか」

「仕方ないでしょう。ああいった物は女性同士で選ぶ楽しみもあるのですから」

　アルとセイルも会話に混じり、そしてアルは立ち上がるとクリスティーナの手を取って微笑んだ。

「改めてお願いします。私に貴女をエスコートさせていただけますか？」

「ええ。こちらこそ宜しくお願いします」

　微笑み合う二人＋クリスティーナに背後から抱きつく一匹（＝私）。ある意味微笑ましい光景に異議を唱えたのは無視されていたアンディだった。ガタン！　と音を鳴らして立ち上がり睨み付ける。

「おい、ちょっと待て！　お前は一体何なんだよ!?」

　彼に怒鳴りつける権利などない。単に無視されたことが気に食わないのだろう。

「煩いですね、黙っていなさい」

「……いきなり出てきた挙句こっちの言葉を無視か？　クリスティーナ嬢、こちらの方は？」

　先ほどの申し訳なさげな顔を一転させアルを睨みつけてくるアンディ。ああ、自分が軽んじられることもクリスティーナが傷つかなかったのも許せないのだね？

　私は貴様が心の底から許せない。自分勝手な抗議をしている君なら理解してくれるよね？

「あらあら、自分から裏切っておいて何てみっともない」

　くすくすと笑いながら腕を解き、私はクリスティーナを隠すように立つ。アルも冷たい視線を彼らに向け、私の横に立った。その視線の冷たさに僅かにアンディが怯む。

「貴方は自分から役目を放棄したのに何故憤いきどおるのですか？　まさか」

　一端切って挑発的な笑みを向け。

「ご自分が惜しまれるような逸材だと思い上がっていたのかしら？　まさか、ねぇ？」

「そんなはずないでしょう、ミヅキ。自業自得の結果にも関わらず不満を言うなど」

『貴方にその価値はないでしょう？』そう暗に言い切った私達に、アンディとアメリアは更に怒りを募らせたようだった。二人の顔が更に歪む。

「な……アンディ様は近衛騎士でいらっしゃいますのよ!?」

「ええ、知っています。それが何か？」

「御嬢さん、近衛というものは家柄と実力がなければなれないものなんだが？」

　その言い分にアル達が嫌悪を浮かべたのだが、アンディは気付いていない。

「つまり馬鹿でもなれると言いたいんですね」

「何でそうなる!?」

「貴方が近衛になれているからですけど？」

　今、貴族に生まれてそこそこ強い『だけ』で近衛になれるって言ったじゃん。自分で言ったことの意味も判ってないのか。それにお前は私が知る近衛騎士とは明らかに別物だ。

「それ以前に騎士ならば『誠実さ』と『責任感の強さ』を求められますよ。信頼できない騎士などもっての他です」

「近衛でなくとも騎士ならば家柄など関係なく己が立場に対して誇りと責任をお持ちですよ。騎士どころか人として最低の貴方には持ち合わせないものですけどね？」

『笑わせるんじゃないよ、お坊ちゃん』

　声に出さずに告げた言葉はしっかりと届いたらしく、アンディは顔を赤くして私達を睨み付けた。

　やだなー、ゼブレストで散々殺意と敵意に晒されまくった私が怖がるわけないでしょ。女は睨めば怖がると思ってるなんて、お馬鹿さんなんだから！

　アルも私も間違ったことは言っていないし、これは一般的な認識。近衛ならば特に重要だろうが。

　まあ、まともな騎士なら最初からこんなことに協力しないよね。ご自慢の実力とやらも勝ち負けならば私の方が強いぞ、多分。

「これが近衛騎士とは国の恥だな」

　一人ワインを飲んでいたクラウスが更なる怒りを煽る。ちなみに彼はこれが素だ。彼にとっては事実を言っているに過ぎないのだから遠慮などあるはずはない。

　……職人がクリスティーナのエスコート役に向かないのはこのせいなんだよね。興味のないことは最低限しか行動しない上、良くも悪くも正直なのだ。

　一応、場の空気は読めるから普通にしていれば問題はないが……今回みたいに明らかに敵認定されていると馬鹿正直に毒を吐く。

「貴様如ごときに一体何が判る！」

「判るぞ？　俺達も騎士だ」

　吼ほえるアンディにも無表情で対応。それが更に怒りを煽ったようだ。

「はっ！　じゃあ所属と名を名乗ってみろよ！」

　強気で自滅発言をするアンディに皆は余裕の表情。ちら、とアルに視線を向けるとやや苦笑しているようだ。何か思い当たることがあるらしい。後で聞こうっと。

「いいんじゃない？　そろそろバラしても」

「お前も！　一体何なんだよ、そいつらの仲間なんだろう!?」

「はい、お仲間ですよー。むしろ私が居たから彼らはここに居ます」

　異世界人の情報ってある意味制限されてるからね。特にこの国で何かやらかしたわけじゃないし、私の姿を知ってはいても異世界人と気付かない人がほとんど。異世界人だと気付いても『ただそれだけ』という認識の人が大半なのでゼブレストほど恐れられていないのだ。

　だから今も異世界人の護衛程度にアル達は思われているのだろう。そもそも子爵家に公爵子息が居るとは思わないよね、普通。

「では、自己紹介を。エルシュオン殿下の保護下で生活中の異世界人ミヅキ・コウサカですよ」

「白き翼の隊長を務めさせていただいております、アルジェントと申します」

「所属は黒き翼、クラウスだ」

「ゼブレストにおいて将軍の地位におります、セイルリート・クレストです」
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　言葉と共に彼らは幾つかの装飾品を外す。その途端、彼らの髪や瞳が本来の色に戻った。『近衛騎士ってことは最初からバレるよね。どうすっかなー』と考えた末の色彩チェンジ。アルとクラウスって外見も噂になっているから、その認識を利用したのだ。

『淡い金糸に優しげな緑の瞳』は『艶やかな漆黒に藍色の瞳』に。

『漆黒の髪に感情の見えない藍色の瞳』は『金髪と明るい緑の瞳に』。

『青みがかった銀髪と薄い水色の瞳』は『深紅の髪と瞳』に。

　いやー、予想以上に雰囲気変わって吃驚びっくり。眼鏡装備で更に別人！　それに加えてかなり弱い幻覚作用の魔道具も付けているから顔を正しく認識できないらしい。もちろん、雰囲気や口調までは変わらないから『親しい人間が正面からじっくり見れば本人と判る状態』だそうな。

　席が離れている上に親しくないアンディには名前さえ名乗らぬ男達が誰か判らなかったのは当然だ。まあ、そんな状態でも絶世の美貌は健在なのでアメリア嬢は見事引っ掛かってくれたわけだが。

「な……何故、貴方達がここに……」

「何故って、私が今日出された料理の一部を作ったからです。私に付き合ってくれたんですよ」

　嘘は言ってない。それに加えて他の用事もあるだけで。まさか守護役が勢揃いしているとは思わなかったのか、アンディは酷く驚き、声が掠かすれている。顔色も悪い気がするが大丈夫だろうか。

「関わりがないじゃないか！」

「ディーボルト子爵家の双子は私達の友人ですよ？　彼らはエルシュオン殿下直々に私の護衛を命じられています」

　その言葉に私達以外の視線が騎士ズに向けられる。グランキン子爵にとってはこれも結構なダメージでしょうねー、見下していた双子が王族の信頼を受けているんだから。アンディは……あら、青褪めて黙っちゃった。衝撃が強過ぎたか。

「『異世界人は魔導師』ということと『守護役が誰か』ということしか一般的に伝わっていませんから」

「なるほど、個人的な用事に付き合うほど親しいと知らなかったのね」

「ええ、溺愛していると知っているのは一部だけですよ」

「溺愛、ね……」

　アルがこそっと教えてくれた噂に微妙な表情になるのは仕方がないと思っていただきたい。奴らの基準は普通とは大きくかけ離れているのだから。とりあえずトドメは必要だよね！

「素晴らしい騎士達に囲まれて生活している私が貴方なんて相手にするはずないでしょう？」

「……。ミヅキ、それはどういうことですか？」

　セイルが妙に迫力のある笑みを向けてくる。それはアルも同様。

「部屋に案内する時に肩に手を置かれたり名前を聞かれたりした。相手にしなかったら不機嫌になって『この家にとって楽しいことが起こる』って言ってたから計画的だね、これ」

「そ……それ、は……」

「ああ、安心して？　ちゃんと録音済み。だから改めて言わせてもらうわ」

　アンディに向かってにっこり笑い。

「失うせろ、クズ！　守護役達を知る私にとって貴様は騎士の面つら汚よごしだ！」

「我々は彼女の婚約者でもあるのですが……実に不愉快ですね」

　私の言葉に加え美貌の将軍様がやや紅の英雄モードになりつつ冷たい視線を送ると、アンディは力が抜けたように椅子に座り込んだ。漸く自分が何をしたか自覚したらしい。もっともそれは私達の敵になったということであり、クリスティーナへの罪悪感は欠片もないだろう。

　そして『婚約者』という言葉に反応し睨みつけてくるアメリア。次は君か。いいぞ、何でも言え。

「婚約者といっても守護役の意味でしょう？　私だって知っていますわ！」

「何て図ずう々ずうしいのかしら。異世界人というだけで思い上がるなど育ちが知れますわ」

　母親であるグランキン子爵夫人の援護射撃に勝ち誇ったような顔になった彼女は、次の瞬間、守護役達の一睨みで凍りつく。

　思わず避難しようとした私を隣に居たアルが腕の中に確保、逃亡失敗。

　目を逸らすな、騎士ズ！　ああ、ヘンリーさんも何故か可哀相なものを見る目をこちらに向けている。本能的に喜ばしい状況じゃないのを悟りましたか。気付いちゃいましたか。

　そんな私達をよそに守護役達は抗議しまくっていた。当然それには毒が混じる。

「『守護役だから婚約者になった』んじゃない、『婚約者になりたくて守護役になった』んだ」

「我々は守護役となる前に彼女に求婚していますよ？　家の者達も歓迎しています」

「血の繋がりのある者すら貶め悪びれることもない貴方達こそ育ちが知れますね」

「爵位剥奪予定の子爵家が何様のつもりなんだか」

　物は言いようだね、これだけ聞くと物凄くまともだ。個人の好みが加わるとドン引きされるから言うなよ？　ただ、アメリアには一途な愛の物語に聞こえたのか、復活するなり睨みつけられる。

「どうして……そんな女と比べて私のどこが劣るというのよ!?」

「劣るとかそういう問題じゃなくて必要とされるのが私というだけですよ」

　事実を正直に言えば更に怒りを募らせる母子。疑問に答えてやったのに何故だ。

「貴女にとっては『そんな女』でも、ゼブレストの王にとっては親友です。その繋がりで今回の食材を王直々に提供していただきました」

「ゼブレストの者として証明いたしますね」

　ぴら、と一枚の紙を取り出したセイルはグランキン子爵達へとそれを渡す。苦々しい表情は紙の文字を追うに従って驚愕へと変わっていた。

「王だけでなく宰相も関わっているだと!?　しかもクレストとは……」

「セイルは宰相の従兄弟ですよ」

「な!?」

「ふふ、怒ったりしませんよ？　最高級の食材さえ貶けなしまくった貴方達の味覚が高貴な方々とは程遠いものだっただけですから。料理もエルシュオン殿下の好物ですが、貴方達には合わなかっただけですよね？」

　ええ、貴方達の口に合わなかっただけだよね？　個人差があるもの、そんなことで怒らないよ？

　ただ、食材提供元が王族だから君達の今後に何らかの影響が出るだけで。

　自国の王族の好みを貶めるような奴らだとその王族本人に知られるだけで。

　証言を求められれば、私が吐かれた暴言を涙ながらに伝えるだけで。

「ああ、でも一つだけご忠告を」

「な……何よ……」

　青褪めながらも気丈に言い返すアメリアにずっと思っていたことを告げてやる。

「貴方達の好物……栄養価がかなり高いので太りますよ？　ご両親を見れば判ると思いますが」

　カシャン……とグランキン子爵夫人の手からフォークが皿に落ちる。

「己を美しく保つことも高貴な女性の嗜みですし、健康の面から言っても重要です」

「見苦しい生き物など誰も傍に置いておきたくないと思うが」

　それ以降、言葉は返って来なかった。やっぱり世界を違えても体重の話題は女性にとって禁句だったのか。……職人よ、魔術以外に興味がないとはいえマジで手加減ないな。







　　第十七話　生かさず殺さず




　ちら、とアンディに視線を向ける。……もう何も言い返す気力はないようだ。

　一番最初の暴言といい、彼の態度は客としてのものではない。はっきり言うなら彼は明らかにディーボルト子爵家を見下している。考えられる要因としてはディーボルト子爵よりも身分が上だと考えるのが確実か。もっとも彼の実家が、ということであり本人は近衛騎士だろうけど。

　目には目を。歯には歯を。身分を重要視するアンディ君には最も効果的な報復だったろう。自分から公爵子息に暴言吐いたんだから。

　まあ、アメリア嬢よりは現実が理解できているようで何よりだ。あの子は相変わらず私に敵意の視線を向けてるもんなぁ。何でも自分の思い通りになると考えているお子様って性た質ちが悪いわ。現実が見えてないもの。

　個人的な感想を言うならアル達が君を選んだらロリコンだからな？

　元の世界なら奴らは社会人の年齢、対してアメリア嬢は中学生。特殊な趣味でもない限り社会人が中学生を選ぶ状況はあまりないと思う。選んだ場合、お姉さんは今とは別の意味で守護役どもにドン引きだ。悲嘆に暮れるどころか変態と離れられることを喜ぶあまり泣くかもしれん。

「もう確認は宜しいですか？　グランキン子爵殿？」

「……ああ、十分だ」

　セイルの言葉に苦々しく頷くグランキン子爵。その目には殺意と敵意と怒りが宿っている。

　だが、罵倒することはない。逃げ道を知ってるようだ。

『この状況下での逃げ道』──それはグランキン子爵自身が暴言を吐いていないこと。

　料理の愚痴は私個人に対するものだし、『個人の味覚の違い』で誤ご魔ま化かそうと思えば誤魔化せる。赤毛は捨てるとして、アメリアは『子供の我わが侭まま』扱いして親が謝罪しつつ宥なだめてしまえば強く怒れない。アメリアはデビュタントさえしていないのだから、そんな子供相手にむきになる方が大人気ないだろう。妻も叱って謝罪させてしまえば『異世界人のことだから』という理由で片がつく。

　未だグランキン子爵は決定的な失態を犯していないのだ。王族の不興は買うかも知れないが元々重要な役には就いていなさそうだし。

「我が妻と娘がご迷惑をお掛けしました。どうか許していただきたい」

「嫌です」

「……」

『空気読め！』と味方以外から無言の圧力が来たけど気にしない！　え、許す・許さないって被害者が自由に選択できるよね？　だったら許すわけないじゃないか、逃げるなんて！

「ミヅキ殿、貴女に言っているわけでは……」

　ないのですが、と顔を引き攣らせながら続けようとした言葉は守護役どもに阻はばまれる。

「この場の決定権は彼女にありますよ？」

「ミヅキが許すというなら仕方ないだろうな」

「我々だけでなくルドルフ様も宰相もミヅキには甘いですからね……」

『重要なのは彼女です』と暗に言い切る彼らにグランキン子爵は歯は軋ぎしりせんばかり。嘘は言っていないが事実でもない。元から共犯者の上、魔王様の命令なので許すという選択肢はないのだ。

　この場は私がグランキン子爵に敵認定されることが目的なのだよ、ちくちくちくちくいたぶってやろう。つーか、グランキン子爵よ……自国の王子様の性格くらい把握しとけ？　守護役達はご丁寧にも魔王様だけ省いたじゃないか、今。

　つまり私が許しても国からのお仕置きはなくならないよ、ということ。今この場で私が許しても魔王様の決定には逆らえませんから！

　安堵させておいてデビュタント後に一気にくるわけですね？　えげつないですよ、魔王様。

「嫌がらせするために押しかけた挙句、嫌味全開な人を野放しになんてできるはずありませんよ」

「私達はクリスティーナの誕生祝いに」

「招待されていなかったのに無理矢理ねじ込んだんですよね？　あと、祝いの言葉なんて一言も口にしてないじゃないですか」

「ぐ……そんなことは」

　ないと言い切ろうとしたのだろうが、私が張り付いていた以上は嘘だと知っている。

「言ってませんよね、門からずっと張り付いていたのに耳にしませんでしたから！　ああ、それからアメリア嬢がパートナー略奪を楽しみにしていたことも聞いていました。本当に最低！」

『最低！』のところは良い笑顔で言うのがポイント。ほれ、何とか言え！

「貴女も相当性格が悪いようですな……！」

「あら、性根の腐った生き物に好意的な態度で接する必要があるかしら？」

　グランキン子爵の嫌味にも笑顔で反論。クズにクズと言われても何の意味もない。

「どんな事情があろうとも、もう少し可愛げがあった方がよいでしょうな！」

「世界を違えてさえ揺るがぬ鬼畜評価の私に一体何を期待してるんだ、お前は」

「は……？　鬼畜……？」

　いかん、つい本音が。

「ミヅキは変わる必要なんてありません。そもそも何故貴方に合わせる必要があるのでしょう？」

　腹黒鬼畜な将軍様が無害そうな笑みを浮かべて言うとグランキン子爵はあっさり黙った。将軍というだけでなくクレストの者という認識が勝った模様。権力に弱いらしい。

　セイルには堂々と『鬼畜のままでいてくださいね』と言われたように聞こえるけどな。

　それにしても。

　……この程度でアル達が動けなかっただと？　どうも腑に落ちない。小こ賢ざかしさはあっても権力行使すればあっさり撃沈するだろう。だとすると考えられる可能性は一つ。

　──こいつの背後に誰か居る。公爵『子息』では強行できない立場の人が。

　まあ、今は気にしても仕方ない。怒らせるだけ怒らせておくか。私にはデビュタント時の余興として生いけ贄にえを献上する役目があるのだ、ここで潰すことはできない。

「そうそう、貴方がディーボルト子爵家を異様に敵視する理由がありましたよねぇ？　元伯爵令嬢にしてディーボルト子爵夫人のアリエル様。彼女が原因だそうじゃないですか」

「な……何を……」

　明らかに顔色が変わったグランキン子爵は夫人を気にしているようだ。夫人も怪訝そうに夫を見ている。……おや？　夫人や娘は知らなかったのかな？

　そうか、そうか、じゃあ是非とも暴露してあげよう！　素敵な愛の物語だぞ？

「引く手数多のアリエル様はディーボルト子爵を選んで恋愛結婚したとか。貴方は全く相手にされないどころか嫌われていたそうですね。……負け犬どころか選考外なんて無様な」

　グランキン子爵の顔が引き攣り、ざくっ！　という音が聞こえたような気がしたけど気のせい。

「ふふ、アリエル様はとても人気のある方だけあって『下心のある人』には絶対近づかなかったそうですよ。そりゃあ、伯爵家という後ろ盾だて狙いの顔も頭も性格も悪い男なんて選びませんよね！」

　……更に『ざくざく』聞こえたような？　幻聴だね、幻聴（棒読み）。

　グランキン子爵、人の口に戸は立てられぬものなのだ。奥方どころか奥方の実家にも伝わると思った方がいいよ？　少なくとも白黒騎士達は知っているし、噂をばら撒く手際も素晴らしいと思われる。私に抜かりはないぞ？　手加減や遠慮もするつもりはない。

「そのとおりですが手厳しいですね、ミヅキは。我々も気をつけねば」

「あら、選ぶのは男性だけじゃないわよ？　女にだって選ぶ権利があるもの」

「そうだな、これでは政略結婚でもない限り拒絶するだろう」

　アルとクラウスもグランキン子爵のダメージを労いたわることなく、更に突き落とす。グランキン子爵に対する評価も否定していないあたりが素敵。公爵子息が納得してる以上、きっぱり否定できないよね。ひたすら耐えろ。

「黒い噂が絶えず功績がなければ爵位剥奪の泥舟なんて乗りませんよね！　だって……」

　ちら、と顔面蒼白のグランキン子爵に視線を向け。冷や汗をかいているグランキン子爵は顔色を変えつつも、私の視線に気付き睨みつけてきた。

　はっは、随分と余裕がないようで。今夜は夫婦喧嘩勃ぼっ発ぱつですか？　楽しそうですね。

「魅力的な縁談ならアリエル様が断った時点で名乗りを上げる人が絶対いるもの。いくら財力があっても御免ですよ」

「き……貴様は！　どこまで私を馬鹿にすれば気が済む!?」

「え、そんなことないですよ？　奥方の愛は素晴らしいと賞賛してます。そんな人に嫁ぐなんて愛がなければできませんよね？」

　グランキン子爵の批難には超天然な態度で接してやろう。私に悪意なんてない。私の態度は彼の失言を別の意味で捉え、返しただけなのだから。

「……！」

　ふふ、反論できまい？　後のない子爵にとって奥方の実家は簡単に蔑ろにはできなかろう。どちらにしても『グランキン子爵家』の評判は変わらないから気にすんな？　最低より下は存在しない！

「……そのお話は一体どこでお聞きになられたの？」

　顔色をなくした夫人が静かな声で尋ねてくる。おや、『異世界人の小娘』扱いだったはずなのに言葉遣いが変わってるね。私に対する敵意を忘れている所を見ると彼女も色々と余裕がないらしい。

「ブロンデル公爵夫人ですよ。アリエル様の親友の」

「……そ、そう」

　情報元は公爵夫人。嘘吐き呼ばわりできないねー、これは。まあ、調べれば判ることだしね？　隠している様子もなかったから、知ってる人は多いんじゃないのかな？

　……ということをついでに教えてみたら完全に沈黙した。トドメになってしまったらしい。

「夫婦喧嘩は壮絶かな？」

「いいのか、あの程度で」

　意外そうなクラウスの言葉にも無言で頷く。

「逃げられても困るし、この騒動を面白おかしく話せばルドルフは許してくれると思うよ？　国に迷惑が掛からないようにしなきゃね？」

　国に対する報告というより限りなく娯楽方向で受け取られることだろう。宰相様あたりは私達の玩具おもちゃと化したことを哀れむかもしれない。

　──その後。

「今夜はこれで失礼させてもらう」

　と悔しそうに言い放ち、グランキン子爵達は帰っていった。去り際に「覚えていろ、小娘！」と呟いていたので、めでたく敵認定されたみたい。捨て台詞まで『お約束』じゃないか、どこまで悪役街道突っ走ってくれるか大変楽しみだ！

　またねー！　グランキン子爵。裏工作頑張ってねー、こっちもやるから。

　なお、アメリア嬢は最後まで未練がましく守護役に視線を送り、それ以上に私を睨み付けることも忘れなかったので彼女も仕掛けてくる可能性がありそうだ。構わないけど次は泣くどころじゃ済まないんだけどな？

　そんな感じで悪役ご一行は退場していった。もちろん、アンディもだ。ちらちらと未練がましく見てくるから「貴方はそちら側の人でしょう？」と言ってやったが。反論は認めん。

　むしろ近衛騎士としても認めたくないので、追い討ちとして馴染みの近衛騎士達に今夜のことを伝えようと思う。近衛騎士の在り方を憂うゆえの行動であって告げ口じゃありませんとも、ええ。







　　第十八話　夜は更けゆく




　グランキン子爵達が出て行った後の室内は非常に居心地の悪い空気に包まれていた。と、言っても私達は除いてだ。

「ところで、親族の皆様？」

　私がおもむろに攻撃対象を変えると彼らはびくり、と肩を竦ませた。

「貴方達はグランキン子爵の味方でしょうか？　私達の味方ではないことは確信しましたが」

「そんなことはっ！」

「そ、そうだ！　私達は何も知らなかったんだ！」

「知らなかったことは関係ありませんけど？」

「「え……？」」

『自分達は無関係だ！』と主張していた彼らは、虚をつかれたかのように呆けた表情になる。

「私達という『部外者』が居る以上はグランキン子爵を諌めるのが当然では？　一族の恥ですし、貴方達はクリスティーナの誕生祝いに訪れていたのでしょう？」

　本当に祝う気持ちがあるなら不快を示したり諌めるのが当然だ。だが、彼らは何もしないどころか面白がるような素振りさえ見せていた。

「何のために私が給仕としてこの場に居たと思うんですか？　グランキン子爵だけではなく、貴方達の態度を観察することも目的なのは当然でしょう？」

『なっ!?』

　心外だと怒りに顔を歪める者、動揺のあまり顔を引き攣らせる者など反応は様々だ。まあ、そういう反応するでしょうね。いきなり自分達に矛ほこ先さきが向けられたんだから。

「それに……お気付きですか？　ディーボルト子爵は言葉を一切発してはいません。おかしいと思いません？　愛娘の誕生祝いの席をこんな状態にされているというのに」

「まさ、か」

「ディーボルト子爵は我々の協力者ですよ」

　掠れた声に答えを返したのはアルだった。その言葉に親族達は顔面蒼白となる。翼の名を持つ騎士が『協力を依頼する』。それが個人的なことであろうはずはない。

「ディーボルト子爵家が食事会を憂うれえていたのも、私に助力を請こうたのも本当。そして私が魔王様から『命令』されたのも翼の名を持つ騎士達が『私に協力するよう命じられた』のも本当です」

　ところがその直後に魔王様から『彼らの立場や人脈を利用することを許可されている』のだ、しかもそれは私の指示の下という条件で。

　直訳するなら『今回に限り私が騎士達に命令する権利が魔王様直々に与えられている』。あの人が個人的な理由でそんなことを許すはずがない。そして騎士達が従うのは魔王様からの『命令』だからだ。

「私とディーボルト子爵家の双子は個人的な事情で動いていますが、翼の名を持つ騎士達は命令で動いているということですよ。利害関係の一致、と言った方がいいでしょうか」

「おや、そう考えた理由をお聞きしても？」

　穏やかな笑みを浮かべたまま聞いてくるアルの目はいつか見たように少しも笑っていない。

　クラウスは無表情だがセイルは……明らかに面白がっているようだ。

「グランキン子爵だけを狙えば必ず巻き添えになるものが出るでしょう。特にディーボルト子爵家は血の繋がりがある上、接触も多いから疑われたり共犯に仕立て上げられる可能性がある」

「仲が悪いのでは？」

「接触が多いことが問題。表向き仲が悪い振りをしてた、なんて言い出すかもしれないでしょ？　それを証明すべき親族達は我関せずで傍ぼう観かんしているし、我が身可愛さで切り捨てる可能性大」

　私と守護役達は同時に親族達へと冷めた視線を向ける。言い返すなんて真似はできまい、今回もずっと『傍観していた』のだから。以前アルが言っていた『貴族同士の繋がりは厄介』という言葉。それは必ずしも味方としての繋がりを指しているわけではない。

　下らない噂とて馬鹿にできないのだ、事実ではない醜しゅう聞ぶんに潰されることだって十分ある。実際、ゼブレストでは『個人的趣向の下世話な噂』で約二名が大変なことになっているのだから。……発案・実行した私は反省など欠片もしていないが。仲が悪いからこそ最後の足掻きとして共倒れをしかねないからね、グランキン子爵。

「今回は実に都合が良かった。私が関わる以上報告の義務があるし、『命令で動いている』アルやクラウスも同様。身内だけの集まりなんて証言は役に立たないもの、だけど私達が介入すれば別」

「だろうな。グランキン子爵を監視するという名目であちこちに魔道具が仕掛けられている。証拠としても十分だ」

「私もいますしね。クレストの名を持つ者として証言させていただきます」

　クラウスとセイルの追い討ちで親族連中はいかに自分達の行動が拙かったか悟ったようだ。青褪める者、肩を落とし俯く者、申し訳なさそうにディーボルト子爵に視線を向ける者。……見苦しく言い訳しないだけマシだろうか。これなら仕事を任せてもいいかもしれない。

「全てはディーボルト子爵家の協力が必須となる。王族直々に協力を求められ、愛娘の祝いの席をこちらに差し出す者を疑う人はいるかしら？　殿下が特別扱いをした、と侮辱したいなら別だけど」

「あの方がそんなことをしないのは周知の事実ですよ。貴女さえ駒の一つとして扱われているのに」

「その駒が『信頼できる者』という意味なら悪くはないわね。まあ、何にせよ今回のことでディーボルト子爵はこちらの味方だと証明されたから」

「信頼していますとも。ディーボルト子爵家を失う気はないからこそ、今回の茶番です」

　アルの言葉が決定打。クラウスもセイルも満足そうにしている所を見ると間違ってはいなかったようだ。若干顔を強張らせてはいるものの、ディーボルト子爵家一家は誰一人取り乱したりはしない。ごめんよー、ディーボルト子爵家の皆様。こんな判りにくいやり方する上司で。

　今後グランキン子爵が駆除されても巻き添えを防ぐには確たる証拠が必要だったみたい。親族連中には何の手も打っていないことから察するに惜しくはないのだろう。

　一応、愛国精神溢れる王子様なので許してやってくれ。国のためというのは本当だ。そしてそれ以上に諦めておくれ、外見天使で中身が魔王だが正真正銘この国の王子様なのだよ。

　私にとって足場固めという意味もあるので『実力を示せ』ってことなんだろうけど、正解に辿り着けなかったらどうするつもりだったんだか。つーかね、セイル。お前、全部知ってただろ!?　でなきゃ、魔王様があっさり許可するはずもないし。先日ゼブレストに居なかったのは、私と入れ替わりでイルフェナにでも行ってたんじゃないか!?

　内心セイルへの疑いありまくりな私の視界に放置されたままのワゴンが映る。肉料理の直前にアメリア嬢達がやらかしてくれたので、そのままになっていたんだよね。まあ、この状況としては非常に有効活用できるものなんだが。……使うか。本来は対グランキン子爵脅迫料理だったけど。

「……そうですね、皆様がグランキン子爵の味方ではないと証明する術は残されていますよ」

「何！」

「お……教えてくれ！」

「私達はあの人の味方じゃないわ！」

　私の言葉に一斉に騒ぎ出す親族一同。事態を理解した今となっては必死になるのも当然か。

「貴方達はこの場に『居た』んです。言わば証人。グランキン子爵は今夜のことを被害者ぶって言いふらすでしょうね？　それを止め、事実を広めることが皆様の仕事では？」

「おや、彼らにとってはこちらが加害者かもしれませんよ？」

　アルも意地が悪い。証拠が揃っている以上こちらに不利になることはないのに、敢あえて『親族はこちらを加害者と認識しているかもしれません』と言っているのだ。良識を思いっきり疑っているね、公爵子息。信頼されてないんだな、君ら。

「そんな真似できるかしら？」

　にこりと笑ってワゴンの上にあったものをトレイごとテーブルに置く。白っぽい塊かたまりは謎の物体と思われているらしく、誰もが興味半分不信感半分に見ている。確かにこれ、知らないと元の世界でも訝しがられるよね。料理なんだけど。

「ミヅキ……それは一体？」

　セイルが皆を代表するように疑問を口にした。他の人達も視線で問い掛けてくるのがよく判る。

「塩釜焼き」

「シオガマヤキ？　料理なのですか？」

「うん。下味を付けた肉の塊と香草を、泡立てた卵白と塩を混ぜた物で覆ってから焼いたの」

「……これは卵と塩でできているのですか？」

「硬いけどね」

　指で軽く叩いたくらいじゃ凹へこまないし、もちろん外側は食べられない。セイルは軽く指で叩いて「確かに硬いですね」と不思議そうにしている。インパクトは十分なこの塩釜焼きは、味付けもこの世界の人にとって違和感なく食べられるシンプルなものだ。そしてその程度で『脅迫用』なんて物になるはずはなく。

　上に布ふ巾きんを乗せて念のために手袋着用。腕には強化魔法付きのブレスレット。よし、準備完了！

「先ほどの話に戻りますね。……私は貴族ではありませんし、グランキン子爵が言うように権力など持たない小娘です。ですが一つだけ有するものがありまして」

「ふむ……知識かね？　異世界よりもたらされる知識は素晴らしいものだと聞くが」

「私が伝えられることなど料理のレシピくらいですよ！　異世界人だからではなく『私個人』という意味です」

　一番まともそうなお爺じいさんが首を傾げながら告げる言葉に否定を返しておく。うん、これは本人の性格が物を言うと思うんだ。グレンやアリサは絶対にやらないだろう。

「ふふ、私は凶暴なのです。敵には容赦いたしません。そう、こんな風に……」

『……え？』

　べきっ

　皆の心の声が一つになる中、笑顔のまま拳を振り下ろし塩釜にめり込ませると鈍にぶい音が響いた。中身は肉の塊なのだ、加減はしてるし少しくらい凹んでも問題なし！　なお、正しい食べ方は金かな槌づちで破壊するのが一般的。拳ではまず無理。

「……ミヅキ？　それはそうやるものなのですか？」

「いいえ？　一般的には金槌を使う」

「何故、拳で」

「気分的な問題」

　きっぱり言い切って拳を退けると見事に罅ひびが入っている。魔法って凄いね、全然痛くないよ！

　……おや、親族達は事前に将軍が『硬い』と言った謎の物体への興味よりも、拳で破壊した私への恐れが現れてるね。良い傾向だ。

「このように私は暴力で意思表示をすることが多々あるのです。もしも敵となった場合には……」

「場合、には？」

　誰かがごくりと息を飲む。

「死、あるのみ！　殺るか殺られるかの状況しか経験していないのです。ご覚悟を」

　魔王様の真似をして笑顔で威圧を加えてみたら笑えるほど親族連中の顔色が変わった。まさに音を立てて顔から血の気が引く状態。倒れるのは家に帰ってからにしてくれ、迷惑だから。

　普通に考えれば許可なく殺すことなどできないのだが、彼らはそう考える余裕もないらしい。

　ゼブレストでも思ったけど、貴族って守られるのが当然であって武闘派は少ない。だから言葉だけじゃなく実行してみせれば効果的かなと思っていたのだが。

　……想像以上の効果だ、怯えられている。

　ああ、どうせなら赤毛をボコれば良かった！　あいつだけ騎士だもの、女にやられたなんて絶対に口にしないだろうし。治癒魔法もあるからアル達も笑顔で『なかったこと』にしてくれただろう。

「貴方達がすべきことは『今夜のことを正しく広めること』と『翼の名を持つ騎士達が動いていることを一切漏らさないこと』の二つです。グランキン子爵達は私の付き合いでアル達が来たと思っているでしょうからね」

「なるほど。親族達に状況を説明したのは軽率な行動を慎つつしませるためだったのか」

「後者が情報として流れたら彼らがグランキン子爵側だって判るでしょう？　その場合は敵確定。連帯責任で全員ね」

　割と酷いことをさらっと言えば、顔色を変えた男性が口を挟む。

「い……些いささか大おお雑ざっ把ぱ過ぎないかね!?」

「今この場で敵認定しても問題ありません。それに連帯責任が嫌なら互いに見張ればいいんですよ」

　グランキン子爵共々さくっと駆除されても何とも思わないが、妨害要素を減らしておくに越したことはない。現状では『グランキン子爵の味方ではない』という自己申告しかないのだ、脅迫と共に『敵認定もありえる』という可能性を突きつけておけば妙な行動はとるまい。見張り合っていれば動きがあった時に自己保身から密告してくれるだろう。

　首輪と鎖は付けておくべきだよね！　そして『悪戯』をしたら叱る、これ常識。

「さあ、皆様？　明日にはグランキン子爵が悪評を流すかもしれませんよ？　震えている時間などありますかしら？」（訳「あいつら野放しにしておくと君達の立場が悪くなるけどいいんだね？」）

　ある者は絶句し、ある者は考え込む素振りを見せ。大半の者達が青褪めて震える中、私の言葉は正しく彼らの頭の中に入ったらしく。

「失礼するっ！」

「我々もっ」

「ごめんなさい、非常事態なの！」

「おい、急げ！」

　などなど一言ディーボルト子爵に言葉をかけると、実に素早い動作で帰宅していった。今まで傍観してたんだから今回くらい頑張れよ？　働けよ？

「で、彼らが駆除の巻き添えになった場合はどうするのですか？」

「捨てる」

「……働きを認めるつもりはないと？」

「自己保身からの行動でしょ、あれは」

　セイルの言葉に素直に返したら私達以外が固まった。即座に復活した騎士ズは微妙な顔をしつつも擁よう護ごするつもりはないようだ。

　……何か間違ったことを言っただろうか。それに私にはどうこうする権限ないし。

「とりあえず片付けたら誕生祝いのやり直しをしません？」

「え？」

「だってこの屋敷には純粋に貴女を祝いたい人達が沢山居るでしょ？　クリスティーナ」

　ディーボルト子爵達も私が誰のことを指しているか理解したようだ。笑みを浮かべて大きく頷く。

「そうだね。ああ、せっかくだからアリエルの肖像画がある部屋にしないかい？　家族用の食堂だから少し狭いが、お祝いだからね」

「俺達は使用人達に声をかけてくるよ」

「そうだな、全員気になっているだろうし」

　騎士ズがさっさと行動を開始する。やはりこの食事会には思う所が多々あったのだろう。あの雰囲気で『お祝いの食事会』って何の嫌がらせかと思うもの。

　さあ、ここからは（多分）無礼講ですよー♪　赤毛の謎とかグランキン子爵の嫌がらせとか色々話を聞けそうだ。一番はクリスティーナのお祝いだけどね！

「クリスティーナ！」

「なあに？　ミヅキ様」

「お誕生日おめでとう」

「はい！　ありがとうございますっ」

　笑顔で返して来る彼女に安堵する。傷つけられた上に殺伐とした話が続いたけど、今は楽しそうだ。良かった良かった。今回とは別に復讐計画まで必要かと思っちゃったよ。

「俺達が連名で抗議すれば家から叩き出される程度にはなりそうだが」

「それではつまらなくないですか？」

「やるなら居場所がなくなるくらいやりたいですね」

　……悪魔達の計画は聞こえなかったことにする。どうせ今回の一件が終わってからのことだもの。

　そういえば魔王様が『どんなに優しくとも彼らは公爵家の人間』って言ってたっけね。







　　第十九話　何を聞いても気のせい・酒のせい




　あれから。アリエルさんの肖像画が飾ってある食堂に屋敷中の人間が集い、クリスティーナの誕生祝いの宴うたげとなった。人数が多いので立食形式だけど、皆で話したいならその方がいいよね。

　残っていた料理に私が作り置きしておいた誕生日ケーキ代わりのタルトなどが並べられ、和なごやかな雰囲気に包まれている。料理人が自発的に作っておいたクリスティーナの好物や、私が慰労会用に作っておいた居酒屋メニューなどもあるので酒のつまみに困ることはない。

　ルドルフ提供のワインもサングリアにしておいた一本を除き皆に飲まれている。女性用のカクテルなんてないし、主役が飲まないのもどうかと思ったので作っておいたサングリアはクリスティーナを含む女性達に好評のようだ。料理長から提供してもらった赤ワインでも作ってあるので二日酔いしない程度に飲んでおくれ。酒は皆で楽しく飲む物だ。王様提供のワインだろうとも。

「……で？　酒も入ったことだしそろそろ聞きたいなあ？」

　ワイングラス片手にアルに問い掛ける。うふふ、絶対に聞きたかったんだよね。事情を知ってると匂わせた以上は黙秘は認めないよ？

「おや、何を？」

「あの赤毛が近衛になれた事情を聞きたいなあ？」

　知ってるよね？　と暗に聞けば穏やかな笑みが苦笑に変わる。現在、周囲には守護役連中と騎士ズにヘンリーさん。クリスティーナとディーボルト子爵はアリエルさんの肖像画の前で使用人達に囲まれているから、この話題は二人に聞かれることはない。

　ディーボルト子爵に『パートナーを見る目がなかった』と言うような内容だもの、これ。

　大丈夫、どんな事情を聞いても納得するから。だって、『あれ』が近衛騎士ってだけで何かの冗談みたいだもの！

「聞いてどうするんですか？」

「とりあえず屋敷に居る人達に暴露する」

「何故」

「口に出せなくても心の中で嘲笑うくらいは許されると思う」

　次に見かけた際には生温かい視線や哀れみたっぷりの視線を送られることだろう。睨むより赤毛にとっては余程ダメージがあると思うよ？　使用人に哀れみをかけられるなんて。

「ミヅキ、お前はそれだけで済むのか？」

　何かを察したらしいアベルが疑いの眼差しを向けてくる。それはもちろん。

「ううん」

「「即答か!?」」

「一人くらい復讐する奴がいてもいいと思うんだ。立場的にも問題無し」

「いやいやいや！　あるから！　気持ちは物凄く判るが！」

　騎士ズよ、煩い。どのみちアル達の怒りをかってるからただじゃ済むまい。それに魔王様に報告が行くから無事だとも思えないってば。

「治癒魔法使えるし、騎士だから体力あるよね？　力尽きるまで付き合ってもらうつもり」

「血はどうするんだ？　服に付くぞ？」

　クラウスの疑問ごもっとも。でもね、それってすでに犯行前提の質問であって赤毛に対する優しさはないよね？　……赤毛よ、職人は復讐に賛成みたいだぞ。心配する所がすでに違う。

「ああ、それならば大丈夫ですよ。私が以前、全身血濡れになっていても綺麗にされましたから」

「綺麗に『された』？」

　池放り込み事件を知らないヘンリーさんが首を傾げる。双子も同じく。

「ええ。池に突き落とされて、水と共に汚れを分離させたみたいです」

「そうか、では問題ないな」

「「納得しないでください！」」

　セイルが実に愉快そうに過去の経験を話すとクラウスは頷きそれ以上心配はしなかった。それどころか「やはり興味深いな」と呟いているあたり興味はそちらに移った模様。

　赤毛……お前の扱いって……。突っ込む騎士ズが一番まともな反応しとるぞ？

「いやあ、楽しそうだねえ」

「兄上も煽らないでください！」

「いいじゃん、遅いか早いかの違いだよ。目指せ、完全犯罪」

「ミヅキ、物騒なことを言うんじゃない！」

「証拠隠滅って素敵な言葉だよね」

　言い切ると騎士ズは黙った。いや、溜息を吐いて諦めた？

　騎士ズ、いい加減色々と捨てろよ。常識的に生きてると私を含め周囲の連中とはやっていけないぞー？　……という慰めをしたら更に落ち込んだ。何故。

　君達だって民間人でしかなかった私に『助けてくれ！』と縋すがってきたじゃないか。何を今更。

「それほど気になるなら、お話ししますが……ミヅキの出番ははっきり言ってないと思いますよ？」

「へ？」

「彼は相応の扱いをされますから」

　くすくすと笑うアルの言葉に、騎士ズに顔を向けると勢いよく首を横に振った。知らないらしい。話しても問題ないのかクラウスは無言でワインを飲み、セイルは興味深そうにアルを見ている。

　おやあ？　話せるけど極一部しか知らない事情、ってことなのかな？

「彼はね、おそらく『近衛試験に受かっただけ』なんですよ」

「……家柄が受験資格で実力が試験で試されるってこと？」

　それならば奴が『必要なのは家柄と実力』って言った理由に納得できるのだが。

「ええ、それが『正規の近衛騎士になる資格を得た状態』です。余程大っぴらでない限り個人の性格や勤務態度など判りませんから」

　つまりは一次試験突破ということね。赤毛が知らないってことは当事者達には隠されているのか。

「近衛騎士は王族達の警護を主に担当するので、実力だけでなく人柄も当然求められます。信頼できない者など傍に置いておくわけにはいきませんので。ですが、不適格とされてもそのまま部署移動ということにはならないのですよ」

「何か警告されたり監視がついたりするの？」

「いいえ。基本的に一年間を近衛として在籍させ、先輩騎士達がある程度の期間監視します。その報告によって最終的な判断は各隊の隊長が行うはずです。ですが……」

　一度言葉を切り、アルは楽しくて仕方がないといった表情になり。

「不適格とされるような人物でも近衛に所属していた事実は残ります。ですから、部署移動前に徹底的に性根を叩き直されるのですよ」

「「「うっわぁ……」」」

　限りなく棒読みで声を上げたのは私と騎士ズ。実力者の国としては大変納得できる決まりだけど、その実力者の皆様直々の躾しつけも怖過ぎる。つまり『近衛に一度でも属した以上は馬鹿でいることなど許さん！』という意味ですな。

　絶対、普通にお説教とかじゃないよね!?　性格改善ってそんなに簡単じゃないよね!?

「今回のことはエルに報告されますし、間違いなく隊長達の耳に入るでしょう。彼は挽回できるのでしょうかね？」

「アル、笑いながら言っても説得力ない」

「おや、失礼」

　突っ込むも全然反省していないようだ。密かにお怒りだったらしい。

　おい、セイル。そこで「我が国にも取り入れましょうか」とか感心してるんじゃない！　そんな人員割けないでしょうが、今の人手不足な状態だと。

「ミヅキ、どうしても復讐したければお前にしかできない方法があるぞ」

　一人酒を飲んでいたクラウスの言葉に一斉に注目が集まる。職人、一体どんな情報を隠し持って……いや、そんなことはどうでもいい。

「教えて欲しいな♪」

　上機嫌で問えば肩にぽん、と手を置かれ。

「寮の食堂に来る近衛騎士達にこのことを教えてやれ。ついでに近衛騎士に対して不審感を覚えたと言えば完璧だ」

　……よく判らないことを言われた。近衛騎士さん達は仲良くしてくれるけど、個人的感情では判断しないんじゃないかな？　それにあの人達は違うと判っているんだけど。

「ああ、それは良いですね！　彼らも自分の立場に誇りを持っているはずですから、隊が違っても指導してくれるでしょう」

「彼らも憤るはずだ。民間人にさえ不信感を持たれるなんて耐えられないだろう」

「ああ……そういうことね」

　二人の解説になるほどと頷く。彼らも同類に見られる可能性があるのだ、民間人にさえ失望されるような奴と一緒なんて死んでも嫌だろう。手間をかけさせるようで申し訳ないが『指導』してもらうよう頼んでおくか。

「判った、話してみる。その方が赤毛も納得するよね」

「先輩騎士に恥かかせるとは思ってなかったろうな、あいつ」

「ミヅキが犯罪者になる心配もなさそうだし、それでいいんじゃないか？」

　正当な罰に騎士ズも納得したようだ。それに加えて二人とも近衛の『指導』が楽なものだとは思っていないらしい。

　まあ、普通はそう思うわな。実力者の国の近衛騎士って最強クラスだもの。徹底的に教育がなされるとなるとスパルタ教育は確実だ。

「ところで、ミヅキ。私も聞きたいことがあるのですが」

　唐突にアルが話題を振って来る。

「何？　アル」

「今回のエルの思惑にどうして気が付きました？　貴女にそれらしい情報は一切もたらされなかったはずですが」

　あら、守護役連中も気になることがあったのね。確かに『ディーボルト子爵家に協力すること』としか言われてない。騎士ズやヘンリーさんもそれは知らなかったらしく、先を促すように私を見ている。やはり説明が必要か。

「今回、魔王様はアル達が協力者になることに対して『彼らの立場や人脈を利用するのは構わない』って言ってたよね？」

「ええ、確かに言いましたね」

「それ、おかしいから」

「え？」

　驚きの声を上げてもアルはそれほど驚いてはいないようだ。騎士ズよ、首を傾げるんじゃない。よく聞けば理解できるはずだよ？

「『個人的な地位や人脈を利用するのは構わないけど、翼の名を持つ騎士としての権限や立場は利用してはいけない』って言うんじゃないの？　普通は」

　翼の名を持つ騎士＝国の所有する剣＝国の意思。個人的な貴族としての権限や身分に頼るのは構わないけど、翼の名を持つ騎士という立場は絶対に使っては駄目だろう。にも拘わらず今回、彼らは翼の名を持つ騎士として動いている。

　現在は魔王様が『二人の率いる部隊を動かす権限を持っている』というだけであって、個人的に所有している私兵ではないのだ。彼らだってそれは十分自覚しているはず。そんな彼らを『使って良い』と許可を出すということは。

「アル達が私達の協力者ってことだったけど、本当は逆じゃないの？　表立って動くには理由がないから『私の協力者』ということにして『従った』。私が気付かなくても協力者として巻き込まれていれば十分だもの」

「ふふ、正解です。報告の義務がありますからね、貴女の行動に関しては」

　嬉しそうに頭を撫でられてもねえ……。ああ、騎士ズとヘンリーさんが気の毒そうに私を見ている。ふ……いつもなんだぞ？　これ。

　私の保護者は教育係でもあるのだ……教育係様は常に生徒を試し成長を促す。近衛とは別の意味でスパルタだ。

「それから、セイル。あんた最初から魔王様の協力者でしょ！」

「おや、何故でしょう？」

「内部事情に関わる以上、『何も知らない』なら権力を行使しても絶対に関わらせないから！」

　びし！　と指差すとにこやかに「人を指差しては駄目ですよ」と言いつつも否定はしなかった。くそう、腹黒め。ジト目で睨んでもどこ吹く風かよ。

　セイルはやや苦笑を浮かべながら裏事情を口にする。

「ミヅキがゼブレストへ来るのと入れ違いに訪ねるよう指示があったのですよ」

「ルドルフ経由で？」

「ええ、ルドルフ様の指示で」

　ルドルフ、お前も同類か。前回のことがあるから協力を求められれば否とは言いにくいだろうけど。

「ルドルフ様は私をイルフェナへ向かわせる役を負っただけですよ。それ以外は何もしていませんし、知りません」

　ですから嫌わないでいてあげてくださいね、と続けるセイル。安心しろ、それくらいで人を嫌っていたら私はとっくに魔王様の所から家出している。

　それに。何かあるんじゃないかと疑問を抱きやすいのは、魔王様の教育方針をある程度理解しているからなのだ。

「あと、決定打。魔王様が優しい。これに尽きる」

『は？』

　おお、全員が綺麗にハモった！　この言い分にはアル達も予想外だったか。

「あのね、あの人は身分制度をろくに知らない私をゼブレストに放り込んだ人なの。『支援はするけど基本的に自力で頑張れ』っていう教育方針なんだよ？　今回、至れり尽くせりじゃない！　裏があるに決まってる！」

「それは……確かに……」

「否定できんな」

「貴女は当初、ルドルフ様以外信頼していませんでしたからね」

　どうよ、否定できまい!?　『自分達にも事情があるから手伝ってあげるね！』なんつー優しさ……いや、甘さは持ち合わせていないだろうが。

　民間人に結果を求める人だ、あの人は。獅子が我が子を谷底に落として、這い上がってくるのを期待するような教育方針なのだよ。

「……ああ、あの人だもんな」

「疑うなって方が無理か」

　騎士ズよ、賛同ありがとう！　君達も今後いっそう巻き込まれると思って覚悟しとけ。




　　※※※※※※※※※




「……先ほどの話なのですが」

　クリスティーナ達の元へ行ったミヅキ達に一瞬視線を向け、セイルはアルジェントに向き直る。今現在、ここに居るのは守護役達だけだった。

「一部の近衛騎士達がミヅキに友好的、というのは一体？」

　他にも何かありますよね？　と半ば確信をもって尋ねるセイルにアルジェントとクラウスは顔を見合わせると苦笑を浮かべる。

「我が国の近衛はね……かなり独身率が高いのですよ。仕事を何より優先せねばなりませんし、女性に対し冷めた目で見る方が多いというか」

「近衛は花形だからな、女どもは勝手に騒ぎ勝手に失望する」

　近衛とは王族の護衛を担当するエリートである。家柄・顔・実力が揃った者達に熱を上げる女性は少なくはない。が、言い換えれば彼らは『仕事人間』なのだ。『常に命の危機』『家族より立場を優先』『自分以外の高貴な女性に跪く』という現実を受け入れる貴族の女性がどれほどいるというのか。親達もそれを知っているのだ、未亡人になりやすく放置される可能性が高い男など娘の夫には選ばない。

　また、彼らも女性のわがままな部分を見せ付けられることもあって期待しなくなる。憧れと現実は違うのだ。ゆえに元から婚約者でも居ない限り、独身のまま過ごすことが多い。現在の団長は運良く女性騎士の伴侶を得たが、完全実力主義なので女性騎士は少ない。

　ついでに言うなら騎士になるのは家を継ぐ可能性が低い者が多い。自分より下の兄弟が居ない者も多かった。

「そんな癒しのない彼らにとってミヅキは娘か妹のような認識をされているのです」

「あいつは寮に住んでるからな。近衛の連中が時間外に食事を求めてきても嫌な顔をせず受け入れるし、怪我をしていれば治癒魔法を使う。頼まれれば差し入れを持っていくこともあるぞ」

「……あれですか、『仕事を頑張る家族を労わるできた娘さん』なんですね」

「そんな感じです。彼らに過剰な期待を抱くことも、好奇心を全面に出すこともありません」

「貴族にとっては家族の手料理を味わう機会などないだろう。数少ない女性騎士達も似たような状態だな」

「王妃様付きの方達ですね」

「寮に食事に来る近衛の中に夫である騎士団長が居るからな。その繋がりで知り合ったらしい」

　これは単に庶民と貴族の差であって、庶民ならばミヅキの行動は決して珍しいものではない。ところが近衛騎士達は貴族で構成されているため、『当たり前』ではないのだ。白黒騎士達もミヅキの味方は多い方が良いだろうと敢えて教えていないので、好感度は勝手に上がってゆく。

「なるほど。そんな『兄上達』にとって『妹』に失望されるのは耐えられないでしょうね」

「同じ近衛としても許せないだろうがな」

「私達も詳細を聞かれれば『詳しく』教えて差し上げるつもりです。……ミヅキに勝手に触れたことも含めて」

　やや個人的な感情を交えて付け加えるアルジェントに、二人も同じような感情を瞳に宿して笑う。

　婚約者という『特別な立場』はミヅキにとって最も身近な存在なのだ、それを何の努力もしない奴が掠め取るような真似をしてよいはずはない。

　三人にとっては騎士の在り方と同じくらい重要であり、許す気などないのだ。

　自称・（父）兄達は特に怒るだろう。守護役達にさえ時々ちくりと小言を言うくらいなのだから。しかもアンディには再教育を行うという名目もある。期間終了までいびられ続けることは確実だ。

「では私もゼブレストの自称・兄に伝えておきますか」

「おや、そちらにもいらっしゃるんですね」

「ええ、宰相が」

　行動に呆れつつもしっかり保護対象にしている宰相ならば、表には出さずとも赤毛の実家に小言を言うくらいはするだろう。下らない男が彼女に近寄ることは絶対に許すまい。

　そうセイルが付け加えると守護役達は意味ありげに笑い合う。

　一見、にこやか・和やかに会話する彼らを眼がん福ぷくとばかりに眺めるメイド達に聞こえなかったのは幸いだったろう。……世の中には知らない方が幸せなこともあるのだ。







　　第二十話　襲撃と娯楽は紙一重




「さて、説明してくれますよね？」

　食事会の翌日、魔王様の執務室に呼ばれた。アルとクラウスも一緒。直々の説明は必要だしね。

　異世界人とはいえ民間人、下手なことをすると婚約者や保護者にも迷惑がかかる。そうなると絶対に『最良の結果』は望めないだろう……現に今、私を協力者に仕立て上げているくらいだし。

「自力で真相に辿り着くのは君らしいけど……うん、辿り着いた理由がね……」

　微妙な表情の魔王様。今回はアルとクラウスも助けることなく無言。

「ご自分が今回に限り優し過ぎた自覚はなしですか？」

「そんなに厳しいかな？」

「基本的に『武器をあげるから自力で狩って来い』という方針ですよね？」

『これまでを思い出してみろ』と言わんばかりに笑顔で問えば暫しの沈黙の後。

「ええと……一応、ごめん」

「今更ですから、お気になさらず」

　ええ、本当に今更ですとも。むしろ過保護にされても不気味なだけだ。ご自分のキャラを考えてくださいよ、魔王様。優しさ溢れる人物なら『魔王』で通じないしね、普通。日頃の行いって重要。

「まあ、そろそろ本題に入ろうか。君の推測どおり、今回は君に協力してもらうしかない」

　軽く溜息を吐くと話し出す魔王様。おや、随分と苦戦しているようだ。何て珍しい。

「グランキン子爵の背後に居る人物、ですか？」

「何故そう思う？」

「アル達が公爵家の人間だと知って簡単に黙るような三流悪役ですよ？　あの人。それに今回のディーボルト子爵家関連で十分潰せるでしょう」

　そもそも後がない。公爵子息様達が揃って『不愉快だ』と言ってしまえば本人達の人気も手伝って関わる奴は居まい。昨日見た限り人望なさそうだし、親族連中も絶対に手を貸さないだろう。

　親族連中が意外に良い働きをしたのは予想外だった。早速グランキン子爵が悪評を流そうとしたらしいけど、その場で事実を突きつけられ言い負かされたみたい。どうやら事実を広めることと同時にグランキン子爵達を徹底的にマークして、何か言い出したら即潰す方法をとったらしい。

　確かに確実だ、しかも参加者自ら正しい情報を提供するので、逆にグランキン子爵の立場が悪くなるだけってこと。……できるなら言われる前にやれよ、今更だけどさ。

「君の言う通りグランキン子爵だけならば問題はない。だが、ある人物がグランキン子爵を庇っている限り手は出せない」

「……『庇っている』？」

「そう。長年国に尽くし、王や側近達の信頼も厚い人物でね。今回のことがなければ私達も信頼するだろう」

　へえ？　魔王様達が信頼するってことは相当だ。そんな人が何故『あれ』に味方してるんだろう？　　そんな疑問が顔に出たのか、魔王様は深く溜息を吐く。

「うん、私達にもそれが判らない。だけど、彼があちら側に付いている以上は手が出せないんだ」

「それは身分的な意味で、ですか？」

　アル達は公爵『子息』なので本人達の身分は騎士だ。魔王様はあくまで『彼らの背後に居る人』であって、行動できるわけじゃない。王族が権力を振りかざして強行するような真似をすれば、それに倣ならう貴族が出てくるかもしれないのでできないのだ。

　悪の手本になるわけにはいかないのだよ。そうなったら『あの方だとてやったではないか！』という言い訳に使われるのがオチだ。

「身分もそうなんだけど、どちらかといえば彼の実績と周囲の信頼の方が厄介だね」

　そう言って溜息を吐く魔王様。本当に厄介な存在らしい。

「その人に何らかの落ち度はないんですか？」

「ないんだよね……本当に今回のことは謎なんだ。王の信頼さえ得ている人物の言葉は無視できないし、彼が何らかの悪事に関わっている形跡もない」

　謎だ。何その状況。逆に言えばグランキン子爵が増長したのはその人のせいだと思うのだが。

「我々はすでに警戒されているから絶対に隙を見せないだろう。唯一の例外が君なんだよ」

「ある意味正しい表現ですけど、それ以前に相手にされていないと思います」

「いや。グランキン子爵が必死になって貶めているからね……嫌でも君の情報は入ってくるだろう。しかも君の情報は制限されているから知ろうとするなら一度は接触するしかない」

「その接触が私にとって最初で最後の機会なんですね？　私がその人を『捕まえる』機会であり、同時に向こうが私の評価を下す場でしょう」

「そのとおり。少なくとも君は我々が用意した証拠でグランキン子爵を追い詰めているわけではないからね、後はどれだけ興味を引いて負けを認めさせるかだ」

「うっわあ、難易度高っ！」

　接触するだけなら確実だろう。ただし、逃げられる可能性も十分あるわけで。話を聞く限り相当頭が回る人物のようだね、立ち回りも上手いと見た。

　……あれ、私って保護されている居候だったはず。何故そんな面倒な人の相手をすることに？

「どのみちグランキン子爵を何とかしない限りディーボルト子爵家は今後も迷惑を被こうむると思うよ？　というわけで頑張って」

「そこで『私達のために』とか言わないあたり罪悪感はあるんですか」

「うん。でも結果を出す方が優先」

　思わず突っ込むと、天使の微笑で魔王様は鬼畜な発言をなさった。だろうねー。優先すべきは国だよね、やっぱり。優しさ全開の貴方なんて魔王様じゃないしね、期待はしてない。

「苛立ち・葛かっ藤とう・各種八つ当たりはグランキン子爵に向けたいと思います」

「死なない程度に自由にやっていいよ。証拠さえ消しておけば追及しないから」

　それくらいは許されますよね？　と暗に問えば頼もしいお答えが返って来た。いいのか、それで。

　アル、クラウス。そこで『自分達は何も聞いてません』的な態度をとってる以上は了承したとみなすぞ？

「何か問題が？」

「手伝って欲しいことがあれば言え」

　……二人とも何の問題も感じてはいないらしい。ああ、報復には賛成なの。しかも余計なことなのに無駄に協力的だね？　それ、騎士としてじゃなく個人的な感情じゃね？　やっぱり怒ってた？

「それから一応伝えておくよ。グランキン子爵を庇っている人物はレックバリ侯爵。高齢で一見温厚だが嘗めてかかると痛い目を見る人物だ」

　侯爵、ね。確か公爵の次に偉いんじゃなかったっけ。高位の実力者か……ま、やるだけやってみますか。
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　そんな会話があったのは数日前。グランキン子爵は予想通りのクズだった。

「ぐ……かはっ」

「な、何だ、こいつら。騎士といっても大したことないんじゃなかったのか!?」

　呻うめいて転がる数名を焦りの表情で見る残り一名。こいつがリーダーかね？

「おいおい、弱過ぎるだろ」

　呆れを滲ませながらも踏み付ける足に力を込める男性一人。

「仕方ない人達ですね、本当に」

　手際よく拘束しながら時々痛めつける男性が一人。彼らの共通点は『一般騎士の服装』をしていることと『髪と瞳が明るい茶色』であること。

「お馬鹿に期待する方が間違ってますわ」

　口調も服装もいつもとは違う上に、二人と全く同じ色彩の髪と瞳になっている私が呟く。そう、『全く同じ色』。双子はともかく妹まで同じということは滅多にない。若干の差は出るはずである。

　それ以前に兄妹でも本人達でもないしな！

　あまりに単純に引っ掛かる襲撃者の皆様よ、少しは疑えよ。冗談で仕掛けた悪戯にこうも引っ掛かると受け狙いかと思うじゃないか。いや、ウケ狙いでやってるのは私達の方なんだけどね!?　宴会芸的なノリだし。

『同じくらいの背の一般騎士二人＋小柄な女性＋全員明るい茶色の髪と瞳』

　まさかこれだけの条件で身代わり可能だとは誰も思うまい。襲撃を予想して身代わりやらかしたら見事大当たり！　『我ながら馬鹿な企画だな』と思いつつも、本物達に接触されても嫌なので娯楽の一つにしてみたのだが。

　題して『クイズ！　私達は誰でしょう？』

『参加にあたっての注意事項』

●男性騎士は同じくらいの身長で相棒を決める。

●魔道具で髪と瞳の色を変えること。

●髪型は騎士ズを参考に。

●服装は一般騎士で。（貸し出しあり）




　私の役割はクリスティーナの身代わりなので、

●外出時は貴族令嬢（少女）の装い。

●同行の騎士達を『兄様』と呼ぶ。

●魔道具で髪と瞳の色を変えること。

●基本的に攻撃しない。

　……といった『お約束』が決められていた。完璧に遊んでいる。

　だって、寮とディーボルト子爵家の往復だけなのに毎日襲撃あるからねぇ……普通に拘束しても退屈だし、遊んだっていいじゃないか。

　なお、髪型や身長の関係で参加できない人は使用人に扮してお供ということになった。アルは先日のクラウスカラー＋眼鏡で執事になっていたり。……楽しそうだな、公爵子息。しかも非番の近衛騎士さん達（食堂に来る人達）も混じっていたりする。

　一応身分詐さ称しょうになるんじゃ？　と思って魔王様に聞いたら、あっさり許可が出た。

「襲撃されている以上、彼らを守るのも役目だよ」

　という言葉と共に『ディーボルト子爵家の人間を警護せよ』という命令が下った。これなら『囮おとりとして偽いつわってました』という言い訳が立つ。

　よし、これで正式にお仕事扱い。飛び入り参加した近衛騎士は『お手伝い』ですよ、ええ。申し訳ないので休日出勤扱いで給料出してくれ、ともお願いしておいた。

　遊んでいるようにしか見えない？　翼の名を持つ騎士の行動じゃない？

　私達の性格を知らなければ仕事に見えるから大丈夫！　気のせいですよ、気のせい。

　ちなみに。あまりにお粗末な襲撃者達を不審がっていたら、騎士達があっさり答えてくれた。

「足がつかないよう、ゴロツキを金で雇っているんでしょう」

　……なるほど。写真なんてないし、下手に肖像画とか魔道具使ったらバレるだろうね。持っている人が限られるもの。曖昧な部分を補う意味で数が多いのか。

　それでなくても『ディーボルト子爵家に出入りしている明るい茶色の髪と瞳の男女』と言っておけば外れは少ない。使用人と貴族って明らかに違うし、あの家の使用人達は誰も明るい茶色の髪をしていなかった。特に騎士ズは確実な的まとである。妹付きなら更に外れはあるまい。

　ここら辺が内部をよく知る者の依頼だと思わせる要素なのだが、グランキン子爵は気付いていないだろう。……お馬鹿。『一家に恨みを持つ』ということと合わせて容疑者一直線だろうに。

　なお、クリスティーナにはブロンデル公爵夫人が付いているから絶対に大丈夫だとクラウスが言っていた。ディーボルト子爵以下ご子息達は仕事の都合と偽って同行者という名の護衛が常に付いているので問題なし。消去法で私達の『遊び』が成り立つのだ。

　騎士ズは今も食堂の隅でいじけてるけど、何か？

　参加者達に癖などを研究されて落ち込んでいるけど、何か？

　些細なことじゃないか、妹のためなんだから協力を惜しむんじゃない！

「……こんなことで騙されるなんて。仮装じゃないか、これ」

「焦っているのかアホなのかよく判らん……」

「暗殺目的じゃないから本職雇えないんじゃないの？　雇ったらバレるし」

「「だからって娯楽に仕立てることはないだろーがっ!!」」

　煩いぞ、騎士ズ。人生にはちょっとした遊び心というものが必要なのだよ。

　八つ当たりの許可も出ていることだし、恥ずかしい失敗談が増えても今更じゃないか。存在自体がすでに恥ずかしい人なんだしさ。

　そう言うと二人は揃ってジト目で私を見た。

「あのな、俺達は血の繋がりがあるんだが……？」

「ごめんなさい」

　確かに嫌だ、そんなアホと血の繋がりがあるなんて。でも報告の義務があるから魔王様は今頃大笑いしてるんじゃねーの？　と言ったら黙った。まあ、元気出せよ。

「いいじゃん、犯罪者どもは捕獲次第『事情聴取という名の脅迫』が行われてるから洗いざらい暴露してくれるし」

「お前、少しは暈して言えよ」

「暈したよ？　正しくは『待機組と飛び入り参加の近衛達が防音完璧な部屋に襲撃犯達と共に籠って武器・魔法何でもありの脅迫という名の説教をしてる』だもの」

　マジなのだ。命惜しさと恐怖に自主的に話してくれるから事情聴取とはなっているけど。

　やっぱり近衛だとそういうことに慣れてるんだろうか。団長さんや副団長さん──シャル姉様の旦那様だった──まで出てくるのは予想外だった。娯楽思考の白黒騎士達とは温度差がありそうだ。

　……もっとも襲撃者にはほんの少しこちらに協力してもらうつもりなんだけどね？
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　──数日前、イルフェナ・ある一室にて

「……ということがあったそうです」

　部下である騎士の報告に壮年の男性は厳しい表情をしたままだった。それは彼だけではない。室内に集つどっている彼と同じ隊に属する近衛騎士達も同様だ。

　彼らが纏っている深い青に金の飾りの付いた騎士服は近衛騎士のものであり、それだけで彼らがエリートなのだと知れる。その中心人物は騎士団長を務めてもいる、王族の信頼厚い人物だった。

「ふ……ふふ……！　随分とふざけた真似をしてくれるではないか」

　背後に何やら黒いものを背負ったことで威圧感の増した騎士団長──アルバートは口元を笑みの形に歪める。そう、間違っても笑ってなどいないのだ……事実、目が据すわっており顔の上部に影ができている。子供どころか一般人、いや新米の騎士なら泣き出す迫力だ。

　近衛騎士として感情を表に出さぬ彼にしては非常に珍しいことだといえよう。もっとも集っている数人の騎士は誰もそのことを咎めようとはしなかった。むしろ同類である。

「アンディ・バクスター、ね……表立って問題行動は起こしていませんでしたが」

「副団長、それ本気で言ってます？」

「いいえ？　『表立って』と言ったでしょう。報告によると誠実とは言いにくい人物です」

　穏やかな笑みを浮かべた騎士が、掛けた眼鏡に手をやりつつ報告書を手渡す。『知的な笑顔が素敵』と言われる人物だが、今はその笑みが作り物めいていた。

　余談だが、この笑みの時は絶対にこれ以上怒らせるなと評判だ。一年以上在籍している近衛騎士ならば誰でも知っている教訓とも言う。

　近衛にも頭脳派が存在するのである、強さも必要だが強いだけが騎士ではない。三十代で副団長を務める人物がただの優やさ男おことであるはずはないのだから。

　更に言うならこの男の名はクラレンス・バシュレという。バシュレ家令嬢にして恐るべき社交界の華──シャルリーヌ・バシュレの夫だ。夫婦揃って近衛に在籍する団長夫妻が最強夫婦と呼ばれるのに対し、副団長夫妻は最凶夫婦と呼ばれている。恐れられる意味が違うのだ。

　この二組の夫婦は互いの伴侶を最大の理解者といって憚はばからない……つまり同類である。副団長の結婚には当時の近衛の誰もが恐れ戦き『素直に祝福できない組み合わせ』『混ぜるな危険』と密かに囁かれたことは有名だ。

「エルシュオン殿下もグランキン子爵を追及するつもりのようですし、彼はこちらで引き受けてしまっても構わないのではないでしょうか」

「ほう……クラレンスもそう思うか」

「ええ。このような人物が一いっ時ときであろうと近衛に在籍するのです。躾けられる覚悟はできているかと」

　にこやかに告げる内容ではない。しかも言葉だけなら非常にまともなことを言っている。まさに悪魔の一声、しかも団長の後押しに場は沸いた。否、彼らはその一言を待っていた。

「当たり前ですよ！　恥です、恥！」

「そのようなろくでもない人物は相応しくありません！」

　個人的感情が立派な言葉の陰に隠れていようと気にする奴は誰も居なかった。実際、彼らは非常に個人的な感情の元に発言しているのである。

『あの子が近衛騎士に失望したらどうしてくれるんだ!?』

『俺達、あの最低野郎と同列に思われる？　ちょ、ふざけんな？』

『このまま距離を置かれて「近衛騎士って最低！」とか言われたら立ち直れん……！』

　一皮剥けばこんなものなのだ……それでいいのか、近衛騎士。もっとも癒しの少ない彼らのオアシスと化している異世界の少女も『できたお嬢さん』なのだが。

　不快にならない距離を保ち、内面に踏み込んで来たり過剰な理想を押し付けてくることもない。

　怪我をすれば労わり、嫌な顔一つせず美う味まい食事を出してくれる。

　頼られ、勝手な理想を押し付けられることが常の近衛騎士達にとって不快にならない女性は大変貴重だった。女嫌いとは言わないが、彼らは一様に女性貴族に失望する傾向にあったのだ……現実なんてそんなものである。

　そして現在、異世界の少女は彼らの『妹』的扱いになっているのだった。今後も良好な関係でありたいものだ。更に騎士団長夫妻はある野望を心に秘めていた。

『是非あの子をうちの娘に！』

　実際、婚約者達が全員公爵子息ということから見ても貴族との養子縁組は必須。婚姻の際には一度貴族の家に養女に入り、そこから嫁ぐという形になるのが一般的なのだ。相手の男は騎士、しかも婚姻しようと今の状態は維持されるだろう。決して悪い話ではない。

　もちろん、ここまでの考えに至ったのは涙なくては語れない理由がある。

　そもそも団長夫妻は女の子も欲しかったのである。特に可愛い物好きの妻ジャネットにとっては夢だった。

　だが、立場上息子二人が限界だったのだ。その息子も必要な教育を施したとはいえ家族として接する時間は他家に比べて圧倒的に少ない。

　結果、自立心逞しいままに育ち全く性格の似ていない親子になった。よくぞ捻ひねくれず育ったものだと周囲に評価されている。

　そんな前例があり、女の子が生まれたところで『可愛い』という言葉が似合う子に育つのか？

『無理。絶対想像とは違う方向に育つ』

『俺達が女になって可愛いと思える？』

　互いの意見どころか息子二人に言われる始末。しかも実に説得力がある。そんなわけで諦めていたのだが。

　神は二人を見捨てなかった。性格的にも状況的にも文句なしの人物が存在したのである。

　今現在、夫婦の野望はミヅキに『父様・母様』と呼ばれること。徐々に信頼関係を築き養女に、という計画だ。そして婚姻の際には夫婦揃って相手の男に『泣かせたら命はない・月に一度は里帰り』という要求を突き付けることを夢見てもいる。ミヅキにとってある意味、最高に頼り甲斐のある親候補とも言えるだろう。

　兄様呼びされたい一部の近衛騎士達は団長夫婦の野望を心から応援中。知らぬは本人ばかり、なのだ。外堀は徐々に埋まっている。

　ところが、事態は思わぬ方向に転がっていく。

　次々に声を上げ『躾け直し』に賛同する騎士が大半の中、一人の騎士が呑のん気きな声を出す。

「あ、言い忘れてた。俺、昨日あの子に『兄様』って呼んでもらったんだ」

『なんだと!?』

　騎士達はハモりつつ一斉に振り返り、その人物に殺気にも似た視線を向けるが当の本人はどこ吹く風。この一見軽そうに見える人物、信じがたいことだが団長の息子なのである。『あの二人から生まれてどうしてこうなった!?』と初対面時には誰もが首を捻るほど雰囲気は似ていない。

　ただし、似ていないのは表面的な部分のみだ。弱冠十九歳で近衛に配属される確かな実力を持ち、内面は……。

「ディルク……伝えたいことがあるならば遠回しな言い方をしないでくださいね」

「いやあ、随分と真面目な話をしているので個人的な話をするのはどうかと」

「おや、貴方のことですからタイミングを計っているのかと思いましたが」

　苦笑しつつ副団長が告げると、ディルクはにやりとした笑みを浮かべた。一見親しみやすい彼は実はあまり性格がよろしくない。今の台詞もより注目を集めることを狙ってのものだろう。

「実はディーボルト子爵家への嫌がらせって続いてるんですよ。で、クリスティーナ嬢は安全な場所に避難させてるらしいんですが……身代わりを立てても襲撃をやめないそうなんです」

「ほう。グランキン子爵が考えそうなことだな」

　ディルクの言葉に騎士達は嫌悪を露にした。そして興味を引いたところで爆弾は投下される。

「しかも襲撃者の目的というのがクリスティーナ嬢を傷物にすることらしくて。双子の兄二人の身代わりは騎士達が引き受けてるんですが、クリスティーナ嬢の身代わりはミヅキなんですよね」

『……』

　痛いほどの沈黙が室内に落ちた。しかもほぼ全員が表情をなくす。

「……ディルク？　この父にもう一度言ってはくれないか？　よく聞こえなかったようだ」

「ですからー、傷物にしようと狙ってくる襲撃者達の脅威に我らの妹が晒されてまーす！」

　ディルクが笑顔で言い切ると同時にアルバートの手の中にあったペンが粉々に砕け散る。だが、誰もそんなことを気にする者など居なかった。手の中にペンがあったら同じ行動をしていただろう。

「髪型が似ていて身長が近い騎士二人が兄役なんで昨日早速参加してきました。クズを〆ることができて更に妹に良い所も見せられる！　しかも半日、兄様呼びです！」

　そのまま手料理振る舞ってもらいましたよ、最高の非番でした！　と続けるディルクは楽しそうだが目は全く笑ってはいなかった。むしろわざわざ仲間達の怒りを煽るような言い方をするあたり、悪意全開である。

　十五歳になったばかりの少女をそんな目に遭わせようとするだけでも嫌悪の対象なのだ、それが妹の様に思う存在ならばどうなるか。

　当然、全員の目が据わった。敵意どころかもはや殺意だ。武器に手を伸ばさないので一応自制心は残っているらしい。

「ディルク……その襲撃者達は捕らえてあるのだろうな？」

「ええ。あの騎士達が説教してるんで泣いてるかもしれませんが」

「そうか。……仕事が終わり次第、様子を見に行ってくるか」

「あ、俺、ちょっと母上の所に寄ってくので休憩延長で宜しく」

「いいだろう。親子の会話だ、遠慮は要らん。じっくり、詳しく、話して来い」

　ゆらり、と怒りのオーラを纏わせたまま告げる団長にディルクは「了解！」と告げ、颯爽と部屋を後にする。間違いなく女性騎士達にもことの次第を告げるだろう。残念ながら彼女達は騎士寮へは行けないが、女ならではの情報網を駆使して味方してくれるに違いない。

　しかも更に襲撃者達の不幸は続く。

「では私は義弟に詳しい話を聞きに行きましょうか。妻もあの子を気に入っているので、場合によっては襲撃者達に少々お説教をしなくては」

「副団長の義弟というと……」

「アルジェントですよ。義兄であり、騎士である私に情報提供は渋りませんよね」

　その副団長に一人の騎士が待ったをかける。己が感情に素直だろうとも彼らは騎士だった。

「仕事内容は無理では？」

「ああ、勘違いしないでくださいね？　私が聞くのは未来の妹を害そうとしたクズの身元です。……治安維持のためにお仲間ごと消えてもらった方がいいですし」

　にこやかに告げる副団長に反対意見を言える奴などいなかった。知的な笑みがとっても寒々しい彼の言い分は騎士として正しい。正しい、のだが。

　近衛の仕事に治安維持は含まれていない。ついでに言うなら『消す』という単語が非常に物騒だ。

「そうだ……、忘れてました。アンディ・バクスターの件ですが、夜会が終わってからにした方がいいと思います」

「何故だ？」

「妻がとてもやる気になっていまして。彼女の楽しみを奪うのはどうかと思うのですよ」

　今から再教育しては当日使い物になりませんしね、と続ける声は優しげですらあった。美女にいたぶられた果てに待つのが鬼教官直々の性格矯正プランなのだ、さぞ問題児はズタボロになるだろう。

　その後、彼らはことあるごとに騎士寮に向かい『お説教』を繰り返すこととなる。そして城下町の治安がかなり良くなったにも拘わらず警備の者達は皆顔を青くして口を噤み、二度と彼らが出てくることがないよう願ったという。







　　第二十一話　そして舞台の幕が開く




「おやおや、随分とグランキン子爵は焦あせっているようじゃな」

　手元の報告書に視線を落とし老人は呆れたように笑う。実際に呆れているのだ。あまりにも御粗末過ぎるやり方に。

　たやすく手玉に取られたというのに、ただ悔しさのみを覚え未だ自分達が強者だと信じて疑わない愚か者。グランキン子爵家はもはやそうとしか言いようがない。

『知らない』ならば仕方がないと思うだろう。だが、彼らは実際にやり込められているはず。やり込めた本人を目にしたにも拘わらず『何の地位もない小娘』という評価が変わらぬとは……呆れて物も言えない。

「旦那様、本当に宜しいのですか？」

　執事の案じるような声音に、老人は楽しげに笑った。

「ふむ。これくらいせねば親猫が外には出すまいよ」

「親猫、ですか？」

　主の言葉に『親猫』に該当する人物を思い浮かべた執事は軽く首を傾げる。……『あの方』は猫と表現されるような可愛らしい方だったか、と。そんな執事の様子に老人は楽しげに笑った。

「子を持つ親猫そのままじゃろう？　自分の目の届く範囲では好きにさせているが、悪戯が過ぎれば叱る。獲物の取り方や生きていく術を厳しく教え、時に甘やかす。そして」

　老人は一度言葉を切り苦笑を浮かべ。

「己が毛で包んで寒さや敵から護まもり、決して害させようとはしない。似ておらんかの？」

「ああ、確かに。そう言われれば」

　納得したとばかりに頷く執事を老人は苦笑したまま見つめた。自分で言っておいてなんだが、やはり納得できてしまうのかと。実際二人の言動を知る限り、猫と言うより魔獣か何かの方が合っている。だが、外見だけ見れば猫と言った方がしっくりくるのだ。そう、例えるなら見事な毛並みの大型種と小柄で愛らしい黒猫。本人達に知れたら怒られそうだが。

「しかし、子猫とは……例えが的確過ぎますね」

「ほう、お前もそう思うか」

「ええ。子猫は牙きばも爪も弱い。知恵を使わねば生きられません」

　執事の『子猫』を案じるような言葉に、老人は少々意外そうな顔になる。

「あれは弱くはないはずじゃがな」

「ですが、必要な強さはそういったものだけではないでしょう」

　執事の言葉はもっともである。戦場で求められる『強さ』と外交で求められる『強さ』は違う。そういった意味では『あの子』はある意味子猫に等しい。

　だが身に付けねばならぬ物であることも事実なのだ。力で押し切ることができない場合は知恵で切り抜けるしかないのだから。

「心配かの？」

「旦那様が相手では当然かと」

「ふむ、それで潰れるようならそれまでよ。愛でられる道もあろう」

　ある意味気の毒な未来を暗示しながらも手を抜くことはない。老人はそういう人だった。

　どことなく楽しげに話す主に、執事は溜息を吐くとこれ以上の会話を止める。どちらにせよ今更である。まして主の性格が少々……いや、かなり歪んでいることも今更だった。

「ふふ……久しぶりに楽しい夜会になりそうじゃの」

　本当に楽しげな主の声に『旦那様が楽しそうならば構わないか』と思う自分を自覚し、ひっそり浮かんだ哀れみを振り払うと執事はメイドにお茶の支度を命じた。




　　※※※※※※※※※




　うふふ……うふふふふふ……！　ああ、漸くこの日がやって来た！

　ウザ過ぎる襲撃者達にも飽き、『いっそグランキン子爵を〆に行った方が早くね？』と口にして騎士達に宥められる日々よ、さらば！

　いや、本当に退屈だったんだって。良いことといえば襲撃者達＝町のゴロツキが駆除され町の治安が良くなったくらい。と言っても治安は元々悪くはない。港町だからこそ人の出入りが激しく、どうしても外部から『そういった連中』が集まってしまうんだそうな。出入りしやすいもんね、確かに。むしろ外部からの奴だからこそ、この国のことを知らなかったのか。

　船乗りさん達は海の男らしく気性が荒いし逞しいので狙われず、町には騎士の巡回があるからおかしな真似はできない。当然、そういった連中は金に困る。そんなわけで今回の襲撃者達は『仕事』として雇われ、犯罪をやらかしたわけだ。

『金がもらえて罪には問われない簡単な御仕事です』

　謳うたい文句はこんな感じだろうか。詳しい事情説明をされていたら絶対に断るだろうし。そもそも騎士ズ経由で報告され間違いなくお尋ね者だよ？　他の貴族も狙われる可能性あるんだから。

　魔王様のお膝元で野放しはありえないだろうしね、絶対に。

「貴族を狙ってただで済むと思ってるわけ？　……『事件を握り潰して逃亡させることになっている』？　無理無理！　その事件を広めたいのに『なかったこと』になんてするわけないじゃん！　捨て駒にして終わりでしょ、気付かないなんて馬鹿じゃないの？」

　……と大変素直に口にしたら呆然とした後に憤り出したので可哀相に思い、元の世界の素晴らしい技術の一部を特別に堪能させてやった。

　ゼブレストで噂の英霊様達だよ、凄いだろ!?

　この世界にはない、滑らかな動きのアンデッドの幻覚を特別に限定公開！

　悲鳴のような歓声を上げ続け、泣くほど感動したらしく最後には土下座して感謝していた。それ以降は大変こちらに協力的になったようで何よりだ。真面目に働くとも言っていたので再犯もないだろう。「次はない」とはっきり言っておいたのも良かったと思われる。

「感動が人を変えるって本当だね！」

「……確かに人が変わったようだったな、恐怖で」

「自分達が手を出そうとした奴のヤバさに気がついたか」

　などと騎士ズに言われたけど気にしない！　先に手を出した向こうが悪い。それに黒騎士達が大喜びしていたのは本当だ。

　──そんなわけで数日が過ぎ。本日はクリスティーナのデビュタント。現在、ブロンデル公爵邸にて皆でお着替え中。

　私の服装はゼブレスト用に作ったドレスの中から白いシンプルなものをセレクト。首には紫水晶が嵌はめ込まれた銀のチョーカー、髪飾りとイヤリング。一見、清楚で控えめにセレクト。目立つ意思なし！　と言わんばかりの。ただし実際はちょっと普通ではない。

　ドレス……布は魔力付加素材の解毒魔法付き。レース等も全て魔力を帯びており魔法に耐性あり。

　チョーカー……自作。万能結界・治癒魔法付き魔道具。

　髪飾り……睡眠と麻マ痺ヒ耐性の魔道具。

　イヤリング……アルやクラウスとの念話用魔道具。

　どうよ、この魔道具オンパレードの完全装備。全ての装飾品はどんな事態にでも対応できるよう作られた魔道具。重要なのは美しさじゃない、性能！　ドレスと装飾品は防具です、防具。

　いや、形はシンプルだけど綺麗だよ？　一見、魔道具に見えないし。全てが銀と水晶と魔石で統一されている揃いの一式は十分貴族の装飾品。そして一部を除きこれらを作ったのが黒騎士であることは言うまでもない。

『どんな攻撃を受けても大丈夫！　これで貴女も戦場の華に！』としか言いようがない戦闘前提装備。でも行く場所は夜会なのだが。どこで間違ったんだろうね？

　まあ、クラウスと違ってこちらの世界の魔法全てに対応できるわけじゃないから仕方ない。

　基本的に私の魔法は物理なのだ、呪いとか状態異常だと対処できん。無駄に金をかけて仕掛けてくる可能性があるもの、グランキン子爵は。

「お、珍しく化粧してるのか。髪も結い上げたな」

「うん、元の世界の化粧品持ってきてるからね」

　騎士ズの言うように薄く化粧してますよ、今日は。この世界に来た時の所持品の中に化粧ポーチがあって本当に良かった！　『汗にも水にも強い』というくずれにくいものなのでかなりお役立ち。

「ところで一つ聞いていいか」

「うん、なあに？」

「その状態は一体……？」

　やや引き攣りながら聞かれた内容に思わず視線を逸らす。うん、気持ちは判るよ。私も当事者でなければ見なかったことにしますとも。

「ああ、うん……猫好きが猫を愛でてる感じ？」

「「は？」」

「クラウスは本当に魔術が好きですからねぇ……」

　アルも苦笑しながら納得しているところを見ると事態を正しく認識できているらしい。騎士ズよ、その答えが全てだ。むしろそれ以外に正解がない。

　現在の私の居場所はクラウスの膝の上。椅子に座ったクラウスに抱きかかえられていたり。なお、本人は大変ご満悦な模様。

「私の身に着けている物は説明したよね？　で、私は魔導師なわけだ」

「……ああ、何となく判った」

「そりゃ、その状態にもなるか」

　その説明で騎士ズも納得できたようだ。事情が判れば実に簡単なのだよ。




　ドレス（魔法付加）＋　装飾品（魔道具）＋　中身（魔導師）→　職人が溺愛




　これほど判りやすいものもあるまい。お気に入りの集大成みたいなものなのだ、魔術大好きな人間にとっては大喜びな状態なのだろう。

『返り血を浴びた時に鮮やかに見えた方が恐怖を煽る』という言い分の下、白いドレスを作る奴が婚約者を膝に乗せたところで甘い雰囲気なんてものになるはずはない。ついでに言うならそのドレスが今着ている物だ。アルももちろん知っているからこそ苦笑い。

　職人に一般的発想はないのだよ、騎士ズ。愛するのは人ではなく魔術だ。……魔道具の妻は過剰な想像の域とは言えなかったかもしれん。ブロンデル夫妻も涙目になるわな、そりゃ。

　微妙な気持ちになる私達をよそに、クラウスは愛しげに私の髪を撫でている。もちろん、片手でしっかり私の体を捕まえて離さないので誰が見ても『溺愛』という言葉が浮かぶだろう。珍しくも柔らかく微笑んでいるし。……美形は様になるね、どんな表情でも。

「素晴らしいな。やはり、お前は最高だ」

　おお、やっぱり『美しい』とかじゃなくて『最高』ときたか。人と思ってなくないか、クラウス。
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「あー、はいはい。私もクラウスをパートナーにできて嬉しいですよー」

「そうか！　相応しいと認めてくれるのか！」

　思いっきり棒読みの言葉に、一気に嬉しそうな顔になるクラウス。明らかに『所有者と認められたから』的な状態に、騎士ズが可哀相なものを見る目で私を見た。アルは目を逸らす。

　ふ……今更じゃん？　これを素敵と信じて疑わないお嬢様達の溜まり場にこれから行くんだぞ？

「……台詞抜きだとまともに見えるよね」

「ええ、物凄く。と言いますか、私もこのようなクラウスは初めて見ました。……人間相手では。昔からクラウスを知っていると理由に思い至るのですが、これは勘違いを期待できそうですね」

「勘違い？」

　アルの言葉にアベルが首を傾げる。

「クリスティーナがアルを連れてる以上、嫉妬から逃れられないでしょ？　だから私達が的になるのよ。普通に連れているより、イチャついてた方が印象に残るし恨まれそう」

「ああ、そういうこと」

「確かに今のクラウス殿ならそれを狙えるな」

　納得できたらしい。そしておもむろに私に尋ねる。

「ミヅキ、お前もよく平然としてるよな」

「一応その顔だぞ？　中身はアレだが」

「毎日見てるじゃん。それに別に私じゃなくても貴重な魔道具を身に着けていれば興味は示すでしょう？　持ち主は無視されるけど」

　褒め言葉は魔道具へ。どんなに着飾ってもクラウスが認める魔導師でもない限り魔道具に負ける。絶世の美貌ごときでは職人の魔術への愛情は揺らがないのだ、何せ自分と幼馴染達で慣れている。

　──その後。

　支度のできたクリスティーナが部屋に入るなり頬を赤らめ「まるで物語の恋人同士のよう……」と物凄く純粋に言った直後、誰もが真実を口にできず視線を逸らしたのだった。

　夢見るお嬢様にこの現実はキツかろう。大人達は即座にアイコンタクトを図る。

（誤解させたままで宜しく！）

（（了解！））

（夢を壊してはいけませんよね……）

　……などと私やアル、騎士ズが目で会話していたとは思うまい。クリスティーナにとってはアルもクラウスも『憧れの騎士様』なのだから。私の婚約者に嬉々としてなりたがる時点で、普通ではないと察してほしいものだ。

「アルジェント様は宜しいの？」

「私は毎日ミヅキを抱き締めていますから」

「まあ！　ミヅキ様は愛されていますのね」

　……クリスティーナ。アルは抱き締めた後に私が張り倒すのを楽しみにしているのだ。普通とはかなり違った性癖のお兄さんなんだよ、君の目の前の生き物は。

「俺、弟は普通の奴が良いな」

「俺もだ。顔も頭も平凡な奴ならまともな気がする」

　騎士ズよ、今からクリスティーナの恋人の心配をしてどうする。でもその発想、私も思いっきり同意だ。あいつら見てるとそう思うよね!?







　　第二十二話　『お約束な嫌がらせ』は相手を選べ




　華やかな世界の裏側は嫉妬に満ちている。そんなものは誰だって予想がつく。

　ふふ、お嬢様方？　ゼブレストで側室を殲せん滅めつしたと言われるほど手加減がなかった私が、何の予想も対策もしなかったと思うのかね？　娯楽に溢れた世界の『お約束』は押さえてあるつもりだよ？

「ミヅキ、お前は悪魔か」

「酷いわ、カイン様！　可愛い可愛いクリスティーナの敵を事前に排除するだけよ」

「その呼び方やめろ、気色悪い！　……いや、それはいいんだけどな。方法が」

「女の嫉妬は陰湿だよ？　やられたらやり返す、これ常識。二度と刃向かわないようにしなければ」

『対策』を話した直後、騎士ズに悪魔認定された。失礼な奴だな、馬鹿はきっちり躾けないと報復してくるんだぞ。なお、その対策も向こうが仕掛けてこなければ意味がない。先に手を出した方が悪いのだ。

「ま、見てなさいって。絶対に会場に入る前に決着つくから」

　そう言ってアル達に視線を向けると騎士ズもそれに倣う。だってこの二人目立つもの。しかも片方はあからさまに私を愛でてるもの。私としては目立った方が都合がいいけど、クリスティーナには酷だろう。早めの対策が必要だ。

「まあ、そんなに不敬罪が心配なら二人に聞いてみればいいよ。アル！　クラウス！　聞いていたでしょ、それについてどう思う？」

　話を振るとアルはにっこり笑い、クラウスは頷き私を抱き締めた。

「存分にやれ。何をしても許す。むしろ俺が許さん」

「クラウス殿!?　それ物凄く個人的な感情だろ!?」

「アンタ騎士でしょうが!?」

　思わず騎士ズが突っ込むが、クラウスは訝しげにアルに顔を向け尋ねる。

「……。アル、何か問題があるのか？」

「いいえ？　特に問題を感じませんね」

　アルはさらっと同意し、「大丈夫ですよ」と私の案に賛同した。それを見て唖然とする騎士ズ。

　アル、クラウス。今更なんだけど、もしかしなくても君達社交界嫌い？　集う奴らを人間として見ていなくね？　自分で言っておいてなんだけど、君達、本っ当～に『憧れの騎士様』ですか？




　　※※※※※※※※※




「まあ……アルジェント様とクラウス様だわ」

「珍しいわね」

「隣の方達は一体どなたなのかしら？」

　会場に入る前から敵意と好奇と嫉妬の視線がビシバシ突き刺さる。やっぱりね、来ると思ってたんだ。二人とも貴族の装いしてるから黙っていれば非常に素敵。中身は変人だけど。

　そんな二人にエスコートされて注目されないはずはないわな。廊下を歩くだけでこれかよ。二人が大人気だってことを今更ながら痛感するね。

　さあ、存分に羨むがいい！　その視線全てが私達にとって有利に働くのだから！

　なお、心配だったクリスティーナはそんな視線に全く気付いていない。むしろ着飾ったお嬢様方に目を輝かせていたりする。なかなかに大物だねぇ……この子は天然か。

「クリスティーナは呑気なところがあるからな……」

　アベルがぽつりと呟くのが聞こえたので本当に気にしていないのだろう。これで母親譲りの才能があれば安心だな。下らない中傷は気にしないし、嫌味を言っても自然にスルーするだろうから。

　実害ありの場合のみ心配だが、これは私が潰せば問題なし。……ほら、早速。




　ぐりっ！




　言葉にするならそんな感じで私は密かに出された足を踏む。……踏みつけたまま、体重をかけた。

「い……痛ぁいっ！　さ、さっさと足を退けなさいよ……っ」

「あら、謝罪も受けていないのに加害者を逃すはずはないじゃありませんか」

　ぴしり、と周囲の空気が凍った。好奇の視線も囁きも一斉になりを潜め驚愕が浮かぶ。

　……やり返されないと思っていたのか？　蹲うずくまり呻く令嬢に冷めた視線を送りつつ、眉をひそめる。

「わざわざ足を出してくるから踏まれたいと思ったのですけど」

「な、何を……貴女がっ……わざと、踏んだんでしょっ！」

「俺が抱き寄せて歩いているのに、か？　明らかに足を出して転ばせようとしていたが」

「我々が騎士だとお忘れですか？　それともその程度すら見抜けぬと思っているのでしょうか」

　クラウスは不快げに、アルはいつもの笑みを消して証言する。




　Ｑ……転倒させるべく足を出された！　どうしますか？

　Ａ……そのまま骨を砕く勢いで踏み付けろ！　謝るまで離すな！（騎士達から援護射撃付き）




　避けるなんて選択肢はありません。踏む一択！　やられたら殺り返せ！

『ドレスの裾を踏んで破く』か『足を引っ掛ける』のどちらかが来るとふんでいたのだが、本当にやられると呆れる。踏んで破く方は悪者になっちゃうから、足を引っ掛ける方にしたのか。

　ああ、靴はしっかり強化済みですとも。中は履き心地良いけど、外は硬いから体重かければ骨に罅ひびくらい楽勝。実際は踏まれても平気なように強化したんだけど、思わぬ所でお役立ち。

　ガラスの靴という物が御伽噺の中にも登場するのだ、靴は立派な武器だと思う！

　乙女の憧れかもしれないけど……ガラスの靴って踏んだり欠けたりしたら十分凶器だぞ？　蹴っても痛いし、欠けた部分でザクッといったりする可能性・大。魔法使いよ、武器を与えてどうする。

「言いたいことがあるなら下らない嫌がらせなどせず言えばいいでしょう、みっともない。これが貴族の嗜みかしら？」

「とんでもない。淑女にあるまじき行為ですよ」

「そう。ならば淑女の皆様はこんな馬鹿な真似はしないのね？」

「当然だな」

　クラウス達の言葉に辺りを見回す。素敵な騎士様達に『淑女はこんな真似しない！』と言い切ってもらえば。

「そ……そうよね。あんな真似できないわ」

「なんてみっともない」

「育ちが知れますわ」

　こうなる。周囲の人々は思い出したように口々に彼女に対し批判的なことを口にし出した。『立派な』貴族としては絶対に彼女の味方はできないわけだ。クラウス達に失望されたくないっていう感情もあるんだろうけどさ。

「ふうん。色々言われるのは嫌だから治して差し上げますよ」

　足を退けるとぱちり、と指を鳴らして蹲ったままの女性の足を治す。突如なくなった痛みに驚愕の表情を浮かべる彼女は『私が詠唱せず魔法を使ったこと』に気付いているのだろうか。

「さ、行きましょ。下らないことに時間を取られてしまったわ」

「そうだな、行くか」

　歩き出す私達に好奇の視線は尽きない。ただし、先ほどとは微妙に違っている。

『あの女は容赦がない』

『彼女達に手を出せば騎士達が黙っていない』

　この二点が新たな情報として流れれば仕掛けてくる輩は随分と減るだろう。素敵な騎士様達に嫌われては元も子もないのだ、表面的な部分だけでも悪意を隠さなくてはならない。

　火の粉が降りかかる可能性があるなら、初めから沈静化させればいいのだ。一時的なものであったとしても。

「クリスティーナ。私があげた魔道具は身に着けている？」

「え？　はい、ちゃんと身に着けています」

　そう言ってイヤリングを触る。もちろん、私が作るのだから普通であるはずはない。クリスティーナだからこそ必要になると思うんだわ、これ。

　会場に着くと視線は尚いっそう！　さっきのことが伝わるまでにまだ少し時間がかかる。暫くは盾としてクリスティーナと一緒に居るべきだろう。

「これは一体どんな効果があるんだ？」

　気になるのか、クラウスが聞いてくるけど効果を見せた方が理解できるだろう。

「ん？　反射」

「ハンシャ？」

「直じきに判ると思うよ？」

　さっきからクリスティーナを睨みつけてるお嬢さん達が居るからね。もちろん、私も睨み付けられている。ただし、私の場合は守護役ということも知られているから必要以上の干渉はないだろう。

　そうなると狙われるのはクリスティーナだ。アルが対処できないような手を使うとしたら……。

　そんな風に考えていると二人のお嬢さん達がこちらに近づいて来ていた。その視線は明らかに好意的なものではない。そして彼女達は。




　パシャン！




「あら、ごめんなさ……きゃ!?」

「ワインがこっちに!?　え!?　い……一体、何が!?」

　嘲笑と共にわざとらしくクリスティーナのドレスにワインをかけたお嬢様達は次の瞬間、驚愕し固まった。彼女の手には空になったグラス、そしてワインは自分が被ったのだから。

「あらあら、判りやすいいじめですね。本当にやる人がいるとは思いませんでした」

　呆れた笑いを浮かべながらそう言うと、二人は射殺しそうな眼差しを向けてくる。

「何ですって!?　貴女のせいなの!?」

「いいえ？　貴女が彼女にワインをかけたから跳ね返っただけですよ？　グラスも貴女の手にあるし、貴方自身も謝罪していたじゃないですか」

　ほら、と彼女の手にある空になったグラスを指差す。

「そ……それは」

「それに私は貴女に感謝されるべきなのですけど」

　すい、と目を眇め、威圧と共にとっておきの事実を告げてやる。

「クリスティーナ様に迷惑をかけず本当に良かったですね。貴女が汚そうとしたそのドレスはブロンデル公爵夫人が彼女のために誂えたものですから、きっと悲しまれたことでしょう」

「娘のように可愛がっているからな」

　その公爵夫人の息子の発言にざわり、と周囲に衝撃が走る。

　本当にドレスを駄目にしなくて良かったなー、お嬢さん。公爵夫人、絶対にただでは済まさないぞ？　私は『お約束な展開』を見せてもらったから満足だが。

「それから先ほどの現象ですが……私の作り出した魔道具の効果ですわ。向けられた攻撃をそのまま相手に返す、といえばいいかしら。自業自得ですよね」

『お前達が仕掛けたからこうなったんだよ』と暗に言ってやれば周囲の反応も手伝って真っ青になった。ドレスを汚すことこそしなかったが、クリスティーナへの悪意は知れ渡ったのだから当然か。

　当然、公爵夫人の耳には入るだろうね。公爵夫人を怒らせたなどという噂が立てば、とばっちりを恐れて離れる人も居るだろう……嫁ぎ先はあるのだろうか。

「まあ、随分と楽しそうね」

　そこへ追い討ちをかけるように美女が声をかける。アルと同じ色彩を纏った美女は状況を理解しているだろうに『楽しいこと』だと言って来た。そして青褪めたままのお嬢様達に笑って告げる。

「この二人は私にとって妹同然ですの。貴女は一体何をなさっているの？」

　あら、シャル姉様の連れてた人達がクリスティーナを周囲の視線から守ってくれてる。クリスティーナも楽しそうに話しているし、知り合いだったのか。

「魔道具の性能を自身を持って試してくださったのですよ、その方」

「あら、下らないいじめに見えたのだけど」

　誰がどう見てもいじめだろうよ。ただ、それを利用するのが私だったりする。

「道化になってくださったんですよ……多分。あの魔道具は仕掛けられなければ発動しませんし」

『庇ってない！　突き落としてる、絶対！』

　周囲の心の声が聞こえる気がするけど幻聴だ。どうせシャル姉様＆ブロンデル公爵夫人の連合軍にやられるか、私に突き落とされるかの差でしかないのだが。

　それに彼女達は謝ってないよね。さっきの謝罪は口だけのものだしカウントしないぞ？

「結果だけ見ればクリスティーナは無事ですし、彼女達は自分のことで精一杯のようですから今後一切近づかないでもらった方が良いかと」

「あらあら、ミヅキ様はそれをお望みなのね？」

　にこりと笑ってシャル姉様に頷くと、彼女は私の意図を察したらしく、笑みを深めて頷いた。

　さすがです、ばっちり意図するものに気付いてくださいましたか。

「判りました。……貴女達もそれでいいのね？」

「ええ！」

「し……失礼します」

　慌てて去ってゆく彼女達も後に続いた会話を聞いていたら戻ってきただろう。

「『今後一切近づかない』って『謝罪の場を与えない』という意味もあるわよね？」

「ええ。だって嫌がらせをしたことに関して一向に謝罪の意思を見せないんですもの。逃げ道なんて必要でしょうか？」

「必要ないわね。私は『なかったことにする』とは一言も言っていないのだけど」

「ブロンデル公爵夫人もお怒りになるのでは？　私が魔道具を渡していなければドレスが駄目になっていたのですし」

「そうね！　ふふ、さすがだわ」

　にこやかに交わされる会話に周囲の人々が絶句し怯えていたけど問題なし。やだなあ、私は魔王様配下の魔導師だよ？　それくらいの情報は伝わっているよね？　予想される『お約束な展開』を利用して、敵を黙らせることくらいしてみせるよ？

　それに謝罪できない以上は報復されても文句は言えまい。謝っても許されるとは限らないが。

　今夜のクリスティーナのドレスは淡い緑を基調とした少し落ち着いたもの。ピンクとか華やかな色と思ったら意外にも大人っぽく纏められている。

『アリエル様はデビュタントの時に少し背伸びしてみたくてこの色を選んだの。可愛らしい色だと彼女自身の雰囲気もあってちょっと子供っぽかったのよね』

　という話をコレットさんから聞いたクリスティーナが母の思い出話を喜び、当時の母と同じ色を纏うことにしたらしい。そのドレスはクリスティーナにとてもよく似合っている。このことからもコレットさんの本気が窺えるだろう。

「ミヅキ様、私達がクリスティーナ様をお守りしますわ。どうぞ、お仕事をなさってくださいな？」

「え？」

　きょとん、とシャル姉様を見返すと、彼女は悪戯っぽく微笑んでクリスティーナを取り巻く人達を振り返った。どうやら彼女達も『仲間』らしい。

「私達、今日は可憐な姫君を守る騎士ですの。アルだけでは頼りないでしょう？」

「姉上……初めからそのつもりでしたね？」

「私達だって参加したいのよ！　ずるいわ、貴方達ばっかり」

　呆れて溜息を吐くアルにシャル姉様は拗ねたように言い返す。シャル姉様のお友達らしき人達に視線を向けると笑顔で『大丈夫よ！』とばかりに頷いてくれた。

　皆さん状況を判っていて助けてくれるんですか？　せっかくなので甘えちゃいますよ？

　実際アル一人に任せるということに不安がなかったわけじゃないのだ、アルは目立つから。確実に仕掛けてくるだろうアメリア嬢だけではなく、さっきみたいなお嬢さんもいるだろう。

　アルが庇えば庇うほど敵を作ることになると考えなかったわけじゃないが、とりあえずは今日を乗り切ることを優先させたのだ。

「姉様達にお願いしてもいいですか？」

「ええ、もちろんよ！　その代わり今度はお茶会に参加してね？　彼女達も楽しみにしてるわ」

「判りました。お茶菓子を作って伺います」

「約束よ？　先日の『たると』もとても美味しかったし、期待してるわ」

　頷き約束を交わすとシャル姉様は満足げに微笑んだ。報酬紛いを提示することで、こちらの申し訳なさを和らげてくれるあたりに優しさを感じるね。

　シャル姉様達に任せておけば大丈夫だろう。何よりクリスティーナも今後のために先輩達から学ぶべきことがある。そういった意味でも適任だ。

「やれやれ……これでは私の出番はないかもしれませんね」

　アルがそう呟くとクラウスが「諦めろ」というように肩を叩いた。長年の付き合いからシャル姉様達には勝てないと悟っているらしい。

「アルったら、たまにはいいじゃないの。……ミヅキ様、まだ大丈夫かしら？」

「まだ来ていないみたいです。絶対に来ますよ、私達の所へ」

「……そう、絶対に来るのね」

　シャル姉様は『何かやったのね』という含みを持たせた言い方をした。それに対して私は笑みを深めて肯定を示す。誰が聞いてるか判らないのだ、迂闊なことは言えん。

「では暫くお話ししましょう？　……ところで」

　ちら、と私の背後に視線を向け、お友達と同じように生温かい目になる。皆さん事情を知ってるらしい。理解があって何よりだ。

「嬉しそうねぇ……クラウスは」

「やっぱりそう見えますか」

「誰が見ても溺愛しているようにしか見えないわね。ブロンデル公爵夫妻もさぞ喜ぶことでしょう」

　頼むからクリスティーナには言わないでやっておくれ。気付かない方がきっと幸せだ。







　　第二十三話　悪役ＶＳ被害者代表（仮）




「そう、そんなことがあったのね」

　なるほど、と頷いたシャル姉様とお友達の皆様。グランキン子爵と親族達によって食事会の一件は噂として広まっているのだ、どうせなら当事者としてバラしておく。

　いや、さすがに私達の仕事に関しては話せないよ？　だけどアメリア嬢の相手をしてもらうなら話しておいた方がいい。他にも噂に興味を持った人達が探りを入れてくるだろうしね。

「随分とグランキン子爵の言い分と違うわねえ……ミヅキ様が暴れたみたいに言っていたけど」

「嫌ですね、私が暴れたらその程度じゃ済みませんよ」

「そうよね。アル達が守護役だという意味を判ってないのよね」

　守護役とは私を守るという意味だけではない。何をしでかすか判らない異世界人から世界を守るという意味もある。そもそも元になったのが二百年前の大戦の元凶といわれる出来事だぞ？　見張り役に異世界人を押さえ込めるだけの能力がないと困るだろうが。

　ちなみに私の場合はアル・クラウス・セイルという豪華面子なのでかなり凶暴認定されていると推測。と言っても一対一なら勝てても、二人がかりになられたら確実に負ける。魔力を消費すると疲れるので、持久力の面から言っても白黒騎士クラスに集団で襲いかかられたら負けるだろう。魔法に関して規格外だろうと『最強』ではないのだよ、現実的に考えると。

「グランキン子爵の言い分を信じている人っています？」

「いいえ？　他の参加者達が否定していたし、皆面白がってるだけだと思うわ」

「期待に応えてウケ狙いすべきでしょうか？」

「楽しそうだけどそこまでの人達かしら？」

　和気藹あい々あいと話す私達に対し騎士ズは腰が引けている。

「……何であんな会話が平然とできるんだ？」

「アルジェント殿の姉上だからなぁ」

「姉上は殿下寄りの思考の人ですから」

「「ああ、納得」」

　情けない男どもを放置しシャル姉様に『最重要事項』をお願いしておく。これ、とっても重要。私はクリスティーナと一緒にいられないから是非お願いしておかねば。

「アメリア嬢もそうですけど……エスコートしている赤毛を〆ておいてくれませんか？」

「赤毛？　ああ、クリスティーナ様に酷いことをした出来損ないの騎士ね」

　さすが近衛騎士副団長の奥様、評価が厳しい。何か話を聞いたのかもしれないが。

「ええ、『今は』近衛らしいです。後で私も〆ますが、この会場で巻き込まれた被害者を装いつつ近づいてくる可能性が高いので」

　そう言うとシャル姉様がすうっと目を眇めた。私の意図することが判ったらしい。

「クリスティーナ様に謝罪して貴方達が手を出さなくてもいいように仕向けてくるからね？」

「可能性としては高いでしょう？　『被害者』であるクリスティーナが許してしまえば『そのことに怒っている人達』は手が出せませんから」

　クリスティーナは優しい子だ。謝られれば許してしまうし、私達にも「謝罪したのだから許してやって欲しい」と言いかねない。おそらく赤毛はそれを狙ってくるだろう。アル達を怒らせた自覚があるのだから。

「個人的な感情で、という部分もあります。ですが、彼女の今後を考えると『騙してもたやすく許す』という印象を植え付ける事態は回避したいです」

「そうね、一度そう思われると嘗められる可能性もあるもの」

　自分でそういった輩をあしらえるならば問題はないが、今のクリスティーナには無理だろう。彼女は悪意を捉えなさ過ぎる。善良な部分が弱点になるだろう。シャル姉様達もそれを十分理解しているからこそ今回傍に付いてくれていると思われる。

「判ったわ。もしも来たら可愛がってあげましょう」

　頼もしくも美しく微笑むシャル姉様は、社交界の華と呼ばれるだけあってとても美しい。

「わあ……素敵なお姉様達に相手をしてもらえるなんて幸せですね」

「ふふ、ミヅキ様ったら棒読みよ？」

「羨ましさのあまりつい感情を忘れまして」

　端から見れば美女達に囲まれているのだ、さぞ羨ましがられることだろう。……赤毛本人は泣きたい心境だろうけど。

　喜べ、赤毛。近衛の躾や私の報復の他に美女達から遊んでもらえるみたいだぞ？　枯れ果てるまで遊んでもらえ。アメリア嬢の横に居る気力だけ残っていれば十分だろ？

　そんな話を和やかにしていた私達にクラウスが呟く。

「ミヅキ。来たみたいだぞ」

「逃げなかったのは褒めるべき？」

「逃げるという選択肢を思いつけなかったのではないでしょうか」

　アル、穏やかな笑みを浮かべているのに辛しん辣らつだね。でも同意だ。自分が負けることを考えないから逃げ道を用意しないんだもの。

　それに悪役は最後にやられるという大事な仕事があるのだから逃げちゃいけない。私達にとってもレックバリ侯爵へ繋がる貴重な接点なのだ、居なきゃ困る。

「クリスティーナ」

「はい、何でしょう？」

　声をかけると振り向くクリスティーナ。その顔は随分と緊張が薄れているように見える。

「そろそろ私達は傍を離れるけど、アルやシャル姉様達が居るから大丈夫だね？」

「……！　はい、大丈夫です」

　可哀相だがグランキン子爵の悪企みは全て話してある。その大半が自分に向けられたことに怯えようとも、警戒心を高める意味でも教えておくしかない。思わず軽く頭を撫でると、強張った表情が僅かに和らいだ。

「いい？　今貴女が身に着けている物は全て貴女のために作られた、貴女を想ってのもの。自分のすべきことはわかるね？」

「ええ。皆さんが守ってくださいますし、私がこの日を無事に過ごせるよう心を砕いてくださった方達も居ます。何があっても俯くことはしません」

　そう言って笑った彼女は食事会で傷付けられた時とは別人のようだった。これならば大丈夫だろう。アルに視線を向けると、「お任せを」というように一つ頷いた。

「それじゃ行って来ます！」

「アル、そちらを頼む」

「判りました」

　軽く手を振り見送ってくれる視線を感じつつ、グランキン子爵の元へ向かう。グランキン子爵もこちらを睨みつけているからしっかり気付いているのだろう。

　さあ、悪役様？　私は正義の味方じゃないけど決着をつけるために参りました。……この半月、散々襲撃しまくったからには覚悟ができてるんだろうなぁ？

「楽しそうだな、ミヅキ」

「あら、クラウスにもそう見える？」

「ああ、獲物を見つけた魔獣のようだな。殺気は少し抑えろ」

「何で？」

　クラウスの言葉に首を傾げる。迫力負けするよりはいいと思うのだが、駄目なのだろうか。

「それだけで倒れるぞ、あいつらなら」

　……殺気が駄々漏れだったみたい。どうりで誰も近寄って来ないわけだ！




　　※※※※※※※※※




「来たか、身の程知らずの小娘が」

「あら、泣いて逃げ出すと思っていましたのに」

　バチッ！　と火花が散ったのは気のせいか。お互い殺る気な所は気が合うね。

「それに招待がなければここに入れませんよ？　私達は理由があってここに居ます」

　興味深そうにこちらを窺っている人達もいることだし、ささやかなヒントをくれてやる。もし私達の『立場』を正しく認識していればグランキン子爵も何らかの反応を示すはず。……だが。

「ふん、婚約者としての顔見せか」

　顔を歪めて睨みつけると『それがどうした』とばかりに見下された。おい、それだけか!?

　全然判ってなかった！　……三流悪役だってことを忘れてた。マジでこの反応か。

　ちら、とクラウスを見ると溜息を吐いて僅かに首を振った。職人、相手がアホだからって会話を私任せにせんでおくれ。

「庶民らしい貧相なドレスだな！」

「魔力付加の布を使って術を込めた黒騎士製作のドレスが、ですか？　技術の素晴らしさも含めてかなりな額になると思うのですが」

「く……身に着けている者が下げ賎せんでは意味がなかろう」

「貴方達も功績で爵位を賜たまわわった元庶民ですよね？　しかも貴方自身は何の功績もない無能だからこそ爵位返上になる可能性が高いじゃないですか。私は結婚すれば公爵家の人間ですが」

「……別に婚姻せずとも個人の功績で爵位を狙えるだろう、お前は」

「責任が生じるから興味はないわね」

「き……貴様ら、言わせておけばっ」

「話題を振ったのはそちらです」

　もはや子供の喧嘩レベル。ただし私の言っていることは『爵位狙えるけど面倒だから欲しくない。貴族になっても無能過ぎて潰れる見本が目の前に居るじゃん。庶民に逆戻りカウントダウン？』というグランキン子爵にとっては非常に怒りを煽る台詞だ。嫌味を言うなら自分が突付かれない話題を選べよ、自分の首締めてどうする。

　予想通りというか、面白味のない話題に黒幕を引き出すのは厳しいかと内心焦りを感じた。

　困ったな、話を長引かせて誘い出そうにも興味を引かせるような話題がないね。いや、グランキン子爵に『恥をかかせた小娘』程度の認識しかないから、この程度の話しかできないのか。

　これは『グランキン子爵側の人物』も見捨てて助けに来ないかなー？　とか思った直後。

「ふむ、儂も仲間にいれてもらえんかの？」

　人の良さそうな外見と穏やかな声、ただし妙に警戒心を抱かせる人物が割り込んできたのだった。

　私達と向かい合うような──グランキン子爵を庇うような立ち位置に。
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　──夜会にてクリスティーナ達の場合（アルジェント視点）

　ミヅキがクラウスと共にグランキン子爵へと足を向けた後。纏わり付いていた好奇と恐怖を湛えた視線は弱まったように思った。と言っても、姉達が居るのだから完全には消えないのだろうが。

「残念そうね、アル」

　やや苦笑しながら姉が尋ねてくる。それほど顔に出ていたのだろうかと内心驚きつつ、苦笑するに留めたが。

「それほど表情に出ていましたか？」

「そうね……親しい人なら気付く程度には。だって貴方はいつも『完璧な』笑みを貼り付けているんですもの」

　そう言われてしまえば認めるしかない。肩を竦めて姉との会話に興じる。

「やはり二人に置いていかれるのは寂しいのですよ」

「ふふ、クラウスに嫉妬すると思わないあたりが貴方よね」

「仕事ですからね」

　いや、実際は仕事でなくとも嫉妬などしない。むしろクラウスが一緒に居るならば安心するだろう。それはセイルであろうとも変わらないし、二人も同じ答えを返しそうだと思う。

「彼女は自分のことなど全く気にしませんから。今もできる限りのことはしていますし」

　それらは全てクリスティーナを守るためである。貴族社会において最も恐ろしい噂という『化物』に対しての。自分とてかなりの迷惑を被ったのだ……子爵家、しかも漸く大人になり始めた少女にとってどれだけ恐ろしいものか。

　もっとも今は表立って口にすることなどできはしない。ミヅキが報復として実力行使することも、姉達やブロンデル公爵夫人が味方に付いていることも周囲に知らしめたのだから。

　好奇の視線ばかりはどうしようもないが、必要があればミヅキは再び目立つ行動をとって周囲の注目を集めるくらいするだろう。

「そうねぇ、でもミヅキ様は弱くはないわよ？」

　何がそんなに不安なのかしら、と呟く姉に溜息を吐く。

「……放置されたまま忘れられそうな気がするのですよ。我々が」

「ああ……確かに」

　ありえそうね！　と言いながらも楽しげな姉に少々恨めしげな視線を向ける。やはり姉の目から見てもそう思えるのか。

「執着は貴方達の一方通行ですものね。……三人がかりで引き止めているから貴方達は仲が良いのかしら」

　……事実ではあるが、ざっくり胸を抉る言葉だ。姉は本当に容赦がない。

「そこは一途な愛と言って欲しいものです」

「あら、似たようなものよ。それに貴方達が綺麗なだけの感情を向けているなんて思えないもの」

「おや、精一杯誠実であると思うのですが」

「確かに誠実ね、自分に対して」

「……」

　本当にこの姉は厄介だ。貴族としての自分を知るだけに簡単に騙されてはくれない。物語のように憧れをもって民間に伝えられる話が、都合のいいように歪められた物だと知っているのだから当然か。……『美しく優しい姫・王子様』『素敵な騎士』など物語の中にしかいないのだから。

　最終的な結果はどうであれ、周囲を押さえ込むだけの手腕と立ち回りができなければ利用されるだけである。結果を出したからこそ国に名を響かせ慕われるような存在となりうるのだ。そのためには顔と家柄さえ己の武器となる……政略結婚が当たり前の世界で何を夢見ているのか。

「でも自分に素直な人は他にも居るみたいね。……アル」

「判っていますよ。私はクリスティーナ嬢の傍に」

　姉は頷きつつも笑みを深めてしっかりと釘を刺す。

「今回は私達に譲ってね？」

「……ある程度は」

　二人揃って向けた視線の先には見覚えのある少女と赤毛の青年。と言っても、青年の方は乗り気ではないようだ。先日の件と現状を見れば近寄るなどとは思わないはずなのだが……やはり何らかの見返りがあるのだろうか。

　近づいて来る二人のうち一人は遠目にも判るほど不機嫌だった。クリスティーナの現状が予想外だったことが原因だろう。ブロンデル公爵夫人によると彼らは懇意の商人に手を回し、生地やドレスのデザインを奪うことを計画していたそうだから。

　……その商人もブロンデル公爵夫人の怒りに触れ、公爵家への立ち入り禁止を言い渡されていた。

　今のアメリアにとっては全てが上手くいかず、また面白くない状況なのだろう。

　──本当に自分に正直で……自分を世界の中心だと疑っていなくて。呆れるほど愚かな人なのだと。

　ひっそりと溜息を吐いてしまったのは仕方のないことだろう。

「クリスティーナ様、来ますわよ」

　ひっそりと姉が告げれば僅かに表情を強張らせるクリスティーナ。自分に向けられた悪意を知っているならば当然の反応だろう。嫌がらせ程度の可愛らしいものではなく性た質ちが悪い犯罪の標的にされたのだ、実際に被害に遭っていなくとも恐怖は覚える。

「ご安心を、姫様。我らがおりますわ」

「ええ。滅多なことでは負けませんわよ」

「ふふ、本当ならば話し掛けることさえできないのですけど」

　次々に美女達から掛けられる言葉は表情とは裏腹に非常に恐ろしい。先ほど姉が言った『綺麗なだけではない』という言葉は社交界の華と呼ばれる存在にも当あて嵌はままるのだ。

　逃げ道はあった。だが、アメリア自身がそれに見向きもせず破滅へと向かっているのだからどうしようもない。アンディの方も己の言動が考えているものより更に悪い事態を招くものだと気付いていないのだろう。気付いていれば絶対にアメリアを止めるはずだ。

　もっともそれをわざわざ教えてやる気もないので、ここは姉達に譲って沈黙すべきだろう。自分の役割は『クリスティーナ嬢のエスコート』であって彼らへの攻撃ではないのだから。

　そんなことを考えている間に二人はこちらへとやって来たようだ。周囲も興味深げな視線を向けている。

「ごきげんよう、クリスティーナ」

　表面上は笑みを浮かべ従い姉と妹こに挨拶をしているように見えるが、その瞳は憎悪に満ちている。何一つ自分の思い通りにならなかったことへの苛立ちがそのまま表れているようだ。少しでも隙を見せれば大喜びで攻撃してくるのだろう。

「ごきげんよう、アメリア」

　やや硬いながらも笑みを浮かべて挨拶を返すクリスティーナ。アメリアの瞳に苛立ちが宿る。

「貴女もドレスを新調したのね。私もよ……どう、似合っているでしょう？」

　そう言って自慢げに見せる淡いピンクのドレスは本来クリスティーナが着るはずだったものだ。そのせいだろうか……アメリアの言動もあって少々子供っぽく映る。顔立ちも雰囲気も違うのだから本来ならば自分に合ったものにすべきだろうに、嫌がらせを優先させたのか。

　その行動が事情を知る者達にはどう映るのかを考えていないあたり、思考も子供なのだが。

「本当に素敵ね……そのドレス」

「なっ！」

「商人に手を回して生地を押さえ込んだ挙句、デザインさえ自分のものにするなんて。絶対に真似できませんわ」

　周囲の女性から掛けられた言葉にアメリアが驚愕を露にする。……知られていないとでも思っていたのだろうか？　貴族にとって情報はとても重要なものであるというのに。

「な……何故、それを……」

「あら、どう思われるかを理解して身に纏っているのでしょう？」

「それに私達が目に入らなかったのかしら？　貴女は身分をどういうものと思ってらっしゃるの」

「やめてあげなさいな。まだまだ理解できていない『お子様』なのですわ」

　……早くも姉達が動いたようだ。美女達の発する刺とげのある言葉に唖然とするクリスティーナを私は軽く引き寄せ、少々後ろに下がらせて距離をとる。

　この光景が注目されぬはずはない。毒は遠ざけて……いや、彼女達から隔離させておくべきだろう。素敵なお姉様達と思い込んでいるクリスティーナには今夜だけでも夢を見ていてもらいたい。

　それに普通ならば自分より高位の令嬢達と話しているクリスティーナに声を掛けるなどという真似はしないはずだ。親しければ別だが、間違いなく令嬢達の不興を買う。アンディもまさかアメリアが令嬢達に挨拶もせず話し始めるなどとは思っていなかったのだろう。哀れだ。

「ご存知？　グランキン子爵に手を貸した商人は公爵家直々に注意を受けたそうですわ」

「ブロンデル公爵夫人はたいそうお怒りだったとか」

「当然ですわね。信頼のない商人など居ても困りますもの」

　次々に向けられる言葉に、アンディは事態を察したのか顔を青褪めさせる。……知らなかったのだろうか。しかもアメリアは悔しそうに唇を噛むばかりで状況に気付いていない。

　嘘でも噂でもなく事実なのだ、しかも主犯の一人なのだから否定はできまい。微かに聞こえる周囲の声はアメリアを批難するものが大半だ。もっともそれは娯楽のような扱いなのだろうが。

「ああ、それからそちらの方？　確かアンディ様でしたわね？　バクスター伯爵家の」

　いきなり話を振られたアンディはビクッ！　と肩を竦ませた。彼の性格上ある程度は女性の扱いに慣れているはずなのだが、姉を相手にそれは通用しない。

「……ええ。アンディ・バクスターと申します」

「そう。確かクリスティーナ様のエスコートを申し出ておきながら家の都合でお断りした、ということだったかしら」

「そのとおりです。クリスティーナ嬢には大変申し訳ないことをしました」

　申し訳なさそうな顔で軽く俯く様は一見誠実そうに見える。整った顔立ちもあり、彼に好意を抱く女性ならばそれだけで信じてしまうだろう。実際には全て最初から仕組まれていたことだったが。

　それを知っているはずの姉が敢えて『家の都合』などという言い方をするとは一体？

　内心首を傾げるも、姉の手の内は読めなかった。こういった場は姉の方が遥かに上手いのだ。

「ではバクスター家もグランキン子爵の一味ということですわね。ご子息が肯定しましたもの」

「な……そんなことはっ！」

　驚き反論しかけるアンディの言葉を無視し、姉は友人達へと視線を向ける。

「あら、たった今そう仰ったじゃありませんか。ねえ、皆様？」

「ええ、確かに聞きましたわ」

「バクスター家がグランキン子爵と繋がりがあるなんて……！」

　なるほど。『家の事情』を言い訳にするなら『個人』ではなく『家』をグランキン子爵一派だと吹ふい聴ちょうする気なのか。

　実際にバクスター家が関わっていたかどうかは不明だが、アンディ本人がそう言ったことで事実と周囲に認識されてしまっている。バクスター家にとってグランキン子爵との繋がりなど悪評以外の何物でもあるまい。噂を否定するためには息子に対し何らかの処置を取る以外はないだろう。

　どうやら相手に吼えさせて叩き落とすという作戦らしい。噂を操る術に長たけた女性達は密かに周囲の反応に気を配りつつ、笑みを浮かべたままだ。

　そして『本日は騎士になりますわ！』と言い出す姉が追及の手を緩めるほど生なま温ぬるいはずはない。

「そういえば……貴方は私の弟と敵対したと聞きました。弟は公爵子息であり、本人の身分は騎士ですが、確か貴方は伯爵子息でしかありませんよね？　侮辱される謂いわれはありませんわよ？」

　それとも弟は騎士として貴方に劣るというのかしら──と付け加えた言葉に反論の声は挙がらなかった。アメリアは何か言いたそうだが、当のアンディは顔面蒼白のまま言葉もない。

　当たり前である。翼の名を持つ騎士の隊長が近衛に成り立ての騎士より劣るなど絶対にありえない。そんなことは貴族ならば誰でも知っている。

　そして捉え方によっては『バクスター家がバシュレ家を見下している』と言っているように聞こえるのだ。これが姉の策か！

『身分的な意味でも騎士としても劣る』という現実を突きつけられアンディは頭こうべを垂たれた。

　もう彼に反論はできないだろう。この会話も周囲に聞かれているのだ、バクスター家を巻き込んでアンディの未来は暗い。

　彼の愚かさの代償はあまりにも大きく、そして重いものだった──







　　第二十四話　悪役ＶＳ被害者代表（真）




『ミヅキ、レックバリ侯爵だ』

『嘘、あれで釣れた!?』

『自分が相手をしたくなったんじゃないか？』

　クラウスとの念話にて目当ての人物であることを教えてもらい、僅かに笑みを浮かべる。このおじいちゃんがレックバリ侯爵か。お会いできて嬉しいですよ、大物様？

　レックバリ侯爵は浮かんだ笑みに気付いたのか苦笑し、「若いの」などと呟いている。

　ええ、血気盛んなお年頃としてはグランキン子爵を血祭りに上げる気満々だとも！　ビクッ！　とグランキン子爵が一瞬肩を竦ませたのは気のせいだよね、きっと。

「お嬢ちゃん、随分とグランキン子爵をいじめているのう」

「あら、いじめているなんて。言い返しているだけですわ。黙っていると付け上がるんですもの」

「おやおや、勇ましいことじゃな。じゃがのう、甘く見ると痛い目を見るぞ？」

「ご忠告感謝します。ですが、この程度に負けるようでは私は今この場におりません」

　そう言いきって視線を合わせると、レックバリ侯爵は何故か満足そうに頷いた。

「ゼブレストの血塗まみれ姫、だったかの」

　何気なく呟かれた言葉に周囲が僅かにざわめく。あらら、意外と伝わっていましたか。

　そんな状況など全く気にした様子のないレックバリ侯爵の真意は読めない。意図的に情報を漏らしたのか、それともただの知識として口に出しただけなのか。

　うーん、やりにくい人だな。敵意や悪意が全くないから対策がしづらい。

「……そう呼ぶ方もいましたが、私は姫ではなく魔導師ですよ」

「ほほう、力を誇る者か」

「いいえ？　頭脳労働を得意とする個人主義者です」

「頭脳労働……何とも地味な言い方じゃの」

「知識を蓄え活かす者ですから。どういった方向を望むかは時と場合と個人の都合によりますね」

　実際地味だぞ、魔術師や魔導師の役割って。魔法創作は個人の趣味の域だし、戦力としても必ずしも最強ではないわけで。……目立つんだよ、大きな力って。魔力探知で居場所も確実にバレるし。

　詠唱するのが本来の魔法というものなんだから、敵が万能結界付加の魔道具を装備して突撃してくれば倒されるだろう。接近戦向きじゃないしね、基本的に。

　なので城仕えの魔術師達の御仕事って防衛以外は基本的に知識を活かした頭脳労働。戦争が起きても自分を活かせる方法を考えないと役立たずだ、間違いなく。

　……という考えをつらつら述べたらレックバリ侯爵は感心半分呆れ半分の微妙な顔になった。魔導師の言葉としては予想外だったらしい。夢を見ないでおくれ、現実なんてそんなものだ。

　しかしグランキン子爵は自分が忘れられていることが許せないのか声を上げた。

「レックバリ侯爵、庶民の小娘など相手にするものではありませんぞ！」

「その小娘相手に喧嘩を売って手も足も出なかったグランキン子爵は、出来損ないなのですね」

「何だと！」

「少しは頭を使ってください。とても退屈でしたわ？」

　わざとらしく溜息を吐いてやるとグランキン子爵は顔を赤くして怒りに震えた。そしてクラウスがそれを更に煽る。

「嫌がらせも全てミヅキに読まれていたじゃないか……本当に下らない奴だな」

「く……言葉が過ぎるのではないか？　ブロンデル公爵『子息』殿？」

「あら、クラウスは仕事で私と共に居るのですけど」

　その言葉にレックバリ侯爵と周囲は軽く反応するがグランキン子爵は相変わらず気付かない。……自分をお貴族様だと誇るなら翼の名を持つ騎士だけでも覚えておけよ。

「少し静かにしておれ！　御嬢さん、あんたの狙いはグランキン子爵か」

　意外にも一喝しグランキン子爵を黙らせたのはレックバリ侯爵だった。その印象は先ほどまでと違い『人の良いおじいちゃん』から『腹黒い狸たぬき』へと変わっている。

「それと貴方です、レックバリ侯爵」

　はっきりターゲットだと告げれば、レックバリ侯爵は目を眇めて薄く笑う。

「ほう、何故かな？　儂は何もしとらんが」

「ええ、貴方はグランキン子爵の後見紛いになっていただけで全てはグランキン子爵が起こしたこと。ですが、貴方の存在があるからこそグランキン子爵が増長したのも事実でしょう？」

「それが罪というかね？」

　レックバリ侯爵は相変わらず余裕を失わない。周囲は……事態に気付き静観しているようだ。

「グランキン子爵が国に仇あだ成なす者ならば。彼は爵位維持のために他国の貴族と婚姻関係を望んでいましたが、それはイルフェナの内部に足場を与えることにほかなりません」

「婚姻は普通ではないかね？」

「それは迎え入れた家が強い場合では？　庶民にさえ負けるグランキン子爵家に抑えることができるとでも？　貴方が背後に控えていて監視するならば別ですが、貴方は『何もしていない』」

　レックバリ侯爵の笑みが変わる。逃げるのではなく、言葉遊びを楽しむ大物悪役といったところだろうか。楽しくて仕方がないという印象を受けるが、私もそこは同意しよう。

　グランキン子爵よ、悪役ならばこれくらい大物を目指さんかい！　素晴らしい御手本が居るのに何故三流のままなんだ、お前は。

「儂はグランキン子爵の味方ではないと言うつもりかね？　これでも面倒を見ているのじゃが」

「では『味方』だと言い切るのですか？」

「ふむ、そう思ってくれて構わんよ」

　……言ったな？　言質は取ったぞ？

「そうですか……覚えておいてくださいね。それが報告した際の証拠となりますから」

　望む言葉を得て私は内心ほっとする。とりあえず第一段階はクリア。

　だが、レックバリ侯爵はそのまま勝ち逃げさせてくれる気はないようだ。

「ふむ……ところでな？　儂はこれでも侯爵という立場にある。お前さんの言葉は少しばかり不敬が過ぎんかの？」

「あら、お気に触りましたか」

「庶民如きに嘗められる謂れはないぞ？」

　不敬と言いつつ目は明らかに面白がっている。……なるほど、今度は貴方が身分を盾にとっての攻撃ですか。もちろん、受けて立ちますとも。

「では私なりに責任をとりましょう。……すみません、飲み物をいただけますか？」

　そう言って近くにいた給仕からグラスを受け取る。中身は白ワインなのか透明に近い液体だ。

「一体何をするつもりかね」

　訝しげに尋ねてくるレックバリ侯爵に私は微笑を返す。すると僅かに目を見開いた。

「少し離れてくださいね。これで、いかがでしょうか？」

　そう言って受け取ったグラスの中身を頭から被る。身分上、不敬罪を出されることは想定範囲。謝罪を要求されてもこれと土下座しか思い浮かばなかった。気が済んでくれるといいのだが。

「年頃の娘が夜会で水を滴したたらせる。いかがです？　許していただけますか？」

「では止めなかった俺も同罪だな」

　いつの間にグラスを手にしていたのか、クラウスも同じくワインを被った。周囲から女性の声が密かに上がる。遠くではクリスティーナが驚いているようだがアル達が宥めているらしい。

　そして私達の行動はさすがに予想外だったのか、レックバリ侯爵も目を丸くしている。

「う、うむ、許そう。何ともまあ、思い切ったことを……」

「あら、私がどう思われようと今は重要ではありません」

「……何？」

　驚きを収めてレックバリ侯爵は鋭い視線を向けてくる。彼にとって自分が思い至らないことは警戒対象なのだろう。さあ、謎解きの時間だ。

「私達は仕事で来ています。『翼の名を持つ騎士』と『その協力者』として。先ほどの会話で『貴方がグランキン子爵の味方』であることが証明されました」

「それがどうしたというんじゃ」

「翼の名を持つ騎士が動く理由は一つだけ。そして貴方はグランキン子爵の味方……すなわち私達の『敵』なのですよ。グランキン子爵がしたことと無関係では済みませんよね？」

「随分と乱暴な言い分じゃの」

　言い掛かりに近いことは私も自覚している。だが、誰も貴方自身が犯罪者だなんて言ってないよ？

『悪党の背後に居る人物』＝犯罪の黒幕じゃないのだ。騎士達の獲物はグランキン子爵と犯罪に携わった者達だけ。私は彼らを庇っている貴方を『抑え込むこと』が目的であって『罪に問うこと』が目的じゃない。

　つまり、私とクラウスは囮。貴方を舞台の上に引きずり出すだけでいい。

「ええ、乱暴です。ですがその一歩がなければグランキン子爵に手が出せない。それを崩すことが私達の役目です。犯罪者の味方だと確信が持てれば貴方が庇おうともしょせん身内の発言に過ぎない」

「ほう、つまり儂が庇おうともその発言は切り捨てられるというわけじゃな？」

「貴方の言葉を無視できなかったのは『無関係な第三者』だったからですもの。グランキン子爵の味方と公言した以上は単なる身内贔びい屓きでしょう？　元々悪事の証拠はあるんですから」

　確かにグランキン子爵の悪事に手を貸したわけではない。しかし、それこそが問題だった。

　グランキン子爵の味方だと判っていれば、罪人の身内として庇う発言をしようが無視できる。だが、それがグランキン子爵とは無関係で長年国に尽くした忠臣の言葉であったならばどうだろう。

　当然、無視できない。彼を知る王や側近達からの抗議は必至だ。直接犯罪でもやらかしていれば別だが、国に尽くした実績がある以上はそれなりに発言力と信頼を得ているのだ。

『あの者が庇うのならば何か根拠があるのではないか』

　そんな発想に至るのが自然だ。レックバリ侯爵への評価が追及の手を遮る壁となる。

　同意の得られない一方的な追及では内部分裂を招きかねないのだ、魔王様とて強行すまい。そして翼の名を持つ騎士は国の所有する剣であることからも動くことはできない。

　だから私の協力が必要だった。異世界人はあらゆる柵が存在しないからこそ『誘おびき出だす役』には最適なのだ。

　貴族ではないから警戒されない上、多少強引なことをやらかしても『異世界人だから知らなかった』で誤魔化せる。加えて白黒騎士達が協力者になることで彼らの得た情報を駒として使えるのだ。そういった意味では私自身が魔王様の所有する『あらゆる法則を無視できる最強の駒』なのだが。

「ふむ、あの王子の差し金か」

「やり方は私に一任されています。ですから」

　すい、と目を眇め。クラウスは私を守るように腰に腕を回す。それは『姫と護衛の騎士』ではなく『同じ役割をもつ騎士と魔導師』だ。もはや私に嫉妬の視線は向けられていない。

「貴方を舞台の上に引きずり出すことができれば十分です。先ほどの行為は謝罪の意味もありますが、注目を集める意味もあります。……これほど周囲の関心を集めて言い逃れはできませんよね？」

　言い切るとレックバリ侯爵はそれは楽しそうに声を上げて笑った。そして「さて、決着といこうかの」と呟くと嬉々として私達と対たい峙じする。

「……ふ、ははっ！　やりおるな！　じゃが、決定打がないと思わんかね？　このままでは儂は逃げ切るだけじゃぞ？」

「それに関してはこちらも手札がありますよ。……グランキン子爵もありますよね？」

　話を振れば顔を真っ青にしていたグランキン子爵も最後の悪足掻きとばかりに睨み付けて来る。

　グランキン子爵の手札は間違いなくクリスティーナへの襲撃だ。ディーボルト子爵家への脅迫材料であると同時に自身が犯罪者であることの暴露。周囲がどんな目を向けるかは想像に難かたくない。

「く……いいだろう！　せめてあいつらだけでも道連れにしてやる！」

「あらあら、勝ったのは私ですよ？」

　嗜めるように言えば、グランキン子爵は射殺さんばかりに睨みつけてきた。

「生意気な女だな！　貴き様さまにとってあいつらはしょせん手駒か」

「どなたのことを言っているか判りませんが、手駒は私自身を含める全てですけど？　それに」

　ぽたり、と透明な雫しずくが髪から垂れる。軽く払い鮮やかに笑うと周囲が息を飲んだ。それは一つの舞台のクライマックスを見守る観衆のように見える。

「言ったじゃないですか？　『私が勝った』と」







　　第二十五話　悪役に勝つのが正義の味方とは限らない




　──夜会にてクリスティーナ達の場合（アルジェント視点）

　アンディは沈黙したが、アメリアは未だその憎悪を捨ててはいなかった。それどころか全てクリスティーナが悪いとばかりに睨み付けて来る。

　と、その時。クリスティーナが驚きの声を上げた。

「え!?　ミヅキ様!?」

　クリスティーナの声にミヅキ達の方へ視線を向けるとミヅキとクラウスがグラスの中身を頭にぶちまけている。ざわめく声の多さに周囲の関心の高さを知るが、距離があるため何があったかは不明だ。それに私の役割は彼らを補佐することではない。

「大丈夫ですよ」

「で……でも」

「ミヅキとクラウスですよ？　あの二人が考えもなしにやると思いますか」

　そう言うとクリスティーナはゆっくりと首を横に振る。ミヅキへの信頼は揺るがないらしい。

「いいえ、ミヅキ様もクラウス様も……とても賢くてお強いです」

「では、今は気にするべきではありません」

　判りますね？　と暗に言い含めれば完全に納得はできないものの落ち着いたようだ。逆にアメリアは喜色を浮かべる。

「まあ！　何てみっともない！　下賎な庶民が口答えなどするからですわ」

　先ほどまでの報復とばかりにミヅキを貶める姿に姉達は嫌悪を浮かべる。もちろん、私も。

　そうなった原因は一体誰なのか。お前如ごときが下賎などという言葉を使うのか。

　そんな言葉が聞こえて来そうなほど冷たい目で見られていることが未だ理解できないのか。

「下らない人ですね」

「え？」

　ぽつりと呟いた言葉は意外と響いたようだ。アメリアがきょとんと視線をこちらに向ける。

　……ああ、本当に何て価値のない生き物。蔑みすら感じ取れない道化。

「下らない人だと言ったのです。貴女の頭は飾り物でしょうか」

「な、ア、アルジェント様!?」

「気安く名を呼ばないでいただけますか、汚らわしい。人を貶め人を見下すことしかできない罪人如きが一体何様のつもりなのでしょうね？」

　次々とぶつける言葉にアメリアの表情が驚愕から絶望へと染まっていく。どうせ理解などできてはいまい。せいぜい、憧れの騎士に嫌われたことに傷ついているだけだろう。

　その予想に違たがわずアメリアは傷付いた表情になり、瞳を潤ませて私を見た。

「そんな……酷いです！　私は、貴方のことが」

「酷い？　貴女がクリスティーナ嬢にしようとしたことは何なのです？　幸い防ぐことはできましたが実行されていれば傷つくどころではない！　それとも自分の思い通りにならなければ陥おとしいれて蔑めと育てられましたか」

　恐らくグランキン子爵も得意げに犯罪を暴露しているのだろう。だが、それが恐れるようなものではないと自分達は知っている。何せ私もミヅキの計画に協力した一人であり、グランキン子爵邸へ嘘の報告に行かせた時の監視役なのだから。

　一時クリスティーナへと視線が注がれようとも無事であることは幾らでも証明できるのだ。

　だからクリスティーナ。貴女は堂々としていればいい。恥ずべきことなど何もない。

　アメリアは周囲から聞こえる声とグランキン子爵の様子に敗北を悟ったらしい。グランキン子爵は未だ足掻いているようだが、沈黙するのも時間の問題だろう。

　先ほどから視線はアメリアにも注がれ始めている。……これまでの彼女の行動を見ていれば当然だろう。

「な……のよ」

　悔しげなアメリアの口から微かに言葉が漏れる。

「何で、あんたばっかり！　皆に……アルジェント様に守ってもらえるのよ……！」

　その顔に浮かぶのは憎悪。相変わらず反省や謝罪といったものが思い浮かばないらしい。何よりアメリアは根本的な思い違いをしているのだが、本人のみ気付いていないようだ。

　クリスティーナはアメリアの前に進み出る。その表情はやや硬いがしっかりと前を向いていた。

「アメリア。貴女は思い違いをしているわ。人脈でも立場でもない、最も簡単なことを」

「思い、違い……？」

　睨み付けるようにしながらも興味が湧いたらしい。アメリアは大人しく次の言葉を待っている。

「私はデビュタントに向けて努力したわ。まだ拙いけれど家の名を貶めぬよう、家族に恥ずかしい思いをさせないよう多くを学んだの。貴女が努力したことは違うでしょう？」

　クリスティーナは未だ少女の域を出ない外見だが、服装のせいもありアメリアより年上に見える。睨み付けることなどせずとも彼女はアメリアを圧倒した。

「手を差し伸べてくれた皆様はこう言ってくださったの……『自分も超えて来た道なのだから努力する姿を見れば応援したくなる』って。それは私だけに当て嵌まるものじゃないでしょう？」

「私には……居なかったわ。誰も、誰も！」

　未だ人のせいにしてはいるがクリスティーナへの一方的な憎悪は幾分和らいでいる。あの親が原因なのだ、そんな生き方しか知らずとも仕方がないのかもしれない。と言っても周囲の言葉に一切耳を傾けなかった彼女にも十分非はあるのだが。そろそろいいかと思い、私も口を挟む。

「当然でしょう、貴女が努力したのは嫌がらせなんですから。誰が悪事に手を貸すものですか」

「え？」

　僅かながらも言葉の意味を理解しようとするアメリア。彼女には『何が悪いこと』なのか判らないに違いない。そう、育てられたから。

「誰だって犯罪者になどなりたくはない。目先の利益に釣られる者ならばともかく、家の名を貶める行為に手を貸す愚か者はいませんね」

　クリスティーナの纏う色は母の思い出、ドレスは母親代わりのブロンデル夫人が見立ててくれたもの。装飾はミヅキを筆頭に騎士達から贈られ、礼儀作法やダンスは姉達に教えを受けた。そして彼女の性格は家族と家族に等しい者達が共に作り上げた。

　対してアメリアはどうだったろうか。

　親からの愛情は与えられたが、その教育はあまりにも愚か過ぎた。見下せば反感を買う、陥れれば憎悪を向けられる。きっとそんなことも思い至らないに違いない。

　いや、人に言われたとしても素直に受け入れることなどしなかっただろう……自分が被害者になったことなどないのだから。

「アメリア。私のことはどう言っても構わないわ。だけど私に手を差し伸べてくれた方達を侮ぶ辱じょくするのは許さない」

　顔を上げ、きっぱりと言い切るクリスティーナは美しかった。彼女を奮い立たせているものこそ、この半月ほどの間に彼女自身が努力して手に入れたもの。

「許さない……？　生意気なのよ、アンタ……っ」

「お黙りなさい！」

　アメリアの発言を遮り姉が冷たい目を向けた。同時にクリスティーナを後ろに下がらせ背に庇う。

「どこまでも人を見下す姿勢を変えないのですね。いいわ、貴女達のやり方で我がバシュレ家がお相手しましょう」

「あら……」

「まあ、シャルリーヌ様。そんな価値はありませんわよ？」

「姉上……理解できぬ者に時間を割さくだけ無駄ではないかと」

　口々に掛けられる言葉は決してアメリアを労るものではない。『そんな価値などない』、そうはっきり言っているのだ。確かに公爵家が出るまでもないと思う。

「グランキン子爵家を潰してあげますわ。ああ、でも貴方達と違って犯罪者になるつもりはありません。貴方達の犯した罪を徹底的に洗って糾きゅう弾だんするだけです」

　貴方達のように反省することさえ知らぬ罪人など我が国には必要ありませんものね！　と楽しげに告げる姉の目は全く笑っていない。

　グランキン子爵家は貴族をただの特権階級と思っているようだが、我が国においては同じだけの責任を求められる。公爵家ともなれば責任の重さは桁違いである。跡取りでなくともその家に生まれた以上は背負うものがあるのだ。

　そんな姉を怒らせるとは。大変勇気のある、無謀な行いをしたと言えるだろう。

　……まあ、アメリアの場合は礼儀を無視した挙句、個人的に怒らせたので自業自得だが。

　それにグランキン子爵家は公爵家が動かずとも間違いなく潰れる。ただ自分達が妥当とする以上に罪は重くなる可能性が出てきただけだ。大した差はない。

「貴女が納得できるだけの罪状を突きつけて差し上げますわ。楽しみになさっていて」

「わ……私が悪いというの!?　だって、クリスティーナがっ」

　震えながらも非を認めないアメリアの姿に周囲の視線は嫌悪と同情が入り混じったものになりつつあった。あの親にずっとそうあるよう教育されてきた──彼女にとってはそれが正しいのだ。そう簡単に理解できるものではないのだろう。

「これ以上の話は無駄ですわね。アンディ様？　しっかりエスコートなさってくださいな」

「ま……待って！」

　恐らく初めて誰かに糾弾されるという立場に立ったアメリアを気の毒と思わないではないが。

「いい加減口を閉じてくれませんか。耳が穢けがれます」

　思った以上に冷たい声にアメリアは身を竦ませると押し黙る。同情できる期間は過ぎているのだ、それに私は『誰にでも優しい騎士様』などではない。

　今回、私達も随分と不快な思いをしているのだ。加えて本人が言い出した身代わりとはいえ、ミヅキを傷物にしようとした輩に向ける優しさなどないわけで。

「アルジェント様……もしかして、怒ってらっしゃいます？」

「ミヅキを巻き込む羽目になった我が身の不甲斐なさに怒りを覚えているだけですよ」

　私の答えに納得したのか、クリスティーナは申し訳なさそうな表情になる。

「確かに。ミヅキ様は何の関係もありませんでしたもの」

「我々が不甲斐なかっただけですので、お気になさらず」

　そういうことにしておいてください、クリスティーナ嬢。




　　※※※※※※※※※




「言ったじゃないですか？　『私が勝った』と」

　笑って言い切った私に周囲は一瞬時を止める。クラウスはある程度予想できているらしく無言。

「大口叩くじゃないか、小娘。自分が被害に遭っていなければ利用するとはな！」

「あら、自分が被害者でも利用できるものは利用しますよ？」

　何を言ってるんだ、と呆れた顔をすればグランキン子爵は一瞬言葉に詰まった。

　うん、貴様がやろうとしたことは最低だ。女性ならば絶対に隠しておきたいことだろう。実際にクリスティーナが被害に遭っていたら絶対に利用しない。

　だけど自分がそんな目に遭ったら復讐を考えるよ、間違いなく。私は『魔導師』なのだ、報復する術があるのに泣き寝入りなんて絶対にありえない。しかも今は翼の名を持つ騎士の協力者。

　優先事項は結果を出すこと。そうでなければ彼らに仲間と認められはしない。

　魔王様の『配下』だと自称してるじゃないか、私は。配下が主に守られるだけなんてありえないでしょ？　それに私はこの世界ですでに二つの選択をしている。

　一つは『生き続けるか、終わらせるか』、もう一つは『人を殺せるか、殺せないか』。その二つに比べれば命の危機でもない傷なんて比べ物にならないくらい軽い。

　……『加害者』であることを選べた私が『被害者』になったくらいで絶望するとでも？

「ふん、犬が！」

「美味い餌を求めてご主人様への恩さえ忘れる駄犬に言われたくないわね。はっきり言ってあげましょうか？　自分の利益を優先し仕えるべき主や国さえ平気で貶めるグランキン子爵？」

　私は貴族や王族というものがどれほどの重圧を背負うのか判らない。だが、翼の名を持つ騎士達や魔王様は確実に自分を犠牲にしている部分があると理解できる。

　それでも私を守り生活の場を与えてくれているのだ、あの人達は！　だから彼らの負担を、その『敵』を葬ることに戸惑わない。動く理由は忠誠ではなく、私なりの彼らへの好意と執着なのだ。

　憤っていたグランキン子爵も私の怒りを察したのか、やや青褪めながら押し黙った。対してレックバリ侯爵はどこか満足そうに眺めている。周囲の貴族達も半ば同意しているようだ。彼らとて実力者の国の貴族なのだから思う所はあるのだろう。

「ふ……ふん、いいだろう！　ではとっておきの秘密を暴露しよう」

　顔を引き攣らせながらグランキン子爵は邪悪に笑う。まさに悪役、本当にお約束を外さない人だ。

「ティーボルト子爵家の双子とクリスティーナ嬢はこの半月、ゴロツキどもに狙われていたはずだ。すでに傷物だろう？　クリスティーナは！」

　ざわり、と周囲の貴族達が声を漏らす。貴族の令嬢にとって婚姻までの純潔は重要視されるものだろう。ましてデビュタント前にそんな目に遭っていれば令嬢としての価値は下がる。しかも本人がこの会場に居るのだ、話題にならないはずはない。

「どうして貴方が知っているの？」

「私が依頼したからな！　報告も受けている！　実際、ここ数日は引き籠もって屋敷から出ないじゃないか？」

　勝ち誇ったように笑うグランキン子爵に対しレックバリ侯爵は眉をひそめている。堂々と言うことではない上に犯罪の暴露だ、しかも十五歳の女の子に対して。

　だが、それに対し私は笑った。グランキン子爵の切り札こそ私が用意した最大の駒なのだから。

「ふふっ！　皆様、聞きました？　ここ半月のディーボルト子爵家への襲撃はグランキン子爵の仕業だったそうですよ？　犯罪ですよねぇ、これ」

「自白だな」

「そうよね、クラウス。主犯自ら犯罪を暴露したのよね？」

　楽しげに笑う私と余裕のあるクラウス。グランキン子爵は焦りを感じたのか、睨みつけながらも強気で問い掛ける。

「な……何がおかしい!?」

　その問いには答えずグランキン子爵に向けてにやりと笑う。

「襲撃対象は『明るい茶色の髪と瞳を持った少女と騎士二人』でしたっけ？　ふふ、クリスティーナ様は食事会の夜からブロンデル公爵家にお世話になっているのですけど？」

「何!?」

「でなければ彼女のドレスをブロンデル公爵夫人が見立てるなど不可能でしょう。貴方の依頼で生地を扱う商人も嫌がらせに協力していたんですから。それにドレスや装飾品製作に携わった職人達が証言してくれます。ブロンデル公爵夫人も、ですね」

　コレットさんがドレスを見立てたのは親心もあるけど、この期間のクリスティーナの所在を証明するためでもある。噂に潰されないよう、明確な証拠を作ってくれたのだ。証人は幾らでも居るのでクリスティーナが無事なのだと貴族達とて知るだろう。

「私、この半月とても退屈でした。だから一つの遊びを思いついたんです」

　くすくすと笑いながらグランキン子爵を見る私は間違っても断罪者には見えない。

「魔道具で髪と瞳の色を変えるだけで襲撃に遭うんですもの！　ちなみにクリスティーナ様の身代わりが私で双子の兄上達の身代わりが翼の名を持つ騎士達と一部の近衛の方達です」

「そ、そんな……」

　騎士が身代わりとなって襲撃の現場に居た。これ以上に信頼できる証人はいまい。

「髪型を似せて同じくらいの身長の二人に一般騎士の服を着てもらってディーボルト子爵家と城を往復しただけなのに、五十人近いゴロツキが現行犯で捕獲されたんです。治安向上の役に立ちました」

「ほ……報告は何だったのだ!?　確かに傷物にしたと……っ」

「捕獲したゴロツキに『依頼主に目的達成を伝えろ』って脅おどしたんです。今は全員牢に入ってます」

「……屋敷に、引き籠もったのは……」

「罠を仕掛けた以上、『傷ついて屋敷に引き籠もる令嬢』を演出する必要があるでしょう？」

　翼の名を持つ騎士や近衛が簡単に負けるわけないじゃない、馬鹿よねー……と続けるとさすがにグランキン子爵も黙り込んでしまった。自分の切り札が読まれた上のものだったのだから当然か。

「グランキン子爵。相手に悟られにくい罠とは『相手の罠を利用し、尚且かつ都合よくことが運んでいると思わせるもの』だと思いますよ？　貴方は自分に都合よく考え過ぎです」

「だから言っただろう？　『全てミヅキに読まれていた』と」

　クラウスの言葉にがっくりと肩を落とすグランキン子爵。クラウスは言ったじゃないか……『全て読まれていた』と。その言葉を無視して自滅したのは貴方だよ？

　よく悪役が最後に自爆を選ぶけど、本当にお約束な道を辿ったね。自分で暴露しなければ貴族達に知れ渡ることも自分で自分の首を締めることもなかったのに。

「魔導師、それだけではないのだろう？」

　探るような表情をしつつ、レックバリ侯爵が話に入ってくる。疑っているというより確信か。私の呼び方を『魔導師』にしてるし。

「あら、やっぱり判ります？」

「さすがに儂もグランキン子爵を庇うことなどできん。じゃが、儂も敵だと言うならば他にも手札があると考える方が自然だと思わんかね？」

　レックバリ侯爵の言葉に私は笑みを深める。ええ、貴方ならもちろんそういう発想に行き着きますよね。むしろ私は白黒騎士が基準なので、そういう所は非常に念入り。やり過ぎとも言うけどね。

「先ほど言った襲撃の条件を覚えていらっしゃいます？」

「うむ、『明るい茶色の髪と瞳』じゃったかな。『二人の男性と一人の女性』ということもあるか」

　思い出しながらレックバリ侯爵は『条件』を口にする。それは周囲にも伝わった。

「はい、その通り！　……ゼブレスト王のルドルフ、彼も『明るい茶色の髪と瞳』なんですよねぇ？」

「……は？」

「ルドルフは私の親友なのですよ。今回、ディーボルト子爵家の食事会の料理を担当するにあたり食材を提供してもらいまして。それなのにグランキン子爵が貶めたりするものですから、ディーボルト子爵が謝罪をしてくださったのですよ」

「……」

「お忍びですから紅の英雄と私が護衛を担当し、二人には一般騎士服を着てもらいました」

「……」

「そうしたら襲撃されまして。他国がゼブレスト王を狙った可能性もありますし、お忍びということからも正式な抗議は来てないのですよ。ただ巻き込まれただけなら私個人の謝罪で許すとは言ってくれていますが。……あら、どうしました？」
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　もちろん、私は皆の状態を判っていて問い掛けている。隣のクラウスは呆れて溜息を吐いた。

　あらら、顔面蒼白という表現がぴったりですね、レックバリ侯爵だけでなく周囲の皆様。まあ、そうなるわな……友好国の王を襲ったなんて外交問題になるもの。

　実のところ、ルドルフは『俺も参加したい！』という非常にアホな理由で来たので自業自得である。宰相様も知ってるし、表向きの事情は私が言ったとおり。よく許したな、と思っていたら『今までのゼブレストの方が余程危険だったし、レックバリ侯爵が相手ならこれくらいは必要』という御答えが返って来た。つまり、レックバリ侯爵対策なのだ、これ。

　ルドルフ曰く『襲撃の目的って傷物にすることだろ？　身代わりとは言えお前がその対象になっているから怒り狂ってるんじゃないのか』とのことだった。そういえば身内認定者には厳しくも優しい『おかん』でした、宰相様。

　まあ、ルドルフも忙しくてお忍びもできず、ストレスが溜まっていたから丁度良かったみたいだが。間違ってもこの場では言えんな、こんな裏事情。

「ルドルフは確かに温厚なのですけど……さすがに襲撃までされて黙ってはいませんよ？　グランキン子爵とその繋がりのある悪党どもはどんな理由があれば許されるのかしら？」

「何とも……大それたことを……」

　やっと搾しぼり出すようにそれだけを口にするレックバリ侯爵。衝撃が大きかったらしい。

「貴方が自分に向けられた信頼や長年の功績を利用してグランキン子爵達を庇っているのですから、私も自分の持つ繋がりを使ったまでですよ？　私達はそれを互いに許し合っていますしね」

　それに、と付け加える。

「貴方だって言っていたじゃないですか、『ゼブレストの血塗れ姫』と。そう呼ばれるに至った経緯を知っていればこの繋がりは予想できるのでは？　彼らは信頼できない無能者に『ゼブレストの』なんて付けませんよ」

　私は現在、イルフェナに所属していることになっている。それをわざわざ粛清に関わったと公言する呼び方をしているのは、私の味方でいてくれるからに他ならない。

　ゼブレストでの繋がりがあるなら──イルフェナである程度の扱いは保証されるし、国の中核に組み込まれることもない。

　危険視する者も居るだろうが、私が魔王様配下を公言し翼の名を持つ騎士が守護役に就いていることから黙らせることもできるだろう。イルフェナで利用されず隔離状態にあるのはそういった事情からだ。魔王様が庇えない部分をゼブレストが補ってくれている。

　ルドルフ達もイルフェナの貴族達にそれを教えるために今回は動いてくれたのだろう。

「さあ、まだ何か言い分がありますか？　場合によってはゼブレストから正式な抗議がありますが」

「いいや。儂の負けじゃな」

　一つ溜息を吐くと、レックバリ侯爵は満足そうに笑う。

「そ……そんな！　レックバリ侯爵ともあろう方がっ」

「いい加減にせんか！　最後くらい己の非を認めたらどうじゃ！」

　見た目温厚な老人とは思えない迫力にグランキン子爵は顔を真っ青にして黙る。格好良いな、大物は！　それでこそラスボス様です！

　あ、レックバリ侯爵、グランキン子爵はあれでいいんだよ？　三流悪役の王道を突っ走る人ですから悪足掻きも重要なポイント。……あれ、レックバリ侯爵は何か勘違いしてるような？

「レックバリ侯爵ー、何か勘違いしてません？」

「ふむ、何かね？」

「グランキン子爵は犯罪者ですけど、貴方は違いますよ？」

　その言葉に意外、と言わんばかりに目を見開くレックバリ侯爵。あれ、私もクラウスも『庇うな大人しくしてろ』くらいしか要求してないよね？

「儂を捕らえるには十分ではないかね？」

「貴方を糾弾する気はありませんよ？　目的はグランキン子爵ですから。貴方が庇おうとどうにもならない状況に持っていくことが目的なんです。実際、貴方は何もしていないじゃないですか」

「それはそうなのだがね……状況的に何の処罰もなしというわけには」

　己の行動に責任を持つラスボス様としては何だか納得できないらしい。

「襲撃や悪事に貴方は関わっていない。そもそも貴方に発言力があったのは国の信頼が厚い方だからです。何故庇うに至ったかという状況説明はしていただくことになるでしょうが、それだけですね」

「随分と都合のいい解釈だな」

「都合が良くとも現実です。なまじ貴方自身の功績があるからこそ共倒れにはなりません。私が望むのは最良の結果ですから、これでいいんですよ」

　そもそも魔王様が強行できなかったのは国がこの人を失うことを良しとしなかったからで。

　そう言うとレックバリ侯爵は微妙な顔になった。うん、気持ちは判る。だって『隠居駄目、まだ働け』って言われたようなものだもの。それに私はまだ重要なことを聞いていない。

「貴方は国に忠誠を誓っていますか？」

「我が生涯、一度たりとも国への忠誠が揺らいだことはない！」

　笑みを消し、老人とは思えぬ気迫で即答するレックバリ侯爵。これこそ、国に惜しまれる重じゅう鎮ちんの姿なのだろう。ならば今後の対処は国に任せればいい。

「そうですか。ではこれが最良の結果ですね。貴方を失わず不要な者だけを排除できたのですから」

　それが最良の選択だよね、とクラウスに視線を向ければしっかりと頷いてくれた。

　決着がついた余興に指を鳴らして、私とクラウスが被ったワインを分離させ蒸発させる。クリスティーナから少しでも興味を削いでおくためのパフォーマンスだ、これくらいは許されるだろう。

「ほう……無詠唱か！」

「完全に無詠唱ではないですけどね」

　嘘だがな。レックバリ侯爵には迂闊なことは言えん、危険だ。そんな心境を察したのか、それ以上の追及はせず満足げな顔を向ける。

「お前さんの見解を聞いてもよいかね？」

「貴方が後ろ盾になることでグランキン子爵は増長し、更には表立って動かなかった連中が彼と繋がりを明確にしました。餌、ではないですか？　貴方の役割は」

「どうせなら儂も纏めて排除して欲しかったがね」

「何故ですか？」

　やけに自己犠牲に突っ走るな、この人。何か理由があるんだろうか。そんな思いが顔に出たのか、レックバリ侯爵は苦笑し、感慨深げに理由を話す。

「儂は長く中枢に関わってきた。老いた者がのさばるより若く有能な者に譲るべきじゃろう。儂が居てはいつまでも保護者がいるようなもの。頼る者が居なくなれば自分達でやるしかなかろう？」

『普通に引退したら頼ってくるから頼れない状況にし、餞せん別べつ代わりに悪党を国から排除。ついでに自分に勝ったという功績をプレゼント！　自信に繋げて今後を頑張れ』（意訳）

　簡単に言うとこんな感じだろうか。スパルタ教育と親心と国への忠誠心が見事に混ざっているような。……ああ、周囲に俯いてる人達がいる。あれはレックバリ侯爵を頼ってきた貴族達だろうか。

「えーと。それで言うと私は出て来ない方が良かったんでしょうか？」

　いや、間違いなく居ない方が良かったよね？　あれ、余計なことをしちゃった!?

　だがレックバリ侯爵は笑って首を横に振った。

「いいや？　お前さんが独断で動いたのではなく、殿下の配下としてじゃろう？　ならば構わんよ」

「何故」

「あの方は儂の教え子の一人でな、配下に頼り切りになるような生なま温ぬるい教育はしとらんよ」

　……爆弾を投下されたような気が。目の前の狸が魔王様の教育方針の元になったっぽい。

「ってことはあの人の考え方の元凶!?」

「元凶……まあ、それも正しいんじゃが」

「つまり魔王様の性格形成に大いに影響を及ぼしたと」

「い、いや。そこまでは儂のせいではないと……思いたい」

　焦るあたり非常に疑わしいですねぇ、狸様？　その可能性を考えたことがあったな？

　目を泳がせて冷や汗を滲ませる狸をジト目で見ていたらクラウスが頭を撫でてきた。

「原因が判ったところで現実は変わらないぞ？」

　職人よ、事実だけを言うその口が今は非常に憎らしい。まあ、狸は今後取り調べという名の説教＆引退延期懇願タイムになるので今はよしとしよう。

　ああ、一つだけ言っておかなきゃならないことがあるか。

「レックバリ侯爵。一つだけ貴方の認識を訂正してくださいな。ルドルフは内面に私とそっくりな部分があるのですよ。ただし必要な時以外は牙も爪も隠している、という違いがありますが」

「今回のことも儂の首一つでは済まないと？」

　その可能性を本気で考えているレックバリ侯爵に、私は笑って首を横に振る。

「いいえ？　私は穏便に収めるつもりですよ？　ですが、協力してくれた友人の評価を見直してもらってもよいかと思いまして」

　ルドルフは表に出てこなかったせいもあり未だ過小評価されがちだ。レックバリ侯爵の評価を正すだけでもイルフェナでの扱いは十分変わるだろう。

「……魔導師は己が基準の実力至上主義な者が多いと聞く。今回のことも含め、お前さんが親友と言い切り『粛清王』などと呼ばれる者が認められんと思うかね？」

「ふふ、今後はないでしょうね！　今この場で話を聞いていたのなら特に」

「やれやれ、最後に儂を利用するとは」

　迷惑料としてそれくらいは我慢してくださいな、レックバリ侯爵。







　　エピローグ




　グランキン子爵が連れ出されようとも貴族の話題はそれ一色。当事者達は当然好奇の視線に晒され、それはクリスティーナにも向く。アメリアが喧嘩を売ったことも原因の一つなのだろうが、それ以上にアルにエスコートされている僻みが主な理由か。実に鬱陶しい。

「あらあら、これは最後の役目が遣り甲斐のあるものになりそうね？」

「それを踏まえて俺達が居るんだろう」

「もちろん！　感情の揺れを察し相手を牽制するなんて、私達が適任じゃない」

　本日のシークレットミッション『クリスティーナを守れ！』の発動だ。ある程度訓練すれば魔力探知の応用で周囲の『感情の揺れ』程度は察することができる。誰もが持っている魔力に付随する形で感情の揺らぎを感じ取るという微妙な物だが、『悪意』は最も判りやすい。

　行動を起こすのはクリスティーナに強い悪意を抱く者。そいつらが行動に移す前に『仕掛けたら判ってるんだろうなぁ？　〆られたいのか？』とばかりに二人揃って威圧、もとい無言の脅迫をする手て筈はずだ。それでも反省しなかったら実力行使と控え室へ呼び出しだが。

　アルに恋心を抱く女性達はグランキン子爵の件も交えて嫌がらせをしてくるだろう。それは当然ダンスの時も含まれる。クリスティーナは今夜がデビュタントなのだ、拙い部分を悪意を持って攻撃されかねない。言葉だけでなく行動も含まれる。

　それを牽制するのが私とクラウス。今夜の私達の役割は知れているのだ、その二人から『視線を向けられる』『行動を妨害される』などの牽制をされれば普通は諦める。相手が悪い。

　次からが心配だが、それはシャル姉様達が居るので大丈夫だろう。こういったことは社交界の華と呼ばれる彼女達の方が適任だし、クリスティーナを可愛がってくれている。

　うっかり華達のご機嫌を損ねれば即座に毒華と化し、微笑みと共に報復する様が容易に想像できるな。ある意味、夜会は女性の戦場なのだ。華やかな世界は刺とげ一杯。

「旦那様。今こ宵よいは私達が先陣を切りませんこと？」

　鮮やかに微笑むシャル姉様に旦那様ことクラレンスさんが微笑み返して頷く。

「公爵令嬢である貴女と近衛の副団長である私がダンスを始めれば『グランキン子爵家に対する話題は不快と思っていること』を周囲に知らしめることができますね。貴女がクリスティーナ嬢を可愛がっていることも噂になっていますし、表立って彼女を傷付けるような輩は出ないでしょう」

「ふふ、せっかくのデビュタントを下らぬ話題が独占するなど無ぶ粋すいですもの」

　……『馬鹿な話題に付き合ってられない、私達は夜会を楽しむわ』『近衛騎士が率先して踊る状況から望まれる方向を察しなさい』っていうことだよね、これ。

　賞賛の籠もった目で二人を眺めていると二人は揃って素敵な微笑を返してくれた。了解です、貝になります。二人の作る空気が読めない貴族の今後が気になるけど、好奇心に蓋ふたをしよう。

「じゃあ、私とクラウスはお二人の行動の意味すら判らんアホどもの牽制ですね」

「お願いできるかしら？　私のお友達はクリスティーナ様と親しいことを広める手はずよ」

「元々その予定ですし、私は実力行使の方が得意ですよ。私もある意味、的ですから」

「まあ、ミヅキ様ったら！　ならばクラウスと盛大に仲良くしなければね」

　割とろくでもないことを言ったのだが、シャル姉様達には『悪戯っ子ね！』程度に受け入れられた。

「ミヅキ様！　ご無事で良かった！」

　そんな話をしていると、安堵の笑みを浮かべたクリスティーナが抱きついてくる。少々淑女とは言いがたい行動だが、アルを始め皆が咎める気配はない。

「クリスティーナ嬢は貴方達がワインを被った所を見ていまして。大丈夫だと伝えておいたのですが」

「ああ……まあ、あれ見たら心配するわね」

「ええ。ですが、その後アメリア嬢から受けた侮辱に対し毅然とした態度をとっていましたよ。褒めてあげてくださいね」

「あれはっ……私だけならばともかく、皆様が悪く言われることが耐えられなかっただけで」

　アルの言葉にクリスティーナが顔を赤らめる姿が可愛らしい。大人しい彼女にしては頑張ったようだ。アメリアもさぞ驚いたことだろう……これまでクリスティーナがそこまで強く出たことはないみたいだし。そういやアンディはどうなった。

「ミヅキ様からのお願いも『シャルリーヌ・バシュレ』としてきちんと叶えておいたわ。あの程度の騎士に見下されるなんて、アルもまだまだね」

　金色の美女はしっかり奴の心を折った……いや、お説教してくれたらしい。それも『公爵家の人間として』。アンディ、マジで実家巻き込んで未来に暗雲立ち込めてないか？　視線を向けるもアルは苦笑したまま無言。良くも悪くも関わる気はないようだ。

　やがて様子見のように音楽が流れてきた。やはり騒動があったせいか人々はダンスを躊躇ってしまうらしく、互いの顔色を伺う様子が見て取れる。

「では、行きましょうか」

「ええ、旦那様。この程度の視線で怯む私達ではございませんもの」

　微笑み合って夫妻は誰も居ないホールへと出て行く。その二人を認めた途端に数組が後に続いた。

　そして当然私達も。

「クリスティーナ嬢、お手をどうぞ。一曲お相手を願えますか」

「はい！　拙いとは思いますが、宜しくお願い致します」

「では、俺達も行くか」

「了解、最後の仕上げといきましょ！」

　アルとクリスティーナ、私とクラウスという組み合わせに周囲が一瞬ざわめくが気にする必要はない。クリスティーナは大人の仲間入りをすることに精一杯なのだ、雑音など聞こえていないだろう。今宵は一曲ダンスをこなさなければ、淑女と認められないのだから。

　私達も微笑み合って──クラウスはお気に入りの玩具おもちゃが自分の物だと主張できることが嬉しいだけだ──ダンスを始める。突き刺さる視線には余裕の笑みで応えてやろう。

　睨み付けて来るお嬢様方には二人揃って威圧をかまし、偶然を装って突き飛ばそうとするお嬢様は逆に弾き飛ばしてやった。もちろん、『あら、人にぶつかるなんて随分と不慣れなのね』と嫌味を飛ばすことを忘れずに。今宵のダンスはとってもサバイバル！

　溜息を吐き冷たい視線を送るクラウスも絶大な威力を見せ付けている。憧れの公爵子息に呆れられるなど、拷問でしかないのだろう。しかも曲が終わるまで逃げられない。

　そんな密やかな戦いの合間にもクラウスは体を密着させご満悦。クラウス的には『いいだろ！　凄いだろ！　俺のパートナー！』というお子様的な優越感が占めていると思われる。

「夜会を楽しく思うとはな」

「……それ、夜会っていうより魔力を使っての牽制が楽しいとしか聞こえないよ？」

「十分じゃないか。お前は息をするように魔法を使うが、それができる奴は貴重だぞ？」

　夜会にあるまじき理由で上機嫌なクラウスは本日も平常運転、彼は本っ当～にブレがない。

「普通は紳士淑女の集いに魔法は要らないんだけどねぇ？」

　呆れた眼差しをすると「情報交換と腹の探り合いの場に平和などないな」とシビアな意見を真面目に返された。……事実であってもクリスティーナには言うなよ、クラウス。少なくともデビュタントの乙女はそんな冷めた考え持ってないからね!?

「ミヅキ！」

「ん？」

　小さな呟きと共にクラウスがいっそう体を密着……と言うより抱き締めるようにして私を庇う。それと同時にクラウスの袖をごく浅く切った女性は、思わぬ被害者に顔を青褪めさせた。

　へぇ？　指輪の造形次第で武器にもなるのか、引っ掻く程度だが。確かに女性相手だと衣装が傷になるのは致命的。流血沙汰にならないなら偶然と言い張れるだろう。

　女性は青褪め思いっきりパートナーの足を踏んでいるが、本人はそれどころではない。怒りを滲ませたクラウスが睨みつけているのだ、はっきり言って怖い。

「も……申し訳ありませんでした。指輪が引っ掛かってしまって」

「ほう？　計画的な動きに見えたが、偶然だと？　……随分と嘗められたものだな」

「……っ」

　私達のこれまでの行動から周囲には今更と思われているだろうが、これ以上口論が続くと少々拙い。ここは私なりに収めるとしましょうか。

「クラウス、機嫌直して」

　そう言って軽く引っ掻き傷の残る袖に指を這わせて魔力による繊維の補修を。その光景にクラウスは目を見張り、その興味は加害者から私へと移る。

「見事だな、こういう使い方もできるのか」

「ふふ、貴方達に認められる魔導師ならばこの程度は『できなきゃならない』でしょ」

　にこりと微笑み、続いて加害者に顔を向ける。未だクラウスに抱き締められた状態から更に体を預け、勝ち誇ったように微笑む。

「そういうことなの。クラウスの視線を受け止めることさえできない女如きが相手になるはずもない。個人としての価値がない、血筋だけが自慢のお嬢様は去りなさいな」

「……！」

　ついでに向けた威圧が怖かったのか、言葉がきつかったのか。涙目で女性は震えながらも頷き、私達の傍を離れて行った。それを見送り私達も再びダンスを再開する。

『……お見事ですね。先ほどの貴女は大変魅力的でしたよ。一瞬、見惚れるほどに』

　傍で様子を窺っていたらしいアルがひっそり念話で声をかけてくる。さすがにダンス中はパートナー以外との会話は無理なので、念話が可能な魔道具を持ってもらっているのだ。クリスティーナは……アルの足を踏まないよう必死で気付いてないっぽい。
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「話題作りに貢献できたかしらね？　クラウス、ごめん。油断した」

「構わないぞ？　俺としてはお前の術を間近で見れて嬉しい限りだ」

「……ああ、そう」

　気にしてないならいいんだ、別に。て言うかすでにどうでもいいことに分類してないか、クラウス。

　私達が今夜の噂になればクリスティーナの話題は霞かすむだろう。それも狙ってイチャイチャしてるのだが、周囲の注目を集めたのなら成功だね。

　ちらりと視線を向けると先ほどの遣り取り──と言うか、クラウスが私を抱き締めていたこと──に気付いていた人達がちらちらとこちらを窺っている。話題の誘導は十分と見た。

　そうしているうちに曲が終わり、クリスティーナはほっと息を吐く。そしてすぐ傍に私達が居ることに気付くと、普段と変わらぬ飾らない笑顔で微笑んだ。

　それは無事に終わった安堵であり、遣り遂げた誇らしさであり、皆の期待に応えられたという自信の片へん鱗りん。これから彼女も淑女として様々なことを学んでゆくのだろう。その中には今までの無邪気さが損なわれるようなことも起こるかもしれない。それでも。

「クリスティーナ、デビュタントおめでと。素敵だったよ」

「ありがとうございます！」

　多くの協力者が好ましく思った部分はなくして欲しくないと思うから。

　今も心配そうに見守っているに違いない双子の騎士が助けを求めたら、迷わず手を差し伸べるだろう。おそらくはこの場にいる二人の騎士達も。





（次巻へ続く）





　　番外編　魔王殿下の黒猫　（エルシュオン視点）




　あの騒動後、グランキン子爵は拘束され、彼の家族も騎士達の手によって広間から連れ出されていた。娘のアメリアもまたクリスティーナに対する嫌がらせに関わっているのだ、全くの無関係ではない。好奇の視線から逃れられる意味では安堵していたかもしれないが。

　ちらり、と周囲を見渡して私はほっと息を吐く。初めの曲が終わる頃には人々はだいぶ落ち着いたように見えた。これならば大きな混乱は起こらないだろう。

　同時にミヅキに対して抱く感情は少々複雑だった。今回、彼女を巻き込んだのは私達だ。それは事実だし、その結果にも十分満足している。

　満足している……のだけどね？

「……。ゼブレストの宰相殿の気持ちが少し判った気がする」

「ほう？　あの宰相殿は何を言っておられましたかな？」

　思わず呟くと隣を歩くレックバリ侯爵から声が上がる。どうやらこの老人もミヅキのゼブレストでの日々は詳しく知らないらしい。

「泣く、怯えるといった一般的な女性の反応は皆かい無む。彼女がやるのは報復一択、敵に逃げ場なし」

「……は？」

「自分が楽しむことを前提に文句のつけようがない結果をもたらすので、小言が言えない」

「……」

　微妙な表情になるレックバリ侯爵の反応も当然だろう。なにせ彼はたった今、ミヅキと一戦交えたばかり。

　ワインを被るという予想外の行動に加えて、ゼブレストの王まで己が罠に組み込んだのだ。それを考えればゼブレストでの暴れっぷりはどれほどのものだったのかと、疑問に思うのは当然のことだろう。報告書……暈ぼかして書かれてないかな？　物凄く。

　いくら親友だろうと相手は一国の王。普通ならば利用するなどありえないし、向こうも許可などするはずがない。しかも他国のためなのだから、それが当然のこと。

　そう、『普通』なら実現するはずはない。

　ただし、私はそのことをミヅキに教えてはいなかった。だからこその暴挙とも言う。ゴードンの報告書にあった『規格外』とはこのことか……！

　そして一番の衝撃はゼブレストの方からそれを言い出したことだったりする。こういった行動を一番咎めそうな人物、宰相アーヴィレン。クレスト家出身の宰相殿はいくらミヅキに恩があろうとも許可などしないはず。彼が王を危険に晒すなど考えられない。……そう思っていたよ。




　それが何故、宰相公認で王がやって来る!?　一体何があったんだい!?

　しかも私はルドルフが参加するなんて聞いていなかったんだけどね!?




　ミヅキ本人はきっと『習ってません、知りません、向こうが良いって言ったもん！』とでも言って押し切る気満々だろう。もちろん、通常ならばそんな真似は絶対に駄目なのだと気付いているに違いないので確信犯だ。相変わらず嫌な方向に賢い。

　気付いた時は頭痛がした。これでは唖然とするなという方が無理じゃないか。何故、異世界人が教育の抜け道を利用しようとするのだ。それ以前に王を囮にするんじゃない！

　先ほども隣に居たのがクラウスだったからこそ、動じていないように見えただけなのである。彼らはルドルフがお忍びの最中に襲撃されたことは知っていても、この場で切り札に使うことまでは想像していなかったに違いない。普通はレックバリ侯爵達と同じ反応をするだろう。

　おそらくは……ルドルフ本人がミヅキの共犯者なのだ、最初から。

　その場で王本人が許してしまえば『なかったこと』にできるのだ、他国に借りを作らないためにもそうしてしまえるならばありがたい。騎士達もルドルフに感謝したことだろう。

　だが、実際は異様に仲の良い悪ガキ二人による悪戯。

　レックバリ侯爵どころか我々さえ驚かせるための下準備。

　しかも最良の結果をもたらしただけに怒れないという性た質ちが悪いもの。

「もしや……殿下もご存知なかった、のですかな？」

　私の様子から恐る恐るかけられた言葉にゆっくり首を横に振る。いや、一応は聞いていた。

　ただし、ルドルフ本人からの『俺達が食材を提供したディーボルト子爵が謝罪したいって言うからそっちに行くな！　あ、セイル連れて行くからお忍びで町を歩きたい。ミヅキも一緒なら城下町くらいはいいだろ？』という軽～い言葉程度で。間違いなくこれも計画の内だったのだろう。

「ディーボルト子爵の性格を考えると『謝罪を受ける』ってのは確かにありがたい提案だったんだ。それにゼブレストも漸く何とかなりそうだから、一度ルドルフをゆっくりさせてあげたくてね」

「ああ、かの方は本当にご苦労されましたからなぁ」

　思わず同情的な表情になるレックバリ侯爵にやや表情を暗くする。ルドルフは本当に幼い頃から大変だったのだ、思わず私が個人的に手を貸してやりたいと思うほどに。

「……一度くらい年相応に友人と遊ぶ機会があってもいいだろう？」

「確かに。それくらいは許されるでしょう。それに我が国の城下町ならば危険はありますまい。……護衛にあの娘が混じっているならば特に」

　ミヅキは基本的に寮以外での単独行動は許されていない。異世界人が町に不慣れだからという理由半分、残りは何をしでかすか判らないという理由で。

　つまり傍に居なくとも誰かが付いていたはずだ。なお、一番凶暴なのがミヅキ本人であることは言うまでもない。

　その凶暴娘は周囲と談笑しつつも、近付いてくる私達を見付け呑気に手を振っている。騙すような手を使った罪悪感は全く、全然、欠片もないらしい。

「魔王様もいたんですね。狸様も先ほど振りです」

「狸……」

「策士の代名詞じゃないですか、褒め言葉ですよ」

『嘘を吐けぇっ！』とその場にいた全員の心の声はハモったことだろう。ミヅキ、その楽しそうな顔で言っても説得力は皆無だよ？　まったく、この娘は……。

　頭痛を覚えつつも、思考を切り替える。せっかくの夜会なのだ、利用しない手はない。

「ミヅキ。……お手」

　ささやかな仕返しとばかりに、ダンスへ誘うには随分と不適切なことを言って手を差し出せば。

　ぽす、と即座に片手が乗った。

『……』

　迷いのないその行動に周囲は暫し固まり、私も同様。ただし、アルジェントとクラウスは苦笑するばかり。何か思うことはないのかな、婚約者ども。

「えーと……ミヅキ？　君はそれでいいのかい？」

「逆らってはいけない人を見極めるのも才能、もとい人間の本能です！　あとはその場のノリで」

「逆らってはいけない、ね……それは『怖い』ってことなのかな？」

「怖い？　ああ、威圧のことですか。いえ、全然。飼い主というか保護者的な意味で」

　予想外の対応に疑問を口にすれば、胸を張って返された。保護者はともかく飼い主って何だ。

　言っていることはある意味間違ってはいないけど、それは人としての扱い前提じゃないのかな？

「いや、だからってねぇ……」

「私は魔王様の配下を名乗ったんですよ？」

　軽く首を傾げるようにして告げられた内容に一瞬言葉に詰まる。それは、つまり。

『お手』をしたままの手をじっと見る。犬……いや、猫かな。普段言うことを聞かないくせに呼べば律儀に返事をするような、気紛れな黒猫。凶暴で誇り高くて、稀に寂しがりな面を持つ『私の猫』。

「……ミヅキ。私の配下だというならば、それを知らしめないとね？」

「了解です、魔王様」

　呆れたように笑えば、にこりと笑って返してくる。その瞳に恐れの色はない。クラウスに視線を向ければ軽く頷きパートナーを譲ってくれた。その表情はアルと同じく何だか嬉しげだ。

「おやおや、子猫を案じるあまりに親猫が出てきたと思っておりましたがなぁ……子猫もまた親猫に甘えたかったようですな」

　レックバリ侯爵の声を背にホールに出て行く私達に向けられていたのは。

　──呆れたように、けれど微笑ましさを隠さない親しい者達の優しい眼差し。
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　ゆったりと流れる曲に合わせて踊り始めれば、周囲からは好奇の視線と軽いざわめき。予想されたこととはいえ、ここまで想像どおりの反応だと笑えるものだ。

「やれやれ、随分と騒がしいね」

「そりゃ、魔王殿下と異世界人の組み合わせですから」

　ミヅキは周囲の様子など気にも止めていない。レックバリ侯爵との一戦でも実に堂々としていたのだから当然といえば当然か。

「……で、駒としては合格点をいただけるのでしょうか？」

　さらりと口にする内容は随分と現実的。聞き耳を立てていた令嬢に威圧を向けることも忘れず問う様は誰が見ても民間人には見えないだろう。

「十分だよ。……私達を驚かせたことも含めてね」

「あは、やっぱりバレました？」

　にこやかな笑顔は大変わざとらしい。私の猫は随分といい性格をしているようだ。

「私の配下だと知らしめる以上は今後も動いてもらうよ？」

『保護される』のではなく『配下となる』ならば今後は私の手駒として見られるということだ。確認の意味で問えばあっさりと頷いた。

「居候している以上は働きますよ？　それに魔王様の指示ならば国のためでしょう、問題なしです」

「君ね……少しは考えるとか悩むとかしないのかい？」

　呆れて問えば暫し沈黙して。

「うん、全然問題なしです」

　ほぼ即答した。……もしや『悩む』ということをほとんどしないんじゃないか、この子。

　そう考えると心配するのも馬鹿らしくなる。要は私が様子を見つつ加減してやればいいのだと、そう思うことで自分を納得させた。規格外に常識は通用しない。

「深く考えたら負けですよ、魔王様」

「いや、それは自分で言うことじゃないだろう!?」

「失礼な！　親猫様の精神的負担を軽くしようという、健気な気持ちが判らないと？」

「君、健気って意味を理解してる？」

「一般的な意味と自分に都合のいい範囲で」

　即答。……頭の回転が速いことは事実だが、方向性は限りなく残念なようだ。どうやら言葉遊びが随分と得意なタイプらしい。

　自然にそう考える自分の思考に苦味を覚え口元を歪める。これでは駒としての利用方法を考えているだけじゃないか。本人がその在り方を受け入れていようとも、保護者と言える態度ではない。

「魔王様？」

「いや、何でもないよ」

　軽く首を振り笑みを浮かべれば、ミヅキはやや片眉を上げたがそれ以上の追求はしなかった。

　そんな会話をしつつも私達は順調に周囲への牽制を行っている。そして、ふと思い出す。

「ミヅキ。君は私が視線を合わせても平気なのかい？」

　そうだ、この子は初対面時に無自覚の威圧を感じ取り怯えた。今更だが、ダンスなどしていて大丈夫なのだろうか。だが、現実は予想の斜め上を行ったらしい。

「え？　あの時は威圧が何か判らなかったし、原因を知らなかったから怯えただけですよ？　理由が判れば恐れる必要ってないでしょ」

「君は魔力が高い方だから特に圧倒的な魔力の差を理解できるのに？　私に憧れていると口にする者さえ、視線を長く合わせることに恐怖を覚えるんだよ？」

　やや自嘲気味になるのは仕方ない、それは紛れもない事実なのだから。……だが。

「それ、男に顔で負けるのが耐え切れなくなるだけでは？」

「……は？」

　真面目に返された答えは予想の斜め上を行った。思わず作っていた笑みが崩れる。

「化粧して着飾ったのに何もしていない男に顔で負けるって令嬢としては屈辱じゃありません？　多分、そっちの人達もいると思います。しかも多数」

　軽く首を傾げながら思いも寄らぬことを口にするミヅキ。……何故だろう、言い切られると妙に説得力がある気がする。とはいえ、同意するのも複雑だ。

「きっと超えられない壁を悟ったんですよ、『勝負にすらならない』と！　アルやクラウスも傍に居るだろうし、プライドはズタズタじゃないですかね？」

「うん、君はそういう発想をするんだね。で、君は自分も女性ということを忘れてないかな？」

「私にとって美形は自分と比べるものじゃなく観賞用です！　美形は世の財産ですよ」

　鬱陶しい視線を向けるくらいなら向き合う勇気を持てば良いだけなのに、根性なしが！　と続けて周囲に威圧を含んだ視線を廻めぐらせる。

　……どうやら最初から比べる気がないらしい。今の言葉も牽制の一つか。

　うっかりミヅキの言葉を聞いてしまった者達が──私達の会話に聞き耳を立てていたのだろう──ギョッとして振り返るが本人に反省の色はなかった。令嬢の中には盗み聞きがバレて顔を赤くする者や俯く者が続出、結構な被害になっているようだがミヅキは知らん振り。

「ミヅキ、わざと聞こえるように言ったね？」

「本心です。それに私は手加減って下手なんですよね」

　あからさまな言葉に呆れる。が、同時に馬鹿らしさと笑いが込み上げてくるのも事実。

　私の『猫』は、賢いだけじゃなく随分と個性的で、負の感情が似合わないらしい。

「それじゃあ曲も終わったことですし、喧嘩を売ってきた連中に報復を。覚悟～♪」

「やめなさいっ！」

　……凶暴、なんだけどね。こら、令嬢達が怯えてるから物騒な笑みを向けるんじゃない！




　　※※※※※※※※※




「いやぁ、随分と楽しそうでしたなぁ」

　戻った私達を迎えたのはレックバリ侯爵の台詞と複数から向けられる生温かい視線。遠目に見ても周囲が怯えまくったことは理解できたのだろう。

「え、やだなー。『嫉妬するくらいなら根性出せ、ただし魔王様の引き立て役確定』程度のことしか言ってませんよ。盗み聞きする方が悪い」

「意訳するとそんな意味だったね、確かに」

　呆れた視線を向けてもミヅキは楽しそうなまま。完璧に遊んでいる。

「お前さん……誰もが事実と思いながらも口にせんことをさらっと言いおって」

「あ、やっぱり？」

「～っ！　レックバリ侯爵！　ミヅキに要らんことを吹き込まないでくれ！」

　狸と猫は妙なところで気が合うようだ。二人とも非常に傍はた迷めい惑わくな性格をしているだけに今後に不安を感じる。それでも結果を出すから、私は強く諌められないだろうけど。

「あれ？　団長さん？」

　今後に不安を感じ、現実逃避気味になっていたところをミヅキの声が引き戻す。視線を向けた先には近衛騎士団長アルバートが控えていた。ただし、その服装は騎士ではなく貴族の装いだ。

「ミヅキか、無事で何よりだ」

　畏怖されがちの男はミヅキの姿に僅かに顔を綻ばせた。グランキン子爵との騒動を見ていたのならば仕方がないのかもしれない。

　今宵、ミヅキが事前に流した『祭り』の情報とグランキン子爵の素行から数名の近衛騎士が貴族として紛れ込んでいる。一見騎士と判らなければ意外と警戒されないのだ。

「アルバート、首尾は」

「グランキン子爵と繋がりのある人物達も念のため捕獲いたしました。現在は別室にて事情聴取を」

「そうか、ご苦労」

　これで明日には事態が動く。もはやレックバリ侯爵という壁がないのだ、結果は見えていた。そして一つの悪戯を思いつく。ミヅキにやられっぱなしでは主として情けないからね？

「アルバート。せっかくの機会なんだ、ミヅキと一曲踊ってはどうだい？」

　にこりと微笑み、片手ではミヅキを捕獲。私の意図を察した周囲は面白そうに聞いている。

「は？　殿下、私は任務の最中なのですが……」

「この会場で今一番危険視されているのはミヅキだよ？　団長自ら見張るのもいいじゃないか」

「ちょ、魔王様！　危険物扱い酷い！　私は乙女！」

「事実じゃろうが。乙女は周囲を怯えさせたりはせんよ」

　呆れたように呟くレックバリ侯爵の言葉にミヅキは視線を逸らす。自覚はあったのか、もしや。

　アルバートは……困惑を滲ませながらも何だか嬉しそうだ。そういえば妻のジャネット共々ミヅキを養女にと狙っているんだったかな。ならば繋がりを周囲に知らせておくのにも賛同するだろう。

「と、いうことだ。ミヅキ、行っておいで」

「で、殿下!?」

　ぺいっとミヅキをアルバートに向けて放ると慌ててその体を支える。凶暴だと判っていようとも娘（希望）は可愛いらしい。ミヅキも騎士寮に食事に来る近衛達には慣れているせいか、恐れも緊張もないようだ。……体格差的にも男女というより親子にしか見えないし。

「いいんですか、異世界人の魔導師と騎士団長の繋がりを見せ付けて」

「今後、共に仕事をすることもあるかもしれないからね」

　周囲への影響と……恐らくはアルバートへの気遣い。双方を案じたミヅキに笑って頷くと漸く安心したようだ。クリスティーナにも家族と踊ってはどうかと持ちかけている。

「どうせなら兄の一人にでも来てもらえば良かったですね」

　それぞれがホールへと出て行った後にアルジェントが思案顔で呟くとクラウスも同意した。

「『家』がミヅキを望んでいると判れば下らん嫉妬も止むだろうからな。まあ、手は出させんが」

「ブロンデル公爵は本日いらっしゃらないのですか？」

「母と共にグランキン子爵を尋問中のはずだ」

「ああ、それは無理ですね。クリスティーナ嬢のことでお怒りでしょうし」

　なかなかに姑息なことを考える幼馴染達を生温かい目で見つめる。それはレックバリ侯爵も同様だったようで、つい彼らに突っ込んでいた。

　なお、殺る気になっているブロンデル公爵夫妻の邪魔をしてはいけないのは本当だ。後が怖い。

「お前さん達、それはミヅキのためと見せかけた囲い込みじゃろう？　外堀から埋める気か」

「おや、人聞きの悪い。心配しているだけですよ」

　穏やかに、けれど裏のある微笑でしれっと言うアルジェント。クラウスは視線を逸らす。

　その後も続く言葉の応酬に呆れて視線を向けた先にはアルバートとミヅキの姿。

　──うん、やっぱり親子にしか見えないね。

　アルバートとて貴族、女性をリードするなどお手のもの。その対象が体格差のあるミヅキなので物の見事に『娘に付き合ってダンスの相手を務める父親』という構図となっている。周囲の視線からさりげなく守っていることも一因だ。

「誰かの守りを必要とするほど弱くはないと、アルバート様は気付いてらっしゃるでしょうに」

　クスクスと笑うシャルリーヌの表情は呆れながらも微笑ましいと言わんばかりだ。思わず私も大きく頷き同意する。




　──その後。戻って来たミヅキとアルバートを『父子のようだった』とからかい。

　ミヅキから冗談交じりに『父様？』と言われたアルバートが嬉しさを顔に出さないよう苦労する一幕があったのだが。

　夜会はおおむね平穏に終わったのだろう。……勿もち論ろん、別室で取り調べを受けていた者達を除いて。




　　※※※※※※※※※




　──その後、とある館にて




「それでな、手とか小さくてなっ！　歩幅に差があるせいで必死にステップを踏む姿が可愛くて可愛くて……！」

「ええ、ええ、そうよね！　私ももちろん見ていたわ。王妃様も『親子のようね』っておっしゃっていたのよ、貴方と親子ならば私とて母親……！」

「そうだな、ジャネット！」

　日頃の冷静さ……と言うか畏怖されているはずの鋭い視線や強こわ面もてをどこかに置き忘れ、妻共々大はしゃぎするアルバートの姿があった。

　彼らにとって『可愛い娘が欲しい』という悲願。エルシュオンの悪戯とはいえ、娘（希望）のデビュタント──ミヅキにとって初の夜会なので間違ってはいない──をエスコートできたアルバートは上機嫌だった。

　妻のジャネットもその光景に『将来の理想的な親子像が目の前に……！』と大興奮。なにせ兄はともかく父とダンスをする娘は少ないのだ、身内より素敵な青年、なのである。

　それを嫌がりもせず喜んで手を取る。

　しかも周囲にも注意を怠らず、自分の役目すらこなすとは。

　仕事第一の彼らは己の願いも含めて『なんてできた子だ！』と絶賛しているのだった。もしも何かしら騒動が起ころうものなら、ミヅキは即座に魔導師として協力を申し出ただろう。

　クラウスやエルシュオンとのダンスの最中でも彼女はクリスティーナへと向けられる悪意を蹴散らしていた。華やかな世界に混じろうとも、ミヅキは『守る側』なのだ。

「身長差があるせいで上目使いに見上げてくるのだ、娘に頼られる幸せとはこのことか……！」

「ずるいわぁ、アルバート。私もあの子にドレスでも贈ろうかしら？」

「いや、それではいつ着てくれるか判らんぞ。そうだな、休日にでも町の散策に誘ったらどうだ？お前が護衛を兼ねるならばそう煩いことも言われまい」

「素敵！　娘とお買い物なのね！　……確かにその方が夜会よりも仲良くなれそうだわ」

　勝手に盛り上がる夫婦を部屋の隅から見つめる二人の人物。

　一人は長年夫婦に仕え、館のことを任されている執事。

　もう一人は夫婦の実の息子であり、近衛騎士でもあるディルク。

　片やハンカチで目頭を押さえて夫婦を心から祝福し、片や呆れた目で見つめている。実に対照的な二人だった。

「ようございましたね、旦那様。奥様もあのように喜ばれて……」

　感無量とばかりに涙ぐむ執事は彼らの願いをよく知っていた。それが叶わなかった時の落胆も見てきたのだ、降って湧いた幸運を大いに歓迎している。

「いや、あそこまで喜ぶってのも」

　実の息子ながらどちらにも似てないと評判の次男は少々引いていた……訂正、ドン引きした。親だろうとあそこまで盛り上がられると「歳を考えろ、正気に戻れ」くらいは言ってしまいそうなのだ。はっきり言って大変見苦しい。

「ディルク様。……ご自分が『可愛い』という言葉の似合う幼少期を過ごしたとでも言うのですか？」

「……」

「……」

「ええと……悪かった」

　夫婦の夢を砕いた元凶。それこそ妙に自立心たくましい二人の息子である。本人も自覚しているように悪く言えば可愛げのない、親に甘えず頼らない子だったのだ。しかも兄弟揃って。

　この二人が女に生まれていたならば嫁ぎ先にさぞや苦労したことだろう……夫より頼りになる貴族令嬢が嫁ぎ先で幸せに生きられるとは誰も思わない。そもそも性格が良いとは言えないのだ、出戻りは確実である。

「あ～あ、捕まったゴロツキどもはどんな目に遭うのやら」

　ここ数日のうちに捕らえられた罪人達は未だ拘束中。彼らの目的はクリスティーナを傷物にすることだったが、クリスティーナの身代わりを務めていたのはミヅキ。雇われただけだろうとも、彼らが無事で済むはずはない。

　ディーボルト子爵家から始まった騒動は、様々な影響を及ぼした後に収束したのだった。
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